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序

島根県教育委員会では、島根県住宅供給公社の委託を受け、平成11、 12年度に

法吉団地建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施しましたが、この

度その成果をまとめ報告書を刊行することとしました。

調査を行った松江市法吉町には数多 くの遺跡が所在 し、『出雲国風土記』にそ

の地名起源諄が記されるなど原始・古代より栄えた地域です。今回の調査により、

田中谷遺跡では秀生時代後期から継続して営まれた集落を確認し、これを母胎 と

して傑出した古墳時代中期の首長墓である嫁山古墳の様相が詳しくわかるなど多

くの成果を上げることができました。いずれも、この地域の歴史を解明する上で

貴重な資料であ り、本書が郷上の歴史 と文化財に対する理解や関心を高める一助

となれば幸いです。

発掘調査及び本報告書の刊行にあたりまして、地元の方々、松江市教育委員会

をはじめ関係の皆様から多 くの御協力を得ましたことに対し心からお礼申し上げ

ます。最後になりましたが、塚山古墳の重要性に理解を示し、開発 と保存 という

重大問題に直面しながら、多大な困難を排して保存を決定された島根県住宅供給

公社に対し、深 く感謝いたします。

平成14年 3月

島根県教育委員会

荻育長 山 崎 悠 雄



例  言

1。 本書は島根県住宅供給公社の委託を受けて、島根県教育委員会が実施した、法吉団地建設予定

地内埋蔵文化財発掘調査報告書で、本文編・写真図版編の 2冊からなる。

2.本書に収録したのは以下の遺跡である。

田中谷遺跡  :松江市法吉町727-1番地外   塚山古墳 :   同  721-1番 地外

下がり松遺跡 :   同  680-2番 地外   角谷遺跡 :   同  974番地外

田中谷遺跡のうち一部は松江市教育文化振興事業団によって調査が行われ、既に報告書が刊行

されている (『 田中谷遺跡 (皿 区)発掘調査報告書』2001年 3月 松江市教育委員会 。 (財)松江

市教育文化振興事業団)。

3.挿図中の方位は、測量法による平面直角第Ⅲ座標系のX軸方向を指し、レベル高は海抜高を示

す。

4.本書に掲載した地図のうち第 2図は国土交通省国土地理院の地形図を、また第 4図は島根県住

宅供給公社が1981年に作成し1996年に修正した地形図を一部改変して使用した。また、空中写真

のうち図版 1は『ふるさと飛行 島根県航空写真集』(1982 山陰中央新報社刊)に掲載された

写真を、図版 6～ 8は国土地理院が所管する写真をそれぞれ使用した。

5。 本書で使用した記号は以下のとおりである。

SI:竪 穴建物、 SB:掘 立柱建物、SK:土 羨、SD:溝 、P:柱穴等、SX:そ の他

6。 遺物図面の縮尺は基本的には土器を1/4、 石製品を1/2, 2/3、 金属器を1/1, 1/

2、 木器を 1/4, 1/6, 1/10と した。

7.掘立柱建物の平面図に示した数値は柱穴心心間の距離を表し、単位はclllで ある。

8。 木製品の樹種同定はlal吉 田生物研究所に委託し結果は遺物観察表に掲載した。灰化物の年代測

定はlal文化財調査コンサルタント、パリノ・サーヴェイlalにそれぞれ委託し、その結果を掲載し

た。また、塚山古墳から出上した赤色顔料については朽津信明氏 (東京文化財研究所)・ 下山進

氏 (吉備国際大学)に分析・執筆いただいた。

9.出土遺物の実測は第 2章第 1節にあげた調査員、補助員、整理作業員があたった。また遺構・

遺物写真は各調査員が撮影した。

10。 本書は第 8章を除き目次に示した各調査員が執筆した。

11.出土した遺物並びに調査に関する写真、実測図等の記録は、島根県荻育庁埋蔵文化財調査セン

ター (松江市打出町33番地)で保管している。

12.本文に示した遺物の時期は、弥生土器が鹿島町1992に 、須恵器出現以前の上師器が松山1991,

2000に、須恵器が大谷1994に それぞれ依拠している。

13.塚山古墳については第 5章第 1節に述べたとおり、団地内に公園の一部として保存・整備され

ている。説明板も設置されており、地域の方々に末永く親しまれ活用されることを願う。
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第 1章 調査に至る経緯

島根県住宅供給公社 (以下「公社」)イよ勤労者に住宅を供給する目的で、既に開発された比津ヶ

丘団地に隣接する松江市法吉町の丘陵地に戸数約300の大規模住宅団地 と中学校建設用地の開発を

計画した。この計画は当初昭和55年度に事業地 として選定され、同年地方住宅供給公社法第28条の

規定に基づ く松江市協議及び国土利用計画法に基づ く開発協議を行い、翌56年 に島根県教育庁文化

課 (当時)力 予ゝ定地内の分布調査を行った。その後諸般の事情により開発計画が保留されたが、平

成 6年度に、計画を一部変更して再度開発協議がなされ、事業の実施が決定された。

平成10年 6月 に公社 と県教育委員会文化財課 (以下「文化財課」)は計画変更後の初の協議を行

ない、公社から塚山古墳を団地内に公園として保存する内容を含む事業計画が示されると共に、分

布・試掘調査の依頼があった。そして用地取得の目途がほぼついたため、平成10年 11月 26日 付で公

社は文化財課に分布調査を依頼した。これを受け文化財課では山林 と狭長な水田で構成される事業

地約16haを 対象に同年12月 に分布調査を実施し、周知の遺跡を含む 8個所の地点を確認 した。た

だし、樹木が繁茂した状態での踏査であったため、遺跡の範囲などについて詳細な確認調査が必要

であることを伝えた。この結果を受けて公社は平成H年 2月 1日 付けで文化財保護法第57条の 2第

1項の書類を文化庁長官宛て提出するとともに同 2月 9日 付けで文化財課に発掘調査を依頼した。

公社から依頼を受けた時点で、県の調査機関である埋蔵文化財調査センター (以下「センター」)

では継続の調査事業を抱えており、多数の新規事業の調査に応えられない状況にあった。一方団地

の開発計画は大規模で事業地内に周知の遺跡も多いうえに、平成H年度中に造成工事に着手する予

定であったため、文化財保護担当の部局 としても調査着手が急がれた。このような状況から関係者

による協議が重ねられた結果、調査パーティー 1を充てることが決まり、文化財課はこのことを平

成H年 3月 5日 付けで伝え、同 3月 31日 付けで調査受託を正式に公社あて回答した。

このような事前の協議等をふまえ、センターが調査を実施することとなり、次に調査方法 と事業

とのすり合わせなど具体的な段階に進んだ。まず、 トレンチ調査により遺跡の範囲確認・性格の把

握等を行い、その結果に基づいた全体の調査計画をたて、事業 との調整を図ることとした。また、

塚山古墳についても保存区域を確定させるための範囲確認調査を行うことが決められた。

以上のような経緯から、平成11年 4月 1日 付けで公社 と島根県の間で委託契約が締結され、同 5

月20日 から調査員 1人、調査補助員 2人の 1斑体制で現地調査を開始した。

なお、団地内の幹線道が市道春 日東生馬線 として整備されることから、この部分については松江

市教育委員会で対応することになり、(財)松江市荻育文化振興事業団が平成12年 4月 10日 ～同 7

月26日 で発掘調査を実施した。その結果は既に『田中谷遺跡 (Ⅲ 区)発掘調査報告書』 として2001

年 3月 に刊行されている。
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第 2章 位 置 と 環 境

法吉地域は松江市街地の北側、島根半島からつらなる丘陵の南端部に位置する。西に比津丘陵、

東に菅田丘陵、南側に現在の懇北台住宅団地から東奥谷町一帯にかけて丘陵が形成され、これら丘

陵の間をぬって東西に平地が広がっている。今回調査を行った場所は、法吉地域でも西側に位置し、

谷と丘陵尾根が入り組んだ地形となっており、この南側に向かって平地が開けた形になっている。

周辺の丘陵部分の多くは山林で、平地は主に水田として利用されていたが、近年は開発により宅地

化が進んでいる。以下に時代を追ってこの地域の遺跡を概観することとしたい。

この地域で最も古い人間の活動の跡は後期旧石器時代にまで遡り、白鹿谷遺跡②では玉髄製掻器

が採集されている (丹羽野2001)。 縄文時代から弥生時代の遺跡では法吉遺跡①が知られている。

ここでは縄文時代晩期、弥生時代初頭～中期の上器、石鏃、石錘などが出上しており、また、平成

12年度の松江市の調査では縄文時代の流路でドングリの集積が検出されている(松江市 (財)2001)。

田中谷遺跡Ⅲ区①では弥生時代後期の遺物を含む旧河道などが確認された (松江市2001)。 ただし、

この時代の集落については発掘調査がされておらず、当時の人々がどのような環境で生活していた

のかは明らかではない。

法吉地区周辺には多 くの古墳が存在し、北山丘陵から派生する丘陵尾根上や先端、北山丘陵から

低地をはさんで南側に位置する丘陵の上や端部に位置するものが多い。古墳時代前期から中期には、

月廻古墳群③ (前島1974、 宮沢1976)、 折廻古墳群③などが営まれる。月廻古墳群は埋葬施設に箱

式石棺や礫床を伴う箱形木棺を持つ古墳があり、番外 3号墳には木棺内に盤龍鏡が副葬されていた。

折廻古墳群には礫床を伴う箱式石棺を主徐部とする古墳も確認されている。後期古墳では伝宇牟加

比売命御陵古墳⑩ (松江市1993)、 岡田薬師古墳⑩ (島根県1986)が調査されている。伝宇牟加比

売命御陵古墳は一辺16m、 高さ2mの造り出し付き方墳で、主体部は石囲を伴う木棺であったと考

えられる。出土した須恵器・埴輪から6世紀前半の築造と推定される。また、岡田薬師古墳は横穴

式石室をもつ6世紀後半の方墳で、副葬品には須恵器や玉類がある。墳丘盛土内には須恵器が置か

れ、墳丘を構築する最終段階で何らかの祭祀行為が行われたと考えられる。

時期は不明だが松ヶ峠古墳④ (造 り出し付き円墳、径36m)、 田中谷古墳⑦ (前方後方墳、全長

発掘調査地

松江市

＼
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第 1図 遺跡位置図
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第2図 調査遺跡と周辺の遺跡 (S=1/30000)

表 1 周辺遺跡一覧

No 】涙 跡 名 No 跡 名 No 遺   跡   名 No 跡 零 No 遺  跡  名

1 田 中 谷 遺 跡 長谷歳徳 神古墳 久米横穴墓群 金刀比羅古墳 高柳古墳

2 下 が り松 遺 跡 棗谷荒神古墳 中代遺跡 深町古墳群 北垣古墳

3 塚 山古墳 岡田薬師古墳 栗元古墳 菅田 ヶ丘古墳群 薦津殿山城跡

4 角谷遺跡 二反 田古墓 栗元横穴墓 宮田古墳群 生馬神社旧社地

5 鶯谷遺跡 白鹿谷遺跡 折廻古墳群 Jヽ 九山古墳 平 野前廃 寺

6 新宮古墳 松ケ峠古墳 理 硝 倉 古 : 菅 田 丘 古 墳 法 恩 寺 瓦 窯 跡

7 田中谷古墳 藤 ヶ谷 潰 跡 法吉小学校裏山横穴墓群 薬 師 山 古 墳 桜 本 古 墳

月 廻 古 墳 群 ゴ ル フ 場 内 古 墳 群 摩利 支 天 山横穴墓群 荒張 古墳 桜本古墳群

9 久米 古 墳 群 ゴル フ場 内横穴墓群 赤山横穴墓群 荒張古墳群 山王古墳

伝宇牟加比売命御陵古墳 水酌崎横穴墓群 ひのさん山横穴墓群 皆美山 1号墳 山玉神社跡

春 日遺跡 ひゃくだ横穴墓 桜崎横穴墓 皆美山 2号墳 井原古墳

12 吉岡兵之助宅前古墳 久米第 2横穴墓群 切通横穴墓 松橋古墳群 かいつき山古墳群

13 白鹿山城砦群 久米遺跡 赤 崎 横 穴 墓 高 専 敷 地 内 古 墳 群 万 寿 寺 裏 山 古 墳

14 長谷窯跡推定地 唐梅古墳群 松 江 城 址 名 尾 丘 古 墳

ココ メダカ山潰 跡 石 在 経 塚 」ヽ丸 山古墳 名 尾 荒 神 古 墳

山 槙 経 塚 群 僚 吉 遺 跡 荒隅城跡 大北古墳

17 山模 古墳群 比津が崎横穴墓群 真山城跡 L86古 墳

-3-



第 2章 位置と環境

24m)、 新宮古墳⑥ (円墳、径25m)は墳形や規模から、中期から後期にかけてこの地域の首長墓

であったと推測される。このはか久米古墳群⑨、唐梅古墳群①、吉岡兵之助宅前古墳⑫など、20m

前後もしくはそれ以下の小規模な古墳が築かれている。 6世紀後半以降になると、ひのさん山横穴

墓群⑭、ひゃくだ横穴墓④、比津が崎横穴墓群①など多くの横穴墓が造られている。集落跡の様相

については明らかではないが、長谷窯跡推定地⑭では6世紀後半の熔着した須恵器片が多く採取さ

れており、須恵器窯があったと考えられている (岡崎1989)。

奈良 。平安時代の遺跡では、久米遺跡①が調査されている。丘陵斜面を加工して掘立柱建物が建

てられていた (松江市2000)。 白鹿谷遺跡では石帯が出上しているほか、熔着した須恵器がかなり

採取され、 8～ 9世紀代に須恵器窯が営まれたと考えられている (岡崎1989、 岡崎・坪倉2001)。

なお、鶯谷遺跡①は、出雲国風上記にも記述のある法吉神社の旧社地で、法吉の地名起源の由来と

なった場所である。

中世以降の遺跡では、 2基の経塚からなる山槙経塚群⑭や、一字一石経が出上した石在経塚⑫が

知られる。コゴメダカ山遺跡⑮では宋銭 。明銭と脇差 1が 出上し、古墓と思われる。二反田古墓④

は室町時代後半から安土桃山時代の古墓で、石敷基壇や宝焦印塔、火葬羨が検出されている (松江

市1987)。

戦国時代には、尼子氏に属した松田氏の居城、白鹿山城砦群⑬ (島根県1998)が標高154mの 白

鹿山を中心に築かれ、のちの軍記物の『雲陽軍実記』では「尼子十旗」のうちの第一に挙げられて

いる。この白鹿山城砦群の攻略のため毛利氏により、白屁山から北へ lkm、 標高256mの真山に真

山城① (島根県1998)力 構`築された。1563(永禄 6)年には尼子氏と毛利氏との間で激しい戦闘が

繰り広げられた末、ついに白鹿山城砦群は陥落した。こののち、1569(永 禄12)年から1571(元 亀

2)年にかけて真山城は尼子氏再興の拠点となるが、再び毛利氏の手に落ちた。

参考 文 献

前島己基1974「 月廻古墳群」『日本考古学年報』25 1972年版
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松江市教育委員会1987『二反田古墓』
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松江市教育委員会2000『久米遺跡群発掘調査報告書』松江市文化財調査報告書第82集

松江市教育委員会2001『田中谷遺跡Ⅲ区発掘調査報告書』松江市文化財調査報告書第86集

丹羽野裕2001「松江市出上の石器 3点」『松江考古』第 9号

岡崎雄二郎 坪倉武久2001「松江・白鹿谷遺跡について(2)J『松江考古』第 9号

(財)松江市教育文化振興事業国2001『財団法人松江市教育文化振興事業国埋蔵文化財課年報』V
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第 3章 調 査 の 概 要

第 1節 分布調査 と範囲確認調査

法吉団地の開発予定地内には、周知の遺跡 として、西から、下 り松窯跡、田中谷遺跡、塚山古墳、

松崎金一郎所有山林古墳、下 り松遺跡の存在が知 られていた 1)。 また、事前の現地踏査から、下

がり松遺跡の北側の尾根筋上で山城跡の可能性のある部分が、下が り松遺跡から谷を挟んで東側に

位置する丘陵の先端部に古墳の可能性がある地′点がそれぞれ確認できたため、前者を「角谷遺跡」、

後者を「新宮 2号墳」 と仮称することとした。1999年 5月 より本調査に先立ってこれらの遺跡の範

囲確認調査を実施することとなった。

田中谷遺跡は東西を丘陵に狭まれた南北に細長 くのびる谷に位置しており、全部で49箇所の トレ

ンチを設定した。北側の谷奥部に近い箇所では、弥生時代後期の上器や古墳時代後期～奈良・平安

時代の須恵器・土師器が多 く出土しており、遺構 としては弥生時代後期の溝も検出された。この周

辺については南北90m、 東西30mの範囲を本調査することとし、田中谷遺跡 I区 と呼がことにした。

そこから南側へ下った部分では、谷の東側から中央にかけては耕作土中から若干の上師器・須恵器

片が出土するのみであったが、谷の西側では弥生時代後期の上器や、古墳時代後期～奈良・平安時

代の上師器・須恵器がまとまって出土している部分が確認できたため南北150m、 東西20mを 田中

谷遺跡I区 として本調査対象区域 とした。

谷の南半部では、中央部ではまとまった遺物の出上が見 られなかったが、東側では砂礫層から秀

生土器等がまとまって出上したため南北約75m、 東西約30mの範囲を本調査対象とした。田中谷遺

跡Ⅲ区としたこの部分については松江市道が計画されていたため松江市教育文化振興事業国が調査

することとなった。その南側の丘陵裾では奈良・平安時代頃を中心 とする遺物が出上したため田中

谷遺跡Ⅳ区と呼び、南北85m、 東西35mを本調査対象とした。谷中央を挟んで西側の水田部では ト

レンチで須恵器・土師器の出上し、時期不明ながらビットや清跡が検出されたため本調査対象区域

とし、ここを田中谷遺跡V区 と呼がこととした。田中谷遺跡の西側の丘陵裾から中腹にかけては下

り松窯跡 として周知されており、ここに8箇所で トレンチ調査を実施したところ、古墳時代終末期

～奈良・平安時代、中世の遺物・遺構が検出された。ただし、窯跡関連の遺構 。遺物は確認できず、

下がり松遺跡 との名称の混乱を防ぐため、田中谷遺跡V区に合めることとした。

下がり松遺跡 2)に ついては田中谷遺跡の東狽1の丘陵の南側の尾根筋から東・西の斜面にかけて

22箇所の トレンチを設定した。尾根上や西側の斜面では、遺物はほとんど出土していないが、東側

の斜面や丘陵裾で奈良・平安時代の遺構・遺物が確認できたため東西70m、 南北80mを本調査対象

区域 とした。なお、松崎金一郎所有山林古墳 と考えられた古墳は下がり松遺跡の東側斜面に認めら

れたが、この部分は松崎氏の所有していた土地ではな く、本来の松崎金一郎所有山林古墳 と異なる

可能性も考えられた3)。 このため、「下がり松古墳」 と呼がこととし、本調査の過程で中世墓であ

ることが判明したため「下がり松古墓」 と呼称している。

角谷遺跡については18箇所の トレンチを設定したが、石器や須恵器片が出土し、地形から山城跡
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第 3章 調査の概要

―

m

第3図 新宮2号墳トレンチ位置図・断面図 (S=1/1000)(S=1/100)

の可能性が考えられたため丘陵上部の尾根筋の南北約160mの範囲を本調査対象とした。

塚山古墳については、古墳の範囲は保存する方向で島根県住宅供給公社と協議を進めたが、古墳

の形状・規模を確定するため8箇所のトレンチを設定した。

「新官 2号墳」は、下がり松遺跡の東側の丘陵の先端部に位置し、北側の尾根筋には径25m前後

の円墳である新官古墳がある。この部分について当初の計画では、工事の予定された範囲ではなか

ったが計画が変更されたため2000年 4月 から遺跡の内容・範囲を確認するためトレンチ調査を実施

することとした。「墳丘」中央部に東西13m、 南北17.6m、 幅 2mの L字形の 1ト レンチを、古墳

西側の裾に長さ10.4m、 幅 2mの 2ト レンチを設定した。調査の結果、古墳に関連するような遺物

や遺構などは確認できなかったため、古墳ではないと判断し、本調査区域には含めなかった。

注

1)島根県教育委員会 1993 『増補改訂 島根県遺跡地図』 I(出雲・隠岐編)に よる。

2)切 り図等によれば字名は「下り松」と表記されていて、地元の呼称は「サガリマツ」である。今回の報告では表記を呼

称に合わせるため遺跡名を「下がり松」とした。

3)昭和48(1973)年の遺跡台帳では、平成 5(1993)年の島根県遺跡地図の示す地点とは別の位置に松崎金一郎所有山林

古墳が記されており、平成 5年以前に遺跡名の混乱があった可能性も考えられる。
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第 1節 分布調査と範囲確認調査
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第4図 試掘調査・本調査区設定図 (S=1/3000)
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第 3章 調査の概要

第 2節 本調査の概要 と調査経過

第 1節で述べたように範囲確認調査の結果、法吉団地開発予定地内では「田中谷遺跡 (I～ V区)」

「塚山古墳」「角谷遺跡」「下がり松遺跡」の 4遺跡が存在することが明らかとなった。本調査は、

1999年度は角谷遺跡 と塚山古墳について調査を行った。なお保存が決定した塚山古墳は墳丘の形状

・規模を確認するため、墳裾の トレンチ調査を行うにとどめている。2000年度は田中谷遺跡 と下が

り松遺跡、そして塚山古墳の トレンチ調査を前年度に引き続いて行った。

角谷遺跡は、南北にのびる丘陵尾根上に立地している。中世の山城である白鹿山城砦群の南西に

位置し、丘頂部はなだらかな平坦面が広がることから当初は山城の可能性が考えられた。本調査は

1999年 9月 20日 より開始し、丘頂部からビット群、尾根筋上からは通路跡が検出された。ビット群

は建物跡や柱列が復元できるもので、周辺から奈良・平安期の遺物が検出された。通路跡は尾根筋

上を南北にのびており、特に丘陵北端部では大規模な盛土により上橋状に構築されるものである。

調査は2000年 1月 12日 に終了し、同年 4月 9日 には地元住民を対象とした現地見学会を開催 した。

その際、丘頂部の平坦面から鉄砲玉が採取された。

塚山古墳は田中谷遺跡が立地する谷の出日付近に位置する。墳丘の形状を把握するための測量調

査を1999年 5月 20日 から行い、墳裾の トレンチ調査は 7月 1日 から開始した。その結果、古墳は墳

丘規模が一辺33mの方墳で、墳丘の東側 と南側には造 り出し部があ り、墳丘周辺には周溝が巡るこ

とがFIBら かとなった。 トレンチからは円筒埴輪や人物埴輪、筒形器台などが出上しており、北東側

の トレンチでは奈良～平安期の水場遺構も検出された。10月 30日 には現地説明会を開催し、140人

の参加者があった。H月 30日 には トレンチを埋め戻して調査を終了した。翌2000年には、造 り出し

部の規模等を確認するため再度 トレンチ調査を行い、さらに古墳の公園としての整備に向け、墳丘

の表土はぎ作業を2001年 1月 29日 から行った。そしてこの作業中、墳丘の頂部付近で古墳の主体部

と、副葬品とみられる鉄器片が数点検出されたのであった。このため急速遺物を保護するべ く、主

体部の調査を 2月 5日 から行うこととなった。冬期の不順な天候が想定されたので、墳頂部にパイ

プテン トを設置して調査を進めた。強風や積雪に悩まされながらの調査であったが、主体部の礫床

構造や短甲など数多 くの副葬品が明らかとなった。 3月 H日 には現地説明会を開催し50人の参加で

賑わい、 3月 15日 には主体部の埋め戻し作業を行い調査を終了した。

田中谷遺跡は、南北にのびる丘陵に狭まれた狭長な谷部に立地する。調査区は範囲確認調査にお

ける遺構・遺物の検出状況によりI～ V区に分かれており、うちⅢ区は松江市道予定地であること

から松江市荻育文化振興事業団が調査を行った。田中谷遺跡の調査前の状況は水田であり、耕作土

や客上が厚 く堆積していた。従って調査は重機による水田層の除去作業から行った。

I区は谷部の奥に位置する。 4月 24日 から重機による水田層の除去作業を行い、 5月 9日 より包

含層の掘削を開始した。結果、弥生時代後期の井戸枠や木製品をはじめとする弥生時代～中世の遺

物を大量に包合する旧河道が検出され、段丘上からは弥生時代後期から奈良時代にかけての建物跡

が検出された。調査は団地造成工事の重機による騒音に終始悩まされながらも、 9月 20日 に終了し

た。I区は I区の南西側の山際に位置している。細長い調査区で、水路を狭み北側をエー 1区、南

側をI-2区 とした。重機による水田層の除去作業後、 5月 18日 より調査を開始した。その結果、
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第 2節 本調査の概要と調査経過

I-1区 では調査区の北から南へ貫流する旧河道が検出され、弥生時代後期の木製品が多数出上 し

た。調査は 8月 9日 をもって終了した。Ⅳ区は谷の南東側に位置し、5月 19日 から調査を開始した。

その結果、調査区北西で弥生時代後期の旧河道が検出され、段丘上ではビット群や溝状遺構等を検

出した。調査は 8月 4日 をもって終了した。V区は谷の南西側に位置する。丘陵部から水田部まで

調査区が広がっており、丘陵斜面部をV―W区、水田部をV― E区、丘陵南端部をV― S区 とした。

4月 10日 から調査を開始し、V― S区では弥生時代後期から古墳時代末にかけての竪穴建物や加工

段、掘立柱建物を検出した。V― E区では、弥生時代後期の旧河道や、掘立柱建物、布掘建物など

が検出された。V― W区では弥生後期から中世にかけてとみられる竪穴建物や掘立柱建物が検出さ

れ、出土遺物の中には石帯も含まれていた。調査は団地造成工事の重機の騒音や、湧き水、風雪に

悩まされながらも2001年 1月 12日 をもって終了した。田中谷遺跡 I区 とV区については、 9月 17日

に現地説明会を行い80人の参加で賑わった。

下がり松遺跡は、田中谷遺跡の東側に隣接する丘陵先端部に立地し、8月 10日 から調査を行った。

その結果、丘陵頂部から通路状遺構、斜面部から平坦部では弥生時代後期から奈良・平安時代にか

けての竪穴建物や加工段、掘立柱建物、溝状遺構、土坑等が検出された。谷部からは奈良・平安時

代の遺物が大量に出上し、中には墨書土器も含まれていた。また、斜面上方には当初「下が り松古

墳Jと 称する墳丘状の高まりが存在した。しかし調査の結果、石積基壇をもつ中世の火葬墓である

ことが判明し、「下がり松古墓」 と呼称した。下がり松遺跡の調査は 1月 10日 で終了した。

この他、本調査中の 9月 24日 には大雨のため事務所が水没し、一階が床上浸水をうけるなどの被

害を受けた。また10月 6日 には鳥取西部地震をうけながらも幸い被害はなく、法吉団地内遺跡の調

査は2001年 1月 12日 をもって終了した。

第 3節 調査体制

【調査主体】 島根県教育委員会

【事務局】 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 秋山実 (同総務課長)、 内田

融 (同 )、 松本岩雄 (同調査第 1課長)

【調査員】 熱田貴保 (同文化財保護主事)、 深田浩 (同主事)、 東山信治 (同 )、 越智昌二 (同 教

諭兼文化財保護主事)、 伊藤幸子 (同調査補助員)、 小田川悠美 (同 )、 糸賀五月 (同)、 平井大介

(同 )、 寺本和明 (同 )、 野津清 (同 )、 青木満 (同 )

【調査指導】 大谷晃二 (島根県立松江北高等学校)、 朽津信明 (東京文化財研究所)、 阪口英毅 (京

都大学)、 下山進 (吉備国際大学)、 田中義昭 (島根県文化財保護審議会)、 松木武彦 (岡 山大学)、

森下章司 (大手前大学)、 山根正明 (島根県立松江南高等学校)、 渡邊貞幸 (島根大学)

【発掘作業員】 赤井英子、秋国勝、青山豊子、安食栄、小豆澤嘉積、安達福、安達多津子、足立

春房、安達フミコ、井川弘人、井口清、井ロトミ子、石倉春枝、石丸正、伊藤悟朗、井上節夫、

井上昇、井上幸夫、今岡孝之、岩本大平、上田考子、遠藤繁、大國和夫、岡礼二、小川吉子、小

田川望美、恩村健二、勝部慶福、加藤哲弘、岸和也、木谷久美子、小泉ハルミ、河野清正、古島

幸子、小谷ル リ子、小原本衛、近藤静代、坂根栄、昌子治雄、瀬利貢、曽田尽重、曽田雄三、高
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第3章 調査の概要

倉重夫、高島孝子、田部茂、田部千重子、谷干城、津森徳雄、永島昭、永島八重子、永島雄三、

中村清子、中村礼三、ナリン・プラサーナ・ラトナヤケ、野津昭江、野津潔、野津喜代美、野津

末子、野津千俊、野津安江、野津吉正、野津良、野津林子、花田依子、浜崎智和、ハラグワ・ハ

イル、福島秀呑、福田巌、福田英子、福田喜久子、福田スミエ、福田千恵子、福田文子、福田正

秋、福田ミヤ子、福田美代江、福頼英子、藤井 トシ子、藤井誠、藤田美重子、藤森晶子、細木澄

子、細田美智子、細田美晴、松田富江、松本明雄、松本長子、松本美佐子、松本誼、三代美音、

本常貴広、山根誠、山本雄太、山本嘉男、横井寛之、吉岡昭男、吉岡啓三郎、吉岡正樹、吉岡泰

子、吉野智、米田喜代利、和田隆徳

【遺物整理作業員】 浅井順子、岩崎恵、内海紀子、小野千歳、笠井文恵、門脇卓子、岸美佐子、

栗原順子、佐々木順子、佐々木孝子、高島留美、田中路子、錦織美千恵、野田清美、羽島ひとみ、

藤原須美子、守屋かおる、山根るみ子、若佐裕子、渡部恵子

【調査協力者】 赤沢秀則 (鹿島町教育委員会)、 石川崇 ((財)松江市教育文化振興事業団)、 江

川幸子 (同 )、 久保智康 (京都目立博物館)、 小林謙― (奈良文化財研究所)、 中村唯史 (島根県

立三瓶自然館)、 古谷毅 (東京国立博物館)、 水口品郎 (安来市教育委員会)、 山内英樹 ((財)愛

媛県埋蔵文化財調査センター)
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第 4章 田 中 谷 遺 跡

第 1節  I区の調査結果

1.位 置

I区は、田中谷と呼ばれる南北に長い谷の奥部に位置する。第 5章で取り上げる塚山古墳はこの

谷の南端に位置しており、古墳から約440mで谷は北から突き出る丘陵によって三股に分かれてい

る。西側の支谷はほどなく西廻池 (墓地造成工事により消滅)に行き当たって閉塞し、一方北東に

伸びる谷はその幅を狭めながら林道真山線、田中池を越え、やがて北山山塊に消えてゆく。

I区は谷の分岐点から北東約100m、 幅約20～30mに設定した調査区である。調査前の現状は狭

長な谷間に造成された水田で、各田面の比高差が約 lmの棚田状を呈していた (図版H上)。 谷東

側の丘陵裾には田中池から流れ出す水路がある。数回の圃場整備により流路は大きく変わっている

と思われるが、この谷を流下する主要な河川である。

2.調査 の経過

調査区は排土処理の都合により谷奥側の水田3段分から着手しその後南 2段分を拡張し総面積

2,239142を 調査 した。

ｏ
ｏ
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蒻

第5図 田中谷遺跡I区位置図 (S=1/2000)
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第 4章 田中谷遺跡

まず、各田面の比高差が約 lmあ る水田の耕作土・客上を、重機を使って除去する作業を2000年

4月 24日 から始めた。掘削を進める過程で、調査区の西側では水田面下30～ 40clllで遺構の基盤 とな

る面が現れる一方、東側では暗茶褐色の粘質上が厚 く堆積していることがわかり、東側に古代以前

の河道が流下する谷底、西側に丘陵裾や河川堆積物で構成される段丘に営まれた居住空間が存在す

ると考えられた。この想定に基づき5月 9日 から旧河道を覆う包含層の掘 り下げを開始し、段丘上

で遺構の精査を行った。

谷底は拳大から人頭大以上もある操で埋め尽 くされており作業は困難を極めたが、弥生時代～中

世の遺物を大量に包合する旧河道 1を検出できた。7月 24日 に調査区北側で井戸 (S E01)を検出、

またこの旧河道 1の支流 ともいうべき旧河道 2を北側で検出した。ここからは木製品を包合した方

生時代後期の遺物が出土した。

一方段丘上は水田造成によって著しく削平されており、十分に遺構を確認できなかったが、弥生

時代後期の竪穴建物 3棟、古墳時代中期の竪穴建物 2棟、古墳時代後期の掘立柱建物 3棟、奈良時

代の掘立柱建物 1棟を検出した。

7月 12日 には地元の生馬小学校 6年

生30名 の見学を受け入れた。旧河道で

行った発掘体験では土器が見つかるた

びに子供たちの歓声が上がっていた。

本格的な夏を迎えるこの頃から調査

区周辺に宅地造成工事の大型車両が迫

るようになってきた。重機の音は調査

員同士声が聞こえないほどけたたまし

く、調査の最終 日までこの騒音に悩ま

された。

9月 14日 には田中義昭元島根大学教授の調査指導を受け、同16日 に現地説明会を開催した。

調査の終了予定は当初 8月 末であったが、予想以上に大量の遺物が出上したため期間を延長し、

9月 20日 に終了した。

3.調 査 の方 法 と遺 構 の概 要

調査区の設定にあたっては主に旧河道の上層堆積状況の把握に留意 して、谷地形に沿った任意の

基準線を用いることとした。基準線の設定にあたり、北東側の丘陵裾に近い位置を起点とし、谷下

側の方向を近接する水路にはぼ平行させた。北東側の起点の座標値はX=-55644.3421、 Y=

80046.7627で、基準線に沿って10m間隔で区切 リグリッドを設定した。グリッドを区切るラインは

南西側に0, 1, 2, 3～ 10、 北西側にA,B,C～ Eと し、グリッド名は北東隅を交差するライ

ンのアルファベットと数字で、D-6の ように表記した (第 6図)。 旧河道の断面観察は主にこの

グリッドのラインで行った。また遺物の取 り上げでも旧河道の流路を特定できない場合や、特定の

遺構 との関連が薄い場合にはグリッド単位で行った。各遺構については個々に基準線を設定した。

I区では幅30～ 40mほ どの狭い谷の全幅を長さ約100mにわたって調査しており、遺跡を鳥酸す

ると谷の東半分は低湿な谷底で、時期的な変遷を示す旧河道を検出した。一方西半分は比較的に高

燥な丘陵裾～段丘にあた り、建物等の遺構を検出したことからも主要な居住域にあたる。ただし、

写真 I 発掘体験風景

―-12-―
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第 4章 田中谷遺跡

これまでに繰 り返されてきたと思われる大小の回場整備により段丘面は著しく削平されていて、特

に直近の造成では切上部分にあたった箇所で完全に遺構が消滅していた。従って調査によって検出

・確認できた遺構は必ずしも本来の様相を反映しているものではなく、むしろ旧河道の遺物量から

すればかなりの建物が存在していたと考える方が自然であろう。以下の説明ではまず段丘上の遺構

について述べ、後に遺物を大量に包合した旧河道について記述する。なお、遺構番号の多 くは調査

時のままであ り、掲載にあたって整列は敢えて行わなかった。

4.竪 穴建物

竪穴建物は5棟検出した。前述したとおり削平著しく、断片的な把握にならざるを得なかった。

古墳時代の建物は2棟 (01,02)で弥生時代は3棟 (04,05,06)である。

S101(第 7図 図版13上、31)

谷奥のC-1付近で、近接するS102と ともに河道の流下方向に直列して並が。北西側に長さ5。

3m、 深さ40clllの壁帯活の一部が残ることから、平面は方形と考えられる。 4柱穴のうち 1穴は攪

乱により検出できなかったが、柱穴間の距離から棟を河道に平行させていたものと考えられる。張

り床は確認できなかった。

遺物は床面に相当する範囲から小片が出土した。 2は外部に明確な段を持って口縁が外反する高

ネで、脚軸部には下方に肥厚する充填粘土に刺突痕を持つ (β )接合であり、松山I期にあたる。

建物の時期もおおよそこれに相当すると思われる。

S102(第 8図 図版13上、31)

前述のS101の南に隣接する方形の建物で、規模は不明であるが 1辺4.5m程度と考えられる。

4柱穴のうち 1穴を欠くがS101と 同じ棟方向であろう。

遺物のうち2が P3か ら出土した他はすべて壁帯滞から出上した。 2, 5は退化した複合口縁の

変、 3は小型丸底壷で、ともに松山工期である。

／

／

／

第7図 田中谷遺跡IttS 101・ 出土遺物実測図 (遺構S=1/80、 遺物S

④愁F

瞼OQ ８

③亀魯

C315m         C'

0             10Cm

0               2m

=1/4)

∞
．

-14-



第 1節  I区の調査結果

S105,06(第 9図 図版13中、31)

D-6の丘陵裾に位置する。水田造成によってほとんどが消失しており、丘陵上方側で床面と建

◎|¥
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◎
‐
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魁
‐
刊
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‐
儀

Ｌ

Ａ一　

　

。③
　
⑤

⊃

口
． 窃

C312m

1 白色粒子混じり暗費褐色砂質■   0

第8図 田中谷遺跡IttS 102・ 出土遺物実測図 (遺構S=1/80、 遺物S=1//4)
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第9図 田中谷遺跡IttS 105,06。 出土遺物実測図 (平面:S=1/80、 断面 :

夜

o             2m

0              10cm

S=1//40、 遺物 :S=1//4)
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第 1節  I区の調査結果

物外周を廻る活の一部を検出したにすぎない。 2棟は切 り合い関係にあり06が古 く、05が新しい。

05の床面が06の住居内坦土を基盤に造られており、後述する遺物の時期幅からも2棟は継続した建

て替えでなかったと考えられる。平面形は不明であるが床 と外周溝の形状から円～隅丸方形が想定

される。 S105の外周溝は幅約1.lm、 深さ40cm以上で北側で 2段になっている。

遺物のうち 2は S106の埋土中から出上した甕で草田 1期、 6, 7は S105の外周溝から出上し

た甕で草田4期にはぼ相当する。

S104(第10,11図 図版14、 32)

C-3付 近に位置する、外周の溝を持つ平面円形の建物である。建物南側で弥生土器だけを含む

攪乱が広範囲に及んでいてS D14も プランが確認できなかった。床面は一度拡張されていて、元の

点面 と壁帯溝を茶褐色の粘質上で埋めていた。拡張後の規模は直径6.2m余 りである。柱穴配置は

8角形で、中央ビットは直径約80clll、 深さ35clll、 壁帯溝の幅は15clllである。建物外周に穿たれた溝

(S D07)の底面は幅30clll程度で、丘陵斜面上方側から徐々に高さを減じ両端は建物前面の河道に

まで伸びていたものと思われる。

遺物のうち 1～ 8は外周の溝、 9は拡張前の壁帯溝、10～ 16は建物南の攪乱土からそれぞれ出土

した。複合口縁に貝殻腹縁で施文した平行沈線文が特徴の甕で草田2期にほぼ相当しよう。

＼
ヽ シ

;;旱

弓
昌畳亘亘墓昌亘三三
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((15

詮1羹 橿オ萎話
=%器
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第11図 田中谷遺跡 IttS 104出土遺物実測図 (S=i//4)
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第4章 田中谷遺跡

5.掘立柱建物

後世の削平によりかなりの遺構が失われているため、十分に検出・確認できたとは言い難いが、

ここでは柱穴列が矩形に展開するものと等間隔に並がもののうち建物の蓋然性が高いものを取り上

げた。

S B01(第 12図 図版15上)

C-4の 調査区際で検出した柱穴列で、 2

間分 しか確認できなかった。柱間は 5m、

4.6mと 広 く、柱穴列方向はN-53° 一Eを示

す。粘上に置換した直径約44cmの柱痕跡が明

瞭に認められ、P3では一部でブナ科材の柱

根が遺存していた。柱筋の展開方向は不明で

あるが、調査区外の丘陵側に伸びていた可能

性もある。

出土したのは古墳時代中期以降の土師器甕

の細片で、P3か ら出上した。

S B02(第 12図 図版15上)

S B01の西に平行して隣接する2間分の柱

穴列である。柱間は3.56、 3.60mで、柱穴列

方向はN-54° 一Eである。北端の柱穴はS

B01の P3に揃うような位置関係をとっている。 S B01に 比べ柱大規模は小型で、粘土に置換した

柱痕跡も直径約24cmと 小さい。 S B01同 様柱の展開方向は不明であるが、北側の柱位置を揃えるこ

とから2棟の建物が無関係に存在したとは考えにくい。柱穴から遺物は出土しなかった。

▽
期

生③十 ⑥2 削2◎3fQtt6u型'

3

91層 に螂 色フロック裕 む   よ る掘詠

嘘 離 M土

0               2m

田中谷遺跡 I ttS B01,02・ 出土遺物実測図
(遺構 :S=1/80、 遺物 iS=1//4)
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第 1節 I区の調査結果

S B03(第13図 )

B-4の 河道に接する位置にある2間分の柱

穴列である。柱間間隔は4.Omで、柱穴列方向

はN-26° ―Wである。この付近は河道に近い

ためか浸食が著しく他の柱穴列を把握できなか

った。遺物は出上していない。

③
。

0         1m

―

―◎ 劉0 ◎ 知O ⑮―
295m                                               ＼

第13図 田中谷遺跡IttS B03実測図 (S=1/80)

◎

鑢③
⑬

③

l⑥  ◎

◎

鯵
６ 0          2m

―

4 暗責偶芭粘貫■              10 嗜褐色粘質■ (追虚土)

第14図 田中谷遺跡I区 S B04～07付近平面・断面図 (平面:S=1/100、 断面:S=1/50)
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第15図 田中谷遺跡 IttS B04～07周辺出土遺物実測図 (S=1//4)
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第 4章 田中谷遺跡

S B04(第 16図 図版 15中 、33)

D-6の 丘陵裾には、 S105,06と 一部重複するように4棟の建物が検出できた (第 14図 )。 I

区の中では比較的に遺構の集中する地点である。確認できた建物以外にも柱穴が数多 く検出できた

ことから他に建物が存在すると思われるが、十分に把握できなかった。D-6付 近の包含層からは

時期的に幅のある遺物が出土しており、秀生土器以外は掘立柱建物 と関係する資料 と思われる (第

15図)。

S B04は南東隅を欠 くが 3間 ×4間の側柱建物である。梁行長 6m、 桁行長7.7mで、床面積は

46.2m2で ぁる。棟方向はN-74° 一Eである。柱穴は平面が橋円～不正円形を呈し、直径は0.44～

0.66mである。もっとも深い柱穴で検出面から0。 77mである。柱痕跡を残すものもあり、直径は20

cm程度である。柱間間隔は平均で桁行1.92m、 梁間2.Omで、梁間間隔がわずかに長い。

柱穴から出土した遺物は古墳時代中期から後期の須恵器 と土師器の小片である。この建物内の北

西隅のS K09の上面から奈良～平安時代の須恵器の筑、皿が重なった状態で出上している。建物の

平面形式が 3間 ×4間で比較的に大型であることから、奈良時代以降の時期があてられるのでSK

09は建物内部に設けられた施設の一部 と考えられる。
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第16図  田中谷遺跡 I ttS B04・ 出土遺物実測図
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第 1節  I区の調査結果

鍋
Q《霞》

。 1 6
|

第17図 田中谷遺跡IttS B05実測図 (S=1/80)

S B05(第 17図 図版15中 )

現状では3間 ×1間分のL字に由がる柱穴列が確認できただけである。柱穴の切り合いからSB
04よ り古い。3間の柱穴列の長さは6.2mで柱間間隔は平均で2.07mである。方向はN-71° ―Eで、

S B04と はぼ同じである。北西側に浅い溝が2条あり建物に伴う溝の可能性がある。

柱穴からは土器の細片が出土したが時期を判別できるものはなかった。

S B06(第 18図  図版15中、33)

南側を削 り取 られていて 4間 ×1間の柱穴列

しか確認できなかった。柱穴の切 り合いからS

B04よ り古い。 4間の柱穴列の長さは5。 98mで

柱間間隔は平均で1.2mである。方向はN-95°

―Eで、ほぼ東西方向を示しており、他の建物

軸 とは異なる。

柱穴からは古墳時代後期以降の須恵器、土師

器片が出土している。

pÅ

写真 3 田中谷遺跡 IttS B04～07
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第18図 田中谷遺跡I ttS B06・ 出土遺物実測図 (遺構:S=1/80、
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第20図 田中谷遺跡I ttS B08実測図 (遺構 :S=1/80)

第 4章 田中谷遺跡

S B07(第 19図 図版15中、33)

南東の 1穴を確認できなかったが、 2

間×2間の総柱建物である。桁行長2.58

m、 梁行長2.Omで、床面積は5.16rで

ある。棟方向はN-31° 一Eである。柱

間間隔の平均値は桁行が1.29m、 梁間が

1.Omで あるが、東の梁間間隔がやや狭

い。柱穴の平面形は円形～不正橋円形で

直径0.3～ 0.6m、 深さは最大で0.5mであ

る。柱痕跡は確認できた柱穴で直径約

0.2mである。他の建物 との前後関係を

明確にできなかった。

遺物は古墳時代後期以降の須恵器、土

師器片がある。

S B08(第 20図 図版15下)

C-1の S101、 02と 重複する位置に

2         0Cm

ったが、 3間 ×1間の側柱建物である。
  第19図 田中谷遺跡 I tt S B07・ 出土遺物実測図 (遺構 :S

桁行長5.26m、 梁行長2.6mで、床面積 =1/80、 遺物iS=1/4)

は13.7ぽ である。棟方向はN-53° 一Eである。柱間間隔の平均値は桁行1.75mである。P4は S

101の柱穴 と重なるが、切 り合いの前後関係は把握できなかった。

柱穴からの出土遺物はな く、時期は不明であるが、前面の旧河道に6世紀後半の上器溜まりがあ

ることからこの時期の建物 とも考えられる。

`V                                            tu g「 8V

⑤
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第 1節  I区の調査結果

6.土 壌

ここでは、比較的大型の「穴」のうち、形状が特徴的なものや遺物がまとまって出土したものを

上壊として取り上げた。また調査時にはビットとして扱い報告時に上羨としたものもあり、必ずし

も調査時の記号番号を踏襲していないため、欠番がある。

S K09(第 21図 図版34)

既述した掘立柱建物 S B04の 一角に位置

する、南北に長い隅九精円形の上羨である A
(調査時にはP401)。 長径89clll、 短径57cm、

深さ30clllで、同規模の上羨を切 り込んで造

られている。

土羨上面から須恵器碗 4(1～ 4)、 同

皿 2(5, 6)が 出上した。日縁を上に重

ねた状態で 2群に分かれて置かれているこ

とを確認した。ただし、残念ながら周辺工

事による不慮の事故によって原位置を損な

い、出土状況を記録することができなかっ

た。碗、皿 ともに底部は回転糸切 りで、高

第22図 田中谷遺跡IttS K10。 出土遺物実測図
(遺構 :S=1/30、 遺物 :S=1//4)

第21図  田中谷遺跡IttS K09・ 出土遺物実測図
(遺構 :S=1/30、 遺物 :S=1//4)

径比に違いを見せている。おおよ

そ奈良時代後半があてられる。

S K10(第 22図  図版16上、34)

2ラ インの調査区西端に近い位

置にある。削平が著しく、周りに

遺構が少ない場所の一つである。

小型の上羨が切 り合うが、遺物が

出土したのは土羨底の深い方であ

る。規模は長径56clll、 短径38cm、

深さ28cmである。

遺4/4は 羨底からやや浮いた状態

で弥生土器の甕片(2)が 出上した。

草田 5～ 6期に相当する。

0               10cm

土羨の北側で高ネが 1個体まとまって出土した (1)。 外部は明瞭な屈曲を示し、接合法βの充

填粘上が肥厚部分を底部から撫でつけたようにへこんでいる。松山工期に相当する。土羨 とは直接

関係ないが、削平されたこの一帯にも弥生～古墳時代の遺構が存在したことを示す資料である。

S K05(第 23、 25図  図版16下、34)

8ラ イン上に後述するS K06と 長軸を平行させて並が。斜めに横切るS D13は 水田耕作に関わる

新 しい溝である。上羨は北に細 く突出する不整形な平面形を呈し、長軸4.74m、 短軸1.2mで深さ

は0.23mである。土羨底の西側で灰が薄 く堆積しているほか埋上にも灰が顕著に認められた。平面

的には隣のS K06と かなり近接しており本来は切 り合っていた可能性もあるが、遺存状態が悪 く確

0            10cm

笹

―-23-―



第 4章 田中谷遺跡

かめることができなかった。

遺物は、 S K06と は対照的に少量が散漫に出上している。(21～ 25)。 21はやや器高の高い印象を

受ける鼓形器台の受け部である。22は 口縁端部を薄 く引き出した甕である。両者 とも草田 5期頃に

あたる。25は竹管文 とその下に 3条の沈線文を施した装飾壷の細片であろう。

S K06(第 23～ 25図 図版16下、17、 34、 35)

S K05の西隣に位置し、北 _
に細い張 り出しを持つ不整形

な平面形を呈する。長軸は

4.56m、 短軸1.27m、 深さ0.2m

である。埋土は灰混じりの粘

質土が 3層あり、遺物はすべ

て中間の第 2層から出上した。

遺物は中央付近に集中して

おり、南側は散漫で、北の張

り出し部では全 く出上しなか

った。器種は不明の脚部 (5)

があるはかは甕 (1～ 4, 6

～14)と 鼓形器台 (15～ 20)

に限られ、量的には甕が圧倒

的に多い。

甕では 1と 2の一部に複合

口縁外面に貝殻腹縁の平行沈

線文が施されていて、古い様

SK05
1 灰白色祐■ (SD10理 ■)    7 炭を合まない賣褐色雅質■   sK06
2 下面に長を多く合む資褐色お質■ 9 炭を者干含む晴灰色猶質■

第23図 田中谷遺跡IttS K05,06実 測図 (S=1/60)

?い9両謀諷2〆
中

12争 10

第24図 田中谷遺跡IttS K06遺物出土状況図 (遺構 :S=1/30、 遺物:S=1/8)
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第 1節  I区の調査結果

相を示すが、他はすべて平行沈線文が消失した段階の資料である。日縁端部の形態をみると8,14

が端部に若干アクセン トを持たせるほかは単純に納めている。10は他の資料 と異なり肩が張らず口

縁が内湾気味に立ち上がっており、特徴的な形態をもつ甕である。鼓形器台は 7～ 8個体出上して

おり、全形が分かるのは図示した 3個体である (16,18,20)。 器高は11.3～ 13.7clll、 口径は20～

23.4clllで 筒部は短かく太い。18がやや先行する特徴を持っている。 1～ 3が草田3, 4期のはか草

田 5期を中心 とした時期に相当するものと思われる。

1＼
＼＼シ

笙三室望≧笙≧望哲憧隻≧曽とこことも
5

ヒ
=

)

左

岨
２３＼

＼   ヽ
第25図 田中谷遺跡IttS K05,06出 土遺物実測図 (S=1/4

0              10cm

S K06:I～ 20、 S K05:21～ 25)

―
ヽ

_

普 藝‐
■ξ= 25

―-25-―



第4章 田中谷遺跡

7.井 戸

S E01(第 26～ 28図 図版18、 19、 35、 36)

後述する旧河道 1の上流側A-1で検出した。拳大の

礫を多 く含む河川堆積層を基盤に掘り込まれた直径約

1.5mの円形の掘形に直径0.75～0.85m、 残存高0.46mの

大型の今J物桶を転用した井戸枠が設置されていた。内部

の埋土は砂礫が大半を占め (6～ 9層)、 その上層には

礫を含まない粘質土 (5層)と砂層が堆積している。こ

のことから河道堆積物で充満された井戸が使用不能とな

り、その後若干くぼんだ状態を経て完全に河道の中に埋

没したと考えられる。埋土中からは他の調査例にあるよ

うな丼戸廃絶の祭祀を思わせる遺物は出土しなかった。

井戸枠に転用された桶はバラ科サクラ属の大木を今」り

抜き作られている。内面にはかすかながら幅 2 clllの加工

痕が認められる。底部内面には下端から12clllの幅で底板

を固定するための突帯が廻る。突帯は断面上方が僅かに

o       20cm         41      1

―

第27図 田中谷遺跡I ttS E01井戸枠実測図 (S=1/10)

1 lm大の白色ブロックを多く合む嗜禍色¢質± 7 挙大のレキの推積E、 石の働にシル トを含む

2 挙大のレキを多く含む資白色埜質■     8 構森青色砂
3 明費白epE               9 ンル トを含むScm大のレ■お瞼層

5 韓佃な有キ質を多く含み必粒を合淳ないは策e紺質■ 11 挙大のレキt若手含む賣偶色砂

6 有キ資を者干奮む責白色～黄裾色砂     12 =灰 色¢レキ層

0               1m

第26図 田中谷遺助I ttS E01実 測図 (S=
1/30)

＼
1

留
７

５

ヾ
朝
吻

ヽ

田中谷遺跡 I ttS E01出土遺物
実測図 (S=1//4)
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第 1節  I区の調査結果

内傾するように削 り出していて、下から押し当てた底板が止まるようになっている。底板の固定に

は木釘 とれ穴に差し込んだ桟木が使われたと考えられる。突帯下端近 くに欠損したままの木釘が 4

カ所 と、ほぼ対向する位置に開けられた縦1.2cm、 横2.Oclll、 奥行1.9clllの楠穴が 2個所開けられてい

る。柄穴は貫通していないので桟木を掛けるとすれば竹などしなりのある材が使われたものと思わ

れる。なお、突帯には部分的ながら漆が残っている。底板にあたる部分には付着していないことか

ら、漆を塗って底板周縁の隙間を塞いでいたものと考えられる。

遺物は掘形及び井戸枠内埋土から出上した。すべて小片で、草田2期の甕が多いが、 1は掘形埋

土から出土した草田 4～ 5期の甕片で、井戸は弥生後期後半以降の時期 と考えられる。

8.溝
人為、自然の区別が必ずしも明確にできない場合が多く、ここでは段丘上の溝状の遺構を取り上

げた。ただし建物に伴う壁帯溝などは取り上げなかった。

S D05,06(第 29図 )

S D05は C-4に 位置し、 S

D06に近接してほぼ南北に伸び

る。南側は攪乱によって失われ

ていて全形は不明である。長さ

2.lmで、南端は他の溝 とつな

力ゝってヤヽる。

S D06は北東から南西に蛇行

する溝である。 2本の溝が連続

していて長さ4.22mである。

1は S D05出 土の草田 2～ 3

期の甕、 2は S D06出土の同 2

期の甕である。

S D14, 15(第 30図 )

B-3の S104東 に東西に平

行して位置するする。 S D14は

長さ1.lm、 深さ0.13mで 、南

側は攪乱で失われている。

S D15は長さ1.54m、 幅0.34m、

深さ0.04mで 、一応溝 とした。

1は S D14出 上の草田 2期頃

⑨ BO

0               2m

の奏、 2が SDヽ出上の 3期以
。

 」
¨

  訂
0 怖

2

…降の弥生後期の甕である。
     第30図 田中谷遺跡IttSD14,15。 出土遺物実測図

S D09(第31、 33図  図版20、37)      (平 面 :S=1/80、 断面 :S=1//40、 遺物 :S=1ノ/4)

ように伸び、東端は旧河C-6に 位置する東西方向の清である。長さ7.58mで 、僅かに弧を描 く

。幅は0.3～0.6mで、断面はU字、台形を呈する。道 1に行き当たっている

遺物は少な く、 3は草田2～ 3期の甕の口縁である。

＼

＼
電)    c

SD06
ゼ

⑮

＼ ◇

1                        , I

A320m              A'

0            10cm

0           1m

C301m       C'

第29図 田中谷遺跡IttS D05,06。 出土遺物実測図
(平面 :S=1/80、 断面 :S=1//40、 遺物 :S=1//4)

⇔
嗣 5
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第4章 田中谷遺跡

⑤
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⑤

⑧
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⑤
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山
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⑬

O◎

p

♂

◎

釣

Q/ δヽヽ‐

0

⑥的

A285m

D' E280m E'

1 々褐色消貫土
2 虔イヒ木か?

3 震混じり購女召色消質■

5 長混じり構茶褐色描質土
0 賃φ粒震を合む灰色砂質■

B285m B'

4 白色・ 女褐色ブロック混 じり暗灰白色砂質■

2 愛漏じり皓灰色祐質土

G280m               G'

1 炭費召色プロックを含む購区色始質■

C280m           c'

0           1m

F230m

第31図 田中谷遺跡IttS D09,11112,21,22実測図 (平面:S=1/100、 断面:S=1//40)
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第 1節  I区の調査結果

第32図 田中谷遺跡I ttS Dll遺物出土状況図 (遺構 :S=1/30、 遺物:S=1/8)

潔

ヒ ==

)

ノ
=≡

≠
―

一 /

∫＼́k
―

―
ヒ

 ヽ 一

）

ヽ ／／
究

琲
0                   10cm

田中谷遺跡IttS D09,11,12,21・ 出土遺物実測図 (S=1/4)(S D00:3、 SDll:5～ 12、 SD
12:1,2、 S D21:4)
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第 4章 田中谷遺跡

SDil(第31～ 33図  図版20、 37)

B-6か らC-8に かけて半径約 7mの弧状に伸びる溝で両端は途切れている。残存長は約21m、

幅は0.5～ 0.6mで断面はU宇、台形を呈する。

遺物はセクシ ョンポイン トのE― E',F― F'間 と南端部で比較的にまとまって出上した (図

32)。 奏 5～ 7は数10cmの間隔を開けて出上したが、12の甕 と10の鼓形器台は重なるような状態で

見つかった。 5～ 7は強 く外反する口縁 と2段に廻らせた貝殻腹縁による連続刺突文を特徴 とする

似通った甕である。 9も連続刺突文を肩に持つ奏であるが口縁はやや直線的である。おおよそ草田

5期にあたる。12は 口縁に平行沈線を施した平底の甕で、草田 3期に相当し、他の土器に比べやや

古い。10は草田4期の鼓形器台である。11は台付直口対のような土器であたかも須恵器必身の受け

部のような張 り出しを持つ。日縁端部を欠 くが外面にかすに波状文が残る。胎上の色調は白く、搬

入品の可能性もある。

S D12(第 31、 33図  図版20上、37)

SDHに 南側を切 られる長さ4。 15m、 幅0,4m、 深さ0.12mの溝である。 1は注口土器の把手で、

体部側に刺突文がのこる。 2は甕の底部。

S D21(第 31、 33図  図版20上、37)

S D12に近接し同様にSDHに 切られている。長さ2.6m、 幅0.5mである。出土した土器 (4)

はやや内傾する日縁に平行沈線文を施した甕で草田2～ 3期である。

S D22(第 31図  図版20上)

SDHを切る溝で、長さ4.8m、 幅0,7mである。遺物は出上しなかったので時期は不明である。

写真4 田中谷遺跡 I区旧河道 I調査風景

―-30ユー



第 1節  I区の調査結果

9. 1日

'可

道

旧河道 I(第34～ 58図 図版21～ 27、 38～ 54)

調査区東の谷部を北東から南西に流下する旧河道である。東側の丘陵裾を流れる水路との間に約

10mの未調査区域があり現水路

に至るすべての河道を把握して

いない。調査で確認した河道は

幾度かその流れを変えているが、

大きく見れば谷部を流れていた

本流には違いな く、後述する支

流 と区別して旧河道 1と した。

この河道の中で時期的に変遷

する川筋を個々の流路 とする。

ただし河川堆積物は下層に移る

ほど礫が大きくしかも多量にな

るため層相の違いを識別するこ

とが困難で、土層 として認識す

ること自体容易ではなかった。

まして複雑に切 り合う流路を断

面で層相を対照する事は不可能

に近 く、現実には遺物の出土状

況から流路を断片的に把握する

しかなかった。一方、段丘上方

から河道肩部にかけて遺物が斜

面堆積していて、必ずしも河川

の流下作用だけで土層を解釈で

きない面もあり、河道調査にお

ける技術的な問題を十分に克服

することができなかった。

以上のような条件下で確認で
◆

きた旧河道の内容を整理すると

奈良・平安時代以降の流路 2、

古墳時代の包含層 (終末、 6世

紀末、中期、前期)、 古墳時代

中期の流路 1、 弥生時代の流路

1が確認できたことになる。以

下時代をさかのぼって既述を進

める。

O

O
併 ジ

第34図  田中谷遺跡
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マ  彼φ粒を多く含む暗茶
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A
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C C'(3ラ イン)

②-1 砂レ■混じり暗葉色お質

α 族黄褐色砂を含む同レキ推積

隣 げ (4ラ イン)

0 黒色砂質上
② レキ混じり資褐色砂
③ 黒色消質主

290m E'

280m

E―E'

4 皮混 じけ暗灰色猫質■

9 炭混じり暗賣調色お質■

o                   2m

第35図 田中谷遺跡I区旧河道I土層断面図 (S=1/60)



第 1節  I区の調査結果

谷部の調査では水田耕作上下の包含層から遺物が若干出上している。弥生～古墳時代の上器もあ

るが、ここでは比較的に新しい、特徴的な遺物を掲載した (第 37図 1～ 7 図版38)。 1は龍泉窯

系青磁碗 I-2類で12世紀後半～13世紀前半で、 I区の時期的な下限を示す資料である。 2は 白磁

水注の胴部片で肩に段を持ちその下に綻方向の筋状の窪みがある。白磁 I類で10世紀以前であろう。

3は青白磁の合子身で12世紀頃。 4は 白磁皿、 5は I-1類 の白磁碗、 6は Ⅳ類の白磁碗でともに

12世紀前半である。これらの遺物は後述する流路 1, 2と 時期的に重なるが、該当する遺構は段丘

上で確認できていない。 7は土製品の一部が剥離したものかもしれない。現状では厚みのある円形

で周縁部の色調が異なる。 8は須恵器の円面硯脚部である。底径14側で上面の陸、海部を欠 く。方

形の透かし孔が廻るが数は不明である。

流路 1, 2は堆積物の特徴から平面的に把握できた流路である。流路 1は流路 2を切って流れ、

南端は蛇行しながら調査区の外へ続いている。一方、北東側は水田造成時に削平されているがさら

に上流へ伸びていたようである。残存長16.6m、 最大幅2.9m、 深さ0,75mで 、明黄掲色の砂礫を大

量に含む′ミが堆積物の特徴である。

遺物は第37図 9～ 13(図版38)が 出上している。 9、 10は黒色土器である。 9は内黒の娩で高台

を欠 く。内面に横方向にへら磨きを施す。10は内外 とも黒色の両黒の高台付娩である。内外 ともヘ

ら磨きを施す。おおよそ10世紀代のものであろう。H～13は糸切 り底の上師器娩である。

流路 2(図版24)は河道の中程に位置し、流路 1に切られ、後述する7世紀後半～ 8世紀の上層

を切 り込んでいる。上流側は削平により失われ、下流側は調査区外に続 く。現存長30m、 幅4,3m、

深さ1.26mで ある。下層は礫の堆積が顕著であるが、上層では粘質上が堆積している。A-1付 近

の上面では砂礫を全 く含まない有機質に由来すると思われる均質な粘質土 (第35図断面B― B'①

層)わ 覆ゝっていた。このことから川の流れが移動したあと、流路 2は しばらく窪地 となって痕跡を

留めていたと思われる。この粘質土から柱状高台の上師器外 (36-16)力 出ゝ上しており12世紀以降

に流れが変わったと考えられる。

流路 2の出土遺物は第37図 14～36(図版38)である。土師器のうち14～ 16が柱状高台の外、17、

18は高台のつかない娩である。20～ 36は須恵器で、34に静止糸切 り痕があるほかは、20、 25、 26、

29、 31に 回転糸切 り痕がある。29は 出雲地方で奈良時代に盛行するタイプの娩で、30が その祖形に

あたる。31は灯明皿で回転糸切 り底。34は29と 系譜が異なる器種であろう。

流路 2以前の遺物は、平坦面が谷に向かって落ち込む河道の縁辺から出上した。このうち新しい

一群の 7世紀後半～ 8世紀の土器を包含する土層 (第35図断面C― C' 1層 )はA-3付 近で認め

られた (図版26上)。 この上層は流路 2に切 られ、後述する6世紀後半の大量の遺物群を包含する

土層を切 り込んでいる。

出上した遺物は第37図 37～ 48、 第39図 -27、 28、 30で、すべて須恵器である (図版38、 40)。 蓋

は内面に返 りのあるタイプで輪状つまみを持つ37～ 39は 口径が12.4～ 15。 5clll、 擬宝珠状つまみを持

つ41～ 44は 9,6～ 10.4c皿で、40は前者 とほぼ同じ14.8cmである。蓋外は蓋、身 とも口径が小さく10clll

前後である。おおむね大谷編年 6～ 7期に相当する。高台付娩は48が静止糸切 りであるはかは回転

糸切 りであり、 8世紀に入る資料であろう。

次に続 く1群は 6世紀後半～末頃の上器溜まりで、大量の遺物が河道の肩を覆うように出上した

(図版25、 26中)。 この上器溜まりはB-1か ら下流に長さ約30m、 幅 2～ 3mにわたって顕著に

―-33-―
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第 1節  I区の調査結果

見られ、上流側から徐々にレベルを下げて続いている。B-1及 びB-2で 遺物の分布が途切れて

いるが、調査時の掘 り下げによるもので本来は一体 として分布している。包含層は 2ラ イン断面 (第

35図断面B一 B')では 1層、 3ラ イン (同 C― C')では 2層、 4ラ イン (同 D― D')では 5層

に相当する。ただし2ラ インでは 2, 3層 も同時期の遺物を包合している。なお同時期の遺物がB

-4, 5付近の河道の肩からも出上しているおり、かなり広範囲にわたって分布していることにな

るが、河道の下流側にあたるこの位置からは大谷 3期の蓋外も出土しており (第35図 E一 E' 1～

7層 :上層)、 土器溜まりが若千前後して形成された可能性もある。

遺物は須恵器が蓋杯、高外、腺 、壷、横瓶、甕がある。土師器では甕が多く、甑、移動式竃、

＼`こ
=三=こ

とこ三二:5青
1

＼

ャ

ー

_なノ雨

こ≦≦匙8∞

葛 5Ⅶζ＼V巡 軍(判

36

20

I出土遺物実測図 (1)(S=1/4)

43

/翠 拠

、

性  44

田中谷遺跡 I区旧河道第37図

―-35-―

0             10cm



第 4章 田中谷遺跡

_― 続

｀ l痘ゐ

・●ト
・杵ぢ。

翌 斎
O‖|°

④⑤ 40-2′ .

＼

翌 4胤

姦
39-9

3  /を
ζ
=「

｀
＼

Sこ
 ゝ  

°

，．
，
　
¨
．
・

ー

①
３

。
セ
　
　
＾

３

　

◎ Ⅷ
４０．

39-24
ド

ぃ

⊃

０

９． ４２

ら

３９． ４

ｏ

◎

　
％

ｆ

Ｏ

。

。

／
　
」

39-19

鰹 式

歩

ジ

/

40-27 41--2

r正 ‐こ曼 _如

彎 ゐ

///

0      39-2

0     41--24

o                   20cm 鷺フ 9~中
3仲

第38図 田中谷遺跡I区旧河道I遺物出土状況図 (2)(遺構 :S=1/240、 遺物:S=1/8)

盆3玉軍馨
39-7

´
'″

イ
                      39--36

1手

krⅧ
40-31

40-25

『
“

39-6

39-15

一-36-―



第 1節 I区の調査結果
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第39図 田中谷遺跡I区旧河道1出土遺物実測図 (2)(S=1/4)
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第4章 田中谷遺跡

土製支脚である。このほかに石製品があり、砥石、紡錘車、勾玉がある。出土量はコンテナ約70箱

でI区の総遺物量のほぼ4割を占めている。土器類の器種構成を見ると須恵器=供膳・貯蔵形態、

土師器=煮沸形態という性格が明確に現れている。

蓋芥 (第39図 図版39、 40)は 回径12～ 12.5む皿前後の資料が多く、蓋の頂部のへら削りを簡略化

したもので、口縁端部内面の沈線も省略した個体がある。大谷 4～ 5期に相当する資料が大半で、

3期の特徴を持つも蓋は4, 9,25で、B-4で出上している。51は不身の熔着資料である。高外

(第40図 図版41)は低脚無蓋高必 (1～25)ん 圧`倒的に多 く、長脚有蓋高芥 (27～ 31)長脚無蓋

高外 (32)は少ない。低脚無蓋高外には大半が2方透かしで、13、 15、 16、 18、 19、 22、 23は対向

第42図 田中谷遺跡I区旧河道1出土遺物実測図 (5)(S=1/4)
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第 1節 I区の調査結果

する透かし孔の一方が方形または三角形で他方が切れ日である。26は つまみが欠損する有蓋高界の

蓋である。 3期にあたる30の長脚 2段 3方透かしの有蓋高外はB-4か ら出上している。

腺 (第41図 1～ 4 図版42)の うち 1, 2は頸部に波状文があり、 3、 4は文様が消失して、 3

は胴部の刺突文もない。壷 (同 5～ 7,10、 H)の うち10、 11は底部で8,9は壷の蓋と思われる。

横瓶 (同 12、 13 図版42)の うち12は カキメが無く口縁を2重接合で形成し、13は カキメを施し単

純な口縁の接合である。甕 (第42図)の 1は中型品、 2は大型品である。

土師器では甕 (第44図、第45図 1～ 4 図版43)が多く、甑 (同 5～H 図版44)、 移動式竃 (第

46図 1～ 7 図版44)、 土製支脚 (同 8～12)がある。石製品 (図版53)では砥石 (第57図 8、 10、

H、 12)、 紡錘車 (同 2, 3)、 勾玉 (同 4～ 6)がある。勾玉未製品 (同 4)と 内磨き砥石 (10)

0                    1ocm

第45図 田中谷遺跡I区旧河道 1出土遺物実測図 (7)(1～4:S=1//4、 5～ II:S=1/6)
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第 1節  I区の調査結果

があることから、勾玉の加工作業が行われていたようである。

これ以前の時期の遺物では 5世紀末頃の須恵器がある (第41図 15～ 34)。 B-4, 5を 中心に出

土した資料で、先述の 6世紀後半遺物が出上した包含層より下層の炭混じり粘質土 (第35図 E― E'

8～ 12層 :中層)か ら出上した。器種は蓋外、高外がある。高界は有蓋が短脚、無蓋がやや長めの

脚を持つ。34は脚部に段をもち 3方に円形透かしを配置した特徴的な形態の高外である。同様の高

界は陶邑で須恵器生産が始まった当初に作られていて、脚短部の特徴からT K73～ 216に相当する

と考えられる。これらの須恵器が出上した層から土師器壷 (第49図 1)力 出ゝ土している。

5世紀前半代にあたる松山I期の遺物はA-0で まとまって出上している (図版26下)。 A-0

の上器溜まりはおそらく河道内の流路の一つと思われ、 1ラ イン断面 (第35図A一 A')2, 3層

から一連の上器が出上している。調査区端に位置するため流路を平面的に確認できなかった。

第50図 はA-0の 出土遺物である (図版46)。 小型丸底壷 (1～ 8)は 日縁は胴部高に比べ短い。

高必10は肥厚する充填粘土を底部側から撫でつけてへこむ。 口縁の形態は違うが同種の接合方法は

S K10に 隣接して出上した高外 (第22図 1)と 共通する。甕は単純 口縁 と複合口縁の 2種がある。

前者のうち内湾して立ち上がる口縁の個体 と複合口縁の個体は口縁端部内面に僅かに段を作 り出し

ている′点が特徴である。これらの特徴 と共通する遺物は後述する旧河道 2の上層でも出上している。

同時期の遺物は段丘側ではまとまって出ていないが、後述する旧河道 2の上面の遺物群はA-0

で確認した流路内遺物 とはぼ時期が同じである。これらの一部が旧河道 1に流れ込んでいるほかは、

当該期の遺物はB-4, 5付近で若千出上している (第49図 )。

古墳時代前期の資料は出土地点が限られ、量も少ない。まとまって出上したのはB-3の 段丘裾

で、重、甕、高外、低脚外、器台、小型丸底壷が出上した。上器は段丘裾が若千窪んだところにか

たまっていて、河川によって削られずに残っていたような出土状況であった (図版27上)。 河川堆

積層にも少なからず同時期の上器が含まれており、この上器溜まりに由来するものと思われたので

以下、同一の資料群 として取 り扱う。時期はおおよそ松山 I期後半である。

壷 (第51図 14、 15 図版47)は大きく外反する複合口縁で、端部、顕は拡張され15には肩部に突

帯が廻る。甕 (同 1～ 12 図版47)は複合口縁の個体が圧倒的に多い。 1は「 く」字状に開 く単純

口縁を持つ資料で、形態は布留式に系譜を求めることができよう。複合口縁の資料では 2、 3、 7

は口縁が屈曲し、 4は端部が内面に肥厚、 8、 12、 13は端部を外面に引き出す。高界 (第52図 20、

21、 26～ 30図版48)は丸みのある外部からやや外反するよう開 く口縁を持つ。脚部は軸部 と脚裾

との坑があまり明瞭でな くなだらかに端部に向かって広がる。接合方法は確認できたものはすべて、

充填した粘土板に刺突痕を持つ接続法αである (21、 26、 27)。 これらの特徴から松山 I期新段階

(小谷 3式)に位置づけられよう。後出する松山工期の高外に比べ、口径 と底径の差が少なく脚部

が長いので全体にスマー トな印象を受ける。形態的に近い特徴の高ネは上野 1号墳第 1主体部 (八

束郡宍道町)、 釜代 1号墳第 1主体部 (松江市)か ら出上している。低脚必 (第 53図 16、 17 図版

50)は調整のわかる資料では縦方向のへら磨きを施す。器台 (同30～ 32 図版50)は 2種類ある。

30は 小型の鼓形器台である。器高9.4clll、 日径14。 4cmで受部の 3方に円形の透かし孔がある。外面

は受部、脚部 とも綻方向のへら磨き、受け部内面は横方向のへら磨きを施す。31は筒部が限りなく

痕跡化したいわゆる開地谷型の鼓形器台である。大きさは30の器台に比べひとまわり小さく器高

6.9cm、 日径H.0伽 である。外面はなで、受部内面は横方向のへら磨きが施される。30の器台と比

―-45-―
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第49図 田中谷遺跡 I区旧河道 1出土遺物実測図 (9)(S=1//4)
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第 4章 田中谷遺跡

較すると筒部の上下に見られるはずの段が著しく形骸化 しているが、全体的な形態は鼓形器台の特

徴を留めている。32は受け部、脚部が大きく開 く特徴的な形態のいわゆる「中空小形器台」である。

受け部は僅かに内湾 し、脚部は直線的に開 く。器高7.Oclll、 口径9.OcIIlで ある。調整は内外面 とも縦

はけのちなでで、土器表面の色は特徴的な明黄橙色である。近畿地方でこの種の器台が盛行するの

は布留 1, 2式 とされている。34は 同地点から出上した小型丸底壷だが口縁部を欠 く。B-2の 段

丘裾から複合口縁の丸底壷が 2個 (同27、 28 図版50)出土している。互いに接して出上しており

(図版27中 )はぼ同時期の資料 と思われる。

第51図 田中谷遺跡 I区旧河道 I出土遺物実測図 (11)(S=1//4)
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第 1節 I区の調査結果

第52図 田中谷遺跡 I区旧河道 1出土遺物実測図 (12)(S=1//4)

-51-



第 4章 田中谷遺跡

弥生土器 (第55図)は、後述する旧河道 2か ら流れ込んだ遺物があるほかは、新 しい時代の遺物

と混在 して出上しており、単純な包合層、流路 として把握することはできなかった。以下特徴的な

遺物について簡単に触れておく。

9,10は注目土器の注目部 と取手で、取手には竹管文・貝殻腹縁文が施されている。Hは器台の

脚部で赤色顔料が塗布されている。12は草田 2期の鼓形器台の受け部。13は蓋でつまみの中心に孔

があり、蓋内面に貫通している。左右にも取手を貫通する円孔が 1対ある。蓋の下端は複合口縁状

に拡張されていて貝殻腹縁による平行沈線文が施されている。草田3期に相当するようである。14

は筒部が中空になっていないが、受け部の形状から器台と判断した。15～ 17は形態はそれぞれ異な

るが貝殻腹縁を爪形状に加飾する点が共通する。17、 18は算盤玉状の月同部に突帯を貼 り付けた台付

壷である。前者は竹管によるスタンプ文 も施され、後者は胴部に全 く装飾を持たない点で対照的で

ある。15～ 18は鳥取県因幡、東伯者地方の弥生後期中頃の上器 と共通し、特に17、 18は両地域でも

一時期に限ってみられる器種だと言われている (松井1997)。 19～21は 低脚外で、この器種の初源

的形態を示している。

第56図 は大型の壺等である。 1ば肩部に貝殻腹縁で平行沈線 と波状文を施した大型の壷である。
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第 4章 田中谷遺跡

2, 3は同一個体の壷の肩部で、前者は櫛状工具による波状文の上に同心円状の文様がかすかに残

る。後者は波状文が断続的につながり、一部にへら描きの線が見られる。 4も 同様の文様を持つ壷

で、平行する沈線は 5本で間隔が広い。 5, 6は胴部に刻み目を付けた突帯が廻る大型の甕で、内

外面 ともかなり粗い縦刷毛を施す。丸みを帯びる底部は刷毛 目の上から叩きが施されている。オレ

ンジ色の胎上で、九州北部からの搬入品と考えられる。時期は弥生後期終末頃に相当すると思われ

る。同様の資料は堀部第 1遺跡 (鹿島町)、 古志本郷遺跡 (出雲市)、 姫原西遺跡 (同)な どから出

上している。

石製品・金属製品 (第57図)の うち先述した 6世紀後半の上器溜まり以外から出上したのは黒躍

石製の石鏃 (7)、 凹石 (9)、 棒状の不明鉄器 (13)わ あゝる。

16

ぁあ 渓

第55図 田中谷遺跡 I区旧河道 1出土遺物実測図 (14)(S=1//4)
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第 4章 田中谷遺跡

木製品 (第58図  図版54)は、河道部の調査にしては出土数が非常に少なかった。 1, 2～ 5は

B-5付 近の下層 (第35図 E― E'18層)か ら出土 (図版27下)していることから古墳時代前期以

前のものと思われる。 1は天秤棒で、板 目材を加工した全長233.5clllの 長大なものである。両端に

3× 1.5clllの紐通 し穴が側面方向から開けられている。両端は丸みを帯び、断面は円形の棒状を呈

している。中程に近づ くにつれ太さを増すとともに担いだ時に下向きになる面が平坦になっている。

上面から見た中心部は22clllに わた り幅 と厚みが減少しており、肩に乗せる箇所をあらかじめ削って

担ぎ易いように加工したものと思われる。なお、図示 した下端から16.5clllの 上面右側に火鑽日とし

て使用した痕跡がある。天秤棒は完形で廃棄による転用 とは考えにくいので、天秤棒 として機能し

ている期間に火起こしにも使われたらしい。ヤヽろいろな状況が想像されるが、いずれにしても興味

深い事例である。 3は残存長46.6clll、 幅2.6clll、 厚さ1.9cmの棒状を呈し、上端がT字になることか

ら何かの柄であろう。 4は破損著しいが、断面の形状が足掛け状になることから梯子と判断した。
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第 1節 I区の調査結果

ただし、一木梯子に

通有の芯持材ではな

いため断定はできな

い。 5は原木をミカ

ン割 りして得たカシ

の原材で、図示した

右側面が樹皮側にあ

たる。反対側は芯側

にあたるが芯は残っ

ていない ようであ

る。図示した柾 目部

分の上方に長さHclll

の細長い窪みが認め

られるが、人為的に

開けたものかどうか

不 明であ る。長 さ

51.8clll、 幅20。 9clll、

樹皮側の厚 さが7.6

clllで、泥除け 2枚程

度が作れる大きさで

あろう。 2は小形の

容器状のもので、一

方が片口状に尖る。

内外面 とも粗い加工

痕が残 り、内側のlll

り込みが浅いことか

ら未製品 と思われ

る。 S E01周 辺から

出上しており、弥生

時代後期以降 と考え

られる。
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第 4章 田中谷遺跡

旧河道 2(第59～ 66図  図版28～ 30、 55～ 58)

旧河道 2は調査区北西隅から北から南に向けて流れ、旧河道 1に合流する。幅は最大で5,5m、

深さは段丘面から0。78mである。小規模な河道であることから北西丘陵の小谷に源を持つ支流 と考

えられる。

調査開始当初はその存在に全 く気がつかず、近接する竪穴建物 S101の壁帯溝が調査区北壁側に

続かないことに疑問を持ちながらも上面にある古墳時代前期末～中期の上器溜まりの取 り上げに終

始していた。その後調査の進行過程で北壁下に側滞を設け、上面から0.6m下で有機質を多 く含む

黒色土を検出し、さらに土器溜まりの下をさらに掘 り下げていたところ初めて河道の存在を確認す

るに至った。結果的には上面の古墳時代前期末～中期の遺物群はこの河道の終末段階に落ち込んだ

もので、河点に近い層から弥生後期前半の土器が木製品 と共に堆積していることがわかった。ただ

し、河道の上端にあたるラインは段丘上面で確認できなかったため、やむを得ず任意で設定 した範

囲を掘 り下げ、下層の黒色土 と河床面を検出する方法を採った。従って、第59図 に示した上端は断

面から復元した線であることを断っておく。

河道内は土層が複雑に切 り合っており層相の比較検討が困難を極めたが、大きく見るとI～ X層

に大別できる (第60図)。 I層は水田造成によって削平されているため段丘上には残っていなかっ

たが調査区北壁断面 (同 A― A')で見ると西側丘陵裾を覆 うように堆積している。工層は調査碧

初に検出した古墳時代前期頃の遺物を包含する土層で河道の終末段階に堆積している。Ⅲ層は粘質

A A'

旧河道1

⑤

⑤
。

⑤

　
◎

③

♂朗 Q ぴ 任__封___写 m

埜
司
ナ

第59図 田中谷遺跡I区旧河道2実測図 (S=1/100)
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第 1節  I区の調査結果

土と砂が複雑に入りくんだ流路内の推積上である。丘陵から供給された 2次堆積土や、旧河道 1の

河川堆積物で構成されるⅣ～Ⅵ-5層および弥生後期の推積土であるⅥ-6層を切るように堆積し

ている。断面A― A'の西側ではこの流路の肩にあたる部分に護岸用 と思われる杭が打ち込まれて

いる。下端はⅦ層に達し、上端はⅢ-3層で切られて欠損していることから古墳時代中期頃の所作

と推測される。Ⅵ-6層は弥生後期の上器 と木製品および木質を含む黒色砂質上である。遺物の出

土状況は後で述べる。Ⅶ層は旧河道の形成された初期の堆積上で、河床直上は無遺物の砂層で覆わ

れている。

これより下層は河道の基盤にあたるため本報告の対象とは直接関係しないが、その成因について

簡単に説朔しておく。Ⅷ、X層は段丘を形成する更新世の風化した操層である。この 2層に挟まれ

て非常に均質な黒色粘上のⅨ層が堆積する。肉眼で植物質を認めることはできなかったが、黒色の

粘土 という層相が有機質に由来することは間違いないと思われる。最終氷期後に進行した山塊の風

化は河川の浸食・推積作用により徐々に、谷間の河木を上昇させた。その間にも段丘面に比較的安

定した時期があり植物が繁茂したようで、第X層がそれに対応するものと思われる。同質の上層は

田中谷遺跡の他の調査区でも風化した礫層中で確認されており、谷間における段丘の形成過程で同

様の事象が各所で発生していたことを物語っている。段丘上の遺構群は複雑に入りくむ堆積層を基

盤に掘 り込まれており、場所によって土質がかなり異なるのは以上のような段丘の生成過程に起因

o                   2m

-6 有盗質を多く合む黒色ψ質主

D'     
Ⅲ
El 黄白色ブロック混じり明黄禍色消質と

戸     三:i9ヨ整写子そ震と亀奏至
色お難

第60図 田中谷遺跡I区旧河道2土層断面図 (S=1/60)
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第 1節  I区の調査結果
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第 4章 田中谷遺跡

している。

次に出土遺物について述べる。先に述べたように、河道の上面には古墳

時代前期末～中期の遺物が比較的にまとまって出上している (第62図  図

版55)。 隣接するS101と の関係は明らかにできなかったが、出土遺物で

はS101が先行する。1～ 3は直口壺、4は 口縁端部に面を持つ甕である。

7は 口縁端部が内側に肥厚する壷で、同様の重が旧河道 1か らも出上して

いる (49-8、 50-18)。 以上は松山Ⅲ期に位置づけられる資料である。

5, 6は端部内面に段を付けた布留式上器の特徴を持つ松山 I期の甕であ

る。 8は肩部に竹管文を配し、 9は綾杉文が断続的に付けた壷である。15

は接合方法が不明確ながら器形から松山 I期新段階 (小谷 3式)の高ネで

あろう。出上した土器には弥生時代のものも含まれている。このうち時期

的に古いものでは21が草田2期の鉢で、下層の遺物が新しい流路に削られ混入したのであろう。22

は中期末の壺で、 I区で最も古い土器である。土器以外では凹石が 1点出上している (第63図 )。

下層 (Ⅵ -6層)の弥生後期の上器 と木製品は自然木を交えながら出上した (第61図  図版30)。

弥生土器 (第64図  図版56)で完形に復元できるものは少ないが、破片自体はあまり風化しておら

ず、甕などは外面にかなり煤が付着しているなど使用場所からあまり離れていなかったことを示し

ている。 1～ 3は複合口縁の甕で外面に煤が顕著に付着している。 5は奏または壷の底部である。

6, 7は複合口縁の壷で口縁部が発達した前者には平行沈線文があり、後者は日縁の拡張が僅かで

無文である。 8は蓋の上部である。筒状に伸びて上端は僅かに複合口縁状を呈し沈線を廻 らす。断

面を見ると中程で中空の孔が狭まっている。つまみには 1対の円孔がある。旧河道 1か ら出土した

蓋 (第55図 -13)と 比較すると筒部が長い。 9は高外の外部 とも考えられるが、 8に色調胎上が似

ており、接点はないが蓋の下部の可能性もある。10は鼓形器台の受け部である。11は器高24.2clllの

高外で唯―全形のわかる資料である。複合口縁状を呈する回縁下端部および脚部上端の拡張は顕著

ではない。外部底面は直径 9 clll程度の粘土円盤で充填した痕跡が残る。草田2期のまとまった資料

第63図  田中谷遺跡 I

区旧河道 2出土遺物実
測図 (2)(S=1/3)

削 ℃常
5

田中谷遺跡 I区旧河道 2出土遺物実測図 (3)(S=1//4)
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第 1節 I区の調査結果

である。

4は貝殻腹縁文で装飾した壷の胴部である。上層から出土した破片 (第62図 24、 25)も 同様の特

徴を持ち、本来は下層に伴う土器であることがわかる。同様の資料は旧河道 1か らも出土 (第55図

15～ 17)し ており、62-25は胴部が算盤玉状の55-17の ような壷に、62-24、 64-4が 55-15、 16

のような小形の壷または甕に相当すると考えられる。これらは鳥取県の因幡、東伯者地方に由来す

る土器で、搬入品の可能性が高い。

木製品 (第65、 66図 図版57、 58)は容器、農具、部材などがある。65-1は 411物の桶で下から

押し当てた底板を止める木釘が下部の突帯に残っている。 2は橋円形を呈する薄い板で到物桶の底

板と考えられる。 3も到物桶の破片と思われる。 4は方形四脚盤である。方形盤の一辺側と2脚が

残っている。脚のうち一方は下端を欠損している。盤の外面と2脚の一部が黒く焦げていて (図の

0                    10cm

第65図 田中谷遺跡 I区旧河道 2出土遺物実測図 (4)(S=1//4)
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第 4章 田中谷遺跡

トーン部分)、 脚部でこの焦げ跡 と加工痕の先後関係を見ると後者が新しい。特に図の左側の脚で

は焦げた部分が島状に浮き上がるほどまわりが削 り出されている。一方右側の脚は焦げ跡が脚下端

面にまでまわっている。火を使って材を加工しやす くしたとすれば、これらの焦げ跡が加工前の芯

去 りの原材面の名残 とも考えられる。 5は一方に棒状の柄を作 り出した容器で、内外面 とも粗い加

工痕が残る。縦断面が舟形を呈する点でる取 り状木製品とは異なる。第66図 1は直柄の広鍬の身で

ある。後面に舟形隆起をもち、裏面には泥除けを装着するための段が柄孔から約3.5clll上方につく。

前面の上部から袖孔にかけてと、後面の一部に焦げ跡があり、原形をとどめていない。 2は柄孔部

分と下半がないが泥除の一部 と思われる。 3は組み合わせ式の箱の側板 と考えられる。板の短辺内

側に小口板を仕込む溝があ り、一方の短辺には外側から木釘を打ち込むための孔がある。側板の上

6
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第 1節  I区の調査結果

面側の中程は一段下がるようにlllり 込みが設けられている。 4はやや上側に円孔のある板材で、中

央に線状の傷が残っている。 5は指物腰掛の脚板と思われる。脚板同士を固定する袖孔の一部が残

る。 6は 1方が丸みを帯びた板目の棒状のもので平坦な側が半部焦げている。 7は先端を削って尖

らせた矢板である。

10.′卜 結

以上、 I区の調査結果を時期別にまとめると表のようになる。まず、旧河道から出土した遺物を

見ると、弥生終末から古

墳時代初頭を除き、量の

多寡はあれ全時期にわた

っているので、弥生後期

以降継続的に集落が営ま

れたことがわかる。一方、

遺構を時期別に示すと古

墳時代の大半が空白とな

っているが、中期以降は

掘立柱建物が主流 となる

ため、十分に確認できて

いない可能性がある。現

イこS B01-03、 05～ 07、

08の 7棟は時期の判別が

難しく、古墳時代以降と

考えて良いと思われる。

谷の出口に位置する田中

谷遺跡V区 (本章第 4節)

では弥生時代後期の掘立

柱建物が数多 く確認 さ

れ、中には 1× 1間の小

規模の建物もあることか

表 2 田中谷遺跡 I区遺構・遺物時期別消長

ら、 I区にも小型の建物が相当数存在した可能性は十分ある。これを確認できなかった原因は、遺

構の保存状態もさることながら調査者の力量による部分も大きい。

若千の空白期があるにしても弥生時代後期から中世に至るまで連綿 と営まれた集落が北山山系の

懐に近い狭輪な谷間に確認できたことは、今回の調査の成果 といえる。

時代 (土器編年) 連退 構 旧河道 1 旧河道 2

弥生中期 ●

弥

生

後

期

草田 1期 S106 ●

草田 2期 S104 S D05,06,14,21 ● ●

草田 3期 S D15,09,12 ●

草田 4期 S105 ●

草田 5期 S K10,05,06 S E01S DH ●

草田6期

古

墳

時

代

松山 I期 ● ●

松山Ⅱ期 S101,02 ●

松山Ⅲ期 0

松山V期 '大谷1期 ● ●

大谷 2期 ●

大谷 3期 ●

大谷 4期 ●

大谷 5期 ●

大谷 6期 ●

大谷 7期 ●

奈良時代 S B04 S K09 ●

平安時代 ●

中世～ ●
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第4章 田中谷遺跡

第 2節 I区の調査結果

I区は I区の南西側に位置している。確認調査の結果、本来は山際に沿って長さ100m以上の調

査範囲を設定していたが、現在でも利用されている水路が調査範囲内を横断していたため、その水

路を境に北側 と南側で調査区を 2つに分けている。従って北側を「 I-1区 」、南側を「I-2区 」

と設定した。調査区は、Ⅱ-1、 2区合わせて全長およそ150m・ 幅20mと 細長 く、面積は2484r

である。

I.正 -1区 の調査

細長い調査区であるが、自然流路として旧河道 (旧河道 1)が検出されている。また、河道内や

その周辺から滞状遺構が3ヶ 所 (S D01～ 03)、 ビット群が lヶ 所検出された。以下、順を追って

概要を述べる。

郷
２

局

力
／ィ杉

熾

解

く

第67図 田中谷遺跡Ⅱ区調査区割図 (S=1/2000)
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第4章 田中谷遺跡

1.基本層序

エー1区は長さおよそ70m、 最大幅19mを測り、面積は1099ぽ である。遺構最下面までの深さは、

最深部でおよそ3.2mを測るが、 I区 と同様に水田層は重機で除去した。従って水田層より下層に

ついて所見を述べる。遺物の有無に関わらず、おおよそV層に分類できる。

第 I層 ―青灰色油質土。きめ細かく、シルト質。若千遺物を含んでいる。第68図 の7層。

第工層 ―黒色粘質土。きめ細かく、有機物や遺物を多く含む。旧河道 1の堆積土。

第Ⅲ層 ―青灰色砂礫層。砂や有機物が混じり、遺物も多く含んでいる。旧河道 1の底面。

第Ⅳ層 ―黄灰色粘質土。操を含むが、おおむねきめ細かくシルト質。遺物は含まれず崖錘堆積

物とみられ、 3ヶ 所のトレンチ調査 (第68・ 69図 )で検出した有機物の14c年代測定

によりそれぞれ24,610± 80、 3,HO± 30、 20,970± 70BPの年代値が示されている。第

68図 の11層、第698図の 1層に相当。

第V層 ―青灰色砂礫層。Ⅲ層に類似し砂や有機物が混じるが、礫が総じて大きく遺物も含まな

い。遺跡の基盤層にあたる。

2.旧河道 1

旧河道として、山際に沿って北から南に蛇行しながら貫流する自然流路が 1本検出されており、

0                                         20m

第69図 田中谷遺跡Ⅱ一i区 トレンチ|～3土層断面図 (S=1/100)
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第 2節 工区の調査結果

旧河道 1と した。ただ調査区内では旧河道 1の全体が捉えられておらず、調査区南側で両岸が一部

検出されているところがあり、それを基にすると河幅はおよそ14mを測る。しかしながら旧河道 1

の北端部は左右の谷奥部からの流路の合流地点である感があり、その流れは一様ではないとみられる。

旧河道 1か らはほぼ全面から遺物が出土している (第 工・Ⅲ層)力 、ゝ川岸に沿って木製品などの

遺物が集中する地点が 4ヶ 所みられたので、便宜的ではあるが「 しがらみ状遺構 (第 1～ 4)」 と

称した。

第 I層出土遺物 (第70図 )

数は少ないが多様な遺物があ り、流れ込みとみられる。 1・ 2は土師器の壷の口縁である。 1は

複合口縁を呈し、 2は 日縁が大きく外反する。 3・ 4は脚付壷の】同部片である。両者 とも凹線に平

行した連続爪形刺突文がみられ、同一個体の可能性がある。 5は低脚界の脚部である。 6は手捏土

器である。 7は高界の脚部である。 8・ 9は須恵器であり、 8は芥身、 9は大奏の頸部である。

これらの遺物の時期は、 3・ 4が草田2期に併行し弥生時代後期中葉、 1・ 5が古墳時代前期、

2,7が古墳時代中期、 8・ 9が古墳時代後期 とみられる。

第工層出土遺物 (第71・ 72・ 73図 )

第 I層は旧河道の堆積上である。遺物が最も多 く出上しているが、掲載品は河道の時期幅や遺物

組成が最低限わかる程度にとどめている。

第71図 は壷・甕類である。 1～ 16・ 18は複合口縁を呈する口縁部であり、 1・ 4・ 6には凹線、

2・ 3・ 5'7～ 12には平行短線文が施されている。16は小片であるが、高必かもしれない。18は

波状文が施されている。

17・ 19～26は肩部から頸部にかけての破片である。17・ 19～24に は貝殻腹縁や板状工具による列

点文や羽状文などが施されている。25の頸部片にはタテ方向のハケメの後、板状工具による平行沈

線が描かれており吉備系の上器 とみられる。26の頸部片には指頭圧痕突帯が施されている。

27～ 29。 32は単純 口縁の甕である。27は 口縁が内傾して立ち上がり、口唇部内面に段をもつ。30

。31は いずれも平底の底部である。これらの遺物の時期は、26が弥生時代中期後葉、 1・ 4が草田

1期、 2・ 3・ 5～ 10が草田 2期、H。 12が草田3期、13～ 15・ 27が古墳時代前期、28。 29・ 32が

飴 盛攀勢淋
3

5鯵 攀X4

1区第 I層 出土遺物実測図

―-69-―
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第4章 田中谷遺跡
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第 2節 I区の調査結果

古墳時代中期以降とみられる。30の底部は内面がハケロ調整で器壁が厚 く、大粒の砂粒も多 く含ん

でおり、少な くとも時期は弥生時代中期以前に遡るとみられる。

第72図 1～ 3・ 6～ 9,12は高界である。 1は内外面に赤色顔料が塗布されている。 6は 日縁が

内湾気味に立ち上がり、外面 と端部に平行短線が施され、内面には赤紫色の顔料が塗布されている。

9。 12は脚部である。 4・ 5は鼓形器台である。 5は内外面に赤色顔料が塗布されている。10は長

頸壷の回縁であり、外面は丁寧に磨きが施されている。11は小型丸底壷である。13は脚付装飾壷の

胴部 2点、脚部 1点の破片を図上で復元したものである。従って脚部 と胴部が同一個体であるかは

定かではない。算盤状を呈する胴部には突帯が張 り付けられ、外面のはぼ全面に秀麗な文様が刻ま

＠
＼

逸
第72図 田中谷遺跡Ⅱ―
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第4章 田中谷遺跡

れる。各文様は沈線で区画され、ヘラ状工具による爪形文や渦巻き状のスタンプ文、貝殻腹縁によ

る刺突文が施されている。脚部には平行短線が施されている。14は奏形土器の把手である。15は上

師器の甑の把手である。これらの遺物の時期は、 1～ 7・ 10・ 13・ 14が草田2～ 3期、 8・ 9・ H

が古墳時代前期、12が古墳時代中期、15が古墳時代後期以降とみられる。

16～ 18は木製品である。16は側部が損失しており全体が明らかでないが、平面形が多角形を呈す

る容器片とみられる。樹種はスギである。17は断面がやや方形の棒状製品だが、先端が焦げており

火きり杵とみられる。樹種はスギである。18はサクラ (ま たはカバ)の樹皮を双子状に丸めたもの

である。これらの木製品の時期であるが、出土土器は弥生後期中葉～後葉のものが最も多いので、

木製品もおおむねこの時期に伴うものと推測される。

第73図 は石器である。 1は黒曜石製の石鏃である。 2は黒曜石製の剥片であるが、一部 2次加工

が認められるものである。 3は全面に剥離面がみられ、黒曜石製の石核の残片とみられる。 4～ 6

は石灰岩製の砥石類である。 4は断面長方形を呈し、その4面に研磨痕がみられる。 6は上面と側

面が砥面であり、側面は研磨されて角柱状を呈する。

第Ⅲ層出土遺物 (第74・ 75。 76図 )

第Ⅲ層は河道の底面とみられる砂礫層である。第工層と同様に多種多様の遺物を含んでいるが、

図面は必要最低限を掲載した。第I層に比べると数量は少ない。

第74図 は土器・土製品類である。1～ 8は複合口縁を呈する壷・奏類の口縁部である。1は壷で、

凹線文が施されている。2～ 5は甕である。2・ 4・ 5は平行短線文、3は凹線文が施されている。

2は肩部に波状文が施される。 6～ 8は 口縁が外反し、無文のものである。先端部はいずれも丸く

おさめられており、 7・ 8は 口縁が口唇部にかけて引き伸ばされたように屈曲気味である。 1～ 5

は草田2期、6～ 8は後期末のものとみられる。9,10は器台である。9は筒部がほぼ垂直にのび、

穆―鰯
7

0               5cm

I`ちちZttZZち′多をケI 0                           10cm

第73図 田中谷遺跡Ⅱ―I区第Ⅱ層出土遺物実測図 (3)(1～3:S=1/2、 4～6:S=1/3)
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第74図 田中谷遺跡Ⅱ-1区第Ⅲ層出土遺物実測図 (1)(S=1//4)

脚部が裾広がりになるタイプであろう。10は鼓形器台である。いずれも草田2期の相当するとみら

れる。11・ 12は壷・甕類の底部である。11は小型の甕の底部 とみられ、外面には丁寧なミガキが施

されている。13・ 14は高界である。13は高外の脚部 とみられ、端部が複合口縁を呈し平行短線が施

される。14は 日縁が内湾気味に立ち上がり端部が屈曲する。端部は拡張して平坦面をもち、 2条の

凹線が施される。13は草田2期、14は草田 1期、松本V-1期 に並行するものとみられる。15は短

頸壷ある。17は低脚不である。端部が屈曲し草田3期並行 とみられる。16。 19は土師器の甕である。

日縁が「 く」の字外反し、いずれも古墳時代中期のものとみられる。18は外である。内外面 とも赤

色顔料が塗布されている。古墳時代後期のものであろう。20は土製支脚である。側面の穿孔が貫通

してヤヽる。

21～ 24は須恵器であるが、全体からみて出土数はわずかである。21～ 23は外身であり、21・ 22は

第 2節 工区の調査結果
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7世紀代、23は底部に回転糸切 り痕が

残る。 8世紀代 とみられる。24は腺で

ある。

第75図は木製品である。 1は用途不

明品である。表面はほぼ平坦であるが、

弧状に整形された裏面は途中部が細 く

整形され、先端部もヘラ先状に加工さ

れている。樹種はスギである。 2は本

来は平面形が円形を呈していた容器類

の蓋 と考えられる。側面 と表面に等間

隔の貫通孔がみられるが、紐掛けであ

ろうか。樹種はスギである。 3は第72

図18と 同様の九められた桜皮である。

規格もほぼ同様である。

第76図 は石器類である。 1はサヌカ

イト製の石鏃である。 2・ 3は 2次加

0                          1oom

(1～ 4:S=1/2、 5:S=1/3)

0                     10cm 0                    5cm

第75図 田中谷遺跡I-1区 第Ⅲ層出土遺物実測図 (2)
(1。 2:S=1/r4、 3:S=1//2)
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第76図 田中谷遺跡Ⅱ― I区第Ⅲ層出土遺物実測図
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第 2節 Ⅱ区の調査結果

工が認められ、スクレイパーとみられる。 2は黒曜石、3は石材不明である。 4も 2次加工が認め

られるが、刃部ほどには至っていない。サヌカイト製である。 5はその形態から磨製石斧の未成品

とも見受けられるが、先端部表裏面に刃部を作り出す痕跡が認められないので、乳棒状の敲打器と

考えられる。

さて、第工・Ⅲ層の遺物は河道内出土ということもあり、古くは弥生時代中期から古墳時代後期

まで多時期に渡っており、層位的に比較しても差異はあまり感じられない。しかしながら出土遺物

°7れ

m
79-1

第77図 田中谷遺跡I-1区第1しがらみ状遺構実測図 (S=1/40)
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第 4章 田中谷遺跡

は弥生時代後期のものが圧倒的に多 く、特に草田 2期並行など (松本編年V-2)後 期でも中葉も

のが目立つといえる。

第 1し がらみ状遺構 (第77図 )

第 1し がらみ状遺構は調査区南端部の東壁付近、ちょうど河道の川岸に沿ったかたちで検出され

ている。土器や木製品、自然流木の他、人頭大の礫も多数検出されたので、当初は護岸施設 とも見

受けられた。しかしながら、礫は河道底面からは浮いており、さらに南下してきた流路が西方に流

れを変える場所の川岸でもあるので、むしろ流出してきたものが川岸に引っかかって堆積したと考

えるのが自然であろう。

出土遺物 (第 78・ 79図 )

第78図 は土器である。 1は頸部の長い壷である。複合 口縁を呈し、 3条の凹線が施される。先端

部はつまみ出されたように屈曲し、肩部には板状工具による列′点状の刺突文が施されている。 2～

4は複合口縁を呈する奏の口縁部である。凹線 (2・ 3)や平行短線文 (4)わ 施ゝされ、肩部には

いずれも板状工具による刺突文が施される。 5は甕の胴部である。外面にダテ方向のきめ細かいハ

ケメが施される。 6は 口唇部を欠 くが、複合口縁を呈する小型の姿である。内外面 とも丁寧にミガ

キが施され、赤色顔料が塗布されている。7は鼓形器台である。7条の平行短線文が施されている。

これらの上器の時期は、いずれも草田2期の範疇におさまるものとみられる。

第79図 は木製品である。何らかの部材 と思われるような木片も多数検出されているがそれらは省

き、ここでは加工痕が明瞭なものを図化している。

1は方形の四脚盤である。方形を呈する脚部を 2ヶ 所欠 くが、ほぼ完全な状態で検出されている。

縁の短辺中央付近に快 りのような切 り込みが 3ヶ 所みられる。長さ38.9clll、 幅25,8clll、 高さ9.8clllを

測 り、樹種はスギである。 2は楕円形を呈する小型の円盤である。径 6 cmほ どで、用途は不明であ

る。樹種はスギである。

しがらみ状遺構出土遺物実測図 (1)

-76-―
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第79図 田中谷遺跡I― i区第 1し がらみ状遺構出土遺物実測図 (2)(仕 S=1/6、 2:S=1//4)

第 2し がらみ状遺構 (第80図 )

調査区のほぼ中央付近で散出気味ながら遺物の集中地′点が検出されたので、第 2し がらみ状遺構

と名付けた。第 1しがらみ状遺構 と同様、流出してきたものが川岸にかかり、そのまま堆積したの

であろう。検出されたものの大半は自然流木とみられる。

出土遺物 (第81・ 82・ 83図 )

第81図 は土器類である。 1は壷である。肩部が大きく張 り、複合口縁を呈し外面に平行短線文、

頸部に板状工具による刺突文、胴部にはタテ方向のミガキが施されている。 2は複合口縁を呈する

蓋 とみられる。口縁外面には平行短線文が施され、内外面 とも丁寧にミガキが施されている。また

日縁下方にはタテ方向に穿孔がみられる。 3は甕形土器の把手である。 4・ 5。 7は甕である。器

壁の厚い 4に対し、 5は薄 く、口唇部が屈曲する。いずれも平行短線文が施され、 4は肩部に板状

工具による刺突文がみられる。 7は無文で、回唇部が若干屈曲している。 6は器台であろう。口縁

には平行短線文が施され、顕部外面はミガキ、内面にはハケメが施されている。これらの時期は 7

を除いておおむねが草田2期に相当するとみられる。

第82・ 83図 は木製品である。第82図 1は基部や先端部を欠 くが、三又の鋤 とみられる。樹種はア

カガシである。 2は上下端部を欠き用途も不粥瞭であるが、現状で長さ66cmを測る柄状の棒製品で

ある。断面精円形であるが、先端部は滑 らかな凹型に加工されている。樹種はシイである。 3は鎌

の柄である。ほぼ完形に見受けられるが、頭部に剥離面があり本来は突起が着 くと思われる。1)長

さは現状で34cmを測る。装着孔は長さ4.7cmを 測 り、鎌の角度が若千基部側に向くよう、鋭角的に

作られている。樹種はアカガシである。 4は斧柄である。タテ斧用で、斧台の先端は鉄斧を装着さ

せるため段差が作 り出されている。断面やや扁平な柄部 と斧台部は接合できなかったが、剥離面の

観察から斧の装着角度は鋭角的であったと復元できる。樹種はサカキである。 5はlll物桶である。

―-77-―
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第 2節 工区の調査結果

底部から丸みを帯びて立ち上がり、日縁が窄まる形状を呈する。外面には把手が着く痕跡がみられ、

底部に木釘の痕跡は認められないが、等間隔で切り込みが入れられている。樹種はスギである。

第83図 は比較的大型の木製品である。 とは杭である。径 7 cm。 長さ84clllを 測るが、先端部から半

分くらいはかなり焼け焦げている。基部には縄掛け用とみられる快りが彫り込まれている。樹種は

モミである。 2は槽とみられ、かなり肉厚なつくりの大型品である。樹種はスギである。 3は先端

部を欠き用途不明瞭であるが、現状で長さ93clllを測る棒製品である。断面は精円形を呈するが、側

面は真っ直ぐに、上下面は弧状に加工されている。樹種はスギである。

これらの木製品の時期であるが、同遺構内から検出された土器の大半が草田2期に相当すること

から、木製品もその時期に比定されると考えられよう。

6

第31図 田中谷遺跡I― I区第 2しがらみ状遺構出土遺物実測図 (1)

Ocm

(S=1//4)
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0                   1ocm

第32図 田中谷遺跡Ⅱ― I区第 2し がらみ状遺構出土遺物実測図 (2)
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第 2節 Ⅱ区の調査結果

Ocm

第83図 田中谷遺跡正-1区第2しがらみ状遺構出土遺物実測図 (3)(S=1/6)

第 3しがらみ状遺構 (第84図 )

第 2し がらみ状遺構のすぐ北側で検出された。多 くは自然流木 とみられるが、混じって木製品も

多数検出されている。その検出状況から他のしがらみ状遺構 と同様に、流木などが川岸に集まって

堆積したものとみられる。

出土遺物 (第 85。 86。 87・ 88図 )

第85図 は土器である。1～ 4は複合口縁を呈する甕である。1は 口縁外面に平行短線文が施され、

頸部には板状工具による刺突がみられる。 2は小片であるが器壁は肉厚である。平行短線文が施さ

れる。 3は 3条の凹線が施され、日唇部がやや外反する。 4は同一個体 とみられる胴部片を図上復

元したものである。 口縁外面にはごく浅い平行短線文が施されているが、頸部から肩部にかけては

ヨコナデが顕著である。胴部には竹管文 と貝殻を押しつけた文様が施されている。 5は密の底部で

ある。径はおよそ4.5cmを測る。

暇
/

-81-



第4章 田中谷遺跡

これらの時期は、いずれも草田2期に相当するとみられる。

第86図 は比較的小型の木製品である。 1は椀など容器類の蓋とみられる。口縁の内面を加工して

受部を作り出している。外面には赤色顔料が塗布されている。樹種はスギである。 2は高さ14clll

と比較的小型のlll物桶である。樹種はスギである。 3は用途不明のスリコギ状を呈する、長さH

clllの 小型の棒製品である。基部は尖り気味で先端部は丸く削られ、側面は断面多角形に加工され

87-3
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田中谷遺跡Ⅱ-1区第3しがらみ状遺構実測図 (S=1/40)第84図

87-

―-82-―



第 2節 Ⅱ区の調査結果
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第85図 田中谷遺跡Ⅱ-1区第3しがらみ状遺構出土遺物実測図 (1)(S=1//4)

ている。樹種はツバキである。 4は第79図 1の ような盤の脚部であろう。樹種はスギである。 5。

6は楔であり、いずれもほぼ完形のものである。5は長さ27cmを測 り、表面には樹皮が残っている。

樹皮はイイギ リである。6は長さ35,5cmを測 り、5と 異なるのは全面が加工されていることである。

樹種はアカガシである。 7は棒製品である。先端部は削 り出されて宝珠状に整形され紐掛けのよう

であり、さらに欠損部付近は若干カーブすることから天秤棒 と考えられる。樹種はモミである。 8

は基部を欠き現状で長さ44伽 と細長いものであるが、先端部が焦げており火きり杵状の棒製品 とい

える。樹種はスギである。 9は直柄平鍬である。ほぼ完形のもので、長さ30clll、 幅は8.5cmを 測る。

表面がかなり焼け焦げている。柄孔周囲の隆起は明瞭な段をもたず、身の周囲から徐々に厚みを増

すタイプである。樹種はアカガシである。

第87図は比較的大型の木製品である。 1は組合せ式の直柄平鋤である。長さ48.5clll、 幅16.2伽を

測る。肩部の張 りは少ないが、先端は鋭 く尖る形状を呈する。刃部中央には柄を結合するための穿

孔が施されている。着柄軸の端部を欠いており、段差が作 り出されていたかは明瞭でない。樹種は

スギである。 2は扁平で、平面形が鉄アレイ状を呈する木製品である。しかしながらその両端部の

平面形が丸みを帯びた台形状を呈し、さらに断面形も中央よりやや上方に向かって厚みを増すこと

から2点連結した状態の泥除けの未製品とみられる。全体の長さは53.4clll、 幅21clllを測 り、 1点の

泥除けとみた場合の長さはおよそ21clllを測る。柄孔は穿たれておらず、泥除けの製作過程が伺える

資料である。樹種はアカガシである。 3は平面形が長方形を呈する指物腰掛の座板である。左側部

を一部欠いているが、現状で長さ46.6cm、 幅19。 lcm、 厚さ2.5clllを測る。中央が窪むように若干弓状

に整形され、両端部には脚板を通すための方形のほぞ穴が穿たれている。樹種はヒノキである。 4

は 3の脚板 とみられ、出土時には 3の一部欠損しているはぞ穴に装着された状態で検出された。し

かしながら脚板 とみた場合、その細長い形状は座板を受ける構造を呈していないという疑問点が浮

かが。あるいは両側面は欠落しているのかもしれない。樹種はヒノキである。 5は杭である。現状

でダテにはぼ真っ二つに欠損しているが、全体の形状はよくわかる資料である。長さ51.5cm、 幅

7.9cm、 厚さ4.5cmを測る。断面は半円形を呈するが側面の面取 りが明瞭で、先端部にかけて粗い削

り痕が残る。樹種はシイである。

第88図 1は両端部を欠き、タテ方向にはぼ真っ二つに欠損しているが、長さ228clll、 幅15cm、 厚

さ 8 clllを測 り、遺跡内で検出された木製品の中で最大の大きさを測る。また外面は樹皮や枝跡が残

るなど丁寧に整形されておらず、全体的な形状は丸太ん棒である。しかしながら、はぼ中央付近に

長さ20clllの方形のほぞ穴が穿たれており、その大きさから何 らかの建築部材と推測されるものであ

る。樹種はアスナロである。

″
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第 2節 I区の調査結果

も鰺 ,p沙

悦
鰍
日
ヽ
伊

Ocm

第87図 田中谷遺跡Ⅱ―I区第3しがらみ状遺構出土遺物実測図 (3)(S=1/6)
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0                         1m

0                              2m

第89図 田中谷遺跡Ⅱ-1区第4しがらみ状遺構実測図 (S=1//40)
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第4章 田中谷遺跡

第4しがらみ状遺構 (第89図 )

調査区の北端部で検出された遺物集中地点である。第 3層の上面で検出され、遺物は12.5× 4.5

mの範囲で広がっている。旧河道のこの付近は両谷奥から流れ出た河道の合流地点とみられ、これ

らの遺物はその出土状況から左谷奥から流出したものとみられる。出上した木製品には農具や容器

類がみられるが、その他長さ約60clll前後・幅 l clll程度の細長い板きれ状のものが40点以上まとまっ

て検出されており興味深い。

杭列・S D02・ ピット群 (第90図 )

第 4しがらみ状遺構の中央付近からは、南北方向に平行する形で杭列が検出されている。杭列は

およそ20clll間隔で弧状に穿たれている。第 4しがらみ状遺構の検出状況から、遺物群はこの杭列に

引っかかって堆積したと見えなくもない。

また、第 4し がらみ状遺構のすぐ南側からは、川岸に沿って別の小規模な流路が検出されている。

その検出状況から人工的な流路と判断されたので、S D02と 称した。S D02は 旧河道内ではなく川

岸の端部に掘り込まれており、長さは約10m、 幅2mを測る。S D02か らは弥生土器が数点出土し

|ト

◎

ピッ ト群

E

A250m          B

ー

第90図 田中谷遺跡Ⅱ― I ttS D02、 杭列検出状況実測図

0                             5m

m

(平面 :S=1/100、 断面:S=1/80)

F
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第 2節 I区の調査結果

ている。さらに、川岸の上面からは径

40伽前後のビットが、あたかも三角形

を組むようなかたちで 3点検出されて

いる。ビット内から遺物は出土してい

ない。

このS D02と 杭列、そして第 4し が

らみ状遺構はそれぞれ関連があるとみ

られる。すなわち左谷奥からの自然流

路を杭列によって堰き止め、 S D02か

ら水を流すといった意図が感じられる

といえる。ビット群もこれらを補完す

る何 らかの施設 とも考えられるだろ

つ。

S D02出土遺物 (第92図 )

7点図化している。 1は短頸壷であ

る。算盤玉状の月同部から口縁が垂直に

立ち上がる。 2は壺である。 口縁は外

反 し、口唇部は若干上下に肥厚する気  第91図

配がある。拡張部の平坦面はやや内傾し、外面に凹線が施される。顕部の内面はミガキが施されて

いる。 3は 日縁部が内傾気味に垂直に立ち上がり、平行短線文が施される。 4・ 5は薄手で無文の

複合口縁をもつ密である。4は先端が尖 り気味に丸 くおさまるが、5は先端が屈曲し平坦面をもつ。

6は壷 。奏類の底部である。復元底径は7.5cmを測る。外面にはミガキが施されている。 7は小型

の壷である。 日縁は「 く」の字に屈曲する単純なものである。

これらの遺物の時期は、 2・ 3が草田 2期、 4・ 5が草田4～ 5期、 7が古墳時代中期以降のも

のとみられる。ばらつきがあるが、主体をなすのは弥生時代後期前葉 と後期末～古墳時代初頭 とい

える。

第 4しがらみ状遺構出土遺物 (第93・ 94・ 95図 )

第93図 は土器である。 1～ 3は複合口縁を呈する奏である。 1は甕が内傾気味に上方に立ち上が

り、端部は丸 くおさめられている。 口縁外面には凹線が 6条施され、肩部には板状工具によるナナ

＼＼
OCm

(S=1//4)第92図 田中谷遺跡Ⅱ-1区 S D02出 土遺物実測図

①
再ど軍4帽IT≧賠詔認擁ギ

刀
箕
■

m

田中谷遺跡エー 1区 ピット群実測図 (S=1/`40)
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第94図 田中谷遺跡Ⅱ-1区第4しがらみ状遺構出土遺物実測図 (2)(1～4:S=1/4、 5・ 6:S=1/6)
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第 2節 I区の調査結果

9                          20cm

第95図 田中谷遺跡Ⅱ―I区第4しがらみ状遺構出土遺物実測図 (3)(S=1/6)

メ方向からの連続刺突文が施されている。 2は外反する口縁に平行短線文が施されており、内面に

はミガキ調整が施されている。 3は 口縁がやや外反しながら垂直気味に立ち上がり、平行短線文が

施されている。 4は扁平な受部の高必 とみられる。若千立ち上がる口唇部外面に平行短線文が施さ

れている。これらの時期はいずれも草田2期に相当すると考えられる。

第94・ 95図 は木製品である。 1は取 り上げ時に乾燥が進んで若干ひん由がってしまったが、本来

の形状は扁平で、平面形も円形を呈していた。その形状から泥除けと考えられる。長さ19.8clll、 幅

19.5clllを 測る。柄孔がかなり上方に穿たれており、上方は肥厚して端部はカギ状に曲がっている。

また、裏面は焼けてほぼ全面にススが付着する。樹種はアカガシである。 2は用途不明の小型の板

材である。上下端部を欠 くが、現状で長さ21.3clll、 幅2.Oclllを 測る。断面は扁平で、中央付近はカ

ギ状に加工されている。樹種はスギである。 3は杓子状の木製品である。柄はかなり扁平に加工さ

れているが、柄部は焼失したらしく破面にススが付着する。長さ22.6cm、 幅7.4clllを 測る。樹種は

アカガシである。 4は板状木製品の破片で、用途は不明である。長さH.5clll、 幅11.7clll、 厚さ1.4clll

を測 り、角は丸 く加工されている。樹種はスギである。 5は残存状況はよくないが、縁が肥厚して

いることから槽 とみられる。現状で長さ59.7cm、 幅15.5cm、 底部の厚さ3.9clllを測 り比較的大がりな

ものである。樹種はスギである。 6は上下端部を欠いており、全体の形状は不明であるが長さ78.1
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第4章 田中谷遺跡

1 法暗灰色お質■ (固 くしまる。別 ヒ物多 く合む)

m

第96図 田中谷遺跡エー I ttS D01実測図 (S=1//40)

clllを 測る棒製品である。厚さ2.4clllを 測る断面はほぼ

円形であるが、先端部は杓子状に扁平に整形されてい

る。樹種はヒノキである。第95図 1を 6は同じ方向で

まとまって検出された、小型で細身の板きれ状のもの

である。30点以上検出されているが、比較的残 りがよ

く、特徴がわかる6点について図化した。うち 6は最

も長いもので、現状で長さ78.3clll、 幅1.2clllを 測る。

等間隔で凹んだ箇所がみられるが、或いは紐のような

ものが結ばれていた痕跡かもしれない。 1～ 5に も所

々紐ズレのような凹みがあることから、これらは互い

に連結し簾状を呈していたと推測される。そうである

ならば、このような細身な板きれがまとまって検出さ

れたことの説明がつ くといえる。樹種はいずれもヒノ

キであった。

a245m

0                                         2m

第97図 田中谷遺跡エー 1区 S D03実測図
(S=1//40)

川

中
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第 2節 I区の調査結果

3.溝状遺構

S D01(第 96図 )

調査区西壁北側寄りの川岸で検出された溝状遺構である。西壁から旧河道に向けて、北東方向に

はぼ直線状にのびている。底面は平坦で逆台形状に掘り込まれており、現状で長さ約 2m、 幅1.5

m、 深さ50cmを測る。遺物は出上しておらず性格は不明であるが、旧河道に関連した遺構と考えら

れる。

S D03(第 97図 )

調査区中央付近の西壁にかかる川岸の上面で検出された溝状遺構である。旧河道に平行した形で

南北方向にのびている。上方は削平されたのか非常に残りが悪 く、途中2ヶ 所が途切れて3つに分

かれている。全長は8,7m、 最大幅1.lmを 測り、深さは 8 clllと 浅い。遺物は出土しておらず性格は

不明である。

Ⅲ.Ⅱ -2区 の調査

I-2区は長さおよそ80m、 最大幅20mを測り、面積は1385m2と エー1区よリー回り大きい調査

区である。北端部が一番深く1.6mを測るが、南側に行くにつれて浅くなり、南端部では深さ0.8m

になる。旧河道が2か所検出された他 (旧河道 2・ 旧河道 3)、 溝状遺構も1か所検出されている

(S D04)。

1.基本層序

エー1区 と同様、近世以前の水田層は調査対象とせず重機で除去している。遺物の有無にかかわ

らずおおよそⅢ層に分類できる。

第 I層 一暗灰色粘質土。きめ細かく、有機物や遺物を含む。旧河道 2の堆積土。

第I層 ―暗灰色粘質土。きめ細かく、有機物や遺物を含む。旧河道 3の堆積土。

第Ш層 ―茶褐色砂礫層。砂粒や有機物も混じるが、礫が拳大～人頭大と大きく、遺物は上面の

みで検出される。遺跡の基盤層になり、調査区内の全面で検出される。

2.遺構 に伴 わない出土遺物

第Ⅲ層出土遺物 (第 100図)

遺物は調査区南側ではほとんど検出されず、旧河道 2のすぐ南側の第Ⅲ層上面でまばらに検出さ

れている。 1・ 2は複合口縁を呈する甕・壷類である。 1は甕で、日縁はやや外反しながら立ち上

がり、外面下半には平行短線文が施されている。 2は壷で、口縁は無文である。 3は鼓形器台の筒

部とみられる。 4は壷の頸部で、頸部と肩部の境に突帯が上向きに貼り付けられている。 5は複合

口縁がくずれた形態の甕である。 6・ 7は高外である。 6は外部底面は円盤充填法で作られ口縁が

緩やかに立ち上がるタイプで、7は外部が椀形を呈するタイプである。 8・ 9は 口縁が「 く」の字

に外反する単純口縁の甕である。10は必である。11～ 15は須恵器である。Hは外身、12は外蓋であ

る。13・ 14は高外である。15は甕の日縁である。16は石器で、黒曜石製のスクレイパーである。こ
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＼

0                      10m

Ч
第98図 田中谷遺跡Ⅱ-2区調査区設定図 (S=1/300)
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a235m b

23 5m C

235m

調査区北壁 (a一 b)セ クション (S=1/100)

4 FH責褐色 ″ (10cm大の筆を多く合む。山湧■の■¢か)

5 黒灰色  夕 (皮化物を多く合む。■¢の旧豪■)

7 備青灰ep賞■ (acm以下の礫や砂社のE)
a 波贈灰色猫質■ (6と 同受、¢llを 多く含む 口河通3の建積■)

10 明帝灰こφレキ層 (学大の韓層。河の店面)

11 備青灰色¢質■ (¢粒や標の層。有機物も少二含む)

17 法描灰0結要■ (し よりやすく、震イと物を多く含む。 口河H2の た積■)

,e 擦,灰占 夕 (      ク       )

iS 暗灰色消質
=(有

機筋を多く合む。 日河強2の 雉機■)

17 明女灰色 ,(固くしまり、軽を含まなt→

18 屋灰色  ク (固 くしまり、挙大の単を多く含む)

―
―
〇
い
―
―

d

調査区東壁 (c―d)セ クション (S=1/100)
1 表土 :駿費褐色■ (44rt■ )

2 蕨灰褐色お質土 (し まり弱くパサ′{サ している)

糾

囀
彗

日
同
③
削
叫
群
湘

20m

第99図 田中谷遺跡Ⅱ-2区調査区セクション実測図 (S=1/100)



第4章 田中谷遺跡

れらの時期は、 1・ 2・ 3が草田 2期、 5・ 6は古墳時代前～中期、 7～10は後期以降、H～15は

7世紀代とみられる。

3.旧河道 2・ 3

エー2区では、旧河道とみられる自然流路が2本検出された、それぞれ検出順に旧河道 2、 旧河

道 3と した。

旧河道 2(第98・ 101図 )

旧河道 2は調査区】ヒ端部の右側から、そのまま南西方向にはぼ直線上にのびた状態で検出された。

2つの支流が合流しており、俯敵すると「Y」 宇状にみえる。長さはおよそ31m、 最大幅は6m、

最大深40clllを測る。

旧河道 2出土遺物 (第 102図 1～22)

多種多様の土器・石器類が出上しているが、木製品は検出されなかった。 1～12は土師器類であ

る。 1は磨滅が著しいが、複合口縁を呈する甕である。 2・ 4は単純口縁の甕である。 2は 口縁先

端部にかけて内傾気味に立ち上がる。 4は肩部はなで肩で、胴部が最も張り出す。 3は小片である

が、復元口径の大きさから甑、もしくは電とみられる。 5は低脚杯の脚部、6は鼓形器台の筒部で

ある。 7は外である。口縁端部に明瞭な面をもつが、磨滅しているものとみられる。 8は高外であ

る。口唇部を欠 くが、外部の底面から口縁にかけて明瞭な段をもち、内外面とも丁寧なミガキが施

(4

%にて 悪 ?々
0               10cm

-2区第Ⅲ層出土遺物実測図 (1～ 15:

ｒ

式

ヽ

―

―

―

ィ

ー

／

|

0                    5cm

S=1/4、 16:S=1//3)第100図 田中谷遺跡Ⅱ
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第 2節 工区の調査結果

102-8

102--4

102-9

102-18

2 暗帝灰色砂質■ (Rrヒ協多く含む)

a,'灰色砂韓層 (河の底百)

0 明責褐色砂要層
10 滅皓反色祐質■ (目くしまる)

11 法崎資灰色翡貫■ (し まり覇い)

12 ☆褐色砂質■ (コかな砂社の層)

15 購灰色φtti

la 薩灰色粘質■ (固 くしまる)

,e 嗜灰tFDeF(大 麟大の礫を多く合む)

a 五            4

1 明芸褐erH(人頭大の擦を含む)

2 嗜灰色猫質■ (し まり鶴く、皮イヒ捕少二含む)

0 暗灰色砂質■ (細かな砂社の層)

4 皓IA●¢栞層 (人頭大の華を含む。河の虐面)

第101図 田中谷遺跡Ⅱ-2区旧河道 2、 3実測図 (平面 :

一-97-―

C210m

S=1//200、 断面:S=1/100)
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3出土遺物実測図 (1～ 21、 23～25:S=1//4、 22:S=1//3)
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第102図 田中谷遺跡Ⅱ…2区旧河道 2,



第 2節 工区の調査結果

されている。 9は土製支脚で、側面からの穿孔は貫通していない。10。 Hは宅である。12は甑形土

器の把手とみられる。13～21は須恵器である。13～ 16は外身である。16は底部に回転糸切り痕が残

る。17は長頸董である。18・ 19は高芥の脚部である。20。 21は甕類の胴部・肩部片とみられる。20

の内面は同心円タタキ痕をナデ消している。22は黒曜石製のスクレイパーである。

これらの遺物は時期のばらつきがあるが、 1・ 5。 6・ 8・ 21を 除き、おおむね7世紀以降のも

のと見受けられる。従って、旧河道 2の盛行時期は古墳時代後期以降と推定される。

旧河道 3(第 101図 )

旧河道 2と 同様、調査区の】ヒ端部で検出された。北端部の左端をかすめるように流れており、調

査範囲内では正確な川幅などは不明である。現状で長さおよそHm、 最大深20clllを測る。ただしI

-1・ 2区を合わせて俯跛すると、I-1区で検出された旧河道 1と方向を同じくしており、旧河

道 3は旧河道 1と 同一の流路と考えられる。

旧河道 3出土遺物 (第 102図 23～ 25)

遺物はわずか3点ほど出上した。23は風化が著しいが、複合日縁を呈する壷である。外面に平行

2 ■灰色砂層 (痢かなprlの層)

0 皓茉褐色粘質土 (有機物を,二に合み、じまりはゆるい)

m

川
≪
＋

ノ

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ω

鵜

第103図 田中谷遺跡Ⅱ-2区 S D04実測図 (S=1/40)
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第 4章 田中谷遺跡

短線が、肩部には波状文が施される。草田2期 とみられる。24は手捏土器の底部である。25は須恵

器の外蓋である。回転ヘラケズリが施されている。

遺物は時期幅があるが、旧河道 3の時期は旧河道 1と 同一流路 とみられることから、その盛行期

は弥生時代後期 と考えられる。

4.溝状遺構

S D04(第 103図 )

調査区北側の西壁から、南東方向に弧状を描いてのびる溝状遺構である。断面は逆台形を呈し、

長さおよそ6.4m、 最大幅1.8m、 最大深40cmを測る。遺物は出上しておらず性格は不明であるが、

その位置から旧河道 2と 旧河道 3をつなぐ機能があったとも見受けられる。

5.′Jヽ 結

以上、田中谷遺跡エー1,2区を外観 してみた。本調査前の トレンチ調査で秀生時代後期や古墳

時代後期の上器が検出されたので、当初は山際に立地する弥生～古墳時代の集落跡 と想定していた。

しかしながら本調査の結果、ビット群や溝状遺構が数基が検出されたが、遺跡の大部分を占めてい

たのは旧自然河道であった。河道内堆積土からは多量の上器 とともに、しがらみ状に堆積した木製

品が多 く出上している。ここでは、旧河道 と出上した木製品について考干の考察を加えてみたい。

1.旧河道について

旧河道はI-1区 で 1条 (旧河道 1)、 I-2区 で 2条 (旧河道 2・ 3)の計 3条検出されてお

り、うち旧河道 1・ 3は同一流路 と考えられる。これらの時期について、層位別の出土遺物の時期

についてまとめると以下のとおりになる (上層は第68・ 101図参照)。

旧河道 1 3: 第 I層 (旧河道が埋まった後に堆積した層)・ ・・古墳時代前期～後期末

第工層 (旧河道内堆積土)・ ・・弥生時代後期前葉～古墳時代後期(中心は草田2期)

第Ⅲ層 (旧河道底面)・ ・・弥生時代後期前葉～古墳時代後期 (中心は草田 2期)

第 1層 (河道内堆積土)・ ・・古墳時代前期～終末期 (中心は後期～終末期)旧河道 2

旧河道 1・ 3について、出土土器の時期幅が広 く、また層位的にはきれいに区分できていない。

ただ、田中谷遺跡が立地するような袂い谷を流れる自然河道は、洪水などにより激しく流出と堆積

を繰 り返すとみられるので、自然な結果 といえるだろう。河道内出土遺物で最も数が多いのは弥生

後期前葉から中葉にかけてのものであり、この時期に周辺で集落が営まれ、活発な生産活動を繰 り

返したものと想定される。I区からは明確な建物跡は検出されていないが、 I区やV区で集落の一

端が調査されている。その後も遺物は時期を連続して出土するが数は減少傾向であり、古墳時代終

末期には完全に埋まったと考えられる。また、弥生中期以前の上器もみられるが、数は極めて少な

く二次的な流れ込みである可能性が高い。しかしながら、少なくとも付近にこの時期の集落等が存

在していたことを示している。旧河道 2では弥生期の遺物はみられず、旧河道 1・ 3と は時期を異

にするのが明確である。中心時期が古墳後期以降なので、この谷部周辺に営まれた集落の時期は、

大きく弥生時代後期 と古墳時代後期～終末期に区分されることを示唆するものかもしれない。
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第 2節 Ⅱ区の調査結果

なお、■-1区の調査区西壁では崖錐堆積物がみられ、これが旧河道 1の河岸の基盤となってい

る。この崖錐堆積物の3ヶ 所についてトレンチを入れたが (第68・ 69図 )、 下層から腐食した植物

遺体の層が検出された。この崖錐堆積物が形成された年代を明らかにするべく、検出された植物遺

体について14c年代測定を行った。分析の詳細は後章に譲るが、 2点が最終氷期、 1点が縄文時代

後～晩期頃の年代が想定されている。これは崖錐堆積物が少なくとも縄文時代以前に2度に渡って

形成された可能性を示している。この結果は、大袈裟にいえば旧石器時代期には断面V字状の渓谷

だったこの田中谷が、温暖化に伴い徐々に谷底が埋まり、弥生時代後期に至り人が住み始める環境

になったことを裏付けるといえるのではないか。

2.旧河道 1出上の木製品について

旧河道 1か らは、しがらみ状に堆積した木製品が弥生時代後期 (草 田2期)の上器を伴って出土

している。主に農具・工具・容器類・雑具・運搬具・建築部材等に分類2)で き、その種類は多岐

に渡る。最も多いものは容器類で411物桶 (82-5,86-2)、 蓋 (75-2,86-1)、 四脚盤 (79-1)、

槽 (83-2,94-5)な どがある。継いで農具類が多く、直柄狭鍬 (86-9)、 又鋤 (82-1)、 組合せ

鋤 (87-1)、 泥除け (94-1)、 鎌柄 (82-3)な どがみられる。中でも泥除け未製品 (87-2)は鉄

アレイ状に2点連結しているものであり、製作工程がわかる資料である。また工具類には鉄斧を装

着していたとみられる斧柄がある (82-4)。 鉄器の普及が説かれる弥生時代後期の特性を表してい

るといえる。さて、松江市内では大量に木器が出土した朝酌川遺跡群の西川津遺跡 (島根県1988ほ

か)、 タテチョウ遺跡 (島根県1990ほか)、 原の前遺跡 (島根県1995)力 著`名であるが、出土品の細

別時期が押さえられていないものも多い。本遺跡の出土例は数は劣るが、弥生時代後期における貴

重な資料を追加したといえる。

注

1)完形のものは、出雲市・姫原西遺跡 (島根県1999)で 出上している。

2)木器の分類は『木器集成図録 近畿原始篇』(奈良国立文化財研究所1993)に よる。

-101-



第4章 田中谷遺跡

第 3節 Ⅳ区の調査結果

1.調査の経過 と方法

Ⅳ区は、田中谷遺跡の中でも谷の南東側の入り口付近に当たる。東側には南北にのびる丘陵があ

り、その裾部から西側の水田部分にかけて、南北85m× 東西35mの範囲で発掘調査を実施した。調

査期間は平成12(2000)5月 19日 から8月 4日 で、調査面積は2300rに なる。なお、Ⅳ区の北側の

Ⅲ区では平成12(2000)年に (財)松江市教育文化振興事業団が調査しており、掘立柱建物跡や土

坑、弥生時代後期の旧河道などが検出された (松江市2001)。 また、南側には古墳時代中期の方墳

である塚山古墳が位置している。

2.発掘調査の結果

遺跡の層序 (第 106図 )

遺跡の南北壁面について上層を観察したが、水田部では灰褐色もしくは灰赤掲色粘質土、青灰色

粘質土 (耕作土)を掘り下げると遺構面となる黄褐色土層や、無遺物の砂礫層が確認できた。調査

区北壁では耕作上の下層で弥生時代後期の旧河道の一部が検出でき、南壁では弥生土器小片を含む

地山の落ち込みが見られた。ただし、この落ち込みは調査区内で平面的に確認することはできなか

った。遺跡のやや南側で丘陵裾が西側にやや張り出している部分では、遺構検出面上に古墳時代後

期から奈良・平安時代の上器を含む遺物包含層が確認できた。

旧河道 (第 105～ 107図、図版82・ 85)

調査区の北西隅で、東西 5m、 南北20mの範囲で北東から南西方向に下る弥生時代後期の旧河道

が確認できた。土層断面では半月形の上層の堆積がいくつも見られ、大小の河道が切り合っている

第104図 田中谷遺跡Ⅳ区調査区設定図 (S=1/2000)
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第 4章 田中谷遺跡

状態が観察できた。北側で調査されたⅢ区の旧河道の状況とよく似ており、河道は一時期に流れて

いたのではな く、通常は小規模な流れが大量の降雨があったときなどに水量が増したり、流れを変

えたりすることが繰 り返されたと思われる。切 り合い関係が複雑であるため、河道の一つ一つの流

れを平面的に確認することはできなかった。

旧河道中から弥生土器が出上している。 1～ 7は甕の口縁部である。 1～ 3の 口縁部は平行沈線

が施されており、直線的に外傾している。6は無文の口縁部が弱 く外反しながら立ち上がっている。

1～ 3・ 6は草田 2期に位置づけられる。 4は平行沈線が施された日縁部が外反しながら長 くのび

るもので、草田 3期まで下る。 5'7は 口縁部が無文で、直線気味に長 く立ち上がるもので、 5は

肩部に波状文が施されている。 7は 口縁端部が丸 く収められている。 7が草田編年 5期、 5は 5期

以降と考えられる。 8は壷もしくは甕の底部で、厚手のものであり、 I様式からI様式にさかのぼ

るものと思われる。

S101(第108。 109図、図版82・ 83)

調査区の南側の丘陵裾部の平坦面に位置する平面形が隅円方形もしくは多角形の竪穴建物跡で、

4本の主柱穴 と、壁体活および周溝の一部が残っている。主柱穴の間隔は東西で2.Om、 南北で2.

14mになり、建物の主軸はN-9° 一Eを向く。壁体滞の残存している部分は、南北4.5mになる。

建物内に当たる位置にいくつかビットが見られるがこれらとS101との関係は分からない。周滞は

観状で幅0.2m～0.3mで、建物跡の北側にのみ認められた。

遺物は、壁体溝から弥生土器もしくは土師器小片が出上しているのみで、遺物から時期を決める

ことはできないが、建物の構造から弥生時代から古墳時代前期の遺構 と思われる。

浄撼琴侵哲悪養.條灰色まだらに入め1耕作と

1, 灰褐0混礫砂質■ (2～10cmく らいの標
=ば

らに入る。lmm以 下の祖¢含む)

19 青灰色シルト(お佳強t→

と:晉携自簿賽圭 1水日の■

第106図 田中谷遺跡Ⅳ区北壁・南壁土層図 (S=1/60)
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第 3節 Ⅳ区の調査結果

0             10cm
三

ニラ7≧雪昌整差:4
ヽ 一   L  ソ 8

第107図 田中谷遺跡V区旧河道出土遺物 (S=1/4)

S B01。 S D01(第 108・ 110図、図版82)

S B01は調査区南側の丘陵裾部の平坦面に位置する東西 1間 ×南北 1間以上の掘立柱建物であ

る。S B01東辺はN-32° ―Wを向き、この東側にはS D01が平行してのびている。S B01は南北

の長さが8.2mの「コ」の字状の溝で、S B01の北束隅に基たる部分で西側に折れ曲がることから、

◎   ◎

銀

③

第108図 田中谷遺跡Ⅳ区柱穴群実測図 (S=1/100)
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第4章 田中谷遺跡

S B01に伴 う滞 と考えられ

る。現状でのS B01の規模は、

東西2.29m× 南北1.49mで あ

るが、 S D01が これよりも南

側に長 くのびていること、S

B01の南側は遺構面を掘 りす

ぎてしまったために柱穴が失

われた可能性もあるため、本

来は現状よりも南北方向に長

くのびていたと考えたい。 S

D01は加工段 1覆土を切って 、

ヤヽるため、 これよりも新しやヽ
 |

遺構 と言える。遺物を伴わず

時期は特定できないが、この

周辺で奈良・平安時代の遺物

包合層が広がっていたことから、

S D02(第 108・ 110図、図版82)

調査区南側の丘陵裾平坦面上で、S D01の 東側に位置する。長さ1.5m、 幅25clll、 深さ5 clllの 溝

で、建物跡との共存関係はつかめなかったが、西側のビット群と関連する可能性がある。加工段 1

と重複する部分があるが前後関係は不明である。この周辺で奈良 。平安時代の遺物包合層が広がっ

ており、この時代の遺構の可能性が考えられる。
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第109図 田中谷遺跡Ⅳ区S i01実測図 (S=1/80)

この時代の遺構になる可能性が考えられる。

＼

Ｊ

印

れ

ゴ

∃

＠

魯

第110図 田中谷遺跡Ⅳ区S B01、加工段 1、 S D01,02・ 出土遺物実測図 (遺構:S=1/80、 遺物:S=1//4)
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加工段 1(第 108。 110図、図版82)

調査区南側の丘陵裾の平坦面に

位置する。南北の長 さは現状で

2.2mで ある。覆土は S D01に切

られていることから、これより古

彰ヽことが分かる。 加:正段 とよりも

西側にはいくつか柱穴が見られる

第 3節 Ⅳ区の調査結果

。 230  ⑥ 200 ③

0                2m

第111図 田中谷遺跡Ⅳ区柱穴列1実測図 (S=1/80)

`g                      tu0 81 g

`J                       tu0 0,J

＼

が、これに伴うのか明確ではない。遺物は、覆土

中から8世紀代の須恵器娩の口縁部片 (■0-1)

が出土している。

柱穴列 I(第 111図、図版82)

調査区南側の丘陵裾の平坦面に位置する。 4基

の柱穴で構成され、長さ6.6mになる。N-40° 一

Wの方向に柱穴は並んでおり、柵列のようなもの
0                   10cm

と考えておきたい。柱穴内から遺物は出上してお ~
m

第112図 田中谷遺跡Ⅳ区柱穴列 2・ 出土遺物実測
らず時期は特定できないが、周辺の包含層から出 図 (遺構 :S=1//80、 遺物 iS=1/4)

上した遺物から考えると奈良・平安時代の遺構になるかもしれない。

柱穴列 I(第 112図、図版82)

調査区南側の丘陵裾の平坦面に位置する。 3基の柱穴からなり、全長は3.6mになる。N-7° 一

W方向にのびる。柱穴列としているが、本来は掘立柱建物で、西側が水田の造成で削られて柱穴

が失われた可能性も考えられる。P

2か ら須恵器娩 (H2-1・ 2)が

出土している。 1は体部が丸みを持

って立ち上がり口縁部が屈曲するも

ので、底部はヘラ切 りされている。

2は体部が丸みを持ち、底部には高

台が付 く。これらは 7世紀中葉～末

に位置づけられ、遺構の時期もこの

頃 と考えられる。

S B02(第113図、図版83)

調査区南西端付近で検出された 1

間 ×1間の掘立柱建物である。梁行

2.56m、 桁行長2.52mで 、床面積は

6.5412で ぁる。棟方向はN-1° ―E

になる。 S B03と 重複 し、P4を こ

れと共有する。柱穴内から遺物は出

土しておらず、時期は特定できない。

第113図 田中谷遺跡VttS B02,03実測図 (S=1/80)
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第4章 田中谷遺跡

S B03(第 113図、図版83)

調査区南西端付近で検出された 1間 ×1間の掘立柱建物である。梁行1.80m、 桁行長1.80mで 、

床面積は3.24fである。棟方向はN-79° 一Wになる。S B02と 重複し、P4についてはこれと共有

している。柱穴内から遺物は出土していないため、時期は特定できず、S B02・ 03の前後関係につ

いても不引である。

加工段 2(第 114図、図版84・ 86)

調査区の中央部、丘陵裾と水田部の境に位置する。確認できた遺構の規模は、南北11.lm、 東西

4mであるが、西側は水田の造成によりいくらか削られたと思われる。後背部の丘陵裾を削り込ん

で平坦面が造られ、遺構底面は西側の低地部分と水平になっており、東側はS X01に切られている。

この遺構は柱穴を伴っていない。

遺物は弥生土器小片、土師器小片、須恵器が出上しており、ここでは須恵器 4点を図示した。 1

は挽、 2・ 3は皿、 4は壷である。これらは8世紀中葉から後半に位置づけられるものであり、遺

0                   10cm

5 TRIEIB色 ■ (やや粘性〆あり,lcmぐ らいの建山の韓を淳ばらに含む)

9 灰黒樹色お質■

|～________― ――一――一―~~~~~~´ヤ~… …… ~́~~~~~~~~― ―_____/0               2m

第114図 田中谷遺跡Ⅳ区加工段2・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物:S=1//4)
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第115図 田中谷遺跡Ⅳ区S K01・ 出土遺物実測図

構の年代もこの頃と考えてよいであろう。

S X01(第 114図 )

調査区の中央部で、丘陵裾に位置する。南北2,7

m、 東西0。9～ 1.2mのやや不整形な土坑である。加

工段 1の覆土を切って掘 り込まれている。遺構覆土

は淡灰黄褐色から濃い掲色の比較的粘性の強い土

で、基盤層の上層 と類似しており、平面でのプラン

確認は困難であったため、サブ トレンチを設けて遺

構の掘 り下げを行った。遺物は出土しておらず、遺

構の時期は特定できい。

S K01(第 115図、図版84・ 86)

第 3節 Ⅳ区の調査結果

1

Ocm

(遺構 :S=1/20、 遺物:S=1/4)

e 嗜掲色■ (女 色土ブロック少 し含む)

ΞttΞ l

6 明女禍色■ (暗掲色■ブロック少し混じる)

9 晴灰色混¢嶺質■ (挙大の強多く入る)

調査区南側の丘陵裾部に位置する。直径0.45m、            m 性__…ゴCm

深さ0.2mの 円形の上九で、 弥生土器甕が埋められ 第116図 田中谷遺跡Ⅳ区S K02・ 出土遺物実測

ていた。 1は 日縁部が直線的に立ち上がり、端部に  図 (遺構 :S=1/30、 遺物 iS=1//4)

面を持つもので、肩部にはヘラ状の工具による刺突

が施されている。草田編年の6期に位置づけられよう。

S K02(第 116図 )

調査区南側の低地部分で検出できた長さ1.34m、 幅0.9m、 深さ0.6mの長楕円形の上坑で、下層

m

第117図 田中谷遺跡Ⅳ区S X01・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1//80、 遺物 :S=1//4)

脚

ゝ

耳

ｔ

，

て

ヽ

／

１

＝

　

　

母

ゝ

ご

〆

＝

　
　
　
　
　
冒

7下

~

―-109-―



第4章 田中谷遺跡

には拳大の礫が密に入っている。中央からやや西よりには、暗青灰色粘質上の入った直径55clllの ビ

ットが重複しており、この部分が柱痕のようにも見える。しかし、周囲に対応するような柱穴は見

られず、このビットの性格についてはよく分からない。 1の弥生土器甕の口縁部が出土し、このほ

か小片のため図示しなかったが月同部片も出上している。

S X02(第 117図、図版84・ 85)

調査区のほぼ中央に位置する。丘陵裾の傾斜変換線に沿うように南北にのびる溝状遺構である。

南北の長さは8m、 深さは20clll前後あるが、水田の造成により上部は削られたと考えられ、本来は

これより大きいものと思われる。不整形に曲がったり、枝分かれしたり、溝の中でも島状に高まる

部分があり、人為的に掘 り込まれたものか疑間がある。遺構内から須恵器小片が出上している。 1

は須恵器娩の口縁部、 2は筑底郡片、 3は奏胴部片である。

と≦≦≦重亘萱亘亘三三::::三三≧さ苫ぅ 2

虫
喘

――

ハ

第118図 田中谷遺跡Ⅳ区遺構外出土遺物実測図 (1～ III S=1/4、 12・ 13:

Ocm

性 _ャ _______―
―

甲
Cm

S=1/3、 14・ 15:S=2//3)
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第3節 Ⅳ区の調査結果

遺構外出土遺物 (第 118図、図版81)

1は弥生土器の甕で、回縁部は内傾し、3条の凹線が施されている。草田1期に位置づけられる。

2～Hは須恵器である。 2・ 3は天丼部に輪状つまみを持つ蓋である。 2は 口縁部にかえりをもつ

もので、3は 日縁部がかえりを持たず、小さく下方に屈曲する。 4は古墳時代終末期の小型化した

外身で、5は体部の内弯する高台付不である。 6は高台付皿。 7・ 8は高娩で、 7は脚部を欠き、

8は三角形の透孔と切り込み状の透孔が2方向に入る。 9は壷底部から胴部で、底部に「*」 のヘ

ラ記号が入る。10は甕胴部で内面には放射状のタタキが入る。11は壺口縁部である。これらの年代

を整理すると、4・ 7・ 8が古墳時代終末期の遺物で、4は大谷編年出雲 6期で7世紀初頭～前棄、

2・ 5は 7世紀中葉～末、 3は 7世紀末～8世紀中葉頃、 6が 8世紀中葉～9世紀前半、10が 9世

紀中葉以降に位置づけられよう。これらのうち、 1～ 5、 7～ 9・ 11は調査区南側の丘陵裾の一段

高い部分の遺物包含層で出土している。

12・ 13は水田耕作上の下部から出上した。12は大型の鉄製の釘で、長さ26.Ocm、 幅3.4clll、 厚さ

は2.5clllで ある。13は椀形鍛冶滓で、周囲は若千久損しているが、完形に近いと思われる。金属部

分は含まない。

14・ 15は黒曜石製のスクレーパーで、刃部に二次調整が見られる。

3.′Jヽ 結

Ⅳ区の遺構・遺物は、弥生時代後期から古墳時代前期と、奈良。平安時代の大きく2つの時代の

時代に分けることができる。

秀生時代後期には、Ⅳ区の北西隅をかすめるかたちで旧河道が流れていた。この河道は常時一定

の水量を持って流れていたのではな く、通常は小規模な水流であったものが大雨の時などに水量が

増したり、流れを変えたりすることが繰 り返されたと推測される。こうした状況は北側で調査され

たⅢ区の状況 と類似しており (松江市2001)、 皿区の河道がこの部分につながる可能性が高いと思

われる。時期的にも草田2期～古墳時代前期の遺物が出土しておりⅣ区の旧河道 と矛盾しない。Ⅲ

区の旧河道は北から南へ流れていたが、Ⅳ区の北側で北東から南西方向に流れが変わったと考えら

れる。こうしたことから旧河道の東側の丘陵裾部は当時は乳状よりももう少し西に緩やかに張 り出

していたが、のちの水田整備のために旧地形が削られた可能性もある。なお、後述するV区の旧河

道 4で も北東から南西方向に流れていたが、Ⅳ区の旧河道は谷を斜めに横切ってこれにつながった

と思われる。このはかに弥生時代後期～古墳時代前期の遺構 として、S101や S K01が確認されて

おり、 S B02・ 03は遺物を伴わないが、建物の構造からこの時代の遺構の可能性がある。旧河道の

東側では丘陵裾からその下の低地にかけて集落が営まれていたが、遺構の密度は旧河道の西側のV

区と比べてかなり低いようである。

奈良・平安時代の集落は、丘陵裾部の低地からやや上がった位置に営まれている。現状ではこの

時代の建物跡はあまり確認できなかったが、平坦面の東側が大きく削平されていることからこの部

分にも遺構が広がっていた可能性も考えられる。なお、塚山古墳の北側の 2ト レンチではこの時代

の水場遺構が確認されており、ここでは墨書土器も出上している。Ⅳ区の遺構もこれと何らかの関

連性があったのかもしれない。
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第 4章 田中谷遺跡

第 4節 V区の調査結果

1.調査の方法 と経過

V区は、田中谷遺跡の中でも南西側の谷の入り口付近に当たる。調査区は西側に南北にのびる丘

陵の中腹からその東側の水田部 1/3程度にかけてである。調査面積が広く、丘陵裾と水田部の間

には水路が流れているため、丘陵先端付近の南東裾がV― S区 と、調査区東側で水田部分がV― E

区、調査区西側の丘陵裾から中腹にかけてのV―W区に分けて調査した。調査面積は5,319・m2で、

平成12年 4月 10日 から13年 1月 12日 にかけて調査を実施した。なお、北側ではI区が、谷中央部を

挟んで東側ではⅣ区が調査されている。

第119図 田中谷遺跡V区調査区設定図 (S=1/2000)
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第4節 V区の調査結果

2.V一 S区の調査

(1)調査区の概要

V一 S区は、南北にのびる丘陵尾根先端付近の南東裾に設定した調査区である。西側の丘陵尾根

上には田中谷古墳が位置する。

9m× 2mト レンチを設定したところ、遺物がまとまって出土したほか、石列や遺構と思われる

落ち込みが確認できたため、東西約Hm、 南北約22mの範囲を発掘調査することとなった。

調査の結果、弥生時代後期から古墳時代前期と考えられる竪穴建物跡 1、 溝 1、 7世紀代の掘立

柱建物跡 1、 加工段 1のほか、時期不明の上坑 1、 石列、溝状遺構 3、 焼土坑 1な どを検出できた。

一̈膵

m

S 明茶禍色■ (lcm以下の地IIlプ ロックを多く合む)

持略奏優琶穂妥圭・
m麻強性耕裕め

第120図 田中谷遺跡V― S区全体図、土層断面図 (全体図:S=1/150、 断面図:S=1/80)
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第 4章 田中谷遺跡

(2)竪穴建物

S101(第121～ 123図、図版89。 109)

調査区の東側に位置する。上面は削平されたためか壁面の立ち上がりは確認できず、床面で検出

できた。 4本の主柱穴 と中央土坑、それに壁体溝 と周溝の一部が残存しており、壁体溝から南北4.

4m以上の隅円方形の建物であったと考えられる。柱間距離はPl― P2、 P2-P3が 2.88m、

P3-P4が 3.24m、 Pl― P4が3.20mで、柱配置はやや不整形な方形になる。P4は S D01と

重複している。床面には貼木粘土 と思われる黄褐色粘質土が残っており、この上面の標高は15,Om

であった。中央土坑は建物の東の柱間よりの位置で検出され、内部には焼土ブロックや灰が含まれ

ており、厚 として機能したものと思われる。周滞は西側の方が削平されていたためか残っていない

ようであるが、南側では残存しており、 S D01に 切 られていた。S101では時期の分かる遺物は出

上していないが、周活を切っているS D01か ら古墳時代前期の上器が出上していること、平面プラ

ンや構造から秀生時代後期から古墳時代前期の遺構 と思われる。

なお、S101の上層では、黄橙色粘質土による貼床面が検出できた。貼床面は検出できた範囲で

南北5,3m、 東西 2mであるが、調査区北壁や西壁 よりも外に広が りそうである。貼木面の標高は

15。3mである。S101の壁面の立ち上がりが残っていなかったのはこの貼木面を持つ建物もしくは

加工段の造成によって削られたものと思われる。貼床面では赤色に酸化した焼土も認められる。こ

の面の上から7～ 8世紀の上器や鉄滓が出土している。 1は擬宝珠つまみを持つ須恵器蓋で口縁部

→

B'

P3

引
】
要
Ш
軍
区
　
０

よ躍霧』皇1韓盤箭手
合nl tlAの■層

【―――十一一一ゴ
m

第121図 田中谷遺跡V― SttS 101実測図 (S=1/80)｀
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第 4節 V区の調査結果

にはかえりがつ く。 2は須恵器腺で底部

は平底で、口顕部に緩やかな段がつく。

3は把手付の大型鉢である。 4は倫円形

状の鉄滓で金属部分は合まない。鍛冶滓

と思われる。

(3)掘立柱建物

S B01(第 124図、図版89・ 90・ 109～

111)

調査区の南東に位置する。南北10,3m

以上、東西 4m以上の加工段を伴う、南

北 2間以上 ×東西 1間以上の掘立柱建物

跡である。規模は南北3.8m以上、東西2

.8m以上で、軸はN-9° 一Eを 向 く。

柱穴は長径0,7m～ lm程度、深さ約0.6

mと 大きく掘 り込まれている。 S B01の建てられた加工段は、掘 り込みの深さ約0。7mで、立ち上

がりは不明瞭である。加工段底面の標高は約14.5mで ある。加工段下端 とS B01西壁までの間隔は

約 lmで狭いが、北側には約 4mの広い空間が見られる。

加工段の覆土中から1～27の遺物が出上した。 1は土師器甕の口縁部で、大きく外反する。 2は

甑の把手、 3は移動式亀の口縁部、 4は土製支脚の破片である。 5は円筒埴輪の破片で凸帯は断面

台形で、高さは 8 1nlllあ る。北西の丘陵尾根上に位置する田中谷古墳から転落してきた可能性が考え

られる。 6～26は須恵器である。 6～ 9は蓋、10・ 11は必蓋である。10の 口縁部外面には 1条の沈

線が巡っている。 6～ 9は 口縁部にかえりが付き、天丼部につまみがつく (と 思われる)も のであ

る。 6・ 9は輸状つまみを、 7には擬宝珠つまみをもつ。12～ 15は外身、16・ 17は娩、18～21は高

台付筑である。12～ 15は 口縁部に蓋受けが付 くもの、16・ 17は 口縁部に受部を持たず底部が丸いも

の、18～21は底部に高台が付き体部が内湾しながら立ち上がるものである。10の底部には円形竹管

状のスタンプが見られる。22・ 23は高界で、22に は三角形の透孔が、23に は方形の透孔が 2方向に

入れられている。22に は脚部内面に「 ×Jのヘラ記号が見られる。24は短頸壷、25は腺の口縁部 と

思われる。26は長頸壷で風船技法で作られている。口縁部の下部にはれ土帯の巻き上げ痕が残る。

27は鉄滓で、金属部分は含まない。椀形鍛冶滓 と思われる。須恵器の器種構成からみて、 S B01は

大谷編年出雲 6B期の遺構 と考えられる。

0       1m

―第122図 田中谷遺跡V― SttS 101上 層貼床面実測図 (S
=1/60)

④
|

鏡

第123図 田中谷遺跡V― SttS 101上層出土遺物実測図 (1～3:S=1//4、 4:S=1/6)
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第124図 田中谷遺跡V― Stt S B01・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物:S=1/4)

-116-―



第 4節 V区の調査結果

(4)加工段

加工段 I(第 125。 126図、図版90・ 112・ 113)

調査区のはぼ中央、 S B01の北西に位置する。現状では南北3.5mの加工段であるが、北側が後

世に削られているようであり、本来はもう少し広かったかもしれない。加工段に確実に伴うと思わ

れるような柱穴はな く、建物を伴わない可能性が考えられる。段の高さは現状で0.3m程度で、立

ち上がりは不明瞭である。加工段の床面は地山で、貼床はされていない。床面の標高は15。6mであ

る。遺構の北側で、移動式電が原位置 と思われる状態で倒れており、その西側には土師器甕、甑、

土製支脚が加工段の立ち上がり上面に横たわるような状態で密集しており、これも遺棄された状態

をよくとどめているように思われた。須恵器蓋不類は若干地山面から浮いた状態で出上しているも

のもあるが、この遺構に伴うものとみても差し支えなさそうである。

1・ 2は土師器甕で大小がある。 3は土師器甑である。 1。 3は土製支脚などとともに原位置に

つがれた状態で出上しており、本来の残存部位はこれよりも大きいと思われるが、風化が著しく、

細片化していたため取 り上げや接合がうまくできなかった。 4は移動式竃で、原位置で出上してい

る。体部が直立気味に立ち上がり、裾があまり開かない器形をしており、器壁も通常みられる移動

式竃 と比べで薄手の印象を受ける。体部外面に縦方向のハケが、体部内面の基部に横方向のケズリ、

下半に縦方向のケズリ、上部に斜め方向のケズリが施されている。庇部を欠 くが、遺構内では出土

していないことから、この遺物が遺棄される以前にはがれ落ちたと思われる。5・ 6は土製支脚で、

三又突起のものである。 7～19は須恵器である。 7・ 8は外蓋、 9～ 15は蓋である。 9は 日縁部を

欠 くが、そのほか口縁部にかえりを

持つ。 7は天丼部を欠き、 8はつま

みを持たない。 9は輪状つまみを持

つが、その他は擬宝珠つまみを持つ。

7は他 と比べて大型である。10は外

面に「 ×Jのヘラ記号が刻まれてい

る。16～ 18は外身で、18の外面には

「 ×」のヘラ記号が見られる。19は

高台付娩で、体部が内弯しながら開

く器形をしている。

遺構の時期は、遺物から大谷編年

出雲 6B期で、 S B01と 同時期 と考

えられる。遺構の性格については、

S B01の付近に設けられていること

から、これに付属する施設 と考えら

れ、遺物の出土状態などから炊事場

の機能を持っていた可能性が想定さ

れる。

第125図 田中谷遺跡V― S区加工段 1実測図 (S=1//40)
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) 中
OCm

Ocm

第126図 田中谷遺跡V― S区加工段1出土遺物実測図 (1～ 3・ 7～ 19:S=1/4、 4～6:S=1//6)
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第 4節 V区の調査結果
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第128図 田中谷遺跡V― S区石列、
S D02～04実測図 (S=1/60)
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0               10Cm

第127図 田中谷遺跡V― SttS D01・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/60、 遺物:S=1/4)

(5)浦

S D01(第 127図、図版91・ 113)

調査区の北東、S101の東に位置する。幅0,9～ 1.5m、 深さ

0.5mの溝である。確認できた南北の長さは7.6mだ が、東側の

調査区外にさらにのびている。北側では角を持つように東へ折

れ曲がっており、南側も上端の様子から東へ折れ曲がるように

思われる。覆土中から頸部付け根に凸帯が巡る大型壷の肩部破

片 (1)力 出ゝ上している。古墳時代前期の遺構で、方形の溝を

巡らせる墳墓の可能性も考えられる。

石列、S D02～04(第 128図、図版91)

調査区の中央に位置する。石列は拳大から20cm大の石が用い

られ南北8.7mの長さでのび、 S B01の 加工段、 S D02～ 04、

S K01の 上に作られている。遺構の時期・性格は明らかではな

いが、道路遺構の可能性が考えられる。

S D02は 石列を取 り外 して検出できた長さ 2m、 幅0.6mの

溝で、石列 と同じように南】ヒにのびている。時期・性格は不明

だが、石列を据えるための溝 とも思われる。S D03,04も 石列

の下から検出された遺構でS D03は S D04を 切って、 S K01に

～
―∞―

切られている。S D03,04は 石列とは

とんど同じ位置に作られており、何ら

かの関連があるかもしれない。

(6)土坑

S K01(第 129図、図版113)
爛姓＼辞>

?赤橙色
幣     50cm 石列の下から検出された径0.3mの

一
第129図 田中谷遺跡V 焼土坑。 S D03を 切 っている。

一SttS K01実測図
(S=1//30)
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0             10Cm
|

第 130図 田中谷遺跡V

第131図

B'

i粋球め :離紅)嗚
―SttS K02・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物:S=1//4)

S K02(第 130図、図版114)

調査区の北端に位置し、調査区北壁の断面にも遺構はかかっている。遺構の北側はサブトレンチ

によって断ち割られているが、底部付近はかろうじて残っており、深さはおよそ1.2mになる。底

部は先細りになリオーバーハングしている。 1の須恵器蓋が出上している。口縁端部には細かいタ

タキロのような調整が見られる。S101上層貼床面を切っており、これより新しい遺構と考えられる。

1ト レンチの遺物 (第 131図、図版I14)

1は土製支脚で下面に棒状の刺突痕が多く見られる。 2は中空に作られた土製品で、形象埴輸の

腕の部分か。 3は埴輪片で凸帯の高さは1.Oclllである。 2・ 3は 田中谷古墳から転落したものか。

4～ 9は須恵器で、 4は必蓋、 5～ 7は功、 8。 9は皿で、 9には高台が付く。

遺構外の遺物 (第 132図、図版li3)

1は厚手の平底で弥生土器と思われる。 2・ 3は須恵器娩、4は壷口縁部。 5は鉄滓である。

沖

″

＼t====上塁≡三うそ 要囁イ⑥疹
輸 齢

レンチ出土遺物実測図 (S=1/4)

第132図 田中谷遺跡V― S区遺構外出土遺物実測図 (S=1/4)
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第4節 V区の調査結果

3.V一 E区の調査

(1)調査区の概要

V― E区は、東側の水田部に設定した調査区である。南北の長さ155m、 東西の幅20mと 南北に

細長い。基本層序は、水田耕作土・造成上、弥生時代後期の遺物を含む黒褐色土層 (遺物包含層)、

少量の弥生土器片や木灰を含む灰黄褐色土層 (漸移層)、 遺物を含まない黄褐色～褐色上の基盤層

に大きく分けられる。このうち弥生時代後期の

遺物包合層、漸移層は部分によっては確認でき

ず、圃場整備などで削られたものと思われる。

なお、漸移層から掘 り込まれた遺構もある。

調査の結果、掘立柱建物跡27棟、溝、土坑、

旧河道、井戸跡などの遺構が検出された。掘立

柱建物跡は、調査区の北側2/3程度の範囲にま

とまって確認されており、弥生時代後期の遺物

包合層を掘 り下げて遺構が検出できること、ビ

ット内から出土した遺物で時期の分かるものは

弥生時代後期 と思われるものが主であり、これ

より新しい遺物を含むものはほとんど見られな

いこと、 1間 ×1間、もしくは 2間 ×1間の単

純な構造のものが多い、といった理由から、こ

れ らの多 くが弥生時代後期のもの と考えられ

る。なお、掘立柱建物跡の中には、溝状の柱掘

り方を平行に配置した布掘建物跡が 3棟検出さ

れた。

調査区南側約1/3の 範囲では弥生時代後期の

旧河道や井戸跡が確認できたほか、調査区の西

側で古墳時代後期から中世にかけての遺物を含

む旧河道が検出された。旧地形や集落構造を考

える上で貴重なデータが得られた。

なお、平成12(2000)年 9月 17日 の段階で現

地説明会を開催し、80人の参加者があった。

1      噺

第133図 田中谷遺跡V― E区全体図 (S=1/800)
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第4章 田中谷遺跡

第134図 田中谷遺跡V― E区遺構配置図 (建物群)、 土層断面図 (配置図:S=1/500、 断面:S=1/50)
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第 4節 V区の調査結果

(2)掘立柱建物跡 ・柱穴列

S B02(第 135。 136図、図版94)

調査区耳ヒ端に位置する。 1間 ×1間の掘立柱建物跡 と思われるが、】ヒ側の調査区外に建物がのび

ていた可能性もある。現状での東西長は2.4mで、南北長2.08m、 床面積は4.8rに なる。長軸は真

東を向いている。柱穴はいずれもほぼ円形で、径0.4～ 0.5m前後、深さは0.25m前後である。SB

04と は重複しているが前後関係は不引である。このほか、 S B03と も近接している。遺物は、柱穴

内から弥生土器 らしきものの小片が出上しているのみで時期は特定できない。

S B03(第 135・ 137図、図版94・ 120)

調査区北端に位置する。 1間 ×1間の掘立柱建物跡 と思われるが、ゴヒ側の調査区外に建物がのび

ていた可能性もある。現状での東西長は2.68mで、南北長2.76m、 床面積は7,48留 になる。長軸方

向はN-5° 一Eである。柱穴は、P3が他のビットと重なったようで瓢箪形に見えるが、他はい

ずれもはぼ円形で、径0,3～0.4m前後、深さは0。2～ 0.4mで ある。Plは S B04の柱穴に切 られて

いることから、 S B04よ りも古いことが分かる。 S B08と の距離は0.8mと近接しており、これと

も時期が異なる可能性が考えられる。

なお、P4か ら黒躍石製のスクレーパーが 1点出上している。

S B04(第 135。 138図、図版94)

調査区北端に位置する2間 ×1間の掘立柱建物跡である。桁行長3.88m、 梁行長2.36m、 床面積

は9。 2Υ になる。棟方向はN-3° TWである。柱穴はいずれもほぼ円形で、径0。 4m前後、深さは

0,2～ 0。 4m前後である。P4・ 5・ 6には柱痕が認められた。柱痕の径は1 5clllで ある。P4が SB

03の柱穴を切っていることから、 S B03よ りも新しいことが分かる。また、 S B02と も一部が

重複しているが前後関係は分からない。遺物は柱穴内から弥生土器 らしきものの小片が出上してい

る。

S B05(第 139図)

調査区の北東に位置する2間 ×1間の掘立柱建物跡である。南東側の柱穴は攪乱によって失われ

ている。桁行長3.16m、 梁行長2.00m、 床面積は6.3rになる。棟方向はN-14° 一Wである。柱穴

はいずれもほぼ円形で、径0.4m前後、深さは0.1～0.3m前後である。Plには径15clllの柱痕が認め

られた。遺物は出上しておらず、時期は特定できない。

S B06(第 140図、図版94)

調査区の北側に位置し、北東へ1.4m先 にはS B05がある。 1間 ×1間の掘立柱建物跡で、桁行

長3.00m、 梁行長は2.00m、 床面積は6.Orに なる。棟方向はN-76° 一Wである。柱穴はいずれも

ほぼ円形で、径0.4m前後、深さは0.2m前後である。Plには径10clllの柱痕が残されている。遺物

は、柱穴内から弥生土器片が出上している。

S B07(第 141図、図版95)

調査区の北東に位置し、P3は調査区の東壁面にかかっている。)ヒ西へ約 2mの ところでS B06

がある。 1間 ×1間の掘立柱建物跡のように思われるが、東側の調査区外へ建物がのびる可能性も

考えられる。現状で確認できる南耳ヒの長さは2.24m、 東西の長さは1.84mで、床面積は4.1ぜ になる。

長軸の方向はN-18° 一Eである。柱穴はいずれもほぼ円形で、径は0。25m前後、深さは0.4m前後

である。遺物は、柱穴内から弥生土器片 と思われるものが出上している。
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第4章 田中谷遺跡

の
1

-m
第137図  田中谷遺跡V― EttS B03・ 出土遺物

実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物 :S=
2/3)
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m

第135図 田中谷遺跡V― EttS B02～ 04平面図 (S=1/80)
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第136図 田中谷遺跡マーEttS B02実測図(S=1/80)
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第 4節 V区の調査結果

S B08(第142図 )

調査区の北側に位置する南北 3間 ×東西 1間の掘立柱建7/J跡である。この南東にはS D10・ Hが

ある。桁行長5.04m、 梁行長は2.70m、 床面積は13.6142で、棟方向はN-17° 一Eである。桁行の柱

間距離は、建物の両端側では1.6～ 1.8mで あるのに対して、中央の柱間は1.5m前後 とやや狭いよう

に思われる。P3・ 6は一部が暗渠によって切 られている。柱穴は橋円形および円形のものがあ り、

長さは0.4～ 0。 7m、 深さは0.2m弱～0.3m前後である。P5には径0。2mの柱痕が認められた。遺物

は出上しておらず、時期は明確ではない。

S B09(第143図 )

調査区の中央から北よりに位置する東

西 2間 ×南北 1間の掘立柱建物跡であ

る。桁行長3.32m、 梁行長は2.04m、 床

面積は6.8m2に なる。棟方向はN-76° 一

Wである。柱穴は楕円形から円形で、長

さ0.3～0.6m弱、深さは0.2m前後である。

Pl・ 2・ 3・ 6には径15側の柱痕が残

されている。P6は暗渠や S B10の 柱穴

に切られており、このことからS B10よ

り古い時期の建物であることが分かる。

遺物は、柱穴内から弥生土器 と思われる

土器小片が出上している。

S B10(第143図 )

調査区の中央から北よりに位置し、 S

B09と重複する。東西 2間 ×南北 1間

の掘立柱建物跡 と思われ、桁行長3.44m、

梁行長は2.08m、 床面積は7.2ぽ になる。

棟方向はN-81° ―Wである。建物南側

の柱列には中央の柱穴がなく、柱穴はい

ずれも径0。 15m前後、深さは0.2m弱 と

小さいこと、柱穴埋上が他の建物柱穴の

埋土 と異なることから、掘立柱建物跡 と

するにはやや疑問もある。P5は S B09

の柱穴を切っており、 S B09よ りも新し

い遺構であることが分かる。遺物は、出

土していない。

ヽ

0               2m

第140図 田中谷遺跡V― EttS B06実測図 (S三 1/80)
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第 4章 田中谷遺跡

S Bll(第 144・ 145図、図版93)

調査区の中央からやや北よりに位置

する 1間 ×1間の掘立柱建物跡であ

る。 S D12と 重複しており、P3・ 4

はS B15の溝を切っている。また、 S

B12・ 13と も近接 している。桁行長

2.60m、 梁行長は1.84m、 床面積は4.1

4fに な り、棟方向はN-1° 一Wであ

る。柱穴はいずれもはぼ円形で、径

0.5～ 0。 6m前後、深さは0.2m前後であ

る。遺物は、小片のため図示しなかっ

たが柱穴内から草田 1期の土器が出土

している。なお、SBHの柱穴に切 ら

れているS B15の溝で草田 2期 と思わ

れる土器が出上していることから、本

遺構はこれよりも新しい時期の建物跡

と考えられる。

0             2m

第141図 田中谷遺跡V― E tt S B07実測
図 (S=1/80)

`v                        tuO∠ Iv

B

微
仁

隣
Φ‐
４

―
刊
火
Ｐ４け
に

囮
」
医
」
口
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
】

胎
甥
引
―
―
‐
∬
「
‐
‐
り
Ｎ
畔
　
や爛
螂
饗
こ

日

ョ

‐

―

‐

‐

―

―

―

―

Ｉ

Ｈ

ヨ

手

ｆ

ｌ

ｌ

か

Ｈ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

母

第142図 田中谷遺跡v― EttS B08実測図 (S〓 1/80)

呻99,H

I        嫌

C165m                 c'

m

m

＝
】
饗
コ
軍
ヽ
“
　
一

］

織

騨

撃

司

‐

い

‐

＞

眸

―

―

憾

Ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

酌

円

第143図 田中谷遺跡V― Ett S B09,10実 測図 (S=1/80)

―-126-―



第4節 V区の調査結果

⑤

SD12

⑩ SЫ
4 ③

毬圏3◎ ③

0              2m

第144図

S B12(第 144,146図 )

田中谷遺跡 V― EttS BII～ 15、 S D12平面図 (S=1/80)

調査区中央からやや北よりに位置する1間 ×1間の掘立柱建物跡である。P2が S D12を切って

おり、Plは S B15の滞に切られている。また、SBH・ 15と も近接している。桁行長2.08m、 梁

行長1.92m、 床面積は4.0ぽ になる。棟方向はN-3° 一Eである。柱穴はいずれもほぼ円形で、径

0。 2～ 0。 6m謡、深さは0。 15～0,3m前後である。遺物は出土していないため詳しい時期は分からな

いが、切り合い関係からS B15よ りも古い建物跡と考えられる。
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第 145図 田中谷遺跡V― E ttS BII実 測図    第146図

(S=1/80)
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第 4章 田中谷遺跡

S B13(第 144・ 147図、図版93・ 94)

調査区中央からやや耳ヒよりに位置す

る南北 2間 ×東西 1間の掘立柱建物跡

である。Pl・ 4が S B15の溝を切っ

ている。また、S B14と も近接してい

る。桁行長3.80m、 梁行長2.32m、 床

面積は8.81rに なる。棟方向はN-7°

一Wである。柱穴は精円形か ら円形

をしており、長さ0.5～0.8m、 深さは

0。 2～ 0.6mで ある。P5か ら土器小片

が出土している。 S B15溝 との切 り合

い関係からこれより新しい時期の建物

跡 と考えられる。

S B14(第 144・ 148図)

調査区中央からやや北よりに位置す

る東西 2間 ×南北 1間の掘立柱建物跡

である。一部でS B13と 重複しており、

S B15と も近接している。桁行長3.40

m、 梁行長1.96m、 床面積は6.7rに

なる。棟方向はN-82° 一Eである。

柱穴はいずれもほぼ円形で、径0.4m

前後、深さは0,1～ 0。 3m前後である。

Pl・ 2・ 4～ 6で径20clll前後の柱痕

が検出された。遺物は出土していない

ため詳しい時期は分からない。

S D12(第 144・ 149図)

調査区中央からやや北よりに位置す

る東西方向にのびる溝状遺構である。

長さ3.8m、 幅0。 45m、 深さ0,2mで、

断面は逆台形である。 S B12の柱穴に

切られている。また、SBHと 重複 し

ているほか、 S B15の構 とも近接 して

いる。遺物は土器小片が出土している。

遺構の性格は明らかでないが、後述す

る布掘建物の柱掘 り方 と形態が類似し

ている。布掘建物で、南に同様の柱掘

り方 となる溝があったが、削平や他の

遺構 との切 り合いで失われたのかもし
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第149図 田中谷遺跡V― EttSD12実 測図 (S=1/80)
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第 4節 V区の調査結果

4

旧河道 2・ 出土遺物実測図 (遺構 :S

漁
子⑮

第150図 田中谷遺跡V― EttS B15・ 出土遺物実測図

0             2m

(遺構 :S=1//80、 遺物 :S=1/`4)

れない。

S B15(第 144・ 150図、図版93・ 95。 96・ 115)

調査区の中央からやや北よりに位置する。平行する溝状の柱掘 り方を持つ布掘建物で、北側に最

大幅1.5mの雨落ち潜もしくは区画滞 と思われる溝を伴う。溝や S B15は、周辺にあるSBH～ 14

と切 り合ったり、重複し

ている。掘 り方から推定

される桁行長は4.9m、

梁行長2.6m、 床面積13

rで、棟方向はN-80°

一Eである。柱掘 り方の

幅は0.4m、 深さ0.2～ 0。 3

mで、断面形は逆台形で

ある。掘 り方には柱痕が

認められなかったため、

柱の数や柱間隔は明らか

ではない。ただ、南北の

掘 り方の北端部はそれぞ

れ建物の外方向に直角に

広がっており、これが柱

の設置に関わるかもしれ

ない。また、北掘 り方底

面に 2ヶ 所の落ち込みが

迷 1
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第4章 田中谷遺跡

見られ、これらは柱の据え方に相当す

る可能性も考えられる。遺物は、北偵1

の溝や柱掘り方から弥生土器が出上し

ている。 1は蓋で溝から、 2は甕口縁

部で北掘り方から出土している。これ

らから、この遺構は草田2期に位置づ

けられよう。

S B16・ 旧河道 2(第 151図 )

S B16は調査区の中央付近、S B15

などの南西に位置する南】ヒ2間 ×東西

1間の掘立柱建物である。桁行長4.64

m、 梁行長3.68m、 床面積は17.l m2で、

棟方向はN一 H° 一Eであるが、柱穴

は精円形から不整円形で、径0。 3～ 0.5  第152図

m弱、深さは0.2m前後である。 P3～ 5に は径約

15clllの柱痕が認められた。遺物は秀生土器小片が出

上しているが、梁行の柱間が他の建物 と比べて広い

ことから、これらと異なる時期に属する可能性も考

えられよう。なお、北西側の柱穴は旧河道 2に削ら

れたためか確認できなかった。旧河道 2は調査区の

中央西に位置し、上流側は調査区外へのびる。砂礫

が堆積 してお り水が流れていたことは明らかであ

る。遺物 として、 1の上師器柱状高台皿のほか、須

恵器小片が出上している。後述する旧河道 5か ら枝

分かれしたものと思われる。

S B17(第 152図)

調査区中央から東よりに位置する
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第153図 田中谷遺跡V― EttS B18実測図 (S
=1/80)

1間 ×1間の掘立柱建物跡である。S B18と 重複し、またSB

19。 20と近接している。桁行長2.96m、 梁行長2.72m、 床面積8.1ピ で、棟方向はN-84° 一Wであ

る。柱穴は橋円形から円形をしており、長さ0.4～ 0,7m、 深さ0.5～ 0。 6mで、掘 り込みはしっかり

している。Pl・ 3では径20clll弱 の柱痕が認められた。柱穴内から土器小片が出上しているが時期

は特定できない。

S B18(第 153図)

調査区中央から東よりに位置する 1間 ×1間の掘立柱建物跡で、 S B17と 重複している。桁行長

2.12m、 梁行長1.60m、 木面積3.4Υ で、棟方向はN-81° 一Eである。柱穴は円形から不整形な楕

円形をしており、長さ0.4～ 0.5m、 深さ0.1～ 0.3mである。遺物は出土していない。

S B19(第 154・ 155図、図版93・ 115)

調査区のほぼ中央に位置する。平行する溝状の柱掘 り方を持つ布掘建物である。南側の柱掘 り方

はS B21の柱穴を切っており、これより新しいことが分かる。また、 S B22の柱穴 ともわずかに切
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第 4節 V区の調査結果
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蜘
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《
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ｍ一潅

一〕第155図 田中谷遺跡V― EttS B19・
S=1/80、 遺物:S=1/4)

?――訂◎¬  迷
◎ ○ ◎

第154図  田中谷遺跡V― EttS B19～ 22平面図

り合っているが、両者の埋土がよく似

ていることから前後関係はつかめなか

った。柱痕は、北掘 り方東端から40clll

の位置で検出しただけで、柱の数や、

柱間隔は不明である。検出できた柱痕

の径は15clllである。あえて建物の規模

を推測するならば、桁行長約4.6m、

梁行長約2.6m、 床面積はおよそ12.0

442になると思われる。棟方向はN-88
°
―Wである。柱掘 り方は幅0.4～ 0,6

m、 深さ0.2m前後で、断面形は逆台

形になっている。南掘 り方では中央部

で 1段深 くなっているが別の柱穴 と切

り合ったためと考えられる。遺物は南

】ヒの掘 り方から弥生土器の小片が出土

している。 1は甕の口縁郡片である。

本遺構の時期は草田2期以降 と考えら

れる。
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第4章 田中谷遺跡

S B20(第 154・ 156図、図版93・ 96)

調査区のほぼ中央に位置する掘立

柱建物跡である。 S B19な どと重複

し、 S B21・ 22と も近接する。柱穴

の並びから2通 りの建物の復元が可

能である。 S B20Aは P2～ 5。 10

,13・ 14～ 17の 11基の柱穴によって

構成される東西 3間 ×南】ヒ2間の構

造で、桁行長5。 96m、 梁行長5。 32m、

床面積31,7rで、棟方向はN-85°

―Wになる。この場合、P7-P8

-P9、 及びP9-P12-P16の 柱

穴の並びは、建物内を仕切る柱穴 と

考えることもできる。あるいは、P

6-P7-P8-P9-P12-P16

はS B20Aと は別の時期の柵列 と考

第156図 田中谷遺跡V― Ett S B20実 測図 (S=1/80)
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第157図 田中谷遺跡V― Ett S B21実 測図 (S=1/80)
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第4節 V区の調査結果

9J

えることも可能であろう。 S B20B

はP7～ 9。 10,12・ 14～ 16の 8基

の柱穴によって構成される東西 2間

×南北 2間の構造で、桁行長4.40m、

梁行長4.00m、 床面積17.6m2で 、棟

方向はN-85° 一Wに なる。この場

合、Pl― P2-P3-P4-P5

の柱穴の並びはS B20Bに 付随する

柵列、もしくは塀の跡 と考えられる。

柱穴は楕円形から円形で、長さ0.3

～0。 7m、 深さ0。 1～0.4mで、 S B20

Aの棟持柱に当たるP10・ 13は浅 く

なっている。なお、P2・ 3・ 4・

14。 15'16で は径15cm前後の柱痕が

>

6⊇が
6丁

o             2m

第 158図 田中谷遺跡V― E tt S B22実測図 (S=1//80)

認められた。遺物は出土しておらず、時期は特

定できないが、建物の構造が他 と異なることか

ら、古代以降に下る可能性もある。

S B21(第 154・ 157図、図版93)

調査区のほぼ中央に位置する東西 2間 ×南北

1間の掘立柱建物跡である。Pl・ 2・ 3は S

B19の柱掘 り方に切 られており、これより古い

遺構であることが分かる。また、 S B22と 重複

している。桁行長2.80m、 梁行長2.20m、 床面

積6.2ピ で、棟方向はN-6° ―Wである。柱穴

はいずれもほぼ円形で、径0.4m前後、深さ0.1

～0。 3mである。柱穴内から土器小片が出上し

ているが、時期を特定するには至らない。

S B22(第 154・ 158図、図版93)

調査区のほぼ中央に位置する南北 2間 ×東西 1間の掘立柱建物跡である。Pl・ 4は S B19の柱

掘り方とわずかに切り合っているが、両者の上層が類似していることもあり前後関係は不明である。

S B21と 重複し、S B20と 近接している。桁行長3.16m、 梁行長1.96m、 床面積6.21rで、棟方向は

N-6° 一Wである。柱穴は円形から楕円形で、長さ0。 4～0.6m前後、深さ0。3～0.6mで、両桁行の

中央の柱穴はいずれも浅 くなっている。柱穴内から弥生土器と思われる小片が出上しているが、時

期を特定するには至らない。

S B23(第 159図 )

調査区のほぼ中央、S B19の西側に位置する1間 ×1間の掘立柱建物跡である。P2は S K03を

切っており、これより新しい遺構であることが分かる。桁行長2.24m、 梁行長1.64m、 床面積3.7ピ

で、棟方向はN-76° 一Eである。柱穴は不整精円形から円形で、長さ0。4～0.6m強、深さ0.1～ 0。 3

翠
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第159図 田中谷遺跡V― E ttS B23実測図 (S=1
/80)
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第 4章 田中谷遺跡

mである。柱穴内から土器小片

が出上している。なお、この建

物の柱穴に切られているS K05

から草田4期 もしくはそれより

も下る土器が出上していること

から、この遺構はさらに新しい

ものと考えられる。

S B24(第 160図、図版97)

調査区の中央からやや南より

に位置する2本の滞状の柱掘 り

方を持つ布掘建物跡である。溝

状の柱掘 り方では柱痕は確認で

きなかったが、南北の柱掘 り方

の中間には、棟持柱 と考えられ

る柱穴が検出された。桁行長

3.90m、 梁行長3.60m、 床面積

`O

`Э

kl

上       工

第160図  田中谷遺跡V― EttS B24実測図
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第161図 田中谷遺跡V― E ttS B25。 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物:S=1//4)
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14.O m2で 、棟方向はN-53° 一

Wである。北側の柱掘 り方は

幅0。 5m、 深さ0。3m前後、南側

の柱掘 り方は幅0.25m前後、深

さ0。 2m前後で、断面形は両者

とも逆台形になっている。柱掘

り方内から土器小片が出上して

いるが、時期を特定するには至

らない。

S B25(第 161図、図版95。 115)

調査区の中央からやや南より

に位置する南北 2間 ×東西 1間

の掘立柱建物跡で西側ではSB

26と近接している。建物の北か

ら西側にかけては、L字状の溝

を伴 う。桁行長3.84m、 梁行長

2.48m、 床面積9.5Υ で、棟方

向はN-3° ―Eである。柱穴は

橋円形からやや不整円形で、長

さ0.8m弱～ lm強、深さ0.3m

強～0.6mで 、掘 り込みはしっ

かりしている。溝や柱穴内から

弥生土器片が出上している。 1

・ 2は P5か ら出上 したもの

で、 1は壷 口縁部、 2は甕口縁

部である。 3・ 4は柱穴内から

出土したもので、 3は甕の口縁

部から胴上部にかけての破片、

4は鼓形器台口縁部の破片であ

る。これらはいずれも草田2期

に位置づけられるものであり、

遺構の時期もこの頃と考えられ

る。

S B26(第162図 )

第 4節 V区の調査結果

乙

1 寸さ
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嚇
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ヨ
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第162図 田中谷遺跡V― Ett S B26実 測図 (S=1/80)

調査区の中央からやや南よりに位置する1間 ×1間の掘立柱建物跡である。東側にはS B25、 北

西にはS B24、 南西にはS B27がある。桁行長2.96m、 梁行長2.00m、 床面積5。 9ぜ で、棟方向はN

-18° 一Eである。柱穴は精円形から円形で、長さ0.4～ 0,8m強、深さ0.6m～0.8mで、掘 り込みは

しっかりしている。遺物は出上していない。
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第163図  田中谷遺跡V― EttS B27実測図 (S=1//80)
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第4章 田中谷遺跡
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第164図 田中谷違跡V一 EttS B28・ 出土遺物実測図 (遺構 :
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第165図 田中谷遺跡V― E区柱穴列 I実測図
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止

方向はN-87° ―

Eである。柱穴は

楕 円形 か ら円形

で、長 さ0.5m～

0.8m、 深さ0.2m

～0.4mで ある。

建物西端の柱穴で

あるPl・ 4の東

側には径0.3mの

小形のビットが接

しているが、この

建物の補助的な柱

穴だったのかもし
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第167図 田中谷遺跡V― EttS D05,06・ 出土遺物実測図
S=2//3)
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第 166図

(S=1//80)

S B27(第 163図)

調査区の中央からやや南西よりに位置する東西 2間 ×南北 1

S B25が あ り、東にはS B26が近接している。桁行長4.28m、

S=1/80、 遺物:S=1/4)

田中谷遺跡V― E区柱穴列 2実測図
(S=1/80)

間の掘立柱建物跡である。北側には

梁行長2.52m、 本面積10.8m2で、棟

0              2m

(遺構 :S=1/80、 遺物 :
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第 4節 V区の調査結果

A17 5m     A'

マ

B175m

ユ霰貧優』皇
土

1炭まじリ

0            1m

第168図 田中谷遺跡V― EttS D07,08・ 出土遺物実測図 (遺構 :

0                   10cm

S=1//40、 遺物 :S=1ノ /イ4)

れない。P2～ 5で径20clll弱 の柱痕が認められた。柱穴内から弥生土器小片が出土している。

S B23(第 164図、図版 115)

調査区の中央から南より、S B25の南東に位置する、東西 2間 ×南北 1間の掘立柱建物跡である。

桁行長5。 14m、 梁行長2.82m、 木面積14.51n2で、棟方向はN-87° 一Eである。柱穴は不整楕円形か

ら円形で、長さ0.4～0.5m、 深さ0。 lm弱～0。2mで、現状での掘 り込みは浅い。Plの中には長さ

25clll以下の礫が入れられていた。P2・ 5では径20clll前後の柱痕が認められた。また、P4では立

て替えに伴うものか、新旧のビットが切 り合っている。P4新から1が出上している。 1は鼓形器

台の基部もしくは口縁部の破片 と思われ、草田 4期～ 5期に位置づけられよう。

柱穴列 I(第 165図)

調査区の北東、 S B07の南、 S B08の東に位置する。0,4～ 0.8m東 へ行 くと調査区東壁になる。

Pl～ P3の 3基の柱穴がN-5° 一E方向に直線的に並んでおり、南北の長さは3.2mである。柱

穴列 としているが、調査区外にこれに対応する柱穴があり、 2間 ×1間の掘立柱建物跡になる可能

性も考えられる。柱穴はいずれもはぼ円形で、径0.3～ 0。 4m、 深さ0.2m前後である。Pl・ 3には

径20clllの柱痕が残っている。遺物は出土していない。

柱穴列 2(第 166図)

調査区の中央西よりで、 S B16の 南に位置する。0.5m西へ行 くと調査区西壁になる。 Pl～ P

3の 3基の柱穴がN-12° ―E方向に直線的に並んでおり、南北の長さは3.2mである。柱穴列 とし

ているが、調査区外にこれに対応する柱穴があり、 2間 ×1間の掘立柱建物跡になる可能性も考え

られる。柱穴はいずれも不整円形で、径0,3m、 深さ0,lm弱～0.3mで、中央のP2が浅 くなってい

る。遺物は柱穴内から小片の上器が出上している。

1炭よじり

⑨

―-137-



第 4章 田中谷遺跡

(3) 溝

S D05、 06(第 167図、図版97・ 120)

調査区の北端に位置し、さらに調査区外にものびる溝状遺

構である。 S D05は 確認できた部分で南北 5m、 幅0.6m、

深さ0.15～0,3mで、断面形は逆台形からU字形をしている。

南端付近には長さ約0.8mの板材が出上している。調査区北

壁にかかる部分は 1段深 くなっているが他の遺構 と切 り合っ

ている可能性もある。覆土中から安山岩製の凹基無茎石鏃が

出上している。

S D06は S D05の西側に位置し、幅0.6～ 1.8m、 深さ0.lmで溝の底面からの立ち上がりは非常に

緩やかである。これらの遺構について性格は明らかでないが、 S D05は布掘建物の柱掘 り方に類似

しており、調査区外にこれに対応する遺構があった可能性も考えられる。

2 晴灰tB色 猶質主

第169図  田中谷遺跡V― E tt S D09

実測図 (S=1/80)

0               10cm

第 171図 田中谷遺跡V― EttSD13～ 15。 出土遺物実測図
1・ 2:S=1//4、 3:S=2/3)

0            1m

/80、 断 面 :S=1/4)

0            1m

努
0       10cm

(平面 :S=1/80、 断面 :S=1///40、 遺物 :

A170m  A'

彰
B170m  B'

一
C170m   C'

マ

第170図 田中谷遺跡V― EttSD10,11実測図 (平面 :S=1
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第4節 V区の調査結果

S D07,08(第 168図、図版115)

調査区の北より、S B06の 西に位置する南北にのびる溝状遺構である。S D07は長さ2.9m、 幅

0.5m、 深さ0。3mで、断面形はU字形をしている。覆土中から土師器壷 (1)や土師器甕 (2)が

出上しており、これらから松山編年 I期の遺構と考えられる。

S D08は S D07の 南へ0,7mに 位置し、長さ4.7m、 幅0.3m、 深さ0.2mで 断面形は立ち上がりの

緩やかなU字形をしている。遺物は出

土しておらず、時期は不明である。   ま

S D09(第 169図)           ξ
調査区北東端に位置し、さらに調査  じ

区から東にのびる溝状遺構である。 S 第172図

監

|

く

引/◎♂ 引
「
ど
―
′
白
副
♂

＼
＼

ν

Ocm

第175図 田中谷遺跡V― EttS D19。 出土遺物実測図 (平面:S=1/100、 断面:S=1//4)

―田中谷遺跡V― EttS D16実測図 (S=1//80)

0               2m

第173図 田中谷遺跡V― EttSD17・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物:S=1/4)

1里

第174図  田中谷遺跡V― E ttS D18、 S K06実測図

/

0                    2m

(S〓 1/60)

0              10cm

Q

＼
◎
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第4章 田中谷遺跡

B07の柱穴と切り合っているが前後関係は分からなかった。南西から北東へ弧状にのび、調査区東

壁にかかる部分で幅0.8m、 深さ0,2mになり、断面形は皿状である。遺物は出土していない。

S D10,11(第 170図、図版97)

S D10は調査区北東端に位置し、南西から北東の調査区外へのびる溝状遺構である。断面形はU

字形である。SBHは S D10の南に位置し、S B10と 同様、南東から北西へ弧状にのびる。幅0。 2

m前後、深さ0.lm前後で、断面形はU字形である。S D10,Hと もに遺物は出上していない。

S D13～ 15(第 171図、図版115。 120)

S D13は調査区中央付近から東よりに位置し、西から東の調査区外へ弧状にのびる。覆土中から

有段日縁の奏 (1)、 単口縁の壷 (2)、 黒躍石製の凹基無茎石鏃 (3)が出上している。

S D14。 15は S D13の北を南北にのびる溝で、北側は調査区外になる。遺物は出土していない。

S D16(第 172図 )

調査区中央の東側を南北に弧を描きながら、さらに東側の調査区外にのびる溝である。断面形は

U字形である。遺物は出上していない。

S D17(第 173図、図版115)

調査区の中央に位置する「 く」の字形に曲がった滞で、断面形は皿形である。弥生土器甕 (1)

が出土している。草田編年 5期に位置づけられる。

S D18、 S K06(第174図 )

調査区のほぼ中央に位置する。S D18は東西に直線的にのびる清で、S K06を切っている。断面

は2段になっている。滞の中央にはビットが掘られており、深くなっている。

S K06は長さ2mの不整形な土坑で、覆土中に灰を多く含む。土器小片が出上している。

S D19(第 175図、図版115)

調査区中央からやや南よりに位置する。西端からやや北東方向へ直線的にのび、そこから「 く」

の字状に折れ由がって南へ弧状にのびる。断面形はU字形である。外傾する口縁部に3条の凹線を

巡らす甕 (1)、 口縁部短 く内傾する壷 (2)、 日縁部無文の甕 (3)、 平底の底部が出上している。

(4)土坑

S K03(第 176図、図版115)

調査区中央付近に位置する長径1.35m、 短径 lm、 深さ0。 15mの上坑。草田2期の変 (1～ 3)

と、草田4期以降に下る壷口縁部 (4)、 鼓形器台 (5)、 低脚外が出上している。

S K04(第 177図 )

調査区中央に位置し、S B20と 重複する長径1.5m、 短径 lm、 深さ0.2mの上坑である。土器小

片が出土しているが時期は特定できない。

S K05(第 178図、図版115)

調査区中央に位置し、S K05の柱穴に切られている。長径1.2m、 短径0。 95m、 深さ0。2mの上坑

である。弥生土器片が出土している。 1は鼓形器台の破片で口縁部もしくは基部になる。

(5)旧河道

旧河道 1(第 179図、図版I17)

S B12の西側に位置し、わずかに調査区内にかかっている。深さは確認できる部分で0。8mで、

灰色から暗灰色の粘質土層が堆積している。須恵器壷 (1)力 出ゝ土した。後述する旧河道 5の一部
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第182図 田中谷遺跡V― E区旧河道4,5土層断面図 (S=1/80)

第 4節 V区の調査結果

と思われる。

旧河道 3(第 180図、図版 117)

調査区中央西側で検出された。後

述する旧河道 5が枝分かれしたもの

と思われ、新旧の河道が重複する。

古段階は暗灰色粘質上が堆積し、流

れがとどこおっていたと思われる。

新段階は古段階の覆上を切って砂礫

が堆積しており、ある程度の水流が

あったことが分かる。新段階から 1

の上師器婉が出土している。

旧河道 4(第181～ 184図、図版98・

99。 116・ 120)

調査区の南側に位置する。北東か

ら南西方向に向かって流れており、

北東側は調査区東壁からさらに北東

へ、南西側も調査区南壁からさらに

南側へのびる。旧河道は幅約1.6～

5,8m、 深さ0,4mで、有機質を含む

暗灰色～黒色の粘質上が堆積してお

り、埋没時は流れが止まり、よどみ

のようになっていたと思われる。こ

の上層から弥生時代の遺物が多 く出

土 している。なお、C― C′ ライン

よりも北側については粘質上の下層

に古い時期の河道がある可能性を考

え砂層・砂礫層を掘 り下げたが、遺

物はほとんど出土しなかった。

183-1～ 20は秀生土器である。

1は 日縁部の立ち上がりが小さく草

田 1期 と考えられる。 2～ 7・ 9は

3条から10条前後の平行沈線が施さ

れた外傾する日縁をもち草田2期の

ものである。 8は 2～ 7・ 9と 比べ

外反度が強 くなってお り草田 3期ま

で下 りそうである。10・ Hは 口縁部

が外反する無文のものである。 2点

ともS D20付近で出土しており、そ
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第 4章 田中谷遺跡

ちらに伴うものかもしれない。12は 口縁部が無文で内傾しており、草田 1期のものと見ておきたい。

13・ 14は単口縁の壷。15は平底の底部で、穿孔されている。16は 円柱状の脚部を持つ高芥、17は脚

部が中空に作 られた高外である。18・ 19は蓋で、18は 口縁部端部に面を持ち凹線が施され、天丼部

には孔が貫通する。20は手捏土器で底部は穿孔されている。21は黒曜石製のスクレーパー。22は平

面形が精円形の黒曜石製の石鏃である。旧河道 4の下層の砂礫層から出上した。184-1・ 2は木

製品である。 1は桶の破片、 2は板状の木製品であるが、下面には脚のようなものがはがれた痕跡

が見え、容器類であった可能性も考えられる。

く

‐ ７

『
Ⅶ

0                   1ocm

一∞9鯵
疹

21         
に ______十 ~― ~~早 m

4出土遺物実測図 (1)(1～ 20:S=1//4、 21・ 22:S=2//3)

正 三 二 也 鯉 逃 垂 埜 重 ≧ ≧ る
19

第183図 田中谷遺跡V― E区旧河道
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第 4節 V区の調査結果

旧河道 5(第 181・ 182・ 185図、図版98。 99・ I17・ 120)

調査区の南側の西壁に沿って一部が検出されたのみであ り、河道の中心部はV― E区 とW区の間

を流れていたと考えられる。河道は確認できた部分で最大の深さ0。7mで、下層は砂層 ・砂礫層が

堆積し、上層は粘質上が堆積していた。このことからある期間には流水があって砂や礫が上流から

運ばれて くる状況にあったことが分かる。

遺物は、石器や古墳時代終末から平安時代・中世の上器が出上している。1～10は須恵器である。

1～ 4は甕の回縁部で、 1は 日縁部に沈線や波状文が施されており、 2は 口縁上部に段を持つ。 3
・4には口縁部外面にタタキの痕跡がわずかになで消されずに残っている。 5・ 7は娩、 6・ 8は

高台付筑、10は高外で脚部に切 り込み状の透孔が 2方向に入っている。11は土製支脚で、三叉突起

のものである。12～ 16は土師器の婉・皿類である。12～ 15はいずれも底部は回転糸切 りがされてい

る。12は底部に高台のはがれた痕跡が残 り、10～ 11世紀代のものと思われる。

|
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脚

げ

|

0             10cm

第184図 田中谷遺跡V― E区旧河道 4出土遺物実測図 (2)(S=1//4)
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第185図 田中谷遺跡V― E区旧河道 5出土遺物実測図 (1～ 16:

腑
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第 4章 田中谷遺跡

(6)井戸跡

S D20・ S E01(第186～ 191図、図

版99～ 101・ 118～ 121)

S D20は調査区の南側に南北にの

びる濡状遺構で、南端は旧河道 4と

切 り合っていたと思われるが、上面

を検出した時点では両者の切 り合い

関係は分からなかった。長さ15。 2m、

最大幅約3.Om、 深さ0.8mで、断面

はU字形になっている。底面の標高

は北端で13.6m、 南端で12.8mで、

北から南へ行 くにつれて低 くなって

いる。 S D20と 切 り合っている部分

の旧河道 4の底面は標高約13.Om

で、 S D20の南端の底面の方が低 く

なっている。土層を見ると部分的に

砂層が見られるものの、 S D20か ら

旧河道 4に向かって流水があったの

ではな く、降雨時などにS D20内部

で】ヒから南へ水が流れてい く過程で

形成されたものであろう。

S D20の南端には木製の井戸枠を

もつ井戸跡、 S E01がある。土層の

状況から見ると、 S D20は 1度埋ま

ってから (埋められてから)再び掘

り直され、 S E01が設けられたと考

えられる。掘 り残されたS D20の古

段階の覆上の上に、拳大の礫が敷き

詰められ、その上に丼戸枠が置かれ

ている。礫敷きは、井戸枠を据えや

す くし、また、下から湧き出す水を

濾過する機能を持っていたと思われ

る。井戸粋は (189-4)は 、大型

の木材を割 り抜いて作られた桶を転

用したもので、内面には下から10clll

くらいの位置に高さ 2 clll前後の段が

付いている。現状で直径77.2clll、 残

存高は45。 2clllで あるが、腐朽がひど 第186図  田中谷遺跡V― EttS D20実測図 (S=1//80)
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第 4節 V区の調査結果
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第4章 田中谷遺跡

ひどく本来はもっと高かったと思われる。井戸枠の北側 1/3は欠損していたが、井戸枠内から朽

ちた木片が認められ、井戸枠の北側のものが腐朽して内側に倒れ込んだ可能性も考えられる。井戸

枠の樹種はケヤキである。

井戸枠内の底面付近から、弥生土器や木製品が出上している。 1・ 2は奏で、 1は 口縁部が直線

的にのびるのに対し、 2は外反しながらのびるている。 3は木製の盤もしくは槽と思われ、下面に

は四角形の脚が付く。樹種はクワである。

S D20・ S E01の周辺には多くの遺物が出上しており、特にS E01の上部から南側の旧河道 4と

接するあたりの遺構覆上の上層に密集していた。遺物の種類を見ると、弥生土器 (190-1～ 17)

のはかに磨石・凹石類 (191-1～ 4)や、管玉 (191-5)な ども出上している。

1～ 5は甕の口縁部で、 1は 口縁部が短 く内傾気味に立ち上がり、4条の凹線が施されたもので

ある。 2は 日縁部が外傾する平行沈線が施されている。 3～ 5は 口縁部は外反しながらのびる無文

のもので、 3は肩部に横方向のハケロが、 5は肩部に波状文が施されている。 6～ 8は低脚外で、

8は底径H.Ocmと かなり大型のものである。 9～ Hは高界の破片である。10は 円盤充填技法で作ら

れており、外部の下面には棒状の刺突が見られる。12～ 14は鼓形器台である。12・ 13は完形に近い

形で残っていた。両方とも沈線は施されていない。12はやや大形である。13は脚上部にヘラ状工具

による刺突が施されている。14は脚部にヘラ描の多条沈線が施されている。15は 山陰型甑型土器で、

日縁部は段がついてすぼまり、口縁部の下に把手が付く。16は片口の付 く土器である。内面には水

銀朱と思われる鮮やかな色の赤色顔料がわずかながら付着しているのが見てとれる。外面は丁寧な

1    3

0            10cm                                               o               20cm

―

                      

―

第189図 田中谷遺跡V― EttS E01内出土遺物実測図 (卜 2:S=1/4、 3:S=1/6、 4:S=1/10)
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第4節 V区の調査結果

ヘラ磨きがされており、煤の付着が著しい。これらの点は水銀朱を生成した土器の特徴を備えてい

る (本 田1994)。 17は器種不明の上器で破片を見る限り大形のものになりそうである。破片の中間

部に段が付いて、屈折している。器壁は厚く、胎土は砂礫を多く含む。

191-1～ 4は磨石・凹石類である。 1は表裏面が使用により窪み、上下面が磨 り減っている。

2は表裏面が窪み、 3は使用により3面が平坦になっている。 4は表面及び側面全面が使用により

磨り減っている。

5は碧玉製の管玉で、長さ2.35clll、 径0,7clllで ある。両面から穿孔されている。

出上した土器の多くが草田4～ 5期に位置づけられるものであり、旧河道 4か ら出土した土器と

比べて新しい様相が見て取れる。このことからS D20,S E01は 、旧河道 4が埋没したのち(掘 り

込まれた遺構と考えられる。また、多量の上器が投棄されていることや、片口の朱付着土器、管玉

が出上していることから、この遺構が単なる取水施設として機能したものではなく、祭祀的な場で

もあったと推測される。

≪
と二
=卒

ヽ ｀

Ocm

(S=1//4)第190図 田中谷遺跡V― EttS E01、 S D20周辺出土遺物実測図 (1)
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第4章 田中谷遺跡

坐―――十一―trm
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9       ∝m

第191図  田中谷遺跡V一 EttS E01、 S D20周辺出土遺物実測図 (1～ 4:S〓 1/3、 5:S=2/3)

5               0Cm

第192図 田中谷遺跡V― E区遺構外出土遺物実測図 (S=1/4)

(7)遺構外の遺物 (第 192図、図版119)

1～ 5はいずれも弥生土器である。 1は壷もしくは甕の底部で、平底で厚手に作られている。 I

様式までさかのぼる可能性が考えられる。 2は甕の口縁部で、草田2期に位置づけられる。 1・ 2

は遺物包含層中で、S B19の南北の柱掘り方の間から出土している。 3は鼓形器台で口縁部は短 く

外反する。S K03よ りもやや南側で出土した。 4は高外の脚部で、S B22の P6の検出面で出土し

ており、これに伴う可能性も考えられる。 3・ 4も 草田2期に位置づけられる。 5は山陰系甑形土

器でS B08と S B07の 間で出上した。
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4.V― w区の調査

(1)調査区の概要

V― W区は、 V― E区 か

ら水路を挟んで西側に位置す

る、丘陵裾から中腹の標高15

～27mの部分に設定された調

査区である。南北の長さ140

m、 東西の幅30mと南北に細

長い。調査面積は2,770m2で

ある。調査区の地形は、削平

によるものと思われる平坦面

があり、大きく見て、西側の

丘陵中腹部、そこから東側ヘ

ー段下った部分に位置する標

高約21mの北側平坦面、この

南側のさらにもう一段低い平

坦面に分かれる。ここでは便

宜的に丘陵中腹部の平坦面を

「上段」、北側の平坦面を「下

段 1」、南側の平坦面を「下

段 2」 と呼がこととしたい。

調査の結果、竪穴建物跡 3、

掘立柱建物跡 8、 加工段、清

状遺構、土坑など弥生時代後

期や、古墳時代終末期から平

安時代・中世までの遺構を確

認することができた。また、

遺物には弥生時代中期から後

期、古墳時代終末から奈良・

平安時代、中世の上器があり、

特に奈良時代から平安時代の

上器が量的に多 く見られる。

また、墨書土器や石帯なども

出土している。       又〒56000

第 4節 V区の調査結果

>              9           2pcm

第 193図 田中谷遺跡 V―W区全体図 (S=1/600)
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第4章 田中谷遺跡

X=-55880

2200

第194図 田中谷遺跡V―W区遺構配置図 (1)(S=1/300)
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第194図 田中谷遺跡V―W区遺構配置図 (1)(S=1/300)
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第4節 V区の調査結果
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第195図 田中谷遺跡V―W区遺構配置図 (2)(S=1/300)
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第 4章 田中谷遺跡

(2)竪文建物跡

S102、 S D21・ S D22、 加工段 2(第 196・ 197図、図版103・ 122)

S102は調査区下段 1の北東の斜面に位置する竪穴建物跡で、遺構東側は調査区外まで広がって

いる。建物】ヒ西隅はS D21と 切 り合っているが、遺構の境界を区別できずに掘 り下げた。また、東

側は地崩れで失われた部分もあり遺構の残存状況はあまり良好ではない。全体の形状・規模は明確

ではないが、一辺約 5mの隅円方形 と推測され、西壁の立ち上がりの高さは約0.4mで ある。柱穴

は西壁よりにPl'P2の 2基が確認でき、両者の柱間距離は3.20mに なる。Plの周辺から建物

の南西隅にかけては焼土面が広がっていた。建物の西側には新旧 2本の周滞が切 り合いながら弧状

に巡っている。古段階の溝は深さ約0.5m、 幅0。 8mであるのに対し、新段階の溝は幅0.4m、 深さ約

0,2mと やや小さく、古段階の溝の内側を切るように掘 り込まれている。周活の状況から考えると、

S102は建て替えがされた可能性も考えられる。

遺物は、周溝内や焼土面周辺から弥生土器・石器が出上している。 1・ 2は焼土面周辺から出土

したもので、 1は壺もしくは密の底部、 2は大形の低脚外で、脚部先端は欠損しているかもしれな

い。 3～ 7は新段階の周溝から出土した。 3・ 4は奏で、 3は 口縁部が直線的にのび、端部を丸 く

収めており、 4は 口縁端部が強 く面取 りされている。 5は単口縁の甕。 6は甕の胴部の破片で、外

面にはダタキロが施されている。7は磨製石器の未成品で、右側面には擦 り切 りの痕跡が認められ、

裏面は石材の剥離面の上に研磨が施されている。表面は被熱を受けている。偏平な磨製石斧の未成

品であろうか。 8は磨石で、表裏面は使用により少し窪んだ状態になっており、側面も全体 として

平坦になっている。

これらの遺物からS102は草田編年の 5～ 6期に位置づけられよう。

S D21は S102の南から西側を弧状に巡る溝状遺構で、南北の端は調査区外にのびる。 S102の

北西壁で切 り合っているほか、 S102周溝に切 られ、 S D22を切っている。幅0.5m前後、深さは

最大で0,65mあ り、幅に対してかなり深 く掘 られている。遺構の形態から見て、竪穴建物の周溝の

可能性がある。遺物は弥生土器 (9,10)が 出上している。9は壷甕類の胴部で、肩部に平行沈線、

その下には波状文が施されている。10は壷甕類の底部で平底のものである。

S D22は S102の 西側にのびる溝で、 S102の 周溝や S D21に切 られている。幅は0,4m、 深さ

0。 15m前後で断面形はU字形になっている。遺構の形状から見て、竪穴建物に伴う周溝であったと

思われる。遺物は出上していない。

加工段 2は S102、 S D21・ 22が埋没した後に造 られた遺構で、南北約 6mの規模を持つ。立ち

上がりはやや不明瞭で、西側の壁面の高さは床面から1。 lm程度である。加工段の東には柱穴 と思

われるものも見られるが、建物が建っていたようには思われない。遺物はこの遺構に直接伴うもの

かどうか不明であるが、亀の破片 (12・ 13)や土師器括鉢 (H)が出上している。

以上、上記の遺構の関係を整理すると、切 り合い関係からS D22→ S D21→ S102→加工段 2の

順番で造られたと考えられる。S102に は草田編年 5～ 6期の遺物が出土しており、 S D22・ 21は

それ以前の遺構 ということになる。また、 S D21・ 22の存在からさらにこの東側に数棟の竪穴建物

が存在した可能性が考えられる。
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第4章 田中谷遺跡
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(1～ 6,9～ 13:S=1//4、第197図 田中谷遺跡V―WttS i02、 加工段2、 S D21,22周 辺出土遺物実測図
7,8:S=1/3)

S103(第 198,199図、図版104・ 122)

調査区下段 2の南端に位置し、北から西側にかけて周溝を伴う竪穴建物跡である。建物と周溝の

一部は南側の調査区外に広がる。遺構は、近世のビットや土坑に切られて一部が壊されており、建

物跡の東半分は削平されたためか壁面が残っていなかった。建物跡・周溝は新旧2時期のものが切

り合っており、建物跡・周溝のどちらを見ても、大きいものから小さいものへ建て替えされたこと

が窺える。

古段階の建物跡は推定の長さ約 7mの規模を持つ、平面プランが隅円方形、もしくは多角形のも

のである。古段階に伴う柱穴は、Pl～10がその候補に挙げられるが、どのような配置で柱が建て

られていたのか断定はできない。柱穴が近接しあっている部分も見られることから、さらに何度か

の建て替えがあった可能性も考えられる。建物内の西側には黄褐色粘質土による貼床面が残ってい

た。床面の標高は16.5mである。建物中央には、東西長 lm、 南北幅0.6mの上坑 1がある。土坑

1の東 。西のそれぞれに径60clll前後、深さ約40clllの掘り込みが見られ、土層の状況から見ると西側

0ゞ
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第4節 V区の調査結果
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第198図 田中谷遺跡―V…WttS‐ liOS実剤図 (S=1/80)
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)「氏
＼』プ

4

0               10cm

第199図 田中谷遺跡V―WttS 103出土遺物実測図 (S=1//4)

の方が新しいようである。このことから中央土坑が掘 り直しされたと思われる。土坑 1は、覆上に

炭を含んでおり、炉 として機能したと考えられる。なお、貼木面の数か所に焼土面が認められた。

周溝は建物から約 2m外側を弧状に巡っている。

新段階の建物跡は、一辺4.5mの規模を持ち、隅円方形のもので、古段階の建物掘 り方内に収ま

っている。床面は古段階の床面 と高低差はな く、貼木の状態も似ていることから、古段階の建物が

埋没した後に掘 り込まれたのではな く、古段階の建物の一部を埋め戻して建物を縮小した可能性が

考えられる。柱配置は、PH～ P14の 4基が主柱穴 となるもので、PH― P12が 2.58m、 P一 P13

は、3.26m、 P13-P14は 2.48m、 PH― P14は3.12mと なり、やや東西に長い方形になる。建物

中央には、長さ0.8m、 深さ0.4mの上坑 2が設けられている。周溝は建物跡から約2.4m外側を弧状

に巡っており、古段階の周溝の内側を切っている。

新段階の周焉内から弥生土器(199

-1～ 4)が出上している。 1・ 2

は甕の口縁部、3は壷・奏類の底部、

4は器台の筒部である。これらから

S103新段階は草田 2期に位置づけ

られる。

S104(第200図)

S103の南西側に位置 し、東西

3.lm、 南北0。4mの範囲で平面プラ

ンのみ確認した。竪穴建物跡、もし

くはそれに伴う周滞で、遺構の大半

は南側の調査区外に広がると考えて

いる。 S103古段階の周溝 とわずか

に切 り合っているが、前後関係は分

からない。

(3)掘立柱建物跡

S B29(第 201図)

調査区下段 2の南東側に位置する

1間 ×1間の掘立柱建物跡で、SD

26と重複している。桁行長2.28m、

梁行長1.88m、 床面積は4.3rに な

る。棟方向はN-23° 一Eである。

第200図 田中谷遺跡W―Wtt S

牲――一十一一~Jm

i04実測図 (S=1/60)

撃⑧ 露⑭
2

/1

閉 ⑨f

OI

lq

第201図 田中谷遺跡V―WttS B29実測図 (S=1/80)
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第 4節 V区の調査結果
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1 女褐色■ (",cm前 後の建山風イし碑多く合む)

2 黒偶色■ (資 色土ブロック少し入る)

5 褐色■ (橙色上がプロック状に入る)

m

第202図 田中谷遺跡V― WttS B30,31、 加工段3、 S K07周辺遺構実測図 (S=1/80)

-159-



第 4章 田中谷遺跡

柱穴は精円形から円形をしてお り、長さ0。 7～

0,9m、 深さは0。4～0,6mあ り、掘 り込みはしっ

かりしている。柱穴内から弥生土器小片が出土

している。弥生時代の遺物包含層を掘 り下げた

後に検出された遺構であり、弥生時代の建物跡

と考えられる。

S B30(第 202・ 203・ 206、 図版105。 123)

調査区上段の北側に位置する南北 2間 ×東西

1間の掘立柱建物跡で、加工段に設けられてい

る。桁行長2,84m、 梁行長1.52m、 床面積は4.3

だになる。棟方向はN-28° 一Eである。柱穴

は円形 もしくは不整円形で、径0.5m前後、深

さは0。 4m前後あ り、掘 り込みはしっかりして

いる。P2・ 3は建て替えのためか新旧のビッ

トが切 り合っている。 S B30に 伴う加工段は南

北10。 4m以上で、南西側は調査区外になってい

る。加工段の立ち上がりは不明瞭である。後述

するS B31な ども同一の加工段に建てられた可

能性がある。 S B30の南側 2mのあたりには焼

土面が見 られる。加工段から須恵器 (206-1

～ 3)わ 出`土しており、これらは大谷編年出雲

6B期に位置づけられる。

S B31(第 202・ 204図)

調査区上段、S B30の南側に位置し、S D07

と重複している。桁行長1.20m、 梁行長0。 98m、

床面積は1.2だ 、棟方向はN-28° ―Eである。

極めて小規模であり、建物跡 とするには疑問も
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第203図 田中谷遺跡S B30実測図 (S〓 1/80)
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第204図 田中谷遺跡V―WttS B31実測図
(S=1/80)

ある。

S D23(第 202図)

調査区上段、 S B30の南側に位置し、S B31と 重複している。長さ3.7m、 幅0。3m弱、深さ0.2m

で、北側ではL字状に折れ曲がっている。

S K07(第 202・ 205・ 206図、図版105・ 123)

S B30を伴う加工段に設けられた長径34clll、 短径30clll、 深さ36clllの上坑である。内部には高外 (206

-4)と 土製支脚 (5)ん 埋ゝめられていた。 4は切 り込み状の透孔が 2方向に入れられている。 5

は三叉突起のものである。

加工段 3、 S K08(第 202・ 207図、図版123)

加工段 3は調査区上段の北側で、 S B30の東側に位置する。 S B30の加工段よりも一段低 く、床

面の標高は24.3mで ある。現状での規模は南北約14m、 東西2.2mで あるが、東側は下段 2が造 ら
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れる際に削られたと思われる。現状では明確に建物の柱穴 といえるものは

ないが、削平された部分に建物が建てられていた可能性も考えられる。段

の立ち上がりはやや不明瞭である。

S K08は加工段 3のやや南よりに位置する土坑である。長径1,35m、 短

径1.lmの楕円形をしてお り、深さは1.7mも ある。遺構の性格は不朔であ

る。

加工段 3の東側の斜面から207-1～ 4が、 S K08か ら5～ 9が出土し

ている。 1は土師器甕。 2～ 9は須恵器である。 2・ 5・ 6は蓋で、 2は

天丼部に擬宝珠つまみをもち口縁部にかえりは持たない。 5は 口縁部にか

♀        ,        lm

第207図  田中谷遺跡V―WttS K08実 測図 。加工段3、 S K08出土遺物実測図
S=1/`4)

第 4節 V区の調査結果

一罐か―
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第205図  田中谷遺跡V
―WttS K07
実測図 (S=
1/30

Cm

第206図  田中谷遺跡V―Wtt S B30周 辺、S K07出土遺物実測図 (1～ 4:S=1/4、 5iS=1/6)
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第 4章 田中谷遺跡

えりがつき、 6は天丼部に輸状つまみを持つ。 3・ 7・ 8は娩で、 8は底部に高台が付 く。 4は高

必で三角形の透孔が 2方向に入れられている。 9は盤で長い脚部が付 くと思われる。

これらの遺物から加工段 3は 8世紀代を中心 とする時期に営まれたと考えられる。

S B32(第 208図)

調査区下段 2のほぼ中央に位置し、S D33を切っており、柱穴列 3と 重複している。北東隅の柱

穴が確認できていないが、これはS D33の覆土に掘 り込まれた柱穴に気付かなかったためと思われ、

東西 3間 ×南北 1間の掘立柱建物跡 と推測される。建物の規模は桁行長5.96m、 梁行長4.56m、 廉

面積は27.2rになる。棟方向はN-68° 一Wである。柱穴は不整精円形で、長径0。 6～ 1.Om、 深さは

0.2～ 0.6m前後ある。柱穴内から遺物は出上していない。

柱穴列 3(第208図)

調査区下段 2のはぼ中央に位置し、 S B32と 重複するが、切 り合いがないため前後関係は不切で

ある。Pl― P2-P3-P4が N-68° 一Wの方向に直線的に並んでおり、長さは5,36mに なる。

柱間隔はPl― P2、 P2-P3が それぞれ 5尺 5寸前後であるのに対し、P3-P4が 約 7尺 と

広 くなっている。柱穴は、いずれもはぼ円形で、径0。4～0.5m、 深さ0.2m弱 ～0,4mで ある。遺物

は出土していない。
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第208図 田中谷遺跡V― WttS B32、 柱穴列3実測図 (S=1/80)
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第4節 V区の調査結果
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第209図 田中谷遺跡V―WttS B33、 柱穴列4・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物 :S〓 1/4)
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第210図 田中谷遺跡V―WttS B34・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物 :S=1/4)

S B33(第 209図)

調査区下段 2のほぼ中央に位置する南北 2間 ×東西 1間の掘立柱建物跡である。S K13、 S X03

と重複している。また北側には柱穴列 4がある。建物の規模は桁行長5。 92m、 梁行長2.04m、 床面

積12.0だ になる。棟方向はN-19° 一Eである。桁行の柱間隔は南側のPl― P2、 P4-P5が

―-163-



第 4章 田中谷遺跡

9尺を指向していると思われるのに対

し、】ヒ狽Jの P2-P3、  P5-P6イ よ10

尺 5寸を指向しているようである。梁行

の柱間は 7尺近い。柱穴は長橋円形から

円形に近いものまであ り、長径0.5～ 1.0

m、 深さは0。2m弱～0.4m前後ある。P

4には径20clllの柱根が残っていた。柱穴

内から遺物は出上していない。

柱穴列 4(第209図、図版124)

調査区下段 2のはぼ中央に位置する。

S B33の北辺から1～ 1.6m北に位置 し

ており、これに伴う可能性も考えられる

が、両者の柱列は平行していない。Pl

―P2-P3が N-78° 一Wの方向に直

線的に並んでおり、長さは3.04mに なる。

柱間は 5尺を指向していると思われる。

柱穴はやや不整な円形で、径0,4m前後、

深さ0.2m前後である。 P3の中から土

師器娩が 3点出上している。 1点は底部

のみの破片であるため図示 しなかった

が、残る2点 (1・ 2)は全体の器形が

分かるほど残存していた。これらは12世

紀代に位置づけられよう。

S B34(第210図、図版124)

調査区下段 2の中央からやや南よりに

位置する 1間 ×1間の掘立柱建物跡であ

る。 S B35'36と 重複している。建物の

規模は、桁行長2.46m、 梁行長2.28m、

床面積5.6rに なる。棟方向はN-74° 一

Wである。柱穴は、Plが他の遺構 と切
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第212図 田中谷遺跡V―WttS B36実測図 (S=1/80)

り合っているため本来の形が分からないが、ほかは長径0.3～0.6mの橋円形で、深さは0。 1～0.4m

前後である。遺物は、P3か ら1・ 2が 出土している。 1は盗器系陶器の甕で、外面にタタキロの

上下がナデ消され、帯状の文様のようになっている。内面には煤が付着している。13世紀後半から

14世紀前半のものと思われる。 2は器種不明の陶器で焼成は須恵質である。内面は回転ナデの後、

指頭圧痕が顕著に見られる。

S B35(第211図)

調査区下段 2の中央からやや南よりに位置する1間 ×1間の掘立柱建物跡である。S B34・ 36と

重複している。建物の規模は、桁行長2.36m、 梁行長2.16m、 床面積5。 14rに なる。棟方向はN-66
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第211図 田中谷遺跡V―Wtt S B35実測図 (S〓 1/80)
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第4節 V区の調査結果

0               2m

第213図 田中谷遺跡V―W区加工段4実測図 (S=1/80)

°
一Eである。遺物は出土していない。

S B36(第212図)

調査区下段 2の中央からやや南よりに位置する1間 ×1間の掘立

柱建物跡である。S B34・ 35と 重複している。建物の規模は、桁行

長2.88m、 梁行長2.48m、 床面積7.lrに なる。棟方向はN-25° 一

Eである。遺物は出上していない。

(4)加工段

加工段4(第213～215図、図版106、 124、 125)

調査区上段の北側に位置する。加工段 3の南に接しており、両者

は切り合っていたと思われるが、土層の前後関係を把握することは

嗣
Ｈ
＝
＝
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―

    

一

聖代
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第214図  田中谷遺跡 V― W区
加工段 4PI実測図(S=Iノ/30)

田中谷遺跡V―W区加工段4出土遺物実測図 (1・ 2・ 7～ 15:S=1/4、 3～61S=1/6)
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第4章 田中谷遺跡
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―第216図 田中谷遺跡V―W区加工段5、 S X01・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、
S=1//4、 5。 17:S=1//6)

できなかった。現状での規模は、南北8.2m、 東西2.4mであるが、東側は下段 1の平坦面が造 られ

る際に削られた可能性がある。加工段は丘陵上部の地山を削 り出して造 られており、壁面の高さは

最大で1.4mも ある。壁面の立ち上が りは明瞭である。加工段の中央には長径0.77m、 短径0.4m、

深さ0,75mの Plが設けられている。Plに は径0。 lmの柱痕 と思われるような土層が認められる

が、建物に伴うものかどうかは分からない。遺物は覆土から多 く出土しており、土師器には甕 (215

-1)、 甑 (2)、 移動式亀 (3～ 6)が 見 られ、須恵器 には不蓋 (7)、 外身 (8・ 9)、

娩 (10,H)、 高台付娩 (12)、 高外 (13)、 壷 (14)、 甕 (15)わ あゝる。10は覆土上層から出土した

0                    10cm

遺物 :1～4・ 6～ 16:
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第 4節 V区の調査結果

もので、底部に回転糸切 りが施されているが、これ以外のものは大谷編年 6期に位置づけられる。

この遺構の埋没時期もこのころであったと思われる。

加工段 5、 S X01(第 216図、図版106、 125、 126)

下段 1のほぼ中央に位置する。加工段 5は現状では南北 7m、 東西2.5mで あるが、北側でSX

01に切 られており、流出や削平により本来の形は大きく失われている。壁面の立ち上がりは不明瞭

で、現状での壁面の高さは0,3mで ある。東の斜面側は盛上で造成されている。ビットが 2基検出

されているが、建物に伴うものかどうか現状では判断できない。

S X01は加工段 5の北側を流れる流水跡で、複雑に枝分かれしたり、合流したりしている。覆土

には地山岩盤の風化土を含んでいる。

加工段 5に伴って 1～ 5が、加工段 5の東から北東にかけての斜面で 6～Hが、 S X01内で12～

17が 出土している。これらの遺物から加工段 5は 8世紀代に位置づけられよう。

⑥ ⑬

816 5m   B'

一0              2m
|

C165m                    c' D16 5m     D' γ 競

孝
第217図 田中谷遺跡V―WttS D24～26。 出土遺物実測図
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(遺構 :S=1/80、 遺物:S=1//4)
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第 4章 田中谷遺跡

第218図 田中谷遺跡V―Wtt S
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第220図 田中谷遺跡V―WttS D29・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1//40、 遺物 :S=1//4)

(5)溝

S D24～26(第217図、図版126)

調査区下段 2の南東側で、S103の北東に位置する。いずれも弥生時代の遺物包含層を取 り除い

た後に検出された。 1・ 2は遺構周辺の包含層で出上した弥生土器である。 1は広口董で、Ⅲ様式

までさかのぼると思われる。 2は草田 2期の甕である。

S D24は 南西から北東へ弧状にのびる溝である。北東側へいくにつれて次第に幅が大きくなり、

約 2mま で広がる。北側でS D26と 切 り合っているが、前後関係は把握できなかった。覆土中から

弥生土器が出上した。 3は月同部が算盤玉のようなかたちをした壷である。月同部中央に凸帯が巡 り、

その上に爪形の文様が施されている。底部の破片から脚部が付 くことが分かる。 4は壷で、日縁部

と肩部に平行沈線が施されている。 5'6は甕で、 5は 回縁部に平行沈線が施されており、 6は無

文である。これらの遺物から、この遺構は草田 3期の遺構 と考えられる。

S D25は S D24の南に位置しており、南西から北東へ弧状にのびる溝で、幅40clll前後、深さ約10

clllで ある。弥生時代後期の上器片が出上している。 7・ 8は 口縁部が無文で直線的に立ち上がり、

端部を丸 く収めている。草田編年 5期に位置づけられよう。

S D26は S D24の北東を「 く」の字状に曲がりながらのびる、長さ約 5m、 幅0。4m前後、深さ

約0.2mの溝である。 S B29と 重複 している。遺物は小片のため図示しなかったが、草田4期以降

の弥生土器片が出土している。
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第 4節 V区の調査結果

S D27(第 218図)

調査区下段 1北端付近の東側斜面に位置する。南西から北東方向にのびており、北側は調査区外

になる。確認できた長さは1.2mで、幅0.6m、 深さはおよそ0.25mで ある。等高線に対して平行に

近いかたちでのびており、加工段などに伴って掘 られたものかもしれない。遺物は出上していない。

S D28(第 219図)

調査区下段 1ゴヒ端付近の東側斜面で、S101の北側に位置する。南北方向にのびており、】ヒ側で

遺構の輪郭は不明瞭になる。長さは2.2mで、幅0.3～ 0。 8m、 深さは約0.2mで ある。等高線に対し

て平行しており、加工段などに伴って掘 られたものかもしれない。遺物は弥生時代後期から古墳時

代前期のものと思われる土器小片が出上している。

S D29(第 220図、図版127)

調査区下段 里の北よりに位置する。東西方向に不整形にのびる溝状の遺構で、東側は トレンチに

よりどのようにのびるか不明だが、後述するS K12に つながるかもしれない。清の底には、水性作

用による細砂・粘上が堆積しており、水が恒常的に流れていたと思われる。覆土中から土師器 (1

・ 2)、 須恵器 (3～ 10)が 出上しており、これらはこの遺構が埋没しかけた段階で投棄されたも

のと思われる。 1'2は 土師器奏である。 3は受部を持つ外身で、 4は須恵器蓋で擬宝珠つまみを

もち、口縁端部がわずかに屈曲するもの、5は体部丸みもつ娩、6は体部が直線的に立ち上がる筑、

7は体部が比較的直線的に立ち上がる高台付娩、 8'9が皿、10は高台付皿で体部は直線的に立ち

上がる。これらの年代は、 3が 7世紀初頭から前葉、 5'7・ 8が 8世紀中葉から後半、 4・ 6・

9・ 10が 8世紀末から9世紀前半に位置づけられる。この遺構の埋没年代は 8世紀中葉から9世紀

前半になろう。

S D30(第 221・ 222図、図版107、 127、 128)

調査区下段 2と 上段の間の斜面に位置し、北西から南東へ斜面を下る溝状遺構である。遺構の形

状は全体 としては弧状にのびているが、小さく蛇行しており、整った形はしていない。この周辺で

は遺構検出前から多 くの遺物が出上していたが、当初は上段に位置した遺構や遺物包含層が地崩れ

により崩れ落ちた結果 と考え、土層ベル トを残して全体を掘 り下げた。しかし、この「遺物包含層」

をかなり掘 り下げた段階で土層の断面を観察したところ、断面に溝状の落ち込みが見られたためよ

うや くこの遺構の存在に気が付いた。土層の堆積状況は、最下層は水流が弱い状態で堆積した黒灰

色系の粘質上で、その上に水流が一次的に強 くなった段階で堆積したと思われる地山ブロックを多

く含む層や細砂層、再び水流が緩やかな状態で堆積したと見られる黒灰色系の粘質上が見られる。

この溝は埋没した後に地滑 りが起きているようで、上方から崩れ落ちた地山上の塊がこの上に堆積

している。また、このような地崩れに伴い斜面の下側の遺構の肩も崩れ落ちたと思われる。この遺

構の性格については、遺構が不整形であることから自然流路 という見方もできるが、活底面から遺

物がまとまって出上していることから加工段などに伴う溝の可能性も考えられる。

なお、斜面の堆積土中にS D30と は別の遺構が掘 り込まれているようにも見えるが、堆積土を一

度に掘 り下げたため平面では遺構の形状を確認することはできなかった。

遺物は溝底面を中心にまとまって出土している。 1は移動式亀の口縁部、 2・ 3が土製支脚。 4

～19は須恵器である。 4～ 6が蓋で、 4は 口縁部が短 く直立し、 5・ 6は 口縁端部が平坦な面を持

つ。 7～Hが娩で、 7・ 8は体部丸み持ち、 9・ 10は体部が直線的に立ち上がり、Hは底部に高台
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第4章 田中谷遺跡

風
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8 哺置白鯉
Jヤや橙色味が強い

u灰色おとが薄(水平に漏じる

|げ:よ り拘貫で粘性高ぃ溝磨面の建■

111や や激子aか く洵質

韓的
1ど 鷲山ブロックやゃ大きい (～10cm大 ,

“
 濁膊灰色お質■

第221図 田中谷遺跡V―WttS D30実測図 (S=1/40)
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第 4節 V区の調査結果

≧
4

5

18

第222図 田中谷遺跡V― Wtt S D30出土遺物実測図 -OCm         OCm(1～ 3:S=1/6、 4～ 19:S=1/イ4)

がつき直線的体部が立ち上がる。12～ 14は皿、15。 16は甕。7～ 19が鉢である。これらの遺物はお

およそ 8世紀中葉から9世紀前半に位置づけられよう。

S D31(第223図 、図版128)

調査区下段 2の北よりに位置する。北にはS D29、 東側の斜面にはS D30がある。幅0.4m前後、

深さ0。 15m前後の不整形に由がりくねった溝状遺構である。西側は南北 2本に枝分かれしており、

北側は トレンチに切られているためどのようにのびていたのか不明である。

遺物は須恵器蓋 (1・ 2)、 娩 (3・ 4)、 皿 (5・ 6)、 土師器甕 (7・ 8)、 埴輪片 (9)、 石製

品 (10)力 出ゝ上している。 2が 7世紀末～ 8世紀前葉、 3が 8世紀中葉～後半、 4・ 5・ 6が 8世

紀中葉～ 9世紀前半、 1が 8世紀末～ 9世紀前半、 7・ 8は 8～ 9世紀代にに位置づけられよう。

9は 内外面にハケロが施されており、焼成は須恵質になっている。破片上部に横方向のナデが見 ら

れることから埴輸片 と考えた。10は石帯で、長さは3.5clll、 幅3.lclllである。

S D32(第224図 、図版129)

調査区下段 2の北東よりに位置する。西から東へ不整形に蛇行する溝状遺構で、東側は調査区外

までのびる。遺構の深さは90cm近 くあり、覆上下層は細砂を含む層 と粘質上の層が互層状になって

おり、流水があったことが窺われる。溝底面の標高は東へいくにつれて低 くなり、形状などから見

I ⅢI
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ブ
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諏
】
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∝m        cm

第223図 田中谷遺跡V―WttS D31・ 出土遺物実測図(遺構:S〓 1/40、 遺物:1～ 9:S=1/4、 10i S〓 2/3)

第4章 田中谷遺跡

第224図 田中谷遺跡V― Wtt S D32・ 出土遺物実測図
1//イ 4)

9 1仲
A

―

m

B180m

1 皓灰指色狛質■

2 皓褐色砂質■

1 責脅色猫質■

6 灰黄褐色砂質主

夕

＼卓

(平面 :S=1/100、 断面 :

Ocm

S=Iノ/40、 遺物 :S=
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第4節 V区の調査結果

⑩ ο

B170m       B'

ユ議霙垂層験髄砺 雇い

C170m         c'

2 費褐色お質■ (やや医色導びる)

0            1m

ぷ
7

Ocm

第225図 田中谷遺跡V―Wtt S D33・ 出土遺物実測図(平面:S=1/100、 断面:S=1/40、 遺物:S=1/4)

＼章_ユ
==ヲ

r5

m                ∝m

第226図 田中谷遺跡V― Wtt S D34・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/40、 遺物 :S=1/4)

て自然流路であったと考えられる。覆土中から土師器・須恵器が出上している。 1は土師器甑、 2
・3は須恵器婉、 4・ 5は須恵器皿、 6は土師器婉底部片である。 2は 8世紀中棄～後半、 3～ 5

は8世紀中葉～ 9世紀前半、 6は10世紀以降のものと思われる。

S D33(第 225図、図版129)

下段 2のほぼ中央に位置し、S B32の柱穴に切られている。西から東に7.5m直線的にのび、そ

こから南北へ二手に分かれる。覆土には水性堆積と思われる細砂が入る部分も認められ、流水があ

ったと思われるが、最も底面の標高が低い南端で行き止まりになっている。流路の上部が削平され

たものであろうか。遺物は土師器甑 (1)、 須恵器娩 (2～ 4)、 須恵器壷 (6,7)、 土師器娩 (7

・8)、 白磁Ⅳ類碗 (9)が出土している。 3が 7世紀中葉、 4が 8世紀中葉～後半、 2が 8世紀
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第 4章 田中谷遺跡

後半～ 9世紀前半、7は 10世紀代のものと思われる。

9は 12世紀前半になる。

S D34(第 226図、図版130)

下段 2のほぼ中央に位置する。長さ2.9m、 幅0.6

m、 深さ0.4mの 曲が りながら南北にのびる溝であ

る。遺構覆土は地山とよく似ており、遺物が出上し

な くなったところで遺構の端 と判断したが、あるい

は南北両端はもっとのびるかもしれない。人為的に

掘られた遺構か疑間がある。遺物は土師器甕 (1)、

須恵器娩 (2・ 3)、 須恵器皿 (4)、 土師器娩もし

くは皿 (5)が出上して

いる。

(6)土坑

S K09(第227図)

下段 2の中央からやや

南 よ りに位置する長 さ

1.8m、 幅0,7m、 深 さ

0.15mの土坑である。遺

物は小片のため図示しな

かったが、草田 4期頃の

上器片が出上している。

第227図 田中谷遺跡V―WttS K09実測図
(S=1//40)

(遺構 :S=1/40、第228図  田中谷遺跡V― Wtt S K10。 出土遺物実測図
遺物 :S=1//4)

0                    10Cm

S=1/40、 遺物 :S=1///4)

S K10(第 228図、図版130)

上段と下段 2の間の斜面で、S D30の北側に位置する。現存長0。9m、 幅0.45m、 深さ0.3mで、

遺構の東側は地崩れのためか立ち上がりが見られない。遺物は土師器・須恵器が出土している。土

師器は図示しなかったが甕片が出上している。須恵器は婉 (1)、 皿 (2)、 盤 (3)力 出ゝ上してい

る。 3は「ハ」の字状に直線的に開く高台に四角形の透孔が2方向に穿たれている。これらは8世

紀後半に位置づけられよう。

任―――――十一―一~~」
m

第229図 田中谷遺跡V―WttS KII・ 出土遺物実測図 (遺構 :
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第4節 V区の調査結果

第230図 田中谷遺跡V―WttS K12・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=

0                    10cm

1/40、 遺物 :S=1/4)

＼
＼
」 プ

第231図  田中谷遺跡V― WttS K13・ 出土遺物実測図

1 暗灰悩色猫質■

(黄褐色祐質■ブロック多く入る)

0                1m

(――引こ=立
の    7

0Cm   

―

Cm

(遺構 :S=1/30、 遺物 :1～6i S=1/4、 7:S
=1///3)

S Kll(第229図、図版130)

下段 2の北側に位置する長さ3.5m、 深さ0.55mの不整形な土坑で、底面は部分的に深 くなった

り浅 くなった りしている。遺構の性格については不明。須恵器片が出土している。 1は壷で底部に

高台が付き、外面にはわずかながらタタキロが見られる。 2は蓋で天丼部に擬宝珠つまみを持ち、

口縁部が小さく立ち上がる。 8世紀後半頃と思われる。

S K12(第230図、図版 130)

下段 2の北側に位置し、北にはS Kllが、西には S D29が ある。長さ2.2m、 深さ0.55mの 不整

形な土坑で、底面は部分的に深 くなったり浅 くなった りしている。遺構の南側は トレンチにより本

来の形状が分からな くなっている。遺構の性格については不明。須恵器片が出上している。 1は小
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第4章 田中谷遺跡

型化した天丼郡丸み持つ外蓋で大谷編年出雲 6期。 2は 口縁端部が平坦になっている蓋、 3は底部

回転糸切り底の娩で、体部は丸みを持つものである。 8世紀後半に位置づけられよう。

S K13(第231図、図版131)

下段 2のほぼ中央、S X03の東に位置し、S B33と 重複する。長さ2.lm、 幅1.4m、 深さ1.3mの

やや不整形な土坑である。遺構の性格は不朔。土器や石製品が出上している。 1は古墳時代中期の

上師器高芥。 2～ 4は須恵器である。 2は 7世紀前葉～中葉の須恵器蓋で口縁部にかえりが付く。

3は須恵器娩底部で回転糸切りされている。 4は壷口縁部。 5は土師器の柱状高台皿で12世紀代、

6は土師器坊の底部片で、断定できないが、 5と ほぼ同時期と思われる。 7は玉作に使用する内磨

き砥石である。

2 滅明女灰悟色猶貫■ (2mm以 下の有機物 を多く奮む)

e ttPJe☆褐色猶質■ (icmツ 下の韓含む)

な

(遺構:S=1/40、 遺物:S=1/4第232図 田中谷遺跡V―Wtt S K14～ 17・ 出土遺物実測図
S K16:1、 S K17:2)
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第4節 V区の調査結果

S K14(第 232図)

下段 2のほぼ中央、 S X03の西に位置する。東西2.lm、 南北2.08m、 深さ0.4mの隅円方形の上

坑である。遺物は出上していない。

S K15(第 232図)

下段 2のほぼ中央からやや北よりに位置する。東西1,7m、 南北1.5m、 深さ0。3mの精円形の上坑

である。形状はS K16。 17と 似ている。遺物は出上していない。

S K16(第 232図、図版131)

下段 2のほぼ中央からやや北よりに位置する。東西2.3m、 南北1,92m、 深さ0.5mの隅円方形の

上坑。須恵器片や備前系陶器、土師器娩の口縁部片 (1)が出上しており、中世の遺構 と思われる。

土師器坪・皿―括出上位置

2 暗黄偶色土

7 費色土 (や やによい色)

iS 黒灰色■ (責 色とブロック (,5cRIく らい)多 く入る)

第233図 田中谷遺跡V―WttS X02実測図

0              2m

(S=1//80)
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第234図 田中谷遺跡V―WttS X02出土遺物実測図 (1)
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OCm       Ocm

(1～ 7。 10～47:S=1//4、 8・ 9:S=1/6)
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第 4節 V区の調査結果

Ocm

/J二

―
(3

第235図 田中谷遺跡V―WttS X02出土遺物実測図 (2)(1～ 8・ 10。 11・ 14～21:S=1/4、 9・ 12・ 13:

S=1//6)
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第 4章 田中谷遺跡

S K17(第 232図、図版 131)

下段 2のはぼ中央からやや北よりに位置する。東西2.38m、 南北1.65m、 深さ0.5mの隅円方形の

上坑で、南西側が0.4m張 り出している。土師器坑もしくは皿の底部片 (2)が出上している。

(7)その他の遺構

S X02(第 233～235図、図版108、 131～ 136)

下段 1のやや南よりの平坦面上から東側の斜面にかけて位置する。底面は西から東に行 くにつれ

て低 くなっている。部分的にオーバーハングしている。土層は下層で砂が薄い層状に入っており、

水が流れていた様子が窺われる。上層は黒色から黒灰色土に地山ブロックを含んだ層や地山土 と似

た黄色土層が見 られ、地崩れ状に上層が堆積 した と思われる。深さはA― A'ラ インで2.4m、

B― B'ラ インで1.5mあ るが、上部が下段 2の平坦面の造成に伴い削平された可能性があり、本来

はもっと深かったと思われる。覆土中から土師器 (234-1～ 9)・ 須恵器 (234-10～235-13)

。中世土師器 (235-15～ 20)・ 白磁 (21)な ど多 くの遺物が出上している。

234-1は高外、 2～ 4は奏、 5は甑把手、 6は甑口縁部、 7は電の口縁部から庇、 8。 9は土

製支脚。 8は背後に穿孔もつもので、 9は三叉突起のものである。10～ 19は蓋で、10は天丼部が九

みをもつもので古墳時代終末期、12・ 13は 口縁部にかえりもつもので 7世紀前葉～末、18・ 19は天

井に輪状つまみが付き口縁部が直立するもので 7世紀末～ 8世紀前葉、11・ 14～ 17は 口縁端部が平

坦で小さく屈曲するもので、 8世紀末～ 9世紀前半に位置づけられる。20は外身。21～31は娩。20

は 7世紀初頭～前葉、21は 7世紀前葉～中葉、22～ 30は 8世紀中葉～後半、31は 8世紀後半～ 9世

紀前半のものである。32～ 38・ 43は高台付界で、32・ 43が 7世紀代、33が 7世紀末～ 8世紀後半、

B'  C175m

1

第236図 田中谷遺跡V― Wtt S X03・ 出土遺物実測図 (平面 :S=1/100、
1//4、 7:S=1/3)

0               10cm

0                     10cm

断面 :S=1/50、 遺物iS=

恙⑥
Ｖ

0           2m

―
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第 4節 V区の調査結果

o                  3cm

第237図 田中谷遺跡V―WttS X03出土古銭択影 (S=1/1)

34。 35が 8世紀中葉～後半、36～ 38が 8世紀末～ 9世紀前半に位置づけられる。39～41は皿、42・

44・ 45は 高台付皿である。46・ 47は 高外。235-1～ 4は壷で、 4に は肩部に「 ×」のヘラ記号が

刻されている。 5。 6は短頸壷、 7は腺、 8は平瓶である。 8は円盤閉塞による風船技法で作 られ

ている。 9～12は奏で、 9は 口縁部にヘラ記号が刻されている。 9・ 12の底部には焼き台と思われ

る須恵器片が溶着している。12は 内面放射状の当て具痕が見られ、 9～10世紀のものと思われる。

13は横瓶で、肩部に「 ×」のヘラ記号が亥Jさ れている。14～ 20は 中世土師器である。中世土師器の

多 くは遺構上層において一括して出上しており、底部片から個体数は土師器挽が25点、皿が33点以

上 と推定される。14～ 16は底径 5 clll前後で体部が大きく開 くもので、一括出土している娩はいずれ

もこの形態のようである。18～20は皿で口径6.8～ 8 clll前後、底径3.8clll前後、器高1.8clll前 後の大き

さにまとまっており、他のものも同様のかたち、大きさをしている。14～ 16・ 18～20は 12世紀に位

置づけられよう。17は足高の高台が付 く娩でH世紀代 と思われる。21は 白磁碗Ⅳ類の底部片で12世

紀前半に位置づけられよう。

S X03(第 236・ 237図、図版137)

下段 2のほぼ中央に位置し、 S B33と 重複している。溝状の遺構が大きく見て 3本に枝分かれし

ている。北溝は東西の長さ4.8mで 、この東端付近から南溝が枝分かれするように5mの長さまで

のび、さらに南溝の中程で中央の溝が西へ2.6mの びている。遺構の最も深い部分は北溝の東端付

S 努 ＼ 3

沖 7 寮 〆

Ocm

第238図 田中谷遺跡V―W区包含層出土遺物実測図 (1)(S=1//4)

―-181-―



第4章 田中谷遺跡
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第239図 田中谷遺跡V―W区包含層出土遺物実測図 (2)(S=1//4)
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第 4節 V区の調査結果

近で、深さが1.lmあ る。遺構の性格

については粘土採掘坑などの可能性が

考えられる。

遺物は須恵器 (236-1～ 4)、 古代

～中世の土師器(5・ 6)、 石製品(7)、

銭貨 (237-1～ 9)力 出ゝ土している。

1は蓋、 2は外身、 3は底郡ヘラ切 り

の娩、 4は長頸壷で、 1～ 3は 7世紀

代を中心 とする時期に位置づけられ

る。 5は土師器高台付坊でH世紀代、

6は土師器皿で12世紀代のものと思わ

れる。 7は用途不明の石製品で、上面

には長径2.4側、短径 2 clll、 深さ0,7clll

の窪みが見られる。古銭は南溝覆土中

か ら束ね られたような状態で出上 し

た。銭種は天聖元賓 (1)、 紹聖元賓

(2)、 熙寧元費 (3)、 政和通賓 (4)、

元祐通費 (5)、 至和元賓 (6・ 9)、

性 _______■ OCm

祥符元賓 (7)、 皇宋通費 (8)で、いずれも北宋銭である。

(8)遺構外の出土遺物 (第238～240図 、図版108、 137～ 140)

1～10は弥生土器である。 1は壷もしくは甕の底部で厚手に作られている。 I様式まで遡る可能

性が考えられる。 2・ 3は壷である。 2は 日縁部がL字状に屈折して広がり、上面に円形浮文が付

けられている。 3は肩部に断面三角形の凸帯をもつ。 2・ 3は Ⅲ様式の上器である。 4は 口縁部に

凹線が施されて短 く立ち上がり草田1期。 5は草田2期の奏、 6は草田2期の壷である。 7は月同部

に断面三角形の凸帯が付き、刺突文が施されている。台付装飾壷の破片で草田2期 と考えられる。

8は体部が内弯する器形で、鉢か高不の外部と思われる。時期は不明。 9は 口縁部は無文だが、器

壁が厚い印象を受ける。草田3期に位置づけられよう。10は鼓形器台で、草田編年 4～ 5期 と考え

られる。

1・ 2は古墳時代後期以降の上師器で、 1が甕口縁部、 2は甑底部である。 3～34は須恵器。 3
～10は蓋で、 3が 7世紀初頭～前葉、4はつまみをもち、口縁部にかえりが付くもので7世紀中葉

～ 8世紀前半、 5・ 9は 口縁端部が短く立ち上がるもので 7世紀末～ 8世紀後半、6～ 8、 10は 8

世紀末～ 9世紀前半に位置づけられよう。11～ 17はネで、H～14は体部が内弯するもので8世紀中

葉～後半、15。 16が体部が直線的に立ち上がるもので8世紀中葉～9世紀代のものである。17～ 25

は高台付娩である。18。 19は底部静止糸切りで、 7世紀末～ 8世紀前葉、20は 回転糸切りのようで

あり、 8世紀中葉～後半に下ると思われる。なお、20の底部には幅の狭い工具で刺突した痕跡がい

くつも見られる。21～23は 8世紀中葉～9世紀前半、24・ 25は 9世紀代に位置づけられる。25の底

部には「若□」の墨書がある。26・ 27は皿、28は高台付の鉢と思われる。29,30は 盤で大小が見ら

れる。 8世紀後半のものと考えられる。31は把手付鉢で、 8世紀末～ 9世紀初頭。32・ 33は 壷底部

第240図 田中谷遺跡V― W区包含層出土遺物実測図 (3)(S
=1/3)
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第4章 田中谷遺跡

であろう。34は高台付の壷だが、高台ははがれている。35は甕。36・ 37は用途不明の上製品である。

36は平面「 く」の字状で、断面が五角形をしており、下面は剥離面になるかもしれない。37は平面

形が半円形状であったと思われ、中央には長径0.6cmの孔が穿たれている。

5.′よヽ 結

以上、田中谷遺跡V― S、 E、 W区の遺構 ・遺物について述べてきたが、ここではV区におけ

る各時期の遺構の様相をまとめることとしたい。

1)弥生時代後期～古墳時代前期初頭

弥生時代前期～後期初頭 (I～ V― I様式)

これらの時期の遺構は確認できていない。遺物では、弥生時代前期にさかのぼりうるものが底部

片のみだが出上している。Ⅲ様式の遺物はV―W区の包含層でわずかだが確認された。V-1様

式 (草田 1期)の上器はV― E・ W区で散見される。遺構の切 り合いなどから草田 1期までさか

のぼる可能性のある遺構はあるが、時期を特定できる遺物を伴っていない。

弥生時代後期中葉 (草田 2期) S103新 段階、S B15・ 22・ 25、 S D13・ 19

この時期から遺構がまとまって見られる。V― E区では掘立柱建物・布掘建物が建てられている。

S103新段階は古段階から縮小した形態をとっている。旧河道 4は Ⅳ区の河道 とつながると思われ

るが、ここではこの時期に埋没したようである。松江市が調査したⅢ区の旧河道には草田 3～ 4期

の上器も出上しており、この時期の河道は旧河道 4か ら流れを変え、谷中央に位置したのかもしれ

ない。

弥生時代後期後半 (草田 3期) S D21・ 24

この時期は草田 2期 と比べて遺構・遺物が少ないように思われる。ただし、 S D21は竪穴建物の

周溝 と思われ、この時期にも集落は営まれていたと推測される。なお、 S D22も 竪穴建物の周溝 と

考えられるもので、 S D21に切られているが、その時期は不明である。

弥生時代後期後葉～古墳時代前翔初頭 (草田 4～ 7期) S102、 S B23。 28、 S D01・ 07・ 17・

25、  S K03・ 05

V― E区の掘立柱建物はこの時期にも見 られる。草田2期に埋まった旧河道が草田4～ 5期に掘

り返され、井戸 としてS D20、 S EOと が設けられる。この遺構には土器が一括投棄され、水銀朱精

製土器 。管玉も出上していることから祭祀的な性格ももっていたと思われる。V一 S区のS D01は

古墳時代前期の遺構で、方形に溝を巡 らせた墳墓の可能性も考えられる。

このほか、詳細な時期は特定できないが、S101は 周溝を伴う隅円方形の竪穴建物で、中央土坑

をもつことから弥生時代後期から古墳時代前期のいずれかに時期に属すると思われる。

V― E区の掘立柱建物について多 くはその時期を特定できていないが、遺構内や周辺から出上し

た土器から多 くは弥生時代後期から古墳時代前期初頭のものと思われ、遺構の重複関係から考える

と3～ 4時期 くらいに分かれると考えられる。建物構造は2間 ×1間 もしくは 1間 ×1間のものが

主である。S B20については 3間 ×2間、もしくは 2間 ×2間の大型の掘立柱建物 と想定されるが、

これについては他の時代の建物になる可能性も考えておくべきかもしれない。弥生時代の建物 とす

るなら、他 と構造が異なるものであり、特別な役割をもっていたと思われる。

V―W区では弥生時代の遺構は下段 2の南側 と下段 1の東側の斜面でしか確認できていないが、
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第 4節 V区の調査結果

下段の平坦面が削 り出される際にかなりの部分で遺構が壊されたためで、本来は丘陵の斜面に広 く

集落が形成された可能性が高いと思われる。

弥生時代の遺構配置に関して、掘立柱建物が谷の中央部に多 く認められるのに対し、竪穴建物は

丘陵斜面側でしか検出されていない。これについては、谷中央部にも竪穴建物が存在したが後世の

水田耕作によって遺構上部が失われた可能性も否定できないが、丘陵側が居住域で、低湿な谷部が

倉庫群 といった集落内での機能差があったと考ることもできる。

また、布掘建物が 3棟確認されたこともこの調査区で注 目すべき点である。ここでは布掘建物は

通常の掘立柱建物 と混在しているが、こうした建物構造の違いが何を示すのか今後の課題 といえよ

う。布掘建物のS B15と 、掘立柱建物のS B22・ 25は土器型式の上では共存しており、時期差 とは

異なる要因を考えるべきかもしれない。なお、島根県内の弥生時代の布掘建物の確認例は、湖陵町

庭反I遺跡 (湖陵町1987)、 鹿島町南講武草田遺跡 (鹿島町1992)、 安来市渋山池遺跡 (島根県1997)、

安来市柳遺跡 (島根県1998)、 出雲市下古志遺跡 (出雲市2001)、 上野I遺跡 (島根県2001)であり、

これらはいずれも弥生時代後期のものと考えられる。

この時代の集落の範囲について、 トレンチ調査の段階では遺跡の東側の広がりはV一 E区に収ま

ると思われたが、本調査の結果、調査区外にもさらに広がり、また松江市の調査したⅢ区の状況か

ら見ても旧河道に近い部分まで建物群があったと考えられる。I区の旧河道でも当該期の遺物がま

とまって出上しており、本来は谷の中に広 く集落が展開していたと思われる。

2)古墳時代終末以降

古墳時代終末期 S B01・ 30、 加工段 1・ 加工段 4

V区では古墳時代中期～後期にかけての遺構は検出されておらず、遺物の出土も少ない。後世の

肖1平で壊された可能性 と、もともとこの位置に遺構がなかった可能性が考えられる。後者であると

すれば古墳時代前期から後期にかけて集落が他の場所へ移転したことになる。塚山古墳などの築造

に関わった集落がどこに営まれたのか興味深いところである。古墳時代終末期になるとV― S・

W区の丘陵斜面や裾に加工段を伴う掘立柱建物が設けられる。 S B01は建物を伴わない加工段 1

と共存しており、 S B01を 住居 とするならば、加工段 1は炊事場のような機能が考えられる。

奈良・平安期 S101上層貼床面、加工段 3、 S K08。 10・ 11・ 12、 S D29。 30・ 31、 S X02下層

V― W区の斜面・平坦面に不整形な溝・土坑が検出された。 これらの遺構の性格についてはよ

く分からないものもあるが、中には流水跡もある。この時代の建物は認識できていないが、下段 2

では多数の柱穴が検出されており、これらの中には建物になるものがあるかもしれない。仮にこの

時期の建物がここにあったとすれば、大規模な平坦面の造成は、この頃に行われたことになる。遺

構の覆土中・包含層中から多 くの須恵器・土師器などの遺物が出上している。須恵器の器種は豊富

であり、また石帯や墨書土器なども見られ、この地に官人が存在 したことも窺わせる。

中世以降 S B34、 柱穴列 4、 S D32～34、 S K13・ 16・ 17、 S X02上層、03、 旧河道 5

W区下段 2で この時代の遺物を伴う建物、柱穴列が見 られることから、この頃には平坦面の造

成がされていたと考えられる。柱穴が多数見 られるにもかかわらず建物 として復元できたものが少

な く、もう少し検討の余地があるかもしれない。奈良 。平安時代にも見られた不整形な遺構はこの

時期にも存在するが、人為的のものかどうか明確ではない。E区 とW区の間を流れる旧河道 5は

古墳時代後期から中世の遺物を含んでおり、I区の旧河道 2と つながる可能性も考えられる。
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第 4章 田中谷遺跡

本遺跡 は、その規模や内容か ら法吉地域の中で も中心的な位置を占めていた と考 え られ る。一 つ

の谷のま とまった範 囲の中で集落を変遷 をた どることがで き、 旧河道 な ど周辺地形 と居住域の関係

な ど集落の構造 ・景観 を考 える上で も重要 な資料 が得 られた と思われ る。
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第 5章 塚 山 古 墳

第 1節 調査に至る経緯及び調査の経過

1.調査前 の状況

塚山古墳は、松江市の北郊、法吉町字下り松721-1番地外に所在する。南北に長い2本の丘陵

に挟まれた谷の出口近 くに位置している。発掘調査以前は、直径約20m、 高さ約2.5mの墳丘が認

められた。墳丘上は畑地や茶畑として利用されており、現状での墳頂の標高は約16.2mで あった。
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第241図 塚山古墳調査前地形測量図 (S=1/800)
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第 5章 塚山古墳

墳丘の周囲は圃場整備された水田で、墳丘の北側裾の水田面の標高はおよそ13.1～ 13.2mで あるの

に対し、墳丘南側水田面の標高はH.3～H.4mと 低 くなっていた。周辺地形は大きく改変を受けて

いるため、墳丘の範囲は不明瞭であり、墳形についても円墳であるのか方墳であるのか判断しづら

い状況であった。

なお、地元住民の話によると、「いつ頃のことかはっきりしないがかなり以前に、墳丘が崩れて

石棺の蓋 と思われる石が転落し、その南側の水田の畦に埋められた」と言い伝えられている。また、

第242図 塚山古墳調査後全体図 (S=1/500)
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第 1節 調査に至る経緯及び調査の方法

「水田の耕作の時にはその石が埋まっていたところで、機械がよく石に当たった」 といった話もあ

り、少なくとも古墳の南側の畔に大きな石材が埋まっていたことは間違いないようである。なお、

この石は10数年前に動かされ、別の場所に埋められたと言われており、範囲確認調査にあたって石

が埋め直されたと思われる周辺を重機で掘 り返したが、そのような石材は確認できなかった。

2.調 査経 過 と保 存 に至 る経 緯

平成11(1999)年 度の調査

調査以前の段階で塚山古墳の取 り扱いについては、島根県住宅供給公社から「墳丘部分 (現状で

見える)については公園として保存する」 と伝えられたが、島根県教育委員会は「古墳の範囲が不

明瞭であるため、 トレンチ調査で古墳の範囲・形状を確認してから保存する区域について協議した

い」 と回答し、古墳周辺の トレンチ調査を行うこととした。

墳丘及びその周辺の現状を把握するため測量調査を1999年 5月 から行い、 7月 から墳丘の規模 。

構造の把握、外部施設の有無の確認を目的に 1～ 5ト レンチを設定し、調査を実施した。調査面積

イよ1ト レンチん`294m2、  2ト レし/チわゝ90142、 3ト レンチが130ぜ、 4ト レンチカゝ28m2、  5ト レンチカゝ

42rである。 トレンチ調査の結果、墳丘規模が一辺約33mの方墳で、墳丘の東側に造 り出し部を伴

い、墳丘の周囲には堀が巡ることが分かった。また古墳の北西側では外堤が存在する可能性も想定

できた。

試掘調査の結果から、島根県教育委員会は推定される周堀の範囲から外側へ 6m広がる区域の保

存する方向で協議したところ、島根県住宅供給公社から「松江市道にかかる北西隅の一部分のみは

設計変更は困難であるが、ほかは設計変更して古墳の範囲を公園として保存・整備する。また古墳

の周辺には案内板を設置する」 として了解を頂いた。なお、10月 30日 に現地説明会を開催し、11月

30日 に調査を終了した。

平成12(2000)年 度の調査

古墳の南西における外堤の有無を確認するため 6ト レンチを、南東における外堤の有無の確認す

るため 7ト レンチを、前年に検出した造 り出し部の規模を確認するため 8ト レンチの調査を行った。

調査面積は 6ト レンチが30r、 7ト レンチが24r、 8ト レンチが56442で ぁる。

塚山古墳を団地内の公園として整備する上で、盛土によって墳丘を保護するとともに古墳の形状

を復元する必要があった。盛上で整備した後に草木が再び繁茂しないようにするため、古墳表面の

草木の根を除去する作業を、法吉団地の発掘調査終了後の2001年 1月 29日 から着手した。この作業

中に、墳丘の頂上中央付近で原位置を保っていると思われる副葬品と主体部の輪郭が露出した。こ

のため露出した遺物の保護 と主体部構造の最小限の把握を目的 として 2月 5日 から調査を開始し

た。冬の天候不順な時期 と重なったため、主体部を覆うかたちで墳頂部に風雨・積雪を防ぐための

パイプテン トを設置して調査を進めた。 3月 H日 には現地説明会を開催し、 3月 15日 には主体部を

埋め戻し調査を終了した。
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第 2節 調査の結果

第 2節 調査の結果

1.墳丘及び外部施設の調査

1ト レンチ (第243～246図、図版142,143,168)

1ト レンチは墳丘の西側における墳端と周堀の検出、外堤の有無を確認するため、当初幅2m、

長さ26mの範囲で調査区を設定した。墳端・周堀を検出した後、県赦育委員会が住宅供給公社に保

存を要請していた範囲のうち、北西隅の一部が松江市道にかか

り設計変更が困難な状況にあること、また周堀の走行方向や、

外堤の有無を確認するにはより面的な範囲の調査が必要である

ため、南側へ最大 7m調査区を拡張した。

調査の結果、調査区東側から墳丘斜面、墳端、周堀、外堤 と

考えられる部分 (以下、外堤)、 外堤の外部に幅約 2mの溝 (以

下、外溝)力 検ゝ出された。また、外堤上において、Plや杭列

が確認できた。

墳丘は、 トレンチ東端から1.5mま でがやや急な立ち上がり

となっており、そこから幅1,lmの平坦面をはさんで、再び斜

面 となる。ただし、墳丘斜面上方は後世の耕作や整地によって

改変を受けたため本来の形状をとどめていないと考えられる。

また、平坦面についても後世の同様に削平によって作 られた可

能性が高い。

0           1m

第244図 塚山古墳 Iト レンチ葺石
実測図 (S=1//40)

―
、

256-6

第245図 塚山古墳1ト レンチ遺物出土状況図 (S=1/100)
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第 5章 塚山古墳

115m

①

O 
①

Υ
⑭

B'

C l1 5m

的

第246図 塚山古墳 1ト レンチPl、 杭列、Pl出土木柱実測図 (遺構 :S=1/30、 遺物 :S=1/8)

なお、墳丘の盛土部分については断ち割りを行った結果、旧表土面上に厚さ10～ 20clll程度の暗褐

色上が盛られた後、黄褐色土を主体とする土と、暗褐色～黒褐色を主体とする土で、互層状に細か

い単位で版築されていることが分かった。旧表土面の標高は12.5mで ある。

墳丘斜面の下方は本来の形状をとどめていると考えられる。墳丘の立ち上がりは緩やかであり、

傾斜度は17° である。墳丘斜面下方では長さ20clll程度の石を用いた葺石が確認できた。葺石の並び

方は散漫であるため、斜面上方から転落してきた石のようにも見える。しかし、第244図で示した

石については、地山面に食い込むように接しており、原位置を保っている可能性があると思われる。

墳端は北東―南西方向に走行する形で検出できた。墳端の標高はH.25mである。墳端における

墳丘の立ち上がりは不明瞭である。周堀底面の幅は3.5m、 墳端から周堀上端までの幅は4.5mにな

る。周堀の最深部の標高は11.15mに なる。外堤最高所から周堀の深さは0.5mになる。なお、トレ

0                   20cm

Pl出土木准

一-192-一



第 2節 調査の結果

ンチ拡張部で北東から南西方向に直線的にのびていた周堀上端が、南東方向へ直角に折れ曲がり、

コーナーが形成されている。

周堀の西側には幅が4.5mの 高まりが見られ、さらにその西側には周堀 と平行して深さが最大で

30側程度の緩やかに窪んだ溝が北東一南西方向にのびている。滞周辺からは弥生時代後期の上器片

が若干出上しているが、かなり摩滅しており、混入したものと思われる。この溝の性格は周堀 との

位置関係から、古墳築造に伴い外堤の外部に設けられた溝 と考えたい。外溝や外堤はコーナー部分

から折れ曲がった部分では、とぎれたり、不明瞭になっている。

外堤上では、Plや杭列を検出した。Plは周堀コーナーから外堤コーナーの延長上にちょうど

位置する直径50釦、深さ60cmの ビットである。内部には木柱が埋め込まれており、木柱上部の周囲

は石で根固めされていた。建物の柱穴になる可能性も考慮して、この周囲も精査してみたが、これ

に対応するようなピットは確認できず、ここに建物があったとは考えにくい。外堤上における位置

などを考慮すると古墳に伴って設けられた「立柱」もしくは「木の埴輪」に相当するものとも考え

られる。246-1は Plに埋め込まれていた木柱で、現存長74御、太さ16clllあ る。断面は円形に近

いが、手斧により4 clllの間隔で面取 りされている。基部には縄掛のためのくり込みが見られる。

杭列は、Plの東約 5mの位置に見られる。杭もしくは杭跡 と考えられるものは確認できただけ

で 6か所あり、やや不規則な並びながら一つのまとまりと捉えて良さそうである。西端の杭跡から

東端の杭跡までの長さは1.65mあ る。杭跡は径20clll以下で、杭が完全に腐ると遺構 としては検出し

づらいため、本来はこのほかにもあったが見つけられなかった可能性もある。遺構の性格について

は明確に言えないが、周lTBと 平行に近い形でのびることから古墳に伴う遺構 と考えることもできる。

古墳に伴う遺物 として、周堀内や外堤周辺を中心に埴輪片が出土している。周堀内でも外堤に近

い部分や、外堤部分で出上した中にも比較的大きな破片が見られることから、外晃上にも埴輪が立

てられていた可能性が高いと思われる。このほか弥生土器片や、須恵器片が若干出土している。

2ト レンチ (第247図 図版143)

墳丘の東側における墳端の検出と周堀の確認を目的 として、当初長さ18m、 幅 2mの トレンチを

設定した。トレンチ東端付近で古代の水場遺構、S X01の一部を確認したため西側へ 3m拡張した。

ここでは琢山古墳の墳丘及び外部施設について主に触れることとし、 S X01に ついては後ほど詳

しく述べたい。

調査の結果、 トレンチの西側から墳丘斜面、墳端、周堀を確認した。

墳丘斜面には トレンチ西端から、1.4～5.5mの範囲で平坦面が認められるが、後世の耕作・削平

によってできた可能性が考えられる。これより東の部分については、周堀内堆積上に覆われており、

墳丘面は原状をとどめているようである。傾斜度は18° である

なお、墳丘の盛土部分の断ち割 りを行った結果、旧表土面上に厚さ10～20cm程度の暗褐色上が盛

られた後、黄褐色土を主体 とする土 と、暗褐色～黒褐色を主体 とする上で交互に細かい単位で版築

されていることが分かった。旧表土面の標高は12.7mで ある。

葺石は、転落したと思われるものは少し見られたが、原位置をとどめているものはなかった。

墳端は トレンチ西端から8.6mの部分に位置し、標高はH.7mで ある。ここでの墳丘の立ち上が

りはやや不明際である。周堀の幅は、底面で5,4m、 墳端から周堀上端にかけては6.4mに復元され

る。周堀上端から底面の深さは0,7mである。
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第 2節 調査の結果

側面に当たったため、墳端について朔確に把握できなかった。このため、南側に調査区を拡張し広

い範囲で墳端の走行方向を確認することとした。その結果、当初設定した トレンチと拡張した部分

で周堀底面に高低差があることが明らかとなった。このことついて、墳丘に、造 り出し部もしくは

陸橋が付帯する可能性が考えられたため、北側もトレンチを拡張してこの部分の構造を確認するこ

ととなった。

調査の結果、墳端は北西―南東方向に直線的にのび、 3ト レンチの北側には造 り出し部がかかっ

ていることがわかった。造 り出し部は墳裾に対 して 4m突出しており、造 り出しの先端は墳丘外に

向かって開いている。墳端の標高は、調査区南壁で10。 7m、 造 り出し部の南側裾で10.8mであるの

に対 し、造 り出し部前面ではH.5mと な り、造 り出し部の南側で0,7mの段差がつ くことが明らか

になった。造 り出し部上面は現況で標高12.4mであるが、この部分には旧表上が残ってお り、こ

の上にさらに高 く盛上が施されていたと考えられる。なお、遺構図では造 り出し部の南側面で等高

線の間隔が大きくなリテラス状になっているように見えるが、これは当初の トレンチを発掘した段

階で造 り出し部の存在に気付かずに掘 りすぎてしまったためである。

造 り出し部の南側の墳丘斜面には、標高H.7～ 12.Omの平坦な面が見 られる。ただし、この部分

の上層は耕作上であることから、墳丘テラスではな く耕作時の削平されてできた可能性が高い。こ

れより下の墳丘斜面は周lTB堆積上に覆われており、本来の形をとどめていると考えられる。ここで

の傾斜は25° である。

周堀上端の標高は 3ト レンチ北側で12.3m、 南側でH.7mと 南側へ向かうにつれて低 くなっている。

2000年の調査では、3ト レツチで検出した造 り出し部の幅を確認するため 8ト レンチを設定した。

最初に 3ト レンチ北端から、北へ長さ10m、 幅2.5mの範囲で調査区を設け、造 り出し部北側面の

墳端を確認したのち、東側へ調査区を拡張して、造 り出し部の北側コーナーを検出した。

8ト レンチで検出された造 り出し部北側面の墳端は、主丘部の墳端に対して直角に近い角度で折

れ曲がっており、そこから4mの長さで北東方向にのびる。造 り出し部北側面での墳端の標高は

H.65m、 造 り出し部前面での墳端の標高はH.6mで ある。造 り出し部前面での周堀底面の幅は0.4

m、 墳端から周堀上端までの幅は2.6mに なる。周堀底面は、造 り出し部北コーナーよりも北で若

千浅 く窪んでいるものの、 3ト レンチで確認できたような明瞭な段は見られない。

墳裾付近には崩落した葺石が多 く検出されたが、原位置をとどめているものは見られなかった。

8ト レンチの拡張部南壁付近ではP2が検出された。平面形は、60clll× 50cllxの不整精円形で、底

面は部分的にオーバーハングしている。覆土は黄褐色粘質土や黒色粘質上がブロック状に入 り込ん

だもので、人為的に埋め戻された土層のように思われる。埋土中から埴輪片が数点出上している。

P2は地山面から掘 り込まれており、周堀覆上を切 り込んでいない。こうしたことから、古墳築造

時か、古墳築造後でもあまり時間を経ない段階に掘 られた遺構 と考えられる。

3, 8ト レンチでは、古墳に伴う遺物 として円筒埴輪のはか、人物埴輪や、家形埴輪 と思われる

埴輪片、須恵器壷もしくは藤・高芥・器台が出土している。形象埴輸は造 り出し部の北側の 8ト レ

ンチで多 く出上しているのに対し、須恵器片は 3ト レンチで多 く出上している。

古墳に伴わない遺物には、奈良・平安時代の須恵器片や、白磁小片が出上している。

4ト レンチ (第252図、図版146)

墳丘の西側の墳端、周堀の有無を確認するため、長さ14m、 幅 2mの トレンチを設定した。
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第250図 塚山古墳3,8ト レンチ遺物出土状況図 (S=1/150)

調査の結果、 トレンチ東端から約6.5mの位置で墳端を検出した。墳端は南東―北西方向に走行

している。墳端の標高は10.6mで ある。墳丘は水田のため大きく削平されてお り、墳端から標高

10.95mま でがかろうじて旧状をとどめていた。墳丘の立ち上が りは緩やかである。墳丘斜面から

周堀にかけては崩落した葺石が多 く見られたが、原位置を保っている葺石は見られなかった。周lTH

は、墳端から周堀上端にかけて4。4m、 深さは0.2mであるが、周堀の上部が削平された可能性があ

り、幅・深さともこれより大きかったかもしれない。周堀外部に遺構は確認できなかった。

オヤ
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遺物には、埴輪片が出土している。

5ト レンチ (第253図、図版146)

墳丘の南側の墳端、周堀の有無を確認するため、当初長

さ12m、 幅 2mの トレンチを設定したが、 トレンチの東側

の遺構が近世以降の水路で破壊されていたため、西側にト

レンチを1.5m拡張した。

調査の結果、 トレンチ北端から2,7mの 位置で、北東―

南西方向に走行する墳端を検出した。墳端の標高は10.4m

性____卜 ___Jm である。墳丘は水田のため大きく削平されており、墳丘斜

第251図 塚山古墳8ト レンチP2実測図 面が残存していた部分は墳端から標高10.80mま でであっ

(S=1/30)       
た。墳丘斜面の傾斜は24° である。残存している墳丘斜面

から周堀にかけては崩落した葺石が多 く見られたが、原位置を無っているものは見られなかった。

墳端から周堀上端までの幅は3.8m、 深さは0。星5mであるが、周堀上部が削平されている可能性が

ある。周堀外部には遺構は確認できなかった。

遺物には、埴輸片が、特に墳裾から周堀を中心 として出上している。

6ト レンチ (第254図、図版147)

古墳の西側の外堤の有無を確認するため 4ト レンチの北西に長さ15m、 幅 2mの トレンチを設定

した。調査の結果、古墳に関わるような遺構は確認できなかった。 トレンチで確認できた地山の標

高は、 トレンチ東端では10.5m、 西端では10。 4mであった。ただし、水田のために本来の遺構面が

削平され、遺構が失われた可能性もある。遺物 として、少量の埴輪片が出上した。

7ト レンチ (第255図、図版147)

墳丘の南側の外堤の有無を確認するため、 5ト レンチから東へ 7mの部分に長さ12m、 幅 2mの

トレンチを設定した。

調査の結果、 トレンチ北端から1.9mの位置で、北東―南西方向に走行する墳端 と思われる部分

(以下、墳端)を検出した。墳端の標高は10.5mで ある。墳丘は水田のため大きく削平されており、

墳端から標高10。 90mま でがかろうじて旧状を保っていた。墳丘斜面の傾斜は41° で、墳丘の立ち上

がりは明瞭である。残存している墳丘斜面から周堀にかけては崩落した葺石が多 く見られたが、原

位置を保っている葺石は見られなかった。周堀は、墳端から周堀上端まで幅0,9m、 深さは0.2mで、

周堀の立ち上がりは緩やかである。周堀の上端は削平されており、本来はこれより周堀が大きかっ

た可能性も考えられる。周堀外部には、遺構は確認できなかった。

遺物には、墳裾から周堀を中心に埴輪片が出上している。

なお、 7ト レンチで検出された墳端は、 5ト レンチから推定復元される墳端よりも4.5mも南側

に張 り出しており、 5ト レンチからこの部分に墳端が続いていたのかが問題 となる。しかし、墳端

の標高が 5ト レンチのそれと近いこと、墳裾周辺で葺石の崩落石 と考えられる石がまとまって確認

され、埴輸片が多 く出土していることは、他の トレンチの墳端の状況 と共通している。このような

ことから、この部分は吉墳 とは無関係のものではな く、古墳に伴うものと考えるべきであろう。墳

丘の南側に設けられた造 り出し部の墳端の可能性が高い。
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2.古 墳 に伴 う遺 物 (第256～ 260図 、 図版 162～ 167)

256-1～ 10は 円筒埴輸で、日縁部の残るもの、もしくは日縁部付近 と思われるものである。 口

縁端部の残るもの (1～ 8)は、いずれも端部が強 くなでられており、断面形が「コ」の字状に面

取 りされている。 口縁部にヘラ記号が施されているものがある。256-1,10は 「ハ」のヘラ記号

が入れられており、ヘラ記号の一部しか残っていないが 8・ 9も 同様の可能性が考えられる。 3は

「ハ」のヘラ記号が入れられており、 2には傘形のヘラ記号が見 られる。胎土・色調・焼成につい

ては大きく分けて橙色系 (1・ 3・ 5～ 10)の ものと、白色～黄白色系 (2・ 7)のものがあ り、

中には須恵質の焼成のもの (7)も見 られる。以下に特徴的なものについて個別にふれたい。

256-1は、 口縁部から3段 目までが残っており、日縁部には「ハ」のヘラ記号が入っている。

上から2段 目と3段 目には円形の透孔が千£方向に入れられており、このことから少なくとも4段

以上に作られていたことがわかる。調整は、外面に主に右下が りのハケロが 1次調整で施されてお

り、内面は上段が右下がりのハケロ、上から2・ 3段 目がユビナデが施されている。凸帯の断面形

は台形である。色調は橙褐色である。 2も 口縁部から3段 目までが残っており、日縁部には傘形の

ヘラ記号が入っている。上から2段 目と3段 目には円形の透子とが千鳥方向に入れられており、この

ことから少な くとも4段以上に作られていたことがわかる。調整は、外面に縦方向のハケロが 1次

調整で施されており、内面も縦方向にハケロが施されている。凸帯は断面形が台形で、上面はなで

られて少しへこんでいる。凸帯のはがれた部分には沈線が見 られるが、これは凸帯を貼 り付けるた

めの割付線か、凸帯を接着する際に接合面を広げる投錨効果をねらったものと思われる。色調は白

褐色で 1と は胎土が異なるようである。3は 日縁部のみ残存のもので「ハ」のヘラ記号が見られる。

4は外面に縦方向のハケロが、内面には口縁部に右下がりのハケロが施されている。 5・ 6は外面

と口縁部内面に右下が りのハケロが施されている。

257-1～ 3は円筒埴輪もしくは朝顔形埴輸の胴部の破片である。 1は 1次調整に縦方向のハケ

目が、 2次調整にB種ヨコハケが施されている。内面はナデや縦方向のハケロが施されている。色

調は淡赤褐色である。21よ外面に縦方向のハケロが施されている。破片の上端は凸帯がついており、

ここで接合面が剥離している。凸帯よりも上部の粘土帯を積み上げる際、凸帯を補強材にして成形

している様子がうかがわれる。色調は黄白色である。 3は外面にB種ヨコハケが施されており、焼

成は須恵質である。257-4～ 7は底部の残る埴輸片である。 4は外面全体にB種ヨコハケが、内

面には上から下へ強いナデが施されており、底部調整はされていない。焼成は須恵質である。 5は

外面に横方向の断続的なハケロののち縦方向のハ>目 が施されている。内面はなでられており底部

調整はされていない。色調は淡黄褐色である。 6は底部から2段 目までが残る。外面は縦方向のハ

ケロが施されており、内面は特に最下段で上から下方向へ強いナデが見られるが、底部調整はされ

ていない。色調は特色である。 7は底部から3段 目までが残る外面は縦方向のハケロが施されてお

り、内面はナデ、ユビオサエが確認できる。底部調整はされていない。色調は淡黄褐色である。塚

山古墳ではこのほかにも埴輪の底部片はあるが、底部調整の施されたものは出上していない。

257-8～ Hは朝顔形埴輪の破片である。 1は 日縁部の破片で、大きく外反しながら開き、端部

イま「コ」の字状の面を持つ。 9は頸部の破片 と思われる。小片であ り実測図の天地、傾きについて

は誤 りがあるかもしれない。凸帯ははがれてしまったためか見 られない。内外面に横方向のハケロ

が施されている。焼成は須恵質で、外面まで灰色になっている。10は 日縁段部の破片である。 日縁
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第 2節 調査の結果

部下段の粘土帯に次いで凸帯を貼 り付けて、日縁部上段を積み上げる際の補強材にしている様子が

断面からうかがえる。Hは朝顔形埴輪の壷部上半から口縁段部にかけての破片である。10と 同様、

凸帯を回縁部上段の粘土帯を積み上げる際の補強材 として利用している様子がうかがえる。 日縁部

の剥離面には長さ2.3cm前 後のヘラ状工具による刺突痕が見 られるが、これは口縁部上段を只占り付

ける際に投錨効果をねらったものと考えられる。

258-1～259-11は 形象埴輪 と考えられるものである。いずれも、墳丘東側の造 り出し部周辺に

設定された 3, 8ト レンチで出土した。

258-1は人物埴輪で台部から胴部上部まで残存 しており、頭部 と腕部の大半は欠損している。

残存高は44clllで ある。台部の高さは15伽で、左右には円形の透孔が入れられている。台部の上には

高さ 5 clll程度の 2本の筒状の脚部が作られている。脚部前面の下の台部には粘上がはがれた痕跡が

見られるが、これは足を貼 り付けていた部分 と見られる。胴部下半は前後に九みを持って作 られて

おり、前面の左脚部の上部には精円形に何かがはがれた跡が見られる。また、胴下部の前面中央は、

欠損部位が多いため本来どのような形になっていたのか分からないが、前方に突出している部分が

わずかに残っている。胴部上半はなで肩で、背中が猫背気味に丸 くなって前傾している。左腕部の

付け根がわずかに残存し、右側も胴部前面が前方向に反 り返っており、両腕 とも前方に突き出して

いたように思われる。なお、胴部から脚部にかけて明確な着衣の表現は見 られない。色調は濃い橙

色である。この埴輪は、その形態から力士を模 したものではないかと思われる。

259-1は人物埴輪の頭部で、頭頂部から鼻の下までが残存している。 日は棗形に穿孔され、鼻

は三角形の粘上を貼 り付けて表現されている。鼻の下には口が穿孔によって作 られていたようであ

るが、欠損しているためその形状は分からない。顔面にはわずかだが赤色顔料が付着している部分

が見 られる。頭部左側面には粘上がはがれた痕跡が認められ、耳もしくは、みずらなど頭髪の表現

があったと思われる。頭部右側面には粘上のはがれた痕跡は認めがたいが、摩滅が激しいためはが

れの痕跡が残存していないと考えることもできる。また、額の部分から右側面にかけても、ひも状

の粘上が貼 られていた痕跡があり、これは冠帽もしくは、はちまきのようなものを表員したのでは

ないかと思われる。頭部は縦方向に長 くなっているがこれは冠帽を被っている状態を表現している

のであろう。こうした埴輪は男性の埴輸に見られることから、この埴輸も男性 と推測される。なお、

色調は淡橙色で258-1と は若千胎上が異なるようであ り、別個体のものと考えたい。

2は形象埴輪の一部で、人物埴輪の指、もしくは勾玉など装身具を表現したものと思われる。 3

は棒状になっているが、人物埴輪の一部か家形埴輪の鰹木になる可能性を考えたい。 4～ 7は人物

埴輪の腕 と考えられる。 4は湾曲した腕部で、外面にはヘラ記号 と思われる「 ×」の線刻がされて

いる。中空に作られた上腕部に中実の下腕部を差し込んで作 られている。 5は直線的にのびた腕部

である。断面形は楕円形で、中空に作られているが、 4と 同様に下腕部を差し込んだのであろう。

4・ 5の色調は淡橙色で、258-1と 胎土は近いようであり、それぞれ同一個体になる可能性 もあ

る。 6も上腕部側が筒状に作られ、中実の下腕部を差 し込んで作 られている。 4・ 5と は色調が異

な り別個体であろう。 7も筒状に作られた腕の破片 と思われる。 8は人物埴輸の腕の部分か、高木

式の家形埴輪の柱になると考えられる。 9・ 10は家形埴輪の屋根 と思われ、庇部は剥落、欠損 して

いる。10には屋根部分に網代状の文様が線刻されている。Hは横方向に4本の線刻 と斜め方向に交

叉する2本の線刻が施されている。家形埴輸の壁であろうか。
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第5章 塚山古墳

260-1～ 7は古墳に伴うと考えられる須恵器である。いずれも墳丘東側造り出し部周辺に設定

された3, 8ト レンチから出土している。

1は無蓋高外であるが、図は残存度1/10程度の 3点の破片を合成して復元実測したものであるた

め、各部の計測値についてはこれに前後するかもしれない。外部の日縁上部は外反しながら広がり、

下部には2本の鋭い稜が見られ、その下には櫛描の波状文が施されている。必部の外面下部には把

手が貼 り付けられていた。脚部は、端部がやや丸みを持ち、透孔が4方向にあけられていたと思わ

れる。内外面は青灰色だが、断面は赤紫色をしている。

2～ 4は壷もしくは腺である。 2は】同部に3本の沈線あり、上から1本 目と2本 目の沈線の間に
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第 2節 調査の結果
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第259図 塚山古墳形象埴輪実測図 (2)(S=Iノ/4)

波状文が施されている。残存状態は悪いが口縁部にも波状文が施されている。 3は 口縁部片で外面

には波状文が施されており、端部は面取 りされている。 4は胴部で外面に平行タタキのちカキロが

施され、上半は調整がなで消されている。胴部中央には波状文が巡る。 3と胎土・色調が類似して

おり同一個体の可能性がある。

5は筒形器台である。これも複数の破片をもとに復元実測したものであり、大きさなどに若干の

相違があるかもしれない。この器台は壷部 と台部が一体 となったもので、壷部の底は抜けている。

壷部の口縁部は、端面に円形の粘土粒が貼 り付けられ、上半に波状文、 2本の沈線を挟んで下半に

2段の波状文が施されている。胴部は上部から、波状文 と同じ原体 と思われる工具による2段の斜

行刺突、4条の沈線、斜行刺突、2段の波状文が施されている。台部は全体が復元できなかったが、

2～ 3条の沈線による区画が 7段以上あ り、各段には 2～ 4段の波状文が施され、最下段を除いて

は三角形の透孔が入れられている。復元実測図では、最下段から上へ 4段 目までが「ハ」の字状に
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第260図 塚山古墳須恵器・土師器実測図 (S=1/4)

広がっており、そこから上部は直線的に立ち上がっている。波状文は、幅 l clll程度の櫛歯状の施文

原体を器面に当て、器を回転させながら原体を上下に動かして施文されている。波状文が器面を一

周したところで、原体を器面につけたまま上もしくは下へ移動して、再び波状文を一周させている。

このため波状文は螺旋状に器面を巡っている。ここでは波状文の切 り合い関係が注 目される。最下

段から上へ 3段 目までは上から下へ施文され、(つ まり、下の波状文が上の波状文を切っており)

右回転で施文されている。これに対し4段 日以上では日縁部の下半部も含めて、下から上へ施文さ

れて (上の波状文が下の波状文を切って)お り、左回転で施文されていることが分かる。

6・ 7は甕の破片で、同一個体になる可能性もある。外面は平行タタキが施され、内面には同心

円の当て具痕がなで消されかけている。

8～ 10は土師器高外の破片である。いずれも脚部上部のみ残存しており、外部下面には竹管状の

円形の刺突が見られる。松山編年 I期のもので、この古墳に直接伴うものではない。
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第 2節 調査の結果

3.古 墳 に伴 わ な い遺構

S X01(第 247,261～ 265図 、図版148・ 149)

塚山古墳 2ト レンチで確認できた奈良時代～平安時代の水場遺構である。

2ト レンチでは、当初長さ18m、 幅 2mの トレンチを設定し、墳丘の】ヒ側における墳端の検出と

周堀の確認をしようとしていたが、この過程で トレッチ北端付近では礫が密集しており、ここから

8～ 9世紀代の須恵器がまとまって出土していた。当初からトレンチを設定していたこの部分につ

いては、深や遺物の出土状態について記録を取 らずに掘 り進めていたが、地山面に到達するところ

で土坑内に板が据え付けられているような状況が確認され、また、 トレンチ西壁の上層断面を観察

したところ、黒色の腐植上がレンズ状に堆積した部分 とその南側には礫や砂の入る土層が認められ

た。黒色腐植上の堆積した部分が水をためていた部分で、礫や砂の入る層が水をせき止めていた部

分になると考え、この部分をS X01と 呼がこととした。しかし、この時′点ではこの遺構の性格や規

模が十分把握できていなかったため、北側へ0。 5～ 2m、 西側へ 3mト レンチを拡張して、この遺

構について面的に調査することとなった。

当初の 2ト レンチの西壁から西へ1.8m、 南北の幅1.7mの 範囲で黒色腐植上が堆積した深さ0.3m

の くぼみと、この南側には南北1.2m以上の範囲で拳大から人頭大の操が多 く密集した砂礫層が確

認できた。黒色腐植土は、密集している礫よりも後に堆積したものであり、中には木の葉や木の枝

などを合み、水が流れているような形跡は確認できなかった。このことから、礫の密集している部

分で水をせき止めて、窪みの部分に水を溜めていたが、水場 として利用されな くなって黒色上が堆

第261図 塚山古墳 2ト レンチS X01礫検出時実測図 (S=1//40)
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第 5章 塚山古墳

積したと考えられる。窪みの中には 4か所に杭の痕跡が見られたが、いずれも上部が失われており、

どのような機能を持ったものかは分からない。

また、黒色腐植土や礫を取 り除いたところ、その下層から長さ1.2m、 幅0。 9m、 深さ0,2mの上坑

が検出できた。土坑の中央には長さ60clll、 幅20clllの 板材 (第265-8)が石に支えられて立てられ

ており、その南側には断面方形の杭が残っていた。この上坑についてはどのように機能していたの

か分からないが、S X01の古い段階の遺構で、水場に関わるものであったと考えておきたい。

なお、 S X01は塚山古墳の周堀の覆土や上端を切って掘られており、 S X01が設けられた段階に

は古墳の周堀はほとんど埋没 していたことが窺われる。

S X01周辺からは 8世紀以降の須恵器を中心 として多 くの遺物が出上している。このうち当初設

定した トレンチ内で出上したものについては厳密な出上位置を押さえられていないが、調査区を拡

張した部分で出上したものについては、多 くが砂礫層中から出土している。遺物には不・皿などの

食膳具や、壷・甕・把手付の大型鉢など多様な器種が見られる。また中には墨書上器なども出土し

ている。

1～ 4は須恵器蓋である。 1は 口縁部にかえりがあり、天丼部には輪状つまみを持つ。内面には

「 ×」のヘラ記号が入れられている。 7世紀代に位置づけられる。 2は 口縁端部が垂直に折れ曲が

るもので、天丼部には輸状つまみを持つ。 8世紀中葉のものである。 3・ 4は 口縁端部がわずかに

下方につきだしており、天丼部には擬宝珠つまみがつく。 8世紀後半～末に位置づけられる。

5～11は須恵器娩で口縁部が内湾しながら立ち上がるものである。 5。 6の ように口縁端部の下

第262図 塚山古墳 2ト レンチS X01礫除去後実測図 (S=1//40)
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第 2節 調査の結果

に沈線が入れられたものと、 7～ 10の ように丸みを持つものが見られる。これらは 8世紀中葉～後

半に位置づけられよう。 5の底部内面に「 ×」のヘラ記号が施されている。また、10。 11に は底部

外面に「木」の墨書が見られる。12・ 13は須恵器挽で口縁部が外傾しながら直線的に立ち上がるも

のである。12と 比べて13の方が体部の立ち上がりの角度が急になっており、焼成も悪い。12が 8世

紀中葉～ 9世紀前半、13は 9世紀中葉～後半になる。

14～ 19は高台付娩である。14・ 15は娩部が丸みを持って内湾するもので、15の高台は高 く端部は

丸みを持っている。これらは 7世紀中葉～ 8世紀前葉のものである。16～ 19は 日縁部が直線的に立

ち上がるものである。18・ 19は高台が底部外縁に貼 り付けられている。17の高台は低 くつがれたよ

うな形をしており、他の遺物 と比べて特徴的である。

20・ 21は皿、22は高台付皿で、20は 口縁部が直線的に立ち上がるのに対し、21・ 22は外反しなが

ら立ち上がる。これらは 8世紀中葉～ 9世紀前葉に位置づけられよう。

23～ 26は須恵器壷の日縁部である。23は 口縁部が内湾しており腺になると思われ、下っても8世

紀前葉で収まると思われる。27は董の胴部片で胴部 と肩部の境に鋭い稜を持って屈折する。 7世紀

の遺物である。

28は横瓶である。直接接合しない 2点の破片をもとに復元実測した。29。 30は須恵器甕の日縁部

片である。31・ 32、 265-1は甕の胴部片で、いずれも外面は平行タタキ、内面に同心円の当て具

痕が見 られる。265-1の底部付近には輸状つまみを持つ須恵器蓋の破片が熔着していたが、これ

は焼き台に利用された可能性がある。 2は須恵器の把手付の甕、 3は把手付の大型鉢である。

264-7 264-22

第263図 塚山古墳 2ト レンチS X01遺物出土状況図 (S=1//40)
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第 2節 調査の結果
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第265図 塚山古墳2ド レンチS X01周辺出土遺物実測図 (2)(1～3:

4は土師器甕、 5は甑把手である。

6・ 7は土師器功の底部片である。 7には高台が付 くが、端部は欠損しているかもしれない。こ

れらは小片のためその時期は明確に言えないが、10世紀以降に下るものである。

これらの遺物から、遺構の年代は、最も古い時期は 7世紀中葉までさかのぼ り、新しい時期にな

ると10世紀以降まで下ると考えられる。砂礫層には 8～ 9世紀代の須恵器片が多 く含まれているが、

これらはこの遺構が何度か改修された時期を示すものであろう。そして、土師器娩の265-6・ 7

がS X01の黒色腐植土中から出上 しているが、これらがこの遺構の最終的な埋没時期を表している

もので、 S X01は かなり長期間にわたって利用された遺構であったと考えられる。なお、多様な器

種の遺物が出上しており、中には墨書土器が出上していることから、単なる貯水・取水施設ではな

く祭祀的な意味合いも持つ場であった可能性もある。

4.主体部の調査

主体部の構造

発見の経緯でも述べたように地表下約30clllで副葬品と礫床の一部が露出したことから、盛土はか

なり流失している。また、耕作などの攪乱が主体部の各所に及んでおり、本来の形状は不明である。

従って、規模は現状での実測値で、構造等は攪乱の有無に留意した上である程度復元的述べる。

主体部は、想定される古墳の中心 (第266図の杭印)か らやや西にずれて位置する。鏡を置く北
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第 5章 塚山古墳

側を頭側とすると頭位はN-17° ―Wで、主体部主軸は東の造り出しに直交し、墳丘南北主軸に対

し8° 東に偏る。掘形は長さ3.15m、 幅は最大0。 66m、 深さは最大20clllで 、平面形は、北端がやや

不整形だが、棺底の墓羨ラインにはぼ相当している。横断面の我ち割りで見る限り墓羨底は緩やか

なU字状に掘り込まれており、箱形木棺のように側板を立てるような溝状の掘り込みはなかった。

棺床は羨底に黒色の円礫を厚さ5 clll程度敷き詰めた礫床である。円礫の大きさは1～ 8 clllだ が大

半は2, 3 clllの小粒なものであり、白色のものが数個混じるほかはほぼ黒 1色で、均質でまとまっ

た印象を受ける。礫敷の範囲は長さ3.14mで南側で掘形ラインとの間に空白が認められるが、本来

は副葬された短甲の押付板の南側にも礫床が続いていたものと思われる。

礫床下部に特別な施設はなく、後述する灰白色の盛土を浅く掘り込んだ中に礫を敷きつめた様子

が見られた。

9 滅黄掲色消質■ (灰色お■ 費色消土プロックが混じる)

1⊇ 茉督色お質■ (灰色粘土 女色消主ブロックが混じる
1.木狼の整乱

(固 くし章る 信内雉積■)

(画 くしまる 確床)

(需 色描■ 女色猫■をまばらに含む

詢貫て固くしまう)

(女 色プロックを,数含む やや歌質)

図的一魏 塚山古墳主体部実測図 (S=1//40)
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第2節 調査の結果

礫床上面の形状は北 と南でかなり異なる。

まず北側を見ると棺中央に位置すると思われ

る鏡周辺 とその西側の剣付近ではぼ平坦であ

った。それに比べ主体部南半は礫床中央付近

が左右両側辺側に比べ若干窪み、礫床上面に

凹凸があり、面をなしていない。次に主体部

中軸線上で礫床の厚さを見ると、北側では厚

さ 5 clll程度なのに対し南側では 2 clllと 薄い場

所もある。南側では刀子が浮いた状態で出土

していることから、耕作など後世の攪乱が及

んでいるものと思われる。後述するように短

甲の後胴 と前胴の大半が失われていることか

ら、攪乱はこの部分にも及んでいることが窺

える。従って礫床の本来の形状は断面 B―

B'、 C― C'(同 )に見られるように平坦か

僅かに窪む程度だったと思われる。

棺の両側辺での礫床の状況は攪乱等により

十分把握できないが、主体部中央付近の東側

では礫床面が僅かに湾由して立ち上がること

から、棺の両側面の形状は九みを帯びていた

と考えられる。以上から棺は、側板を立てる

組み合わせの箱形ではな く外底が平たい舟形

と想定できる。

次に礫床の南北の高さを比較すると、短甲

前月同が礫床に密着するように出上しているの

ではぼ原位置 と認められるので、鏡付近 との

高低差は 6 clllで 頭位側を僅かに高 くしている。

主体部発見の経緯から、調査を遺物の保護

と主体部構造の最小限の把握 という緊急避難

的な措置に限定したため、主体部 と墳丘構造

を関連づけて把握することには自ずと限界が

あったが、最小限度の我ち割 りを主体部横断

面 と北側の盛土縦断面で行った (第266図 )。

墳丘の表面や道で削られた墳裾で観察する限

り墳丘は主に黄褐色と暗茶褐色～暗灰色の粘

質土で構築されている。主体部の我ち割 りで

も2種類の盛上を確認 したが礫床の直接の

ベースとなった盛土は灰白色粘質上のブロッ
第267図 塚山古墳主体部遺物出土状況図 (S=1/16)
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第268図 塚山古墳主体部横断面図 (S=1/8)

クを多 く含む土層 (第266図 4, 5層)で、明らかに異なる土が用いられていた。この上の平面的

な分布を見ると、北西で矩形に曲がりはぼ同じ標高から盛土されているので、墳頂平坦面を意識し

て置かれた可能性がある。墳丘東側ではこの上層は確認できず、平面的な観察の限 りでは土層がか

なり複雑に入 り組み、大きく攪乱されていることが予想された。

埋土中から赤色顔料が僅かに出上している。攪乱を受けていない北側でもその出土傾向は散漫か

つ微量であり、礫仄面では検出できなかったため棺の内外で少量使用された程度 と思われる。

副葬品出土状況

副葬品は鉄刀 1本、鉄剣 4本、鹿角装刀子数本、三角板鋲留短甲 1領、不明鉄器数片のほか青銅

鏡 1面、ガラス製小玉 3点、滑石製臼玉94点以上 (破片を含む)わ 出ゝ上した。礫床上から出上して

おり、全て棺内の副葬品と考えられる。副葬品は主体部中央の空間を挟んで南北に分けて配置され

ており、南北のまとまりごとに出土状況を述べる。

北側の 1群では掘形北端から南へ0.45mの主体部主軸上に鏡が 1面あり、この東西に切先を南に

向けて剣が 1本ずつ置かれている。刀子は必ずしも原位置 とは言えないものもあるが、鏡 と両剣の

柄に近い位置から出上している (第271図 2、 5、 8)。 鏡は鏡背面を上に、紐 口を南北に向けて置

かれている。銅イオンの影響によるものか、鏡は他の棺内埋土 とは異なる黒色の土に覆われていた。

後述するように紐 口で繊維質が確認されているが、鏡全体を布にくるんだ痕跡は認められなかった。

鏡面側で微量の灰を確認したが、これが鏡を納めた木箱の痕跡であるか棺材の痕跡であるか不明で

ある。西側の鉄剣 4(第270図 5)は柄を欠 くが、東側の鉄剣 3(同 4)は鏡 と柄がほぼ隣 り合う

ように置かれている。東西の剣は一見すると棺の両側辺に沿っているように見えるが、実際には両

剣は平行ではな く南に向け「ハ」字状に僅かに開 く。このことから鏡は遺体の頭部北側に置かれ 2

本の剣は頭部から両肩を挟むように置かれていたものと思われる。このように被葬者の頭部周辺を

囲うように副葬品を配置するしており、次に述べる主体部南半南側 とは副葬品の扱い方に明瞭な差

を看取できる。

南側では足下側に短甲を置き、これに接して鉄刀 1本 と鉄剣 2本が切先を頭側に向け置かれてい

た。短甲は主体部の南端で検出されたが、後世の攪乱により左前胴から後胴にかけて大半が失われ

ており、残存状況は極めて悪い。右前胴から脇部にかけての部位は礫木の直上から検出されている。

―-214-―
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第 2節 調査の結果

第269図 塚山古墳主体部短甲出土状況図 (S=1/8)

め、さらに刀剣 3本を短甲と棺の東側辺との隙間に押し込む

ような形で副葬されている。

玉類はガラス製小玉 3点,滑石製臼玉94点 (含破片)力 出ゝ土した。出土した玉のほとんどは排土

の洗浄過程で確認したため厳密な出上位置は不明だが、特定できた13′点については全て主体部北側

の鉄剣周辺で出土している。縦横断のセクションライン (第276図)で区切られた範囲ごとの出土

数を示すと以下のとおりである。北端からBラ インまでの東が9個で西が39個 (含ガラス小玉 1)、

BoCラ イン間の東が7個で西がH個、C・ Dラ イン間の東が2個 (合ガラス小玉 1)で西が3個、

Dラ インから南端までの東が14個で西が 2個である。攪乱による移動も考慮しなければならないが

大まかに傾向を窺うとすれば、被葬者の下半身に相当すると思われる範囲では数少なく、頭に近い

北側と短甲周辺の南端に集中することがわかる。北端西側の39個 は全合の4割に相当する数で、こ

のあたりに連をなして副葬したことがわかる。ただし、鉄剣 3, 4付近からも相当数出土している

ことから被葬者の頭部付近を意識した副葬状況と言えよう。一方短甲付近にも計16個があり、副葬

位置を特定できないながらおそらく足下に置かれたものであろう。

出土遺物 1)

1)鉄剣・鉄刀 (第270図 図版172)

鉄剣 1(第270図 1)は茎が欠損するが、現状で長さ63.3伽、最大幅5,3cmの比較的大型の剣であ

る。断面は杏仁形で、切先は比較的鋭い角度で屈曲する。刃部に木質が付着する。鉄剣 2(同 2)

は鉄剣 1の裏面に固着していた剣で同様に茎が欠損する。現状で長さ54.lclll、 最大幅4.5clllで 、鉄

剣 1よ リー回り小型である。断面は杏仁形で、切先は比較的緩やかな角度で屈曲する形態である。

刃部に木質が付着する。鉄刀 (同 3)は鉄剣 1に接して刃部を立てた状態で検出されたものである。

切先と茎が欠損し、刀身も検出時には5片に分割しており、うち2片は倒れて鉄剣 1に固着した状

態であった。現状で推測される全長は65。 lclll、 最大幅3.2clllで ある。刀身はほぼ直線状を呈すると

みられ、峰の部分の幅は0.8clllを測る。木質が付着する。鉄剣 3(同 4)は、唯―全形のわかる剣

２７２．
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第5章 塚山古墳

である。長さは75.Oclll、 刃部長は1.6釦、茎は15。 5cmで ある。刃部断面は杏仁形で、両関は浅 く切れ

込む。茎は僅かに湾曲するがほぼ直線的に茎尻に向かって伸びる。 2個の目釘孔は茎にはぼ均等に

配置されている。刃部に木質が付着し、柄縁と柄間に持えの一部が残っている。柄間には布状のも

のが巻かれていた2ち 鉄剣 4(同 5)は切先と刃部から茎を欠損する。残存長47.5cm、 最大幅1.8clll

で、鉄剣 3と はぼ同大であろう。刃部に木質が付着し、断面は杏仁形で切先は細い。

2)刀子 (第271図 1～ 9 図版173)

1は出土状況から同一個体とみられるものであるが、接合はできなかった。残存長は9.5clllで 刃

部元幅は1.6cmである。両関は直角に曲がり、茎は端部を欠損するが断面は扁平な長方形で、鹿角

が装着される。 2は刃部上半を

欠損 し、残存長は6.7clll、 刃部

元幅は1.4側、茎長は3.3cmで あ

る。茎断面は関側で楔形である。

両関は浅 く直角に切れ込む。柄

は鹿角製で柄縁には鹿角に被る

ように黒色のはばき状のものが

認められる。 3、 4は刃部先端

と茎部端部を欠損するもので、

3は残存長6.5clll、 刃部元幅1.8

clll、 4は残存長8,l clll、 刃郡元

幅1.5cm。 いずれも両関でやや

斜角を呈する。茎部は断面が平

たい長方形を呈し、鹿角が装着

される。 5は鹿角を装着した茎

で、関を欠 く。断面は楕円形で

ある。 6は茎に鹿角 と柄縁に幅

l clllの はばき状のものが残る。

両関は浅 く直角に曲がる。茎断

面は扁平な方形である。 7も茎

を断面円形の鹿角の柄に装着し

たもので、柄縁にはばき状のも

のが僅かに残る。両関は直角に

浅 く曲がる。茎長は2,7clllで 断

面は方形である。 8は刃部の破

片で外面に鞘 らしき痕跡が残

る。 9は茎部 と刀部の一部を残

す。刃部元幅は1.4cmで両関は

やや斜角を呈する。茎には鹿角

や木質の痕跡はみられなかった。 第270図 塚山古墳主体部出土遺物実測図 (1)(S
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第 2節 調査の結果

第271図 塚山古墳主体部出土遺物実測図 (2)(S=1/2)

3)槍 (第271図 10 図版174)

茎を欠 くが、柄縁が直線的になると思われる呑 口式の槍である。柄の断面が杏仁形で柄縁は漆塗

りで仕上げる。攪乱を受けており、本来の出上位置は特定できないが、恐 らく棺外に副葬されたの

であろう。

4)短甲3)(第272～274図 図版175、 176)

【各部位の所見】破片は小片を含めて20点あまりを数えたが、部位が特定できた10点について図化

した。第272図 1は後胴押付板である。出土時には小片に破砕していたが、上端縁辺部を長さ約49

側に渡って接合できた。縁辺には径 4 11ull前 後の覆輪孔が 4 11ull間 隔で穿たれ、覆輪の車組が遺存 して

いる。図面では模式的に一部を復元した。なお、覆輪には黒漆膜が付着していた。中央下辺部には

三角板の地板端部が 3枚重なっており、径 5 11ull大の鉄鋲で留められている。 2は長さ6.2cIIlの 小片

で部位の特定は難しいが、縁辺部が若干弧状を呈すること、縁部に覆輪孔がみられること、断面が

ゆるやかに湾曲することなどから左前胴押付板の破片 とみられる。 3も 小片であるが、縁辺部が直

線状を呈すること、断面がほとんど湾曲しないことから左前胴押付板の正面上端の破片とみられる。

縁辺部には覆輪の革組が遺存し、黒漆膜が付着する4)。 4は 2点の破片が上下に接合したもので、

後胴左脇部である。左側には幅 3 clllの喋番板が重なるが、下側破片のものは土圧などのためか折れ

曲がってしまっている。また、押付板の裏面には下縁に沿って地板の重ね痕が残る。 5。 7は直線

的な縁辺部に覆輪孔が穿たれ断面は強 く外反 し、側辺に帯状の縦方向の板が重なる。覆輸孔が縦方

向の板にも及がことから、この綻方向の板は引合板ではな く蝶番板 と判断され、 5は左前胴脇部の

裾、 7は後胴左脇部の裾 と想定される。覆輪孔は蝶番板を裾板に重ねた後、 2枚同時に穿たれてい

る。 6は鉄板が 4枚重なった破片である。中央は帯金であり、側辺に帯状の縦方向の板が重なるこ

とから、部位は竪上第 2段～長側第 1段あるいは長側第 1段～第 3段 と想定される。前者の場合に

は縦方向の板は引合板 となるが、後者の場合には引合板か喋番板なのか判別がつかない。

第273図 8は礫床の直上で検出された右前胴の協部である。押付板は脇部から正面付近まで残存

しており、それをもとに前胴正面部の高さを復元すると33.5cmと なる。脇部には蝶番板が重な り、
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蝶番板には長方形 2鋲の喋番金具が 2ヶ 所につく。なお、比較的大きな破片である長側第 3段の地

板には、後胴にみられる三角板の痕跡を確認できない。 9は後胴右脇部の破片である。押付板から

裾板まで残存しており、脇部の高さは20.3例を測る。長側第 3段の地板は、左側部が斜行すること

から三角板 とみられる。右側部には蝶番板が重なり、 8と 同様に長方形 2鋲の蝶番金具がつく。な

お、喋番板の右側部は破損し折れ曲がっているが、先端に別の鉄板が銹着している。これは、 8の

蝶番板の破片 とみられる。10は喋番金具であり、 8。 9に付属 したものと同形態の長方形 2鋲であ

る。右脇部の 4点は蝶番板に鋲留めされた状態で遺存しているので、この蝶番金具は左脇部のどこ

かに配置されていたものと考えられる。

【展開図】ほぼ部位を特定できた破片10点 を合成した短甲の展開模式図を第274図 に示す5)。 左前

胴 と後胴の押付板より下方はほどんど欠失し、おもに押付板から右脇部にかけてのみ遺存していた

ことが一 目瞭然である。なお、後胴の両協部に長側第 2段の帯金が残存しているが、両者の位置を

揃えると、脇部の高さが左右で異なってしまう。本来湾由している部位なので、平置きしてはめ込

むとズレが生じてしまうのかもしれない。 6については、縦方向の板を喋番板 と想定して左前胴脇

部の長側第 1段～第 3段に置いたが、天地逆転して前胴正面に移行しても違和感ないものである。

10の喋番金具は左脇部のどこに配置してもよいものである。図では左前胴脇部の上方に置いたが、

7の これに対応する部位には蝶番金具の痕跡を現状では確認できなかった。

【形態的諸属性】

段構成 欠部分が多 く、前胴 ・後胴 ともに竪上第 3段帯金 とみられる破片を確認できないため、全

体の段構成の確定はできない。しかし、後胴については、遺存 している竪上第 2段地板、長側第 1

段帯金、長側第 2段地板の鉄板が通有の 7段構成の場合と同様の法量 ・形状をもつと判断されるこ

と、後胴が 7段以下の構成をとる例はきわめて稀なこと (管見では福岡県永浦 4号墳 (アサヒグラ

フ編集部1999)の 1例のみ)か ら、 7段構成であると想定して大過ないと思われる。一方、前胴に

ついては、竪上第 3段地板をもたずに 6段構成をとる横矧板鋲留短甲が10例以上あること、本例の

遺存部分において観察される鉄板が 6段構成でも7段構成でも矛盾のない法量・形状をもつことか

ら、 6段構成の可能性も考慮しておく必要がある。 7段構成の可能性を高 くみつもりつつ、断定は

差し控えておくのが穏当かと思われる。

胴開閉 両協開閉で、左右 とも前胴・後胴の両方に蝶番板をもつ。すなわち、全体で合計 4枚の蝶

番板をもつ。蝶番金具は長方形 2鋲で、蝶番金具 としては最も出土例の多いものである。それぞれ

の蝶番板の上下 2ヶ 所ずつ、合計 8個が装備されていたと思われるが、うち 5個のみが遺存している。

地板形式 後胴には三角板が使用されたことが、竪上第 2段中央上部 と長側第 3段右脇部の地板破

片からわかる。前胴については、現状で三角板の存在を確認できないこと、 とくに比較的大きな破

片である右前胴の長側第 3段において三角板が使用された形跡を確認できないことから、横矧板形

式であった可能性もある。したがって、三角板鋲留短甲であるか三角板横矧板併用鋲留短甲である

かは確定できない。

覆輪 高橋工氏による分類の革組Ⅲ技法に相当する (高橋1991)。

【編年的位置】鋲留短甲の編年において着 目されている要素のうち最も比重の高いものは、①鋲頭

径 と②鋲留数である (吉村1988・ 滝沢1991)。 鋲頭径が大きく、鋲留数の少ないものほど、新相を

示すことが指摘されている。①については、本例はおおむね 5 11Lll以 上を測ることから大型鋲の範疇
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でとらえることができる。②については後胴竪上第 3段の帯金における鋲留数が指標 とされている

が、本例は該当部分がまった く遺存していないため、この要素について検討することはできない。

胴開閉・喋番金具・覆輪などのほかの要素も勘案して滝沢誠氏の型式分類に照らし合わせると、

工a式あるいはIb式に相碧することがわかる (滝沢1991)。 両型式のいずれかに確定できないの

は、鋲留数が不明なことによる。滝沢氏によれば、工a式 と工b式の絶対年代は 5世紀の第 3四半

期頃との理解が示されている。本例については、鉄頭径が 5 1mllを 大きく超えるものではないことか

ら、その年代幅の中でもやや古い段階の所産 と推定しておきたい。

【類 例】本例が三角板横矧板併用鋲留短甲であった場合には、管見の限 りでは 9例 目の出土 とい

うことになる。表 3に、はかの 8例のおもな属性を示す。地板形式以外の属性を含め、本例と一致

する例はみあたらない。

【県内出上の短甲】最後に県内で出上した短甲を表 4に集成しておく。琢山古墳出土例は 8例 日と

みられる。この他、甲冑類 としては、斐川町・軍原古墳 (大谷1994,1996)か ら小札が出上してお

り、同町・小丸子山古墳 (杉谷・持田1948)か らも冑が出上したとの伝承がある。

表 4 島根県内の短甲出土例

5)鏡 8)(第275図 図版177,176)

出上した青銅鏡は傍製の六神頭銃である。直径は12。 lc皿、厚さは内区が1.8～ 2.OllLll、 外区が1.51nlll

で重量 (保存処理後)は97.81gである。調査時に外縁端部を僅かに欠損したものの、内区から外

区にかけて亀裂が生じていたはかは完形で出土している。全体に磨滅が著しく文様の細部などは微

かにそれと知れる程度であり、副葬に至るまで長期間保有されたことが予測される。

周縁の幅は狭く高さも低く九みを帯びているが、本来は稜線のはっきりした縁を持っていたと考

表 3 三角板横矧板併用鋲留短甲の出土例

古 墳 名 府 県
(滝沢1991)に

よる形式分類
段

前・後
開閉

覆輪
上縁・下縁 嚇離

蝶番金具 文  献

八重原 1号 千葉 Ⅱ a 7 右 革組 鉄包 ○ × 釣壷円形 3鋲 杉山・田中1989

新井原 1号 長野 工 a 右 革組 ○ × ? 岩崎 松尾1988注 6)

宇治二子山南 京都 Ia/b 7 右 鉄包 ○・× 長方形 2鋲 宇治市1991

西小山 大 阪 Ia/b 5 7 左右 革包 ○・? 長方形 2鋲 梅原1932

今井 1号 奈 良 7 9 ? , 9 奈良県1984

後出 3号 奈良 7 右 革包 ○ × 方形 4鋲 奈良県1986注 6)

仙人塚 岡 山 (亜 7 右 , ?・ × 長方形 2鋲 沼田1901

島内3号地下式横穴 宮 崎 Ⅱ a 7 × 革包 えびの市2001

古 墳 名 市町村 短甲の型式 古墳の形態 規模 埋葬施設 古墳の時期 文  献

中山Bl号墳 石見町 方形板革綴短甲 前方後方墳 全長22m 箱式石棺 前期 石見町1977

丹花庵古墳 松江市 三角板革綴短甲 方墳    一辺49m 長持形石棺 中期後半 (～TK208) 古代文化C1998

大塚荒神古墳 松江市 革綴短甲 方墳    一辺14m 割竹形石棺 中期 山本1966

玉造築山古墳 玉湯町 横矧板鋲留短甲 円墳     径16m 舟形石棺 中期後葉 山本1966

昆売塚古墳 安来市 革綴短甲 (三角板か) 前方後円墳 全長41.8m 舟形石棺 中期中葉 大谷 清野1996

月坂放レ山5号墳 安来市 横矧板鋲留短甲 方墳    一辺14m 木棺 中期後半 注7)

弥陀が谷古墳 美保関町 三角板鋲留短甲 消滅により不明 松本1986

塚山古墳 松江市 三角板鋲留短甲
(横矧板併用か)

方墳    一辺33m 礫床 舟形
木棺か

中期後半 (TK208)
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えられる。外区文様は突線を挟んで 2重に鋸歯文が廻るもので森下章司氏の分類する突線付鋸鋸文

にあたる (森下1991)。 櫛歯文帯はその内側を区切る段があるため幸うじて識別できるが、文様は

ほとんど視認できない。櫛歯文帯 と内区の間には二重の突線で狭まれた区画があるが観察不能であ

る。内区文様は神像の頭部を胴部 と切 り離して 6乳の間に各 1個配した図像で、神頭は平坦に表現

した頭頂部を紐に向け顔を正面に向けている。 目鼻日の表現は磨滅により確認できない。神頭の幅

は7.2～ 8.711ull、 長さ5.9～ 6.21nIIl、 高さ (鏡表面から計測。以下同)3～ 3.51nllで ある。月同部は痕跡的

に縦方向の 2本線 として表現され、顔の左右には翼手状の表現が一部で二重線でなされている。ま

た、頭頂部には冠 らしき表現がある。乳座の周 りにも放射状に文様が施されており、神頭 との間を

隙間無 く埋めているものと思われる。鉦は直径2.lcn、 高さ1.01側で鉦孔は半円形で直径は 6～ 9

11ullで ある。鉦座は直径3.1 2clllで 有節重靭文を施す と思われるが確認できない。乳は 6個を配 し、直

径5。 llnlll、 高さ 3～ 3.511ullで ある。乳座は円形で直径 8 11ullで ある。

第275図 塚山古墳主体部出土遺物実測図 (5)(S=1/1)
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鏡の表背両面で鏡を包んだ布の痕跡は認められなかったが、鉦孔に繊維質が固着していているこ

とから、副葬当時鉦孔に紐が通してあったようである (図版178)。 鏡表面の大半は縮緬状の錆に覆

われているが、部分的に研磨痕が認められる。

内区文様の特徴からこの鏡は森下氏の神頭鏡系に属し、神像表現の省略具合から同型式の組列で

初期の段階に位置づけられ、製作年代は4世紀中頃と考えられている。同種の図像を持つ鏡は愛知

・岐阜両県と福岡、佐賀、熊本県の北～中部九州地方から比較的まとまって出上しており、近くで

は鳥取県の六部山3号墳から出上している。諸例を見ると4世紀後半から5世紀代に副葬されてい

る (荻野1982)。

6)櫛 (図版176)

◎
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⑥  ①
70          71

④    ①

第276図 塚山古墳主体部出土遺物実測図
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第 3節 まとめ

保存処理の過程で確認したもので、竹ひごを結束して中程から折 り曲げた、いわゆる彎曲結歯式

の縦櫛である。アーチ形の根本が約 l clllほ ど残っていた。短甲の破片 と共に出上しており、棺の南

端付近に副葬したものと思われる。

7)玉類 (第276図 図版 176)

玉類は滑石製臼玉94点、ガラス製小玉 3点が出上している。棺内埋上の掘 り下げ過程で目視でき

たのは全個体数97点のうち13点で、他の84点 は棺内埋上の洗浄によってはじめて確認できたもので

ある。ちなみに埋上の採集は手掘 りして集めたはか、提供を受けた掃除機を駆使して遺漏を最小限

にするよう努めた。しかしながら調査の性格上、礫床を除去してまで埋上の洗浄を行っていないの

で出土数は副葬された全数ではな く、これに近い数字 としてお く。

出上した滑石製日玉のうち図示できたのは68個である (第276図 1～68)。 硬度が低い上、 1個が

薄い輸切 り状に剥離するものもあり、十分に接合できなかった。大きさを見ると直径 4 1nlll前 後のも

のが多 く、長さは3.8～ 5,4111111の 幅がある。極端に短いものは先に述べた薄い輸切 り状剥離をしてい

る。外面に筋状の研磨痕が残るものもある。

ガラス小玉 (第276図 69～71)は 3個でそれぞれ特徴が異なる。主体部北端に近い位置から出土

した69の小玉は直径4.7111111、 長さ5,91nlllで 他の 2個に比べ大きい。色調は淡青色で外面に3, 4の平

坦な面を持ち、側面形は九みが無 く歪である。70、 71の 小玉は共に丸みを持つが色調は前者が青紫

色で後者は淡青色である。

第 3節 まとめ

墳丘及び外周施設 塚山古墳は南北に細長 くのびる丘陵の南束端 と平地の境に位置する一辺約33m

の造 り出し付方墳で、墳丘の主軸はN-27° 一Wを 向く。現状の墳丘高は、 2ト レッチの墳端で4.5

m、 5ト レンチの墳端で計測すると5,8mに なる。古墳時代中期の方墳 としては、松江市廟所古墳

(53× 44m)、 丹花庵古墳 (約49m)、 石屋古墳 (42× 40m)な どに次ぐ墳丘規模であり、出雲地方

では配 2ク ラスの首長墳 といえる。

墳丘東辺には、墳丘主軸からやや南側にずれた位置に長さ4m、 幅12mの造 り出し部が付 くこと

が分かった。また、墳丘の南側にも長さ4.5mの造 り出し部を持つ可能性が高いと考えられる。こ

のように隣接する2辺に造 り出し部が付 く例 として松江市大庭鶏塚古墳 (松江市1979)力 挙ゝげられ

る。なお、松江市石屋古墳 (松江市1985)は 、反対側の 2辺に造 り出し部を持つ。塚山古墳の東側

造 り出し部周辺では形象埴輪や須恵器・土師器が出上しており、古墳祭祀の重要な場であったこと

が窺われる。なお、東辺の造 り出し部南端では周堀底面に段差がつくが、これは墳丘北側 と南側 と

の墳端の標高差をここで解消しようとしたためにこのような形に造 られたのであろう。

墳丘は下部が周堀の掘 り込みに伴 う地山の削 り出しで、上部の約3.5mが盛上によって築造され

ている。旧表上の標高は 1ト レンチで12.5m、 2ト レンチで12,7m、 3ト レンチで12.4mと なって

おり、舌状に張 り出した丘陵の先端部の地形を加工したと思われる。墳丘の周囲に平坦な面が見 ら

れるが、後世の削平によるもので古墳の本来のテラスとは異なると考えられる。ただし、墳丘高が

およそ 5mあることから、旧表上の上に若千盛上をした高さに段築があったと推測される。
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周堀内に転落した石が確認でき、墳丘には葺石が施されていたことが分かった。ただし、 1ト レ

ンチで原位置をとどめた可能性のあるものがまばらに見 られる以外には、原位置に残っていると思

われるものはない。このことから墳丘の下段の地山削 り出し部分には葺石が施されていなかったか、

もしくはあったとしても丁寧な葺石はされていなかったと思われる。

墳丘の周囲には堀が巡っており、幅は墳丘の東辺で約 6m、 西辺で1.6m～ 4mになると推測さ

れる。墳丘北側の周堀の外部には幅4.5mの外堤状の高まりがあり、そのさらに外側で周堀 とはぼ

平行する活が検出された。ただし、墳丘の西側・南側では外児は確認できなかった。なお、外堤の

北西隅のPlには木柱が埋設されており、これは古墳に伴う立柱の可能性が考えられる。古墳に木

製品・柱穴が伴 う例 として、奈良県四条古墳、京都府今里車琢古墳では「木の埴輪」 というべき木

製品が樹立され (西藤1992)、 京都府鳴谷東 1号墳 (立命館大1987)では墳丘周囲を巡る埴輸列の

中に一定の間隔を置いて木柱が立てられていた痕跡が確認されている。Plの東側の外堤上に杭列

が見 られた。これについては古墳に伴 うものか分からないが、京都府白米山古墳 (加悦町1998・

1999)で は墳頂部に掘 り方を持つ柱穴 とともに、杭列 と考えられる小さなピットが確認されている

ことから、あながち古墳 と無関係のものとは言い切れないように思われる。

埴輪 円筒埴輸は、日縁端部がコの字形に面取 りされてお り、底部調整は見られない。焼成は土師

質のものと須恵質のものの両方あり、黒斑のあるものは見られない。断面台形の凸帯が 3本以上あ

ると考えられ、凸帯の高さは l clll以 下 と低 くなっている。調整は外面タテハケのみのものと、B種

ヨコハ分の施されたものがあり、中には底部の一番下までヨコハケの施されたものもある。こうし

た特徴から川西編年 ()|1西1978)Ⅳ期に並行し、藤永編年 (藤永1997)3期 古相に位置づけられる。

色調が橙褐色のものと白色系のものが見られること、ヘラ記号が「ハ」のものと傘形のものがあ

ること、調整の違いなどから複数の二人 (集団)の存在が窺われる。古墳の築造 とそれにかかわる

埴輪の生産・供給の問題を考える上で興味深い。

形象埴輸は人物埴輸が 2個体以上があり、 1体は冠帽を被った男性の頭部、もう1体は力士にな

ると思われる。人物埴輪は石屋古墳 と並が時期で、県内ではこれらが最古段階と考えられる。この

ほか家形埴輪 と考えられる破片も出上している。

須恵器 無蓋高外、壷もしくは腺、器台、甕が造 り出し部周辺から出上している。高外は外部の稜

はシャープで、脚部は 4方向に透孔を持つようである。甕の胴部は内面の当て具痕がなで消されか

かっている。こうした特徴から陶邑編年 (田辺1981)の T K208型式に位置づけられよう。壷は胴

部が横方向に大きく張 り出すもので、陶邑編年 I期のうちに収まると思われる。筒形器台は、島根

県内では他に松江市金崎 1号墳、安来市島田 1号墳 (島根県1997)、 古曽志大谷 1号墳 (島根県

1989)で 出上している。筒部 と壷部が一体に作 られている点、脚部が段を持たずに外反しながら開

く点で島田 1号墳のものと共通している。

主体部構造 塚山古墳の主体部は礫床の上に舟形 と思われる今Jり 抜きの木棺を置 く構造であった。

礫床に使われた黒色の円操は黒色頁岩を主体 とする円礫で、日本海に面した鹿島町の海岸に分布す

ると言われ (鹿島町1985)、 同種の礫を主体部に用いた古墳には奥才古墳群 (鹿島町)、 古曽志善坊

1号墳 (松江市古曽志町)があり、詳細は不明ながら折廻古墳群 (同法吉町)、 月廻古墳群 (同 )

なども同様 と思われる。これらは箱形棺の底面に礫を敷 く構造で両者 とも「礫床」と呼ばれている

が全 く異なる構造である。
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今Jり 抜き木棺の棺底から棺狽1にかけて円操を敷 く礫床は本来、竪穴式石榔の排水機能を担った棺

床構造だったものが単独で使われたもので、例 としては塩津山 1号墳第 3主体部、寺床 1号墳第 1

主体部があ り、遅 くとも前期中頃の小谷 3期 (松山2000)には出現する。一方組み合わせ構造の棺

底に礫敷きする礫床は奥才古墳群で小谷 2期の石棺に採用され、竪穴式石榔を持つ 1号墳に後出す

る塩津山 4号墳第 1主体部では木棺に採用されている。このことから2つの「礫床」構造は古墳出

現期にやや遅れて小谷 2～ 3期に出現することがわかる。

組み合わせ棺の礫床の変遷については奥才古墳群の調査成果に詳しく、石棺から木棺に転化して

一部で棺が長大化し、中期中頃には終焉を迎える。今より抜き棺の場合、調査例が少ないため中期中

頃までの様子は全 く不粥であるがそれ以後についてはある程度概略がわかる。塚山古墳に後出し、

この地域の首長墓に比定される伝宇牟加比売命御陵古墳では木棺を角礫で囲う構造の主体部が確認

されている。古曽志大谷 1号墳には前方部に「舟形木棺」の周囲を大小の礫で囲う「礫椰状」の主

体部があり、時期は塚山古墳に後出し、伝宇牟加比売命御陵古墳に先行する。以上から今Jり 抜き木

棺を受けていた礫床が棺側を石で囲う形態に変化してい く様子ががおおよそわかる。

組み合わせ棺の礫敷きがそれ自体完結した構造の主体部であるのに対し、今∬り抜き木棺の礫床は

石榔構造から派生したものであることから、両者の違いが被葬者の階層性に起因することはある程

度推測できる。塚山古墳の西側丘陵上には21基以上の小墳で構成される月廻古墳群があり、礫敷 き

の箱形棺が 4基ある。また箱形石棺に礫敷きする折廻古墳 1号墳は塚山古墳に近い南東丘陵上に位

置し、これらは奥才古墳群 と同じように前期から中期にかけて継続して築造された小規模墳である。

特に月廻古墳群は塚山古墳 と指呼の間はどの距離にあ り、同質の礫を用いる風習を一部で共有して

いることからもおそらく同一の氏族集団と考えられる。月廻古墳群の個々の先後関係は明らかでな

いが、奥才古墳群 とはぼ同様な変遷をたどったとすれば、中期以降塚山古墳 とその系譜に連なる中

型の首長墓を生み出すに至った支配者層集国の累代の墳墓 と考えられる。このように見れば 2つの

「礫廉」、つまり今Jり 抜き棺 と組み合わせ棺の階層性が墳丘規模や副葬品の格差に対応 しており、

塚山古墳に導入されその後 も変遷 しながら使われた今Jり 抜 き棺 ・礫床構造の優位性を確認で き

る9)。

副葬品 主体部からは青銅鏡 1面、滑石製臼玉94個以上 (含破片)、 櫛 1、 ガラス製小玉 3個のは

か鉄刀 1本、鉄剣 4本、鹿角装刀子 7本以上、槍 1、 三角板 (又は横矧板併用)鋲留短甲 1領が出

上した。総じて鉄製武器・武具類の占める割合が高い中期古墳的な副葬品構成で、短甲を持つこと

から被葬者が畿内政権 とのつながりのある武人的な性格を持つ人物であったと窺える。個々の副葬

品については既に事実記載で述べたとおりなので、ここでは遺物の副葬状況についてまとめてお く。

まず、副葬品の出土状況を整理 しておく。頭側にあたる棺の北側では中央に鏡を置きその両狽よに

切先足側に向けて 2本の剣が置かれ、遺体の頭部周辺を囲続するような配置形態をとる。これに対

し南側は足下に短甲を置き、鉄剣 2本、鉄刀 1本は棺側面 との隙間に押し込むようにして切先を頭

側に向けて置かれていた。いずれも棺内副葬で、刀剣はすべてに木質が残ることから鞘入 りである。

考えられる。このように足下側では棺内の空間利用が器物の集積 という方向性を指向しているのに

対 し、頭側では被葬者の頭部付近を護持するような配置方法で、儀礼的な所作を窺わせる。

古墳の副葬品配置についてはこれまで多 くの指摘や研究があり、近年では宇垣匡雅氏の副葬刀剣

の配置に関する論考がある。これによると被葬者の頭部を重視し刀剣によってこれを護るという刀
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剣配置儀礼が畿内前期古墳に存在し、儀礼の意図を僻邪思想にもとめている (宇垣1997)。 県内で

もこの配置様式を導入した前期古墳がいくつかあ り、畿内型の葬送儀礼の一部を受容していたこと

がわかる。これに続 く中期では副葬品配置のわかる調査例が少ないが、琢山古墳では足下側の刀剣

が頭側を向き、古曽志大谷 1号墳の前方部主体、月坂放れ山 5号墳 (安来市)、 山崎古墳 (松江市

西川津町)も被葬者の足もとから切先を頭側に向けて刀剣を置 く。このような配置も一定の儀礼的

な様式にあたるかも知れない。一方、頭部付近では 2剣で遺体の頭部から両肩を挟むように置かれ

ており、頭部を意識した畿内の僻邪儀礼に通じる配置形態 と言えるであろう。この場合鏡の配置が

はたして同様の意図を持ったのか検討を要するが、両父Jの柄に狭まれるような位置関係にあること

から遺体頭部をコ字形に囲むことが意図されたと考えたい。

法吉地域における首長墳の系列 塚山古墳周辺には中規模の首長墳クラスの古墳が築かれている。

これらについて時期が不明確なものもあるが、新宮古墳 (円墳 25m)1の →塚山古墳 (方墳 33m

7期)→田中谷古墳 (前方後方墳 25m)11)→伝宇牟加比売命御陵古墳 (方墳 16m9期 )と いう

系列が考えられる。出雲地方では古墳時代中期から後期にかけて小地域ごとに首長墳系列が見 られ

るが、その典型 といえよう。

まとめ 塚山古墳は法吉地域周辺を拠点 とした首長の墓であり、出雲地方の中期首長墳で全容の分

かる数少ない例で、かつ標式的な古墳 といえる。古墳時代中期の出雲地方では、小地域ごとに首長

墳が分立 しており、その中で方墳を採用する例が多 く見られる。今回の調査では、そうした中期の

首長墳の一端を解明した上、墳形のほか、主体部、副葬品、埴輸など多 くの要素から畿内政権 と在

地首長、出雲地方内部での首長間の関係を考える上で重要な資料が得られた。また、造 り出し部に

おける古墳祭祀の様相や形象埴輪の導入など、葬送儀礼の変遷を探る上でも大きな意味を持つと考

えられる。

最後に石棺出土伝承について触れておく。詳細は不粥ながら塚山古墳で過去に石棺の蓋 らしき巨

石が墳裾に露出していたという伝承があり、今回の調査では事実関係を直接朔らかにできなかった

(第 1節 1参照)。 この巨石が真に石棺の蓋であったとすれば、今回検出した主体部 とは別の種類

の埋葬施設が存在したことになる。映床の主体部が墳丘中心より西に若干ずれていることや墳丘中

央付近の攪乱上に大型の礫が露出していることなどを積極的に評価すれば、中心主体の存在も考え

られな くはない。いずれにしても古墳の評価に関わる重要な点であるが、幸いにも関係機関の努力

によって古墳が公園として保存されることとなったので、その解明は将来の調査に委ねたい。

注

1)出土遺物のうち鉄製品は諸般の事情により本報告作成と平行して保存処理を実施しているため、以下に述べる所見は処

理前におこなった観察とX線撮影に基づき、処理途中で確認した事実関係をできるだけ付加して記述したものである。

従って個体同定や部位確認の作業が未了の段階の報告であるため、保存処理が完了した後に種類と数量の確定及び新知

見に基づく記述の修正が行われるべきものであることを明記しておく。

2)鉄剣3の柄間の持えはX線撮影で良好に確認できた。しかし、外注先で保存処理中、誤ってそのほとんどが削り飛ばさ

れてしまい、遺憾ながら現存していない。

3)短甲についての所見は、奈良文化財研究所 小林謙一氏、京都大学 阪口英毅氏のご荻示によるところが大きい。

4)2 3が左前胴押付板の破片であるという根拠は、 1 4 8 9の位置が確定しており、そこにしか入らないという

点もあげられる。
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5)当初は部位を同縮尺で掲載する予定であったが、押付板を同縮尺で合成すると後胴の幅が広 くなりすぎてしまい、地板

の枚数などに誤解を生じることも考えられたので、押付板のみ横方向の縮尺をさらに小さくしてバランスを整えた。

6)短甲に関するデータは (滝沢1991)に よる。

7)調査担当者である安来市教育委員会 水口品朗氏のご教示による。

8)鏡の所見は大手前大学 森下章司氏のご教示に基づき調査担当者が行った。従って記載に誤 り等があれば執筆者にその

責があることを明記しておく。

9)塩津山4号墳では中心となる第 2主体部が礫床を持つ小形の竪穴式石榔で、隣接する第 1主体部では組み合わせの箱形

木棺の底面に礫を敷 く構造の主体部が検出された。棺の規模は両者ともあまり違わないが榔を伴う方が中心主体である

事実は両者の格差を表出しているといえよう。

10)新宮古墳について、表面観察では造り出し部があるように思われること、出雲地方では古墳時代中期に方墳に先行して

円墳が首長墳に採用される地域があることからここでは中期古墳と考えたが時期について明確な根拠はない。乱掘坑に

50clllを 超える石材が見られることから横穴式石室の可能性も考えられる。なお、島根大学考古学研究会によって測量調

査がされている。このとき土師器片数点が採取されているが時期は特定できない。

11)田 中谷古墳は島根大学考古学研究会によって墳丘測量調査がされた。このとき表採された埴輪片が島根大学考古学研究

室に保管されているが、渡邊貞幸教授、島根大学考古学研究会のご厚意により実見できた。切確な時期を特定できるも

のはないが、須恵質のものがあることから川西Ⅳ期以降のものと思われる。
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第 1節 調査の経過 と調査方法

下がり松遺跡は、田中谷遺跡の東側に隣接する標高約30mの丘陵先端部に立地する。丘陵の北奥

には角谷遺跡が立地し、さらに下がり松遺跡の東狽よに隣接する丘陵には古墳時代後期の円墳 とみら

れる新官 1号墳が存在する。

調査は田中谷遺跡I区の調査終了後、 8月 10日 からとりかかった。本来、平成11年度の範囲確認

調査により、丘陵頂部から東向き斜面を経て低湿な谷部までを含む広大な範囲が調査対象となって

いた。しかしながら前述のように夏場からの調査開始であったため、なるべ く調査時間を短縮する

べ く、丘陵先端部についてはまず 5ヶ 所について トレンチ調査を行った。その結果、明確な遺物・遺

構が検出されなかったので、この部分については全面調査は行わず、丘陵斜面から谷部までの5,126

442に ついて本調査を行った。また、丘陵斜面上方には周知の遺跡 として「松崎金一郎所有山林古墳」

が存在していたので、調査対象を古墳 と丘陵斜面～谷部 との 2つに分け 2班体制で調査を行った。

なお、団地造成工事も調査 と並行して行われていた。そのため、調査終盤には丘陵部の遺跡範囲以

外がほとんど削平され、地面から遺跡範囲のみ浮かび出た状態 となった (図版179～ 181参照)。

下がり松遺跡調査区割図 (S=1/2000)舅写27

―-231-―



第 6章 下がり松遺跡

‐
‐  ~

／

イ

イ＼

／

／

イ
ニＢ

一

イ　　　　イ

Ａ

一

イ　
パ

イ

デ
　
イ＼
プ
　
イ

プ
、
イ　
ズ
　
イ　
デ
　
イ

第278図 下がり松遺跡調査区設定図 (S=1/600)

ゝ

―-232-―



第 2節 調査の結果

丘陵斜面部から谷部にかけての調査は、重機による表土はぎをまず実施した。廃上を処理する場

所がなかったため、廃土はとりあえず谷部に仮置きし、まず斜面部のみ表土はぎを行った。斜面部

下方は近世の開墾・民家の造成等により削平され、平坦面が 2段に形成されていた。そのため遺構

の残存状況は総じてよくなかったが、平坦面から竪穴建物 1棟・掘立柱建物 5棟・加工段 2基・溝

状遺構16基 ・土坑15基 ・性格不明遺構 2基などを、斜面上方からは掘立柱建物 6棟・加工段 2基・

溝状遺構 8基・土坑 1基を検出した。谷部の調査は年の瀬も迫った12月 13日 から調査を行った。ま

ず上面に仮置きした廃上を、重機により調査の終了した斜面部に天地替えして処理した。谷部は予

想通 り粘土層が厚 く堆積していたが、それも重機で除去して遺物包含層の調査を行った。湿地であ

るため水が湧き続け、寒空の下それをポンプで抜きながら調査であった。包含層からは墨書土器を

含む多数の上器類が出上したが、遺構は検出溶れなかった。谷部の調査は12月 21日 で終了した。

古墳の調査は、田中谷遺跡 I区の調査終了後、別の班が 9月 28日 から調査を行った。古墳である

ため人力での表土はぎ作業を行った。当初は斜面に立地する古墳時代終末期の方墳 とみられていた

が、調査の結果、石積基壇をもつ中世の火葬墓であることが判明した。さらに基壇の下面から掘立

柱建物も3棟検出された。調査は 1月 10日 をもって終了した。

第 2節 調査の結果

1.基本層序

第279図に調査区の南壁の上層図を掲載している。全長およそ72m、 標高差も20mを測る。斜面

部は表土を除去すれば即地山が検出され、平坦部については近年まで民家が存在していたこともあ

り、表上下には造成上が盛られていた。

谷部も表上下には造成上が厚く盛られていたが、その下層には近世以前の水田層とみられる灰色

粘土層が堆積する。粘土層の下層には古墳時代後期～平安期の遺物を含む黒色粘土層が堆積し、そ

の下層に有機物層を挟み、さらにその下層に弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物を含む黒色粘土層

が堆積している。従って谷部について、以下のように土層を分類する。

第 I層 ―灰色粘質土 :固 くしまるシルト質の層で、遺物も少量含んでいる。第279図の19・ 20・

21層 に相当。

第Ⅱ層 ―黒色粘質土 :古墳時代後期～平安期の遺物を多量に含む粘土層。第279図の22層 に相当。

第Ⅲ層 ―茶褐色粘質土 :腐食した有機物を多量に合む粘土層。第279図の23層 に相当。

第Ⅳ層 ―黒色粘質土 :弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物を含む粘土層。第279図の24層 に相当。

2.ト レンチ調査

本調査に先立ち、遺跡の立地する丘陵の先端部について、

調査を5ヶ 所行った。その上層図を第280図に示している。

状遺構を確認された。

トレンチ 1では、地山断面に溝の右肩から底面にかけての落ち込みを示す部分がある。底面は平

遺跡の広がりを確認するため トレンチ

その結果、 3ヶ所において大規模な溝
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第279図 下がり松遺跡調査区南壁A― B土層断面図 (S=1/120)



第 2節 調査の結果

坦で、溝内には砂粒の層 と、砂粒を全 く含まない粘土層が交互に堆積している。 トレンチ 5では、

溝の左肩の落ち込みを示す部分が検出された。完全には掘 りきっていないが、溝はV字状を呈し、

同様に砂粒層 と粘土層が交互に堆積している。 トレンチ 3では溝の右肩が検出され、底面にかけて

緩やかに落ち込んでいく。やはり砂粒層 と粘土層が交互に堆積する。これらを俯敵すると、 トレソ

チ 1・ 3で検出されたのは同じ溝の右端部 とみられ、 トレツチ 5で検出されたのは平行してのびる

別の溝 とみることができる。

この清内から遺物は出土せず時期や性格は不明瞭だが、遺跡の調査区南西端部で同形態の溝が 4

条検出されている (S D21～ 24)。 これらは一連のものと考えられるので、詳細は別頂で述べるこ

とにする。

3 激吋費灰色お質■ (lcm以下の¢粒を多く含む)

0 滅橙褐色 ク (粘質強く、砂粒七合まない)

ltcmμ下のψ社を多く合む)

7 資灰色  ケ ( 夕少ニク )
8 帝暗女灰色ク( 夕  ″ )
9 漂慢褐色 ″ ( ″多く含む)

io ttE4B色  ′ (5mm以下の夕
)

(5mm以下の砂紅を多く合む)

,ム 確茶掲色 ク (¢れを含まずお質強い■)

18 Pjl橙褐色 ′(      ́    )

“

 滅■褐色砂質■ (砂世の層)

15 明X褐色 ケ(     '     '

7 明女褐色 夕 (lCm以下の砂粒t多 く含む)

第280図 下がり松遺跡 トレンチ 1,3,5北壁土層断面図

0            1m

(S=1//40)
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第281図 下がり松遺跡S101、

m

S D05実測図 (S=1/60)

3.竪穴建物

竪穴建物は1棟のみ検出された。周辺はかなり削平を受けているので、建物の掘り込みが消失し

て竪穴建物として検出できなかったものもあるかもしれない。

S101・ S D05(第 281図)

S101は調査区平坦面の南側で検出された。他の遺構が最も密集する地点に位置しており、SI
01も S D03～05と切 りあって検出された。S101の東側は段状に削平され残存していないが、隅丸

方形の建物 とみられる。現状で3.9× 2.3mを測 り、上方は削平されているとみられるが床面までの

深さは20clllで ある。床面から柱穴が 2点 と中央ビットが検出されているが、本来は 4本柱だったと

考えられる。また、 S101の 西側1.8m付近には、 2本の溝が建物を囲むように検出されている。

S D03・ 04に よって切 られているが、 S101の 周溝 とみられる。南側の溝が長さおよそ4.2m・ 幅

55clll、 北側が3.8m・ 幅32clllを測る。

Jヱ呻。 T_歩〒/毯
。
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第 2節 調査の結果

て≡萱弔≡三/t幸≡郵三二冨 性 _‥ 中 → ____甲 Cm

第232図 下がり松遺跡S IOl出土遺物実測図 (S=1//4)

なお、 S101南側に切 りあった状態で溝状遺構 S D05が検出されている。長さ1.52m・ 幅42cmを

測る。検出時にはS101が S D05を切ったように見受けられたが、 S101の付属施設である可能性

もあるかもしれない。溝内から遺物は検出されていない。

S101出土遺物 (第282図 )

床面から2,点 はど検出された。いずれも小片で風化が著しいが、複合 口縁を呈する甕である。 1

は口縁が若千外反し、外面に凹線が確認できる。2は 日縁が若干上下に拡張し、外面は無文である。

時期はいずれも草田 2期に相当するとみられる。

4.掘立柱建物

掘立柱建物は全部でH棟検出

されている。立地別にみると、

平坦面で 5棟、斜面部で 6棟検

出されている。また遺跡内では、

斜面を加工して平坦面を造 り出

している遺構がいくつかみられ

る。そのうち柱穴が検出できな

かったものは、建物が存在する

のか判断できなかったので、加

工段 と称し掘立柱建物 と区別し

ている。

S B01(第 283図)

平坦面の南端で検出され、調

査区南壁にかかっている。遺構

は調査区外にも続いているが、

おおよそ桁行きを南北方向に合

わせているとみられる。遺構の

東側は段状に削平され残存して

いない。斜面を加工して平坦面

を形成しており、加工段に沿っ

て溝も検出された。柱穴は段に

直行するように 2点ほど検出す

るにとどまっており、柱穴間は

1.5mを測る。
第283図 下がり松遺跡S B01・ 出土遺物実測図 (S=1/4)
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第 2節 調査の結果

遺物は床面から1点出土した。須恵器甕の破片 と思われる。

S B02。 S B03(第 284図)

S B02は S101のすぐ西隣で検出され、柱穴の一部 とS101の堀片が切 りあっている。南東端の

柱穴を欠 くが、 2× 3間の側柱建物で桁行長4.96m・ 梁行長3.2m・ 床面積15。 9m2を測る。柱穴から

遺物は出土していないが、S101と の切 りあいからS101よ りは新しいといえる。

S B03は、 S B02の北側およそ 4mの位置に隣 り合って検出された。建物東側の柱列は削平され

て残存 していないが、本来は 2× 3間の側柱建物であったと推測される。桁行長およそ 5mで、 S

B02と 規模や方向を同じくすることから、両者は概ね同時期に並列して建てられていたと考えられる。

遺物はP2よ り須恵器甕と思われる小破片が出上している。

S B04・ S B05(第 285図)

S B04は平坦部の中央付近で検出され、周辺はS B05や多数のビット、溝状遺構 S D06な どが密

集している。ほぼ全体が残存

し、 2× 3間の側柱建物で桁

行長4.2m・ 梁行長3.3m。 床

面積13.9rを測る。桁行きの

柱列間隔は均等でなく、内側

が1.8m、 外側が1.3mと 内側

が50clllほ ど長い。

遺物はPlよ り須恵器奄と

思われる小破片が出上してい

る。

S B05は S B04と 切 りあっ

ている活をもとに、図上復元

したものである。この溝は長

さ3.8m・ 幅32硼 を測る小規

模なものだが、弧状を呈し建

物の壁体溝 とも見受け られ

た。この溝に平行する柱列と

してビットが 2点検出された

ので、合わせて建物跡 として

復元した。想像の域を出ない

が、本来は竪穴建物であった

可能性もある。遺物は出上し

ておらず、時期は不明である。
m      i 狡暗禍色お質土

B04,05。 出土遺物実測図 (S=1/80)
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S B06(第 286図)

S B06は調査区南端で検出され、遺構は調

査区。外にも続いている。斜面の先端部に立

地しており、東側は後世の削平により流出し

ている。なお、この斜面先端の削平は大規模

なもので、平坦面までの段差はおよそ 3mを

測るものである。 S B06は斜面を加工して平

坦面を造 り出しており、床面から壁帯溝が検

出されている。柱穴は 2点検出され、柱間は

1.5mを測る。

S B06出土遺物 (第287図 )

建物の覆土から複数の遺物が出上 してい

る。いずれも須恵器である。 1は先端部を折

り曲げる蓋で、擬宝珠状のつまみがつくとみ

られる。 8世紀後半 とみられる。 2は高台付

碗である。体部 と底部の境に高台が付き、 8

世紀後葉～ 9世紀 とみられる。 3～ 5は壷・

奏類であり、 3は 口縁部、 4・ 5は肩部片で

ある。

m S B07(第 288図)

第286図 下がり松遺跡S B06実測図 (S=1/60) 斜面の上方に立地 し、古墓の北東側で検出

された加工段状の建物跡である。加工段の長さは8.2mを測 り、段に沿った柱列が 1条検出されて

いる。柱列は 6本のビットからな り、長さ6.8mを測る。床面はかな り流出しているが、焼土面も

みられる。また、加工段の北側には溝があり、東にも溝状の加工段もみられるが、残 りが悪 くここ

ではS B07と して一括で扱った。

遺物は床面 (1・ 9)や覆土から出上している。 1～ 3は擬宝珠状つまみがつき、日縁端部を折

り曲げる外蓋である。 8世紀後半 とみられる。 4～ 8は碗で高台の付 くもの (5・ 6・ 8)と付か

ないもの (4・ 7)がある。 8世紀後半～ 9世紀 とみられる。 9,10は土師器で、 9は甕、10は移

動式毛の底部 とみられる。

オ ぺ
5

第287図 下がり松遺跡S B06出土遺物実測図

Ocm

(S=1//4)

調査区外
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第 2節 調査の結果

(、
1 9 u rittn)ク  ロ麟Y14 B

(?卓 η〉回)〒工弔9望工翠 ■

③σ
③

＼
とと=_===上 _二三≡≡更寛: 

こ

=三

Ξ正三互三∃正≡≡≡三三二と、 3

ヒ

H

0               2m

0                   10cm

第288図 下がり松遺跡S B07・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1//80、 遺物:S=1/4)
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第289図 下がり松遺跡S B08。 出土遺物実測図 (遺構 :

m

m

S=1/60、 遺物 iS=1///4)

4 皓貨区色 夕 (囲 ヒ物多く合む)

5 暗茉褐色狛質■ (炭イし物多く含む)

S B08(第 289図)

斜面の上方の丘陵頂部、標高29m付近で検出された。大半が流出しており、残存状況はよくない

が、溝 と溝の南東側で不揃いのビットが10点検出された。溝 とビットは一連のものとみられ、何ら

かの建物があったと思われるが、ビットは明確な並びを示さず規模などは定かでない。溝は後世の

S D24に切られているが、割合しっかりと掘 り込まれており、途中で南方に分かれてのびる気配が

ある。規模は長さ2.4m。 幅54clll。 最大深25clllを測る。

東端の地山上で遺物が 1,点ほど検出された。 1は須恵器の高台付碗の小片で、 8世紀代 とみられ

る。
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第290図 下がり松遺跡S B09実測図 (S=1/60)

第 2節 調査の結果

Ocm

第291図 下がり松遺跡S B09出土遺物実測図(S
=1//4)

S B09(第290図)

S B08の南方10mの位置で検出され、標

高は26.5m付近に立地する。 S B08と 同様

残存状況は悪 く、小規模な溝 2基 と不揃い

なビットを14点 を検出したにすぎない。何

らかの建物跡 と思われるが、規模などは定

かでない。手前の溝は弧状にのび、長さ

2.lm・ 幅42clll・ 深さ24clllを 測る。奥の溝

は深さがほとんどな く、根の痕跡かもしれ

ない。

S B09出土遺物 (第291図)

濡内より1点出上している。 1は須恵器

の外身の底部片である。回転糸切 り痕が残

り、 8世紀後半代 とみられる。

S B10(第292図)

S B10は斜面の中はどの標高23～ 24

m付近で検出された。 S B06・ 07と 同

様に加工段を造 り出しているが、何段

かに重なっており建て替えの痕跡がう

かがえる。建物東側は流出しているが、

廉面からビット3点からなる柱列が検

出されている。加工段は長さ7.3m、

柱列は長さは3.7mを測る。

S B10出土遺物 (第293図)

覆土 (1)と床面 (2)か ら遺物が

2点出上している。いずれも須恵器の

碗で底部に回転糸切 り痕が残 り、 8世

紀後半代 とみられる。

＼w
0                   10cm

第293図 下がり松遺跡S B10出土遺物実
測図 (S=1//4)
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第 6章 下がり松遺跡

SBll, 12, 13(第 294図 )

これら3棟の建物は丘陵尾根からやや下った標高27m付近に位置する。斜面を長さ約Hmにわた

って削り出し、平坦面を造り出した上に建物を構築している。後述する古墓はこの建物の加工段を

利用して、斜面をさらに削り、盛上して基壇を構築している。この平坦面上からピットを多数検出

したが、古墓の構築など後世の改変もあり、建物の全容は確認できなかった。 3棟は棟方向を斜面

に平行させた細長い建物で、後背の丘陵側に溝を廻らせていたようである。斜面の下方側から順に

SBH、 12、 13と する。

S Bllは 4× 1間のL字に曲がる注穴列で斜面に平行で柱間間隔が揃わない部分もある。棟方向

はN-35'一 Eで桁行は6.3mである。伴う後背の溝は建物南端側に僅かに残っている。 3棟の中で

もっも古いと考えられる。S B12は 2間分の注穴列で梁間方向に展開する柱穴を確認できなかった。

棟方向はN-36° 一Eで SBHとはぼ同じである。S B13は 5× 2間のL字に曲がる注穴列である。

棟方向はN-27° ―Eで桁行は7.54m、 梁間は3.Omである。後背の滞が南端で僅かに曲がっており

切り合いから3棟の中でもっとも新しいと考えられる。

出土遺物のうち建物の柱穴から出上のものは11。 これ以外に基壇も盛土中などから出土した。 1

は土師器娩で、 2は土師器養。 3は須恵器甕で加工段上からそれぞれ出上した。出土遺物から建物

A'
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A270m¬| 、竹_3下斡 甫   峠ヽ
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第294図

飴 2

下がり松遺跡S Bll～ 13・ 出土遺物実測図 (遺構 :S=1/80、 遺物 :

_檸

「
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第 2節 調査の結果

はおおよそ平安時代と考えられる。

5.加工段

斜面を平坦に加工して造成され、さらに柱穴など建物の痕跡がみられない遺構を加工段とする。

本来建物が存在したが、流失などにより柱穴が失われた可能性があるものも含んでいる。

遺跡からは、平坦部から2基、斜面部から2基の加工段が検出された。いずれも残りは悪く、本

来は建物があったかもしれない。

加工段 1(第295図)

平坦部の南端付近、 S B01の西方 6mに位

置している。 S D01・ 02と切 りあうなど、東

側はかなり削平をうけている。現状で10.6m

・床面幅1.2mを 測 り、かな り細長い段状遺

構であるが、調査区外にも平坦面が続 く気配

がある。周辺にビット類が多数みられるが、

段に伴うように明確な並びを示すものは検出

できなかった。また、床面から焼土面も lヶ

所検出されている。

加工段 1出土遺物 (第296図)

遺物は床面から多数出上しているが、図化

できるものは限られていた。 2点ほど掲載し

ている。 1は複合 口縁を呈する甕である。肩

部はあまり張らず、口縁はやや外反気味に直

立する。外面には 3条の凹線文が、胴部には

ハケ状工具による直線文が施される。草田2

期に相当するとみられる。 2は底部である。

平底で復元底径は5.5clllを 測る。胎土から 1

と同一個体の可能性が高いものである。

２９７． ‐

Ｃ
一

２９７． ２

這Q 血

革

B

(固 くしまり、icm大の炭を含む)

2 明歯灰色結貫土 (固 くしよる)

b

◎

⑤ ◎

0              2m

第295図 下がり松遺跡加工段 1実測図 (S=1//80)

第296図 下がり松遺跡加工段1出土遺物実測図 (S=1/4)
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第 6章 下がり松遺跡

m

第297図 下がり松遺跡加工段2実測図 (S=1/80)

加工段 2(第297図)

斜面部の先端で検出され、標高

は20～22mを測る。残 りはよくな

いが、加工段は 2段検出され、上

下段 とも中央付近が途切れてい

る。規模は上段が長さ9,4m・ 床

面幅1.6m、 下段が10.6m・ 床面

幅2.2mを測る。上段には壁沿い

に幅30clll程 の溝が 3基検出された

が、いずれも端部が曲がってお り、

つながる気配はない。またビット

も3点検出されたが、大きさは不

揃いで配列を示さない。下段は南

側でさらに段が分かれており、北

側では壁帯溝も一部検出されてい

る。以上のように、加工段 2は複

数の遺構が重なっている可能性が

高いといえるが、土層観察などで

切 りあい関係を明らかにすること

はできなかった。

加工段 2出土遺物 (第298図)

覆土から複数の遺物が出上して

いる。 1は土師器で、高杯の外部

底面である。円盤充填法で作 られ、

古墳時代前期 とみられる。 2・ 3

・5～ 8は須恵器の壷・甕類であ

る。 2・ 3は 日縁部、 5～ 8は体

部破片である。外面夕タキが 5は

格子 目で 6～ 8は平行タタキであ

る。いずれも古墳時代後期以降の

ものであろうか。 4は風化が著し

いが、土師質土器の高台付碗であ

る。

C210m
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第298図 下がり松遺跡加工段2出土遺物実測図

加工段 3(第299図)

加工段 3は平坦部の 2段 目で検出された。この平坦部の 2段

目は、平坦部をさらにもう1段加工して造 り出されている。そ

のため遺構が密集する 1段日と比較して、 2段 目は遺構の分布

密度が非常に低い。 2段 日で検出された建物・加工段状の遺構

は加工段 3のみである。

加工段 3も かなり削平を受けている。床面の大半は流失して

おり、わずかに長さ3.7m、 高さ10伽ほどの加工段が残るのみ

ある。遺物も検出されず、時期は不明である。

加工段 4(第300図)

加工段 4は調査区北端の斜面部先端に位置し、標

高は19mを測る。加工段 4が立地する斜面部の北側

は遺構の分布が希薄なところであるが、本来は標高

20m前後にはいくつか存在していたのであろう。加

工段 4も 東側はかなり削平をうけているが、加工段

の北側隅部が残存 している。現状で長さ2.4m・ 床

面幅57clllを測る。また、床面から壁にかけてかなり

の広範囲で比熱の痕跡がみられ、覆土にも炭化物が

詰まっていた。

遺物は出土しておらず、時期は不明である。

第 2節 調査の結果

(S=1/4)

li~ A15 0m        B

ゝ

B

C15 0m    D

ll―   

―

|卜  ヽ

F

0                    2m

第299図 下がり松遺跡加工段 8実
測図 (S=1/60)

m      m

第300図 下がり松遺跡加工段4実測図 (平面 :

S=1/60、 断面 iS=1//40)
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第 6章 下がり松遺跡
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第301図 下がり松遺跡S D01,02実 測図 (平面:S=1/60、 断面:S=1/40)
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第 2節 調査の結果

＼
ゼ        ト 与 3半 常

LL45      ψ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

胤

Ｈ
ＩＩ
‐―
牝

「

握睡 塩12支威帯
第302図 下がり松遺跡S D01,02出 土遺物実測図 (S D01:1～ 11、 S D02

0             10cm

:12～ 15)(S=1//4)

6.溝 状 遺 構

溝状遺構は総数24基検出されている。斜面部から平坦部にかけて幅広 く分布しているが、遺物を

伴うものは限られている。全体的に斜面に直交するかたちで掘 り込まれているものが多いが、まれ

に平行するものも含まれる。斜面に平行に掘 り込まれるものは、建物跡の側溝など別の遺構に伴う

ものである可能性が高い。また、丘陵頂部では道路遺構 とみられる溝状遺構も検出されている。

S D01・ 02(第301図)

S D01・ 02は、平坦面の南壁付近で並列して検出された。いずれも斜面に直交してのびており、

基端部は加工段 1を堀 り込んでいる。 S D01は複雑に蛇行しながらのびており、全長7.2m・ 最大

幅1.3m・ 最大深1.2mを測る。まず 4本の溝が合流して 2本にな り、そこから2.8m進んだ地点でま

た合流して 1本になる。そこから南に折れ曲がってのび、さらに東に折れて3.3m進 んで行き止ま

りとなる。深さは徐々に深 くなっており、先端部が最も深 く断面V字を呈する。先端部から水が流

れ出る構造ではないので、先端部に水を溜める機能をもつと考えられるが定かではない。

S D02は S D01の南側1.7mに位置 している。 S D01と 並列して蛇行 しながらのびているが、 S

D01と 比較して全長3.lm。 幅38clll・ 深さ36clllと 小規模である。

S D01・ 02出土遺物 (第302図)

図化した以外にも多数の遺物が出土しているが、ほとんどは磨滅の著しい小片であり流れ込みと

みられる。形を復元できるもののみ掲載した。 1～Hは S D01出土遺物である。 1は弥生土器の底

部 とみられる。 2は土師器の甕である。 3～ 5は風化が著しいが、土師質土器の高台付きの碗であ

る。 6～ Hは須恵器である。 6は灯明皿である。 7は高台付きの壷 とみられる。 8は奏の口縁、 9

は平底の甕の底部である。10'Hは甕類の体部片である。12～ 15は S D02出土遺物である。12は土

師器甕の】同部である。13は須恵器の外蓋で、口縁端部が屈曲する。14は高台付き碗で、15は甕の体

部片である。これらの時期の特定は難しいが、蓋杯類から概ね 8世紀以降のものが多いとみうけら

れる。
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第 6章 下がり松遺跡
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第303図 下がり松遺跡S D03,04実 測図 (S=1/80)

S D03・ 04(第303図)

S D03・ 04は平坦部南側に位置し、両者は重なって検出された。周辺にはS101や S B03・ 04な

どが密集し、S D03・ 04と切りあっている。両者とも形態は南北方向に弧状にのびるが、S D04は

3 淡素褐色 夕 (箇 くしまる)

7 資編色  タ
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第 2節 調査の結果

>< 0               10cm

第304図 下がり松遺跡S D04出土遺物実測図 (S=1/4)

北端部が直線状にのびている。規模はS D03が全長14.6m・ 幅1.Om。 最大深52clll、 S D04が全長

15.6m。 幅1.3m・ 最大深1.2mを測る。両者とも同規模であるが、土層観察からS D04が後から掘

り込まれたとみられる。また、S D04は途中でさらに2段に掘り込まれている。

S D04出土遺物 (第304図)

S D03か らは遺物が出上していない。S D04では、溝内底面から数点まとまって遺物が出上して

いる。 1～ 4は複合口縁を呈する甕である。いずれも薄手で、外面は無文である。日縁先端は尖り

気味に丸くおさめている。 5は低脚杯である。これらの遺物は草田4・ 5期に相当し、弥生時代後

期末とみられる。

さてS D03・ 04の性格であるが、その形態

から竪穴建物の側溝である可能性が高く、こ

の溝に対応する建物跡は削平により消失した

とみられる。時期的にも、弥生時代後期中葉

のS101の覆土を掘り込んでいることから矛  A170m

盾しない。

S D05(第 281図)

248Pで記述している。

S D06(第 305図)

S B06のすぐ西隣に位置している。南北方

向に平行し、直線状に細長 くのびた溝である。

規模は長さ4.8m・ 幅36clll・ 深さ21clllを 測る。

本来 S D06は、 S B06の例から建物の側溝 と

思われるが、この溝に対応する柱列を検出す

ることはできなかった。従って現状では溝状

遺構 として扱っている。

溝内から遺物は検出されていない。
0           1m o                   2m

第305図 下がり松遺勘S D06実測図(平面:S=1/60)
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第6章 下がり松遺跡

A165m l   B

卜  こ

0           1m

第306図  下がり松遺跡S D07実測
図 (S=1/40)

「⑤ 型

S D07(第 306図)

S D07は平坦部のはぼ中央の先端部に位置し、南北方向に平

行 してやや弧状にのびている。規模は、長さは1.8m・ 幅32cm

・深さ10cIIlを測る小規模なものである。なお、清のすぐ東隣に

ビットが 1点検出されている。溝はこのビットを巻き込むよう

にのびており、両者は一連ものとも考えられる。従ってS D07

は建物跡の側溝である可能性があるが、不明瞭な′点が多いので、

ここでは溝状遺構 として扱った。

清内から遺物は出上していない。

S D03(第307図)

平坦部の中央からやや南寄 り付近、 S D07か ら

南方 4mに位置する。南側には S KOと が隣接 して

いる。溝は東西方向にのびてお り、規模は長さ1.4

m・ 幅58clll,深 さ22clll

を測る精円形の溝であ

る。

清内より、須恵器甕

の体部片 とみられる遺

物が出土している (第

308優コ)。

F

1

m    よ縦琶琴帯汗
とはしまる>    0庁

―――~~―JOCm

m30咽 下がり松遺跡SD∝実測図(S=1/40需 習埜巻蛎望銑緯 、ラ弓

|ヤ

ーーー

B

ト

1 滅資灰色猫要と (曰 くしまる)

0            1m

第309図 下がり松遺跡S D09実測図(S=1/40)

S D09(第309図 )

平坦部のほぼ中央で検出された。平坦面の先端部

に位置しており、東側は削平により流失している。

途中で屈曲しており、その形態から建物の側溝の南

隅 ともみうけられる。規模は全長 2m・ 幅42cIIl・ 深

さ12clllを測る。溝のすぐ北西隣にビットが 1点検出

されているが、溝 との関連は不明である。

溝内から遺物は出土しおらず、時期は不刀である。
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S D10(第 310図)

平坦部の中央よりやや】ヒ側に位置し、 S D15の覆土を掘 り込んでい

る。南引ヒ方向に平行して、やや丸みを帯びながら直線状にのびている。

規模は長さ2.8m。 幅36clll・ 10CIllを 測 り、形態や規模はS D06や 07、

09と 類似する。溝の性格 としては建物の側滞等の機能が考えられるが、

対応する柱穴が検出されず、定かでない。

溝内より遺物が検出されず時期は不明だが、 S D15の覆上を掘 り込

んでおり、 S D15よ りは新 しいといえる。

S Dll(第 311図)

調査区の南側、平坦部の 2段 目から検出された。斜面に

直交して掘 り込まれ、東西方向に平行して直線状にのびて

いる。規模は長さ1.9m・ 幅42clll・ 深さ 8 clllを 測る小規模

な溝状遺構である。

溝内より遺物は出土 しておらず、時期や性格は不明であ

る。

第 2節 調査の結果

A165m
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1 深暗灰色描質■ (し より目い)

o                    2m

第310図 下がり松遺跡SD
10実測図 (S=1/60)
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第311図  下が り松遺跡 S DII実測図 (S
=1/40)
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狩

第312図 下がり松遺跡S D12実測図 (平

面:S=1/60、 断面:1/40)

S D12(第 312図)

平坦部の 2段 目に位置し、中央からやや北寄 りで検出さ

れた。斜面に直交気味に掘 り込まれ、南東方向に蛇行しな

がらのびている。規模は長さ2.5m。 幅42clll・ 深さ24clllを

測る。

遺物は出土しておらず時期や性格は不明である。しかし

ながら、後述するS D13・ 14・ 15。 16と 方向や規模をを同

じくしており、これらと関連があると思われる。

ー
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第 2節 調査の結果

S D13・ 14・ 15。 16及び出土遺物 (第313・ 314・ 315図 )

この 4基の溝状遺構は同方向に並列して検出された。平坦部の北側寄 りに位置し、斜面に直交す

るかたちで掘 り込まれている。これらは何らかの関連があると考えられるので、ここでまとめて記

述する。

S D13は最も南に位置しており、規模は長さ1.Om・ 幅39clll・ 深さ29clllを測る小規模な活である。

活内から遺物は出土しておらず、時期や性格は不明である。なお、隣接するS D14と 方向や規模が

類似しており、本来はS D14と 合流していた溝の残存部なのかもしれない。

S D14は 5本の溝から形成されている。基点は平坦部の 1段 目にあるが、蛇行しながら平坦部 2

段 目にまたがってのびている。規模は一様でないが、最大長14.4m・ 最大幅1.8m。 最大深97cmを

測る。溝が途中で 2つ に分かれたり、終点付近では 3つの溝が合流するという複雑な形状を呈して

いる。終点付近は逆台形状に深 く掘 り込まれており、水溜のような機能があったことを伺わせる。

S D14か らは様々な遺物が出土しているが、大半は磨滅が著しく、残 りのよい13点について図化

した (第314図 )。 いずれも流れ込みと思われる。 1・ 2は複合口縁を呈する壺・甕類である。 1は

壷 とみられ、口縁端部に面をもつ。古墳時代前期 とみられる。 2は甕であり、外面にかすかに平行

沈線文が確認できる。草田2期か。3は単純 口縁の土師器甕である。日縁は逆ハ字状に立ち上がる。

4は土師器の高界の脚部である。 5は土師質土器皿の底部である。底面に回転糸切 り痕が残る。 6

～13は須恵器である。 6～ 10はネ・碗類である。 6は芥蓋片で擬宝珠状つまみがつ く。 7・ 8は小

型で受部が付 く不身である。大谷編年出雲 6期 とみられる。 9は高台のつかない碗である。底部に

回転糸切 り痕が残る。10は 回縁が先端にかけて屈曲して立ち上がる。 9・ 10は 8世紀後半代 とみら

れる。H～ 13は壷・奏類の肩部・体部片である。

S D15は S D14の北側に隣俵している。規模は最大長18.3m・ 最大幅2.Om・ 最大深1.2mを測る。

＼＼ 
―

5

皐

機Ⅷ興マ■

1

第314図 下がり松遺跡S D14出土遺物実測図 (S=1//4)
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第 6章 下がり松遺跡

琢 葦
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‐９

＼

そこ二十一沙

に∽吼7

羹繁H18

0               10cm

第315図 下がり松遺跡S D15,16出 土遺物実測図 (S D15:1～ 18、 S D16:19・ 20)(1～ 19:S=1/4、 20:
S=1//3)

2本の溝が途中で合流 し、 4mほ ど西方に進んだ付近で鍵状に折れ曲がる。そして西方にそのまま

のびて終ノ点という複雑な形状を呈 している。検出時には、 S D15が S D14の覆土を掘 り込んいるよ

うに見受け られた。

S D15か らも多数の遺物が出上しているが、大半は磨滅が著しいものであった (第315図 1～18)。

1～ 8は複合口縁を呈する壷・甕類で、溝の 1・ 3は 口縁が直立し、2・ 4～ 6は 口縁が外反する。

いずれも外面に平行沈線文が施されている。 7は奏で口縁は無文である。 8は壷で、日縁が短く直

立する。これらは 1・ 3・ 6・ 8が草田2期、 2・ 4・ 5'7が草田3期に相当するとみられる。

9は平底で秀生土器の底部とみられる。10は土師器の高必である。H～18は須恵器である。Hは輸

状つまみのつく外蓋片である。12は高芥脚部の端部である。13は必身で、口縁端部がくびれる。14

は奏の日縁である。15は際、16は皿とみられる。17・ 18は甕の体部片である。これらの須恵器は概

ね8世紀以降のものと考えられる。

S D16は S D15の北側に隣接している。規模は長さ6.Om・ 幅1.6m。 深さ84clllを 測り、S D14・

15と 比較して小規模であるが、形態は同様に複雑である。基点が最も幅広くそのまま西方にのびる

か

　

　

　

　

　

、

』
ｏ

。
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る

伊
斗
■
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第 2節 調査の結果

が、終点付近では幅が一気に窄まり、そのまま鍵状に蛇行してのびるという特異な形状を呈する。

S D16か らは磨滅した小片が多 く出土している。ここでは 2点掲載した (第315図 19・ 20)。 19は

須恵器奏の体部片である。20は敲石である。長さ13clll、 幅918clll、 厚さ4.4cmを測る。側面に敲打痕

がみられる。

これらの溝の時期であるが、出土遺物は概ね弥生時代後期 と古墳時代後期以降に分類できる。 S

D15の弥生土器群は活内の下層から出土していることから、これらの溝は弥生後期に掘 られ、その

後破棄された後、古墳時代後期以降に至 り再利用されたといえるのではないか。その際、掘 り直さ

れた り別の活が掘 られたため、このよ

うに複雑な形状を呈しているものと推

測される。

SD17(第316図)

S D17は斜面部の中央付近に位置す

る。斜面の先端に立地し、斜面に直交

するかたちで掘 り込まれている。溝は

東側 と西側に分かれて検出されたが、

後世の削平によるものとみられ、本来

は 1本の溝であったと考えられる。復

元すると、全長6.3m・ 最大幅1.Om・

最大深45clllの 溝 となる。西側の溝は急

に向きを変えたり窄まったりするが、

東側の溝はほぼ直線状にのびている。

この特徴は平坦部で検出されたS D14

・15。 16に非常に類似することから、

S D17は これらと同様の機能をもつ活

状遺構 と考えられるだろう。

S D17出土遺物 (第317図)

溝内から多数の遺物が出上している。

1は土師器の奏である。日縁が大きく

o                    2m

蜘Ｕ
M G220m             H

洋

A210m       B

V

0            1m
i

第316図 下がり松遺跡S D17実測図 (平面:S=1/60、 断面 :

S=1//40)

偲

第317図 下がり松遺跡S D17出土遺物実測図 (S=1//4)

＼＼ 半 引 聟 ガ
~汁
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第 6章 下がり松遺跡

外反する。 2は風化が著しいが上師器甕 とみられる。器壁が薄手で、口縁先端が磨滅していること

から、本来は複合回縁の甕であった可能性もある。 3は土師質土器の外である。 4～ 7は須恵器で

ある。 4は皿の底部で高台がつ く。 5は甕の頸部、 6・ 7は体部破片である。これらの時期の特定

は難しいが、概ね古墳時代後期以降のものである。

A185m               B

S D18(第318図 )

S D18は調査区北側の斜面部

に位置する。斜面部先端の削平

面に立地 していることから、溝

自体もかなりの削平を受けてい

ると思われる。斜面に直交する

かたちで東西方向にのび、現状

で規模は長さ2.3m。 幅1.4m。

深さ42側を測る。底面が平坦で

逆台形状に掘 り込まれている

が、出口にかけ窄まる傾向があ

o         2m

第320図 下がり松遺跡S D20実測図 (平面 :S=1
/120、 断面 :S三 1/60)

南から北に向け伸びている。 3条の溝を切 り合い関係から確認できた新しい順にS D21、 22、 23と

する。 S D21は 調査区南端で他の 2本の滞に挟まれて位置し、最も新しい。北端は浅 くなって消え

327 4m                 B'
途中途切れてはいるが全長約8.5mで 、深さは最

大併Ъmであ抗 埋と つ大半は斜面上方に見られ

ったり、堀 り形も不整形である。この溝のちょうど延長上

には、 S D15が位置しており、或いは、本来両者は 1つの

溝であった可能性も考えられる。

る地山由来の粘質ブロックで、出土遺物はない。

形状から溝 としたが、尾根から下る道の可能性が

高い。

S D21,22,23(第321図)

調査区の南西隅に位置する。丘陵尾根状にあた

リトレンチ調査で確認した溝状の遺構の続きであ

る。丘陵先端から角谷遺跡を経て尾根筋を縦断し

ているので溝ではな く道 と考えた方が自然であろ

う。検出範囲は限られているがおおよそ尾根筋を

蜘

0           1m

第318図 下がり松遺跡 S D18実測図 (S=1//40)

1

0               10cm

第319図  下がり松遺跡S D18出土遺物実
測図 (S=1/4)

S D18出土遺物 (第319図 )

溝内より遺物が 1点出上した。 1は土師器の高芥の外部である。外に深さはな く、日縁と底面の

境に段をもつ。古墳時代中期 (松山I期)と みられ、遺物からみるとS D15と は差異がある。

S D20(第320図 )

古墓の南側に位置する。標高28m付近から古墓

前面の道まで斜面を斜行するように伸びている。

0        1m

―
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第 2節 調査の結果

ている。 S D22は S D21の東側に位置する。他の 2本が蛇行するのに比べS D22は途中で大きく折

れ由がる。またこの屈曲ザ点の南側で lm近 く段差を持ち、埋上が細かい互層 となって堆積している。

調査区西壁の断面 (A― A')を見ると明らかに埋上に切 り合いが認められ、平面的には同じ方向

性を持ちながら複数が重複していたものと思われる。かなり長期間にわたって補修しながら使用さ

れたものと思われる。 S D23は最も古い。南端では一番西に位置し、やや蛇行しながら伸びる。

これらの遺構からは全 く遺物は出土しなかったため時期は不明である。ただし、 S D22の北端が

8世紀代の遺物が出土したS B08の埋土に覆われていることから、これより古い可能性もある。

苺
普
ｅ
離
ど

Ｓ
　
毬
糾
蕊
い
歳
月
ｒ

m

D21～ 23実測図 (平面 :S=1/120、 断面:S=1/60)第321図 下がり松遺跡 S
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第 2節 調査の結果

″
4

3        sK16
1                  2              SK15

SK06 0            10cm

第323図 下がり松遺跡S K06,15,16出 土遺物実測図 (S=1/4)

7.土 坑

土坑は総数16基検出されている。分布状況をみると、調査区の中央から南側に限られており、は

とんどは平坦部で集中的に検出されている。遺物が出土した例はわずかで、時期が特定できていな

いものが大半である。

S K01(第 322図 )

平坦部に位置し、S D08。 S K05に隣接する。不整円形を呈し、長さ65clll・ 幅55clll・ 深さ19clllを

測る。遺物は出上していない。

S K02(第 322図 )

平坦部に位置し、S K01の北西 lmに立地する。不整精円形を呈し、底部は平坦に掘り込まれて

いる。長さ84clll・ 幅60clll・ 深さ25clllを測る。遺物は出土していない。

S K03(第 322図 )

平坦部に位置し、S K02の北西1.lmに立地する。不整楕円形を呈し、長さ67clll・ 幅48clll・ 深さ

34clllを測る。遺物は出上していない。

S K04(第322図 )

平坦部の中央からやや北寄りに位置し、周辺からはビット以外の遺構が検出されていない。不整

円形を呈し、長さ98clll。 幅88clll・ 深さ65clllを測る比較的大型の上坑である。遺物は出土していない。

S K05(第322図)

平坦部に位置し、S K01の南西に隣接する。不整円形を呈し、長さ65clll・ 幅60clll・ 深さ62clllを 測

る。遺物は出土していない。

S K06(第 322図 )

平坦部の中央付近に位置し、S K07と 切りあっている。精円形を呈し、長さ1.2m・ 幅79clll・ 深

さ6 clllを測る浅い土坑である。遺物は須恵器の甕片が2点出上した (第323図 1・ 2)。

S K07(第322図)

S K06と 重なっており、S K06の覆土を掘り込んでいる。不整円形を呈し、長さ75clll・ 幅68clll・

深さ46clllを測る。遺物は出上していない。

S K08(第322図 )

平坦部の2段 目の南寄りに位置する。不整円形を呈し、長さ63clll・ 幅50clll・ 深さ9 clllを測る浅い

土坑である。遺物は出上していない。

S K09(第 322図 )

平坦部 2段目に位置し、S K08の北方2.5mに立地する。不整円形を呈し、長さ60clll。 幅57clll・

深さ6 clllを浅い土坑である。遺物は出上していない。

紳'軽動‖髯霰H
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第 6章 下がり松遺跡

S K10(第 322図)

平坦部 1段 目と2段 目の間の加工斜面に位置し、すぐ西にはS101が隣接する。不整精円形を呈

し、長さ1.5m・ 幅1.3m・ 深さ35cmを測る大型の土坑である。遺物は出上していない。

S Kll(第 322図 )

平坦部 2段 目に位置し、 S K09の北方2.6mに 立地する。不整精円形を呈し、長さ68cm・ 幅56cm

・深さ 8 clllを測る。遺物は出上していない。

S K12(第 322図)

平坦部 2段 目に位置し、SKHの 北方5。 5mに立地する。 S K14に隣接している。不整円形を呈

し、長さ71cm・ 幅65clll・ 深さHCIllを測る。遺物は出上していない。

S K13(第 322図)

平坦部 2段 目に位置し、 S K12の北方2.5mに 立地する。不整円形を呈し、長さ73clll・ 幅63clll・

深さ 9 clllを測る。遺物は出土していない。

S K14(第322図)

S K12のすぐ南側に隣接する。不整円形を呈し、長さ65clll。 幅61clll・ 深さ23cmを測る。遺物は出

土していない。

S K15(第322図)

平坦部 2段 目に位置し、北方にはS D13～ 16が存在する。不整円形を呈し、長さ92clll・ 幅82cm・

深さ59clllを 測る。遺物は須恵器の外身片が 1点出土 した。 8世紀代 とみられる。

S K16(第322図)

斜面部に位置し、 S D19の北側に隣接する。不整円形を呈し、長さ1 16clll・ 幅101cm。 深さ62clllを

測る。遺物は須恵器の碗の小片が 1点出上した。

8.性 格 不 明遺 構 (SX)

性格不明の遺構 として 2基 (S X01・ 02)を検出した。いずれも調査区平坦部の北端に位置し、

2基並列して掘 り込まれている。形態的には溝状の遺構であるが、他の溝状遺構 とは規模などが粥

らかに異なるので、SXと して区別した。

S X01(第324図)

南側をS X01と した。斜面に直交して南東方向にのびており、規模は、現状で全長10,9m。 最大

幅3.Om・ 最大深1.5mを 測る。基点は細長い溝状を呈するが、徐々に階段状に深 く、幅広 く掘 り込

まれてい く。終点はさらに西方に向かって トンネル状に続いていたが、安全面を考慮して調査は断

念した。底面から須恵器片や土堀具の柄が出上している。

S X02(第324図)

S X02は S X01と 並列して検出された。規模は全長8.6m・ 最大幅2.lm・ 最大深1.3mを 測る。形

態はS X01と 異なり、基点から終点まではぼ一定の幅で掘 り込まれているが、深さは同様に階段状

に深 くなっている。さらに終′点付近は トンネル状にS X01と 繋がっている。なお、この終′点付近は

断面方形状にしっかりと掘 り込まれ、底面から複合 口縁の土器が多量に出土した。この先端部には

本来はS X02と は別の、土坑状の堀 り込みがあった可能性がある。
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⑤

2 責偶色 夕 (2mm以下のψ粒 夕  )

12 藍葉褐色 タ

く
G165m

蜜

◎ E155m

⑥
D

1 淡灰調色粘質■ (3mm以下のおII多 く含む)

2 淡黄穏色 ′ (lem以 下の   ク  )
0 灰褐色  ク (2cm以 下の砂レ■多く含む)

5 女偶色  タ

6 確網色  タ

7 皓葉僣色猶質土

8 滋葉悟色 タ

iO 灰色   ′ (固くしまる)

F

a 崎灰色  夕 (  ′  )

S 薄暗灰色消質■ (len以 下のOIt多 く合む)

7灰 掲色お質■ (回 くしとる)

, 策褐色消質■ (盛耐以下のひレキ、炭多く合む)

2 滅蒙褐色 ′ (       夕      )
0 暗素褐色 夕 (■器片含む)

C165m

0                   2m
|

第324図 下がり松遺跡S X01,02実測図 (S=1/60)
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―

‐ ｏ

0                   10cm

第325図 下がり松遺跡S X01出土遺物実測図 (S=1//4)

S X01出土遺物 (第325図)

1～ 8は上層から出上した。 1～ 4は複合 口縁を呈する甕である。いずれも磨滅しているが、 1
・2は 日縁が外反気味にひらき、平行短線文が施されている。 3は器壁が薄手で顕部は短 く、口縁

も短 く外反して立ち上がる。 4は 口縁は無文で先端部を尖 り気味に丸 くおさめている。時期は 1～

3が草田2～ 3期、 4は草田4～ 5期 とみられる。 5は須恵器の甕である。 6は土師質土器の不で

ある。 7は須恵器の皿、 8は須恵器の小壷 とみられる。 9～ 11は遺構の終点付近の底面から出上し

たものである。 9。 10は須恵器奏の体部片である。Hは木製品で、鍵状に折れ由がる形状をもつ。

先端部に段差があり、斧状鉄器の装着部 とみられる。土掘 り具 と考えられるだろう。

S X02出土遺物 (第326図)

多量の遺物が遺構内から出土しているが、いずれも磨滅が著しい。 1・ 2・ 4～ 9は複合口縁を

呈する甕である。 1・ 2は 口縁が直立気味に立ち上がり、外面に平行短線文が施されている。草田

2期 とみられる。 4～ 9は無文で、 4・ 5は先端部が尖 り気味に丸 くおさまる。 6は 口縁が短 く立

ち上がり、端部に面をもつ。 9は先端部が若干屈曲する。 3・ Hは鼓形器台で両者 とも筒部が短い

タイプだが、Hは無文である。10は鉢の脚部であろうか。12は複合口縁を呈する壺で、13はその底

部 とみられる。日縁は直立して立ち上がり、端部を丸 くおさめている。 3は草田 3期、それ以外は

草田4～ 5期に相当するものであろう。14・ 15は土師質土器の碗である。16は単純 日縁の上師器奏

である。18・ 19は須恵器奏の体部片である。18は内面に放射状の当て具痕が残る。17は磨石で、表

面に磨 り面が、裏面 と側面に敲痕がみられる。長さ19clll・ 幅15.6clllを 測る。これらのうち 3・ 6・
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8,9。 12・ 13が遺構の先端部の下層から底面にかけて出上し、他は上層からの出上である。

さて、S X01・ 02の時期であるが、S X01は 底面から須恵器片が出上しているので、概ね古墳時

氏

/

円

日

日

Ｈ

日

日

Ｈ

日

日

ｒ ｉ

日

姻

‐９

Ocm

第326図 下がり松遺跡S X02出土遺物実測図 (1～ 16
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第 6章 下がり松遺跡

代後期以降と考えられる。 S X02も 、その形態からS X01と 同時期の遺構 とみうけられる。なお、

S X02は弥生時代後期末～古墳時代初頭にかけての上器が多いが、多 くは先端部下層から出上して

いる。先端部に秀生末～古墳初頭期の土器が集中しているのは、やはり別の上坑状遺構がS X02と

重なっていた可能性が高いだろう。この遺構の性格は不明であるが、大型の土坑 ともみてとれる。

この付近は低湿で粘土層が露出しており、想像の域を出ないが粘上の採掘坑である可能性も考えら

れる。

9.遺物包含層

遺物包含層は調査区南東端の、谷部に堆積した2枚の黒色粘土層をいう (P245・ 第279図参照)。

上の黒色納上層を第工層、下を第Ⅳ層とし、古い方から記述していく。

第3V層 出土遺物 (第327図 1・ 2)

第Ⅳ層からの出土遺物はほとんどが小片で
1骨告繊民と博昇豊[馨奈」と二[Fttζ E子ぞ暑犠した。いずれも複合口縁を呈する甕である。 1は

文が施される。 2は器壁が薄手で、日縁は外反し先端部がやや折れ由がる。 1は草田2期、 2は草

田 4・ 5期 とみられる。 2点のみではあるが、第Ⅳ層は弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物を含む

包含層 といえる。

第I層 出土遺物 (第328図 3～ 9、 第329。 330。 331図)

第工層からは多種多様の遺物が出土している。第327図 3・ 4は土師質土器の碗で、体部が逆ハ

字状に開く。 9世紀代とみられる。 5～ 7は土師器の甕で、いずれも口縁は大きく外反し胴部が張

陰綾 規

性 _____―
― ―

押
Cm

第327図 下がり松遺跡第Ⅳ,I層 出土遺物 (1)(S=1//4)
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第 6章 下がり松遺跡

らないものである。 8は製塩土器である。口縁先端が内側に折れ由がる。 9は土製支脚の脚部であ

る。底面は上げ底である。

第328図は須恵器である。 1・ 2は外蓋である。扁平で口縁端部は屈曲し、宝珠状つまみがつ く。

8世紀後葉～ 9世紀代 とみられる。 3～ 9は高台付きの碗である。 3は体部が丸みをおびて立ち上

がり、回転糸切 り痕をナデ消している。 4～ 6・ 9は体部が逆ハ字状に開 く。 7・ 8は体部が丸み

をおびて立ち上がるが、回縁にかけては大きく外反する。底面は回転糸切 り痕をナデ消している。

これらはいずれも8世紀後半～ 9世紀代とみられる。10～ 23は 高台の付かない碗である。いずれも

回転糸切 りとみられ、体部が丸みをおびて立ち上がるもの (10・ H・ 13～ 18)と 、逆ハ字状に開 く

もの (12・ 19～23)に分けられる。前者が 8世紀後葉から9世紀前半、後者が 9世紀後半 とみられ

る。24～32は皿である。高台の付かないもの (24～ 30)、 高台の付 くもの (31・ 32)がある。27の

底面にはL字状のヘラ記号がみられる。33は器壁の厚さや、高台の径の大きさから盤 とみられる。

34は壷類の底部 とみられる。35は短頸壷の口縁である。36～ 39は壷・甕類である。36・ 37は 日縁部

で、38・ 39は体部片である。39は 内面の同心円の当て具痕をナデ消している。

第329図 1・ 2は墨書土器である。いずれも須恵器である。 1は必で底部は回転糸切 りである。

磨滅が著しく文字の判読は難しいが、「万福」 と読める。 8世紀後半代 とみられる。 2は小片で文

字も破損している。「澤」であろうか。回転糸切 り痕が残る。

第329図 3は必蓋から転用された硯である。内面は研磨されてツルッルである。輸状つまみをも

tt________」  区三三二====と
j!       フ

第329図 下がり松遺跡第工層出土遺物実測図 (3)(S=1//4)

5.8cm

ち、 7世紀後半代とみられる。

第330図 は石器である。 1は砥石

で、一面のみが砥面 として使用され

ている。長さ17.Oclll。 幅5.6cm・ 厚

さ5,4clllを 測る。 2は敲石である。

乳房状を呈し、表面 と側面に細かな

敲打痕がみられる。長さ13.9clll・ 幅

厚さ3.Ocmを 測る。

10.遺構 に伴 わない遺物

平坦部の南側で、遺構に伴わない遺物が数

点出土している (第331図)。 1は複合口縁を

呈する奏である。磨滅が著しいが、口縁端部

を丸 くおさめている。草田4～ 5期に相当す

るとみられる。 2は土師器の奄である。口縁

はくの字に屈曲するが、先端部は直立する。

3は須恵器の外身である。底面は回転糸切り

で、日縁端部は折れ曲がる。 8世紀後半代と

みられる。 4は土師質土器の皿である。 5は

石灰岩製の砥石である。各面が砥面として使

用され湾曲している。

監
そそろ多多アちちク

)2

1                  0cm

第330図 下がり松遺跡第Ⅱ層出土遺物実測図 (4)(S
=1/3)
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Ocm

第331図 下がり松遺跡遺構に伴わない出土遺物実測図

11.古墓

9Cm

(1～4:S=1/4、 5:S=1/3)

古墓は下がり松遺跡の丘陵斜面に位置する (第 4、 278図 )。 標高27.5m付近にあたり、南北に仲

びる丘陵尾根頂部からやや下った場所に築かれている。古墓の東側は谷を挟んで別の丘陵が前面に

伸び、北側は谷が閉塞していて視界は狭い。南側は鶯谷から続 く狭小な水田が僅かに見下ろせるが

眺望は必ずしも良 くない。

古墓の前面には丘陵南端から北に上る道が伸びている。道敷の幅は 2～ 3mで、基壇裾から路面

までの比高差は約1.5mで ある。道は、基壇の南で尾根頂部から下る道 と斜行し、南北の道は北へ

約50mの地点で、下降する道は10mほ どでそれぞれ途絶えている。

調査前の地形観察では、丘陵上方側に斜面を削 りだした面が長さ約16m続 き、その下方に長方形

のマウン ドとその北側に土手で囲まれた平坦面が造 り出されていた。マウン ドの中央付近は斜面下

方側に向けて窪んでいた。

調査は掘 り下げ前の地形測量図 (第332図)を作成しこれに基づいてマウン ドの長・短辺の中軸

線を設定した。この交点を原点 とし、直交する2本の中軸線を調査の基準線 (第334図のA― A'

とB― B')と した。マウン ド (古墓基壇)、 平坦面及びこれを囲む土手土層断面はこの基準線に沿

って観察・記録を行った。基壇の上、及び下面で検出された遺構 (S X03～ 05、 07)に ついてはこ

の基準線によらず任意の軸を設定した。

検出された遺構の概要を述べる (第333図 )。 古墓は石積基壇で、基壇上面で火葬骨、五輪塔、瓦

が攪乱された状態で確認された (S X03～ 05)。 基壇の北側には平坦面があ り、北 と東側は逆L宇

に曲がる土手で区切 られていた。上手の北側は溝 (S D19)力 穿ゝたれている。また南側はS D20と

した溝状の遺構がある。基壇盛上下の旧表土面で茶昆跡 と思われる遺構 (S X07)を確認した。な

お、この古墓の北側で骨片を伴う焼土羨 (S X06)を検出した。なお、古墓は平安時代の建物 (S

Bll～13)が建てられた加工段を利用して構築されている。建物に関しては既に述べたので、ここ

では改めては触れない。以下、遺構ごとに説明を加える。

基壇 (第334、 335図)

基壇に関する記述では尾根側を後背、谷側を前面、平坦面側を北、反対側を南 とする。基壇は丘
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第 6章 下が り松遺跡

陵尾根から約 4m東に下った斜面に築かれている。基壇の平面形は長方形で、長軸をN-22° 一E

に向ける。後背側の長辺は中程でやや外側に膨 らむが他の 3辺は直線的である。前面側の長辺は

7.Om、 後背側が7.5mで短辺は北側が3.5m、 南狽Jが3.Omで ある。高さは前面側で0.85m、 後背側で

0.4mである。

石積みは人頭大の角礫を積み上げたもので、前面 と南北辺の一部で数段積み上げた個所が残って

いたがほとんどは基底部の一段 目しか残っていなかった。基壇前面では中央から南短辺隅にかけて

根石にあたる石列が残っていなかった。基壇周辺の表土 ・流土を除去する際に基壇から転落 した多

数の角礫が出土した (第334図)。 周溝内に転落していた礫はあまり多 くな く、大半は基壇基底石上

に被るようにして崩れた状態で検出された (図版210)。 基底石が検出できなかった基壇前面南側で

も礫が相当数出土していることから本来は石積みされていたことがわかる。基壇高が前面側で0,7

m程度あることから階段など、基壇の入 り口となる施設が前面側に存在した可能性もあるが、前面

中央の攪乱 と大きな立木によって確認することはできなかった。

基壇には前面を除 く3方に溝が廻る。後背側から南に向けて丘陵斜面を削り込むように活を穿ち、

北側は平坦面 と区画している。溝底の幅は平均0.2～0.3m程度で、南北辺側の溝は前面側で浅 くな

って消える。

基壇の構築状況を把握するため、調査の基準線に沿って基壇の長、短辺方向で土層観察用のベル

トを設け、盛土の掘 り下げを行った。その結果、基壇はすべて盛上で構成されていることがわかっ

蹴 t

＼
第332図

＼    ジダ
下がり松遺跡古墓調査前地形測量図 (S=1/200)
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第 2節 調査の結果

た (第334図)。 盛土は18～38層 に細分されるが、堆積状況や層相によって上層 と下層に大別できる。

上層は18～22層 で、下層盛上を覆うように厚 く堆積している。後背の丘陵地山に由来する粘質ブ

ロックを多 く含みしまりがな く、基本的には斜面を削り出した上をそのまま使ったものと思われる。

なお、18層中から骨片が出土したことから、火葬骨を混入させた可能性も考えられる。

下層は23～ 38層 で、旧表土面から盛られていて、厚さ10clll前後の薄い層群で構成されている。断

面で見る限 り小マウン ド状に盛 り上げた状況が看取できる。土質は基本的に粘質で、基壇から斜面

下方あたりに堆積する地山の上 と共通する。このうち27層 は赤褐色の粘質土で、他の盛上に比べ非

常に際だった色調を示している。この上は、基壇前面付近から斜面下方の限られた範囲に露頭する

上であることから、基壇造成に際し赤い上を選別し、意図的に盛土 として使用したものと思われる。

赤い上の使用にどのような意味があったか、確かなことはわからないが、後述する茶毘 (S X07)

との関係も考慮すべき点の一つにあげられる。下層中の33～ 35層 から角礫が20数個まとまって出土

した (第337図左 図版215)。 熱を受けて赤変しているものもあり、泰毘 (S X07)で用いられた

ものと思われる。

盛土 と基壇石積の状況を後背側で見ると、石積の 1段 目は下層盛土 と共に置かれ、 2段 日以上は

上層盛土 と共に積み上げられたようである。北辺の後背側では表土を若干掘 り込んで 1段目を据え、

2、 3段 目を下層盛上に対応させ、それ以上は上層盛土に対応させて積んでいる。これは前面側と

の高低差を極力解消するためと思われる。これに続 く基壇前面側では下層盛土の法足を抑えるよう

ヘ

第333図 下がり松遺跡古墓調査後地形測量図 (S=1/200)

穐
卸ヽ
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にして削 り出した基盤上に一段 目を並べている。このように石積の工程は基壇構築の 2段階に対応

していることがわかるが、南側だけは上層に盛土をするときに 1段目から積まれている。恐 らく上

層盛上の搬入場所であったため、石積が最終段階におこなわれたためと考えられる。

次に基壇上面で検出された遺構について説明する。基壇上面で火葬骨がまとまって出上した場所

が 3個所確認でき、北から順にS X03～05と した (第334～336図)。

S X03は北端に位置する土羨である。基壇の短軸 とは若干斜行する不整形な長精円形で、基壇前

面側に約1.2mの空間がある。長径3.23m、 短径1.5mで、深さは最大でも0.13mと 浅い。土羨の上

面には人頭大～拳大の礫があったはか、五輸塔の地輪 (第341図 3)と紀年銘を持つ平瓦の小片 (第

340図 3)が掘形のライン上から出上している。土羨内からは骨片が出上しているが、土羨の基盤

となる盛土にも火葬骨片が含まれていて、厳密に区別できなかった。土羨内の上は暗黄褐色砂質土

だけで、土質にしまりがないことから埋土ではな く流入土 と思われる。

S X04は S X03の 南隣に位置する土疲で両者は中心で約1.4m離れている。基壇の中心からやや

北に寄っていて、 S X03と 同様基壇前面側に約1.2mの空間がある。平面形は不整形な長楕円で長

軸方向は基壇の短軸方向とほぼ平行する。長径1,75m、 短径0.93mで ある。掘形は 2段になってい

て、中央付近でさらに落ち込み、深さは最大で0.43mである。土羨上面では大小の礫に混じって五

輪塔の火輪 (第339図 5)、 水輪 (同 4)と 丸瓦 (第340図 1)の破片がかたまって出上し、 2段掘

りの羨内に落ち込む様子が窺えた。礫を除去した土羨中央部からは骨片が若干出上した。上はSX

03同様、暗黄褐色砂質土だけで、土質にしまりがないことから埋上ではなく流入土と考えられた。

S X05は基壇の南側に位置する。表土・流上を除去する過程で角礫 と丸瓦 (第340図 2)がやや

まとまった様子で検出され、骨片も僅かに出土した (第334図)。 盛土面で精査したところ前述 した

S X03、 04と 同様の黄褐色砂質上が平面的に認められた。しかし、断面では立ち上がりなど確認で

きなかったことから主体 となる土層が流土 と区別できず、結果的には礫、瓦、骨片を含む黄褐色砂

質土の広がりとしてしか認識できなかった。確認できた範囲では南北方向が1.15mで あった。基壇

の南側のほぼ中央に位置するため、前 2者のように基壇前面側に空間を持たない。

出上した瓦は丸瓦 2、 平瓦 1で、九瓦はS X04、 05か ら出土した。紀年銘のある平瓦は飛散 した

破片のうち一片がS X03か ら出土しているにすぎない。

以上の調査所見から、 S X03～05は攪乱による再集積で、火葬骨を埋納した遺構そのものではな

いと考えられる。

基壇盛土を完全に除去すると基壇構築以前の旧表土が現れた。この旧地表面で茶昆跡 と考えられ

る焼土面 (S X07)を確認した (第337図右)。 基壇上の遺構 との位置関係を見るとS X03のほぼ真

下に当たる。平面形は不整形な方形で、規模は東西1.35m、 南北1.27mで ある。中央の0.6× 0。 37m

の範囲には骨片を多 く含む灰が溜まっていて、これを囲むように赤変 した焼上が認められた (第

337図右 図版 5上)。 西側の焼土面上にはもとの形をとどめる灰 も部分的に残っていた。奈昆に伴

う柱穴や台石は検出できなかったが、先述した盛土中の礫群に熱を受けて赤変した角礫 (第337図

左の トーンを貼った石)があることから、これらが茶毘に付す際に台として使われた可能性も考え

られる。

平坦面

基壇の北側に 3m四方の平lH面があり、北 と東は逆L字形の上手で囲まれている。平坦面は基壇
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第336図 下がり松遺跡古墓S X 03,04実 測図 (S=1/30)

第 2節 調査の結果

同様 SBHの 加工段を利用し

て作られていて、建物に伴う

遺物を包含する覆土(旧表土)

が基盤上に堆積している。丘

陵上方側は削 り込まれて高さ

約 2mの壁が基壇側から続い

ている。この壁下には幅の狭

い溝が穿たれていて、土手が

斜面に取 り付 く位置で直角に

曲がり、途中で消えている。

土手は盛上で構成されていて

斜面下方側では石が 1～ 2段

積まれている。基壇の石より

大型の角礫を使用し、石垣の

ような印象を受ける。平坦面

上には 5 cm前後の小円礫が土

手に沿うようにかたまって出

上した。ただし砂利敷きとい

えるほど面はそろってはいな

い。この小礫群 と土手の間に

大型の角礫がややまとまって

出上した。これらの出土層位

を見ると前者が 7層、後者が

2～ 6層で両者の先後関係は

後者が新 しい (第338図 B―

B')。 7層は基壇流土を切 り

込んでいることから、平坦面

が基壇構築後ある程度の時間

が経過して造 られたことがわ

かる。おそらく土手の構築も

小礫群に伴うものと思われる

が、東に石垣を築き、北を溝

でさらに区画するなど、平坦

面を厳重に囲っていることが

窺える。出土遺物は少なく、

第340図 3に あげた平瓦の破

片が 2点、土師器碗 (第339

図 8)、 須恵器碗 (同 9)の

ガ〆
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0               1m

第337図 下がり松遺跡古墓基壇S X07・ 盛土中礫実測図 (S三 1/30)
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第 6章 下がり松遺跡

ほか須恵器の甕片がある。須恵器は下層の建物に伴うものである。

土手の北側には溝 S D19が東西方向に伸びている。長さ6.Om、 幅0.5mで深さは0.1～ 0.2mで あ

る。西端は土手が斜面に取 り付 くかなり高所にあり、北側の区画を意識して設けられた溝である。

土手側から転落したと思われる礫 と須恵器片 (第339図 6)わ 出ゝ土した。

出土遺物

次に出土遺物について述べる。五輸塔 (第338図)は大半が基壇上から出上したはか、周溝内に

転落した破片が若干あらた。石材はすべて白色凝灰岩で、節理が発達 していて所々に直径0.5cm前

後の窪みが見られるのが特徴である。 1は空風輸の破片で綻方向の節理をもつ。欠損が著しいが両

輪の境界は明確な段をなしていることがわかる。れは欠損していて形状は不明である。風輪の直径

'/▼/F

腑

270m禦

銑 ル    タ

■堤流土

第338図 下がり松遺跡古墓平坦面実測図 (S=1/60)

と髪盛土

旧表主
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第 2節 調査の結果

は復元すると12clllである。 2、 5は火輪である。特徴はほぼ同じで同一個体の可能性がある。 5の

高さは13.7伽 である。棟線は直線的で軒の湾曲は小さい。表面は平滑であるが上面 と下面には加工

痕が残る。節理は縦方向である。 4は水輪で、縦方向の節理で剥離した破片である。表面は研磨さ

れているが、下面 (ま たは上面)の加工痕は不明瞭である。上 (下)端の直径は復元すると26.4cm

になる。 5は地輸の上面または下面部の破片である。横方向に剥離している。表面にはノミ痕が明

瞭に残っている。 1辺は24clllで ある。土器 (同)は数片出上している。 6は S D19か ら出土した須

恵器で甕の頸部である。 7は隣接するS K16出上の上師器碗底部は回転糸切 りである。 8は高台の

付 く土師器碗である。 9は高台付の須恵器碗である。石製品では砥石が 2点出上した。10は 4面 と

も使用されている。Hも各面使用されるが図示した 2面で筋状に窪む。12の鉄製品は柱状である他

は用途を特定できる特徴は認められない。12は時期を特定できないが、ほかの遺物はは下層の建物

に伴う遺物である。

瓦 (第340図 )は基壇とその周辺から出上した。 1は丸瓦で全長33.1硼、胴部長27.5cm、 胴部幅

14.2cIIl、 胴部高6.8cm、 胴部の厚さ2.Oclll、 浴曲比 (胴部高/胴部幅)0。479である。凹面には目の細

かい布目が残り、部分的に離れ砂が付着する。コビキ痕は確認できない。胴部凹面には玉縁側に寄

った位置に吊り組の痕跡がある。破線状の圧痕が水平に通り、組の幅は約 511111である。胴部凸面は

0       10cm

ガ 7

＼
＼

常

Ocm

11

Ocm

(1～ 5i S=1ノ/6、 6～9:S=1//4、 10～ 12:S=I′/3)
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第339図 下がり松遺跡古墓出土遺物実測図 (1)



第 6章 下がり松遺跡

|

第340図 下がり松遺跡古墓出土遺物実測図
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縦方向の縄叩き痕を粗

くなで消す。狭端縁側

に縄叩き具 とは異なる

無紋の叩き具原体の圧

痕が残る。次に面取 り

個所 と計測値 を上 げ

る。凹面側では胴部両

側縁が幅1.5cmで 、玉

縁部側面の削 り残しは

幅0.6cmで ある。胴部

広端縁は幅7.5cmで軽

く削る程度である。玉

縁端は幅2.5clllで 胴部

両側縁の面取 りに先行

して施されている。凸

面側では玉縁部両側縁

に面取 りを施す。この

面取 りは胴部狭端縁に

は及ばない。表面の色

調は燻し瓦を思わせる

淡青黒色で、破断面は

淡灰白色である。

2も 丸瓦で全長34.8

clll、 胴部長28.8clll、 胴

部幅 13.9 clll、 胴部高

7.Oclll、 胴部の厚さ2.2

clll、 湾由比0.504で あ

る。凹面には目の細か

い布 目があ り、僅かな

がら右上がりのコビキ

痕 (コ ビキAl))が

残る。吊り紐は 1と 同

じA型である。離れ砂

は顕著でない。胴部凸

面は縦方向の縄叩き痕

をなで消す。

次に面取 り個所 と計

測値を示す。凹面側で

ィ■生・
=Ⅲ

!撃

瞳1窪
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第 2節 調査の結果

は胴部左側縁が幅1.5clll、 右側縁が0,7cmで、玉縁部側面の削 り残しは幅0.8clllで ある。胴部広端縁は

幅6.Oclllで 1の丸瓦 と同様軽 く削る。玉縁端は幅1.4clllで胴部両側縁 との切 り合いは不明である。凸

面側では玉縁部両側縁に面取 りを施す。 1と 同じく胴部狭端縁には及ばない。風化が著しいが表面

は淡黒色だったと思われる。

3は平瓦である。全長28.lclllで 、広、狭端隅を欠 くが復元すると狭端縁幅は20.5cm、 広端縁幅は

21.5cm程度になる。両狽1面の残る中央付近の深さが3.6cmで、ここの湾曲比が0.17で ある。焼成は良

好で硬質、色調は暗青灰色である。凹面は斜め方向に強 くなでられ、右下がりのコビキ痕がかすか

に残る。布 目は確認できない。離れ砂は狭端縁から右側縁にかけ僅かに認められる。狭端縁の面取

りは 2面施され、幅は狭端部側が1.2clll、 広端縁側が0.6clllで ある。右側縁の面取 りは幅1.3伽 で、左

側縁では明際でない。凸面はほぼ全面に離れ砂が付着する。狭端縁側に凹型台の端部 らしき圧痕が

みられる。凸面の中央には紀年銘がある。文字はへら書きではなく型押しによってレリーフ状に浮

き上がっていて、狭端縁を上に「□永十□□甲戊七月□」 と記されている。 1字 目はほとんど痕跡

がなく、「十」の下 2字は欠損により不明であるが下の 1字は文字の左右端が僅かに残っている。

痕跡からは判読できないが「年」であろう。干支は左右に並列して書き分けられている。最後の文

字は「八」の可能性があり、その下は広端縁まで約 6 clllに は文字が確認できない。凸面の文字列付

近を詳細に観察すると上下方向に幅 5 clllに わた り凸面が僅かに平坦になっている。この範囲で離れ

砂が胎土に押さえ込まれて比較的に平滑になっていることから、文字を彫 り込んだ叩き板が使用さ

れたことが推測される。

4は燻 しの桟瓦である。基壇下斜面の表土上から出上しており、古墓には伴わない遺物である。

全長28.l clll、 厚さ1.7c皿 で、幅は欠損により不明である。凹面は平部は横方向のなで、桟部は縦方

向のなでを施し、凸面はすべて横方向のなでである。通有の右桟瓦 とは反対に、頭狽Jか ら見て桟が

右に付 く左桟瓦で、松江市周辺で現在も使用されている2)。

S X06(第341図 図版216)

」 彩/基壇から約20m北北東の斜面で検出した焼土

羨である。平面は長楕円形で、長径0,9m、 短

径0.48mで、焼けて変色した人頭大の角礫 3個

が底面に接した状態で出上した。下面は赤変し

た焼上で土壊の南側、角礫のない部分では灰が

薄 く堆積している。土羨を覆う堆積上には焼土、

炭に混じり骨片が混じっていたことから、茶昆

跡 と考えられる。

出土遺物は土師器碗が 2点で、底部外面はな

で調整である。

性 ____当 OCm

第341図 下が り松遺跡古墓 S X06。 出土遺物実測図
(遺構 :S E1/30、 遺物iS=1//4)

第 3節 まとめ

前述したように、下がり松遺跡が立地する丘陵斜面～平坦部から、竪穴建物跡 1棟、掘立柱建物

＼

一
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第 6章 下がり松遺跡

跡11棟、加工段 4基、滞状遺構24基、土坑16基、性格不明遺構 2基、中世の火葬墓が検出された。

ここでは、各遺構の時期別の様相と、斜面上方で検出された中世の火葬墓について若千の考察を加

えてみたい。

1.下が り松遺跡の遺構 の変遷 につ いて

検出された遺構は後世の削平等により残りが悪く、遺物も出土せず時期が特定できていないもの

も多いが、おおよそ5期に区分できそうである。谷部第工・Ⅳ層から所属時期不明の石器類が出土

しているが、明確な遺構がみられるのは弥生時代後期以降である。

①弥生時代後期中葉 (草田2期)i S 101、 加工段 I

最も古い遺構は、平坦部南端で検出されたS101と加工段 1である。いずれも残りはよくないが、

S101は廉面形隅九方形の竪穴建物である。建物周囲に周溝が廻り中央ビットが存在することなど

が、この時期の竪穴建物の特徴に類似する。3)

②弥生時代後期末～古墳時代前期 (草田4～ 7期)i S D03,04、 S D15、 S X02、 谷部第Ⅳ層

建物跡こそ検出できなかったが、S D03・ 04は竪穴建物の周溝と考えられる。S D15や S X02は

粘土採掘坑とも考えられる大型の上坑状遺構である。他の溝状遺構上層からも遺物が数′点検出され

ていることから、本来は広範囲でこの時期の集落が広がっていたと考えられる。S B05も 弥生後期

の竪穴建物である可能性がある。

③古墳時代中期 (松山工。Ⅲ期):S D18

明確にこの時期の遺物が伴う遺構はS D18のみである。古墳時代中期には遺構数が激減するもの

とみられる。

④古墳時代後期～終末期 (～大谷 6・ 7期):S D14

この時期も明確な遺構は少なく、特に後期前半のものは皆無とみられる。後期後半期にしてもS

D14か ら蓋杯が2点出上しているのみである。なお、S B01'03・ 04、 S D08か ら須恵器甕の破片

や土師器甕が出土しているが、細別時期の特定は困難である。後期後半以降とは考えられるが、中

でもS B02～04は平坦部で規則的に並列して検出されており、これらはほぼ同時期と考えられる。

⑤奈良・平安期 :S B06～ 11、 加工段 2、 S D01,02・ 14～ 17、 S K15、 S X01,02、 谷部第I層

8世紀以降は急激に遺構・遺物数が増加する。遺構では掘立柱建物が6棟、加工段 1棟、溝状遺

構 6基、土坑 1基、性格不明遺構 2基から遺物が出土し、谷部第工層はこの時期の遺物を大量に包

含している。掘立柱建物はいずれも斜面で検出され、時期は概ね8世紀後半～9世紀代とみられる。

この他、谷部第工層から墨書土器や転用硯が出上している。

以上、集落の時期的変遷を概観してみたが、弥生後期と奈良 。平安期の2つの盛行期がある。弥

生後期の竪穴建物については、後期中葉 (S101)と 終末期 (S D04)の 2時期に分けられる。弥

生後期の竪穴建物跡が出上した田中谷遺跡 I区でも、後期前～中葉が2棟、終末期が 1棟 と2時期

に区別されている。しかしながら後期後葉が空白期という訳ではなく、田中谷遺跡Ⅲ区 (松江市

2001)の 旧河道内で草田3期の上器が多数出上しており、弥生後期でも時期により集落の配置に変

化があることが想定される。また、奈良・平安期の掘立柱建物としてS B06～ Hがあり、これをA

群とする。また、細別時期は不明だが、古墳時代後期以降とみられる掘立柱建物にS B02～04が あ

り、これをB群 とする。B群はいずれも2× 3間で、平坦部に規則的に配置された掘立柱建物であ
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る。一方、A群は斜面に不規則に立地し、 2棟は桁行 5間を数えるなど、B群 とは明らかに様相が

異なる。これらの性格であるが、興味深い遺物 として谷部第工層から出上した墨書土器がある。墨

書の詳細は省 くが時期は概ね 8世紀後半 とみられ、転用硯も含めこれらを所有した集落は一般的な

集落 とは考えがたい。或いはB群が官衛的な性格をもつ建物 としてあてられるのではないか。田中

谷遺跡V区でも墨書土器が出土しており、この遺跡付近が「法吉郷」でも重要な位置を占めていた

ことが想定される。

2.古墓 につ いて

古墓に関わる調査結果をまとめておく。

①検出した古墓は石積基壇で、平面長方形で規模は最大で7.5× 3.5m、 高さ0.85mである。

②基壇上面の攪乱羨から火葬骨、五輪塔、瓦が出上した。これらが火葬骨の埋納位置を反映してい

るかどうかは不明である。

③基壇北側の平坦面は基壇に遅れて付設されていて、石垣状の石積みを持つ土手と活で厳重に区画

されていた。

④基壇造成以前の旧表土面で茶昆跡を確認した。また古墓の北側でも茶昆跡と思われる土羨を検出

した。

以上のような成果があった一方問題点も残った。以下若干の問題を整理してまとめとする。

1)五輪塔

古墓の時期を考えるうえで基壇上から出上した五輸塔と瓦が主な検討対象となるが、まず五輸塔

の製作年代について、年代推定された類例との比較から検討する。

五輪塔の石材は「白粉石」と呼ばれる白色凝灰岩で、産出地は特定されていないが松江市周辺と

考えられている。この石を用いた石造物がいくつか調査されている4ち このうち社日古墓は、低い

石積み基壇を持ち、4基の五輪塔が建てられていたことが調査により確認されている(島根県2000)。

出土した五輸塔は下がり松古墓のものに比べ僅かに大きいが空風輸、火輪の形態は互いに共通して

いる。五輪塔の変遷を考える上で問題となるのは五輸塔の形態が単純で型式組列の指標となる属性

があまり顕著でない点にある。また宝悠印塔に比べ紀年銘資料が少ないことも実年代を知るうえで

手がかりに欠けている。加えて、この種の遺跡がその性格上供伴遺物が少ないこと、石塔自体移動

が容易であるため本来据えられた場所を特定できる機会が少ないことなども編年を検討する上で大

きな制約となっている。当地方の五輸塔変遷が十分に解粥されていない現状では、特徴の類似だけ

で社日古墓と同時期とするのはややためらわれるが、既存の年代観に従えば、下がり松古墓の五輪

塔は室町時代後半に位置づけられよう。

2)基壇・荼毘

次に古墓の構造について検討する。基壇を持つ古墓の例は数例知られており、下がり松古墓のよ

うな基壇高が lm前後と高い例としては舟山古墓A群 5)(宍道町)、 土井殿の墓 (益田市)、 とうの

山古墓 (同)な どがあるがいずれも未発掘のため詳細は不明である。一方基壇高が低いものでは、

社日古墓 (松江市竹矢町)、 二反田古墓 (同法吉町)、 土井松ヶ段古墓 (邑智郡羽須美村)、 東仙道

土居遺跡 (鹿足郡美都町)力 調ゝ査によって確認されている。このうち二反田古墓は下がり松古墓の

東約 l kmの 同地区内に位置する。南向きの丘陵斜面に上下 2段にわたって加工段を造り出し、 2区
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画程度を 1単位 とした 5群の基壇が継続的に構築されている。基壇は 1辺 2m程度の長さで0.2～

0,4mの扁平な円礫をに並べて区画し、上面に砂利を敷き詰めた構造 (報文では「石敷基壇」)であ

る。五輪塔は無 く、すべて白色凝灰岩製の宝鐘印塔で室町時代後期に位置づけられている (松江市

1987)。 なお、二反田古墓の下の加工段から奈毘跡が 8個所検出されており、下がり松古墓 と同様、

墓域内で火葬を行っていることが確かめられている。興味深いことに、火葬は表土上で行われたも

のと土羨内に石を置いて行ったものの 2種があ り、下がり松古墓でも2種の奈毘遺構 (S X07と S

X06)が確認されている。このように同じ方法で火葬し、同じ白色凝灰岩を石造物に使用しながら、

基壇構造 と石造物の種類が異なる古墓が同地区内に存在する事実は大変興味深い。今、これに対す

る何らかの解釈を提示することは調査者の力量を越えており不可能であるが、中世墓を検討する上

で五輪塔・宝鎮印塔など古墓の上部構造だけでな く基壇立地や構造、火葬や納骨の方法の確認など

古墓総体を対象とした検討が今後一層深化することで、未解明な点の多い当地域の中世墓の諸相も

徐々に明らかになってい くものと思われる。

3)瓦

古墓基壇から出上した瓦の製作年代について考えてみたい。以下の検討は、中近世の瓦が質・量

共に豊富な法隆寺の資料群に基づ く研究成果 (小林 ・佐川1989、 法隆寺1992)に 依拠 して行

ぅ6)。

まず、丸瓦の時期を検討するうえで手がかりになるのは面取 りの方法 と凹面の吊り紐痕であろう。

玉縁側縁の削 り残しがあるのは室町時代中期前半までで、玉縁凸面の側縁に胴部狭端に達しない面

取 りが施されるのは同前期前半までである。一方、凹面の吊り紐痕が袋布に刺し縫いされているの

は吊り紐の使用開始当初の鎌倉時代以降であるが室町時代前期後半以降には袋布の外に組を長 く垂

らすようになる。本例を見ると刺し縫いされた紐の圧痕は破線状になっており、朔らかに古い特徴

を示している。紐の幅は 5 11ullと やや太い。粘土板の脱落防止用に考案された吊り紐は、その初期段

階は 211■ ll前後の細い紐で鎌倉時代後期から5111111前 後の太い紐に変化するとされている。以上から丸

瓦は鎌倉後期～室町時代前期前半の時期があてられる。

次に平瓦であるが、丸瓦ほど時期的変遷を確認できる属性が多 くないため製作時期を絞 り込むこ

とは難しい。平瓦に離れ砂を用いる例は桶巻き作 りから凸型台一枚作 りに変わった段階から見られ

るが、凹凸両面に使用されるのは鎌倉時代までとされる。本例の場合凹面の砂があまり顕著ではな

いことから、離れ砂の使用を断言するにはややためらわれる。凸面の叩きは紀年銘の板以外の痕跡

は明瞭でない。無文の叩き板が使用されたとすれば、おおよそ鎌倉時代を上限とすることができる。

次に平瓦の形態的特徴を示す湾由比に注 目してみる。鎌倉時代は反 りが大きく浴曲比は0。 15以上で、

室町時代は0.125～ 0.15、 江戸時代初頭は0.10～ 0.125で 時代が下るにつれて扁平な形に変化する。

本例は広・狭端隅を欠 くが、中央付近で計測すると湾曲比は0.175で 、中世前期的な形態であると

言える。さて、この平瓦の紀年銘について検討すると、紀年の 2文字 目が「永」で千支が甲戊の年

は文永11(1274)年、応永 1(1394)年、寛永H(1634)年で、銘は10年代であることから文永か

寛永のどちらかとなる。製作技術の検討から考えられた年代観をあてると必然的に文永H年が導き

出される。

以上のことから丸瓦 と平瓦はほぼ同時期の所産 と結論できる訳だが、先述したように五輸塔はお

およそ15世紀以降の所産であ り両者に100年以上の開きが生じてしまうことになる。古墓が15世紀
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代 とすれば、A築造関わった人々が意図的または偶然に「古瓦」を調達したことになる。仮に、五

輪塔が本来基壇の築造には伴わず、供養など何らか意図で後世になって置かれたとすれば、B瓦が

古墓に伴い13世紀第 4四半期をあまり前後しない時期の墓になる。次に古墓に伴わないとすれば、

C古墓築造後に瓦は偶然もたらされ廃棄されたことになる。瓦の数からすれば、たとえごく小形で

も祠の屋根を覆うものではないことは明らかなので、C以外であれば古墓の構造に深 く関わってい

たと考えられるが、推測できる類例もな く現状では不明である。

いま、古墓 という遺跡から離れてみても、紀年銘の叩き痕をとどめるような瓦がどのような契機

で作られもたらされたのか、たいへん興味深い事例ではあるが、当地方では中世瓦の出土例は若干

知 られる程度であるため答えを導き出せる現状にはない。今のところ県内の中世瓦の出土例は城館

に偏っているが7〔 それ以外では下がり松古墓に比較的に近い鹿島町佐太前遺跡から丸瓦の小片が

出土している (鹿 島町1987)。 これらを見ると、特徴的な 2つの瓦が存在することがわかる8ち 1

類 (町教委報告挿図 9-70,72,73)は コビキ痕Aが認められる破片で凸面は滑 らかで幅広のナデ

または磨きの単位が明瞭なものである。焼成は良好で堅牢である。 2類 (同 図 9-69,71)は 凸面

に縄叩きを施し凹面の布 目は明瞭だがコビキ痕は確認できない。外面の色調は燻し特有の青黒色で

焼成はやや軟質である。両者 とも凹面両側縁の面取 り幅は 3 clll以上、 1類の72の資料では凹面広端

縁の面取 りは 4釦以上ある。両方 とも下がり松古墓の丸瓦に比べかなり大型である。玉縁が欠損し

ていたり、吊り紐の形状が確認できないなど製作技法の細部にわたって比較できないが、 1類は室

町時代後期以前に、 2類は同中期中葉以前に位置づけられる資料である。佐太前遺跡は現佐太神社

の前面に位置する遺跡で古代から中世に至る各時代の遺物が出上しており、古代以来この社 と密接

な関係を持った遺跡 と考えられている。現佐太神社は大社造 りの 3社殿が並列する特異な本殿構造

をもち、重要文化財に指定されている。中世には既に3社が並列していたと考えられ、杵築大社 (出

雲大社)に次ぐ二官 として出雲国内で重要な地位を占めていた。中世佐陀神社の構造の諸相につい

て検討をおこなった井上寛司氏によれば、本地仏を祭る仏教施設である神宮寺が境内地 とその周辺

に複数設けられていたとされている (井上1997)。 先に見た瓦がおおよそ16世紀以前で、中世佐陀

神社に関連した瓦葺き建物に使用されたとすれば神宮寺の所用瓦 と見て間違い無いであろう。

下がり松古墓出土瓦については本来の使用されていたあるいは使用されるはずであった場所が特

定できないが、中世佐陀神社の神官寺 との関係も全 くないとは言えない。もちろん地理的に近いだ

けで両者を短絡的に結びつけることは慎まなければいけないが、出雲国二官を誇る有力神社の社領

が出上場所 と近接 9)し ている事実は、瓦葺き建物が少ない中世前期にあってその使用場所を推定す

る上で無視できない条件である。今報告では、これ以上の検討材料もないため一応の推測を示すに

とどめるが、出土例が少ないためこれまであまり意識されなかった中世瓦について、今後調査事例

が増加するに従い、文献史の成果を交えてより詳細な検討も試みられるであろう。下がり松古墓の

瓦も近い将来、その俎上で資料的位置づけがなされるものと考える。

注

1)「コビキ痕」の変化は、所定の粘土板を粘土塊から切り出す際に使う道具がより糸 (A)か ら鉄線 (B)に変化したこ

とによるもので、中世から近世物頭の造瓦技術の変遷の中で大きなメルクマールとなっている (高槻市1984)。

2)こ のような燻しの桟瓦は高知県、京都府 (京大1995)に も存在するがその場合、右桟・左桟両方を同一建物で葺き分け
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て使う。これに対し、松江市周辺では左桟瓦を単独で使用する。同種の桟瓦は施釉赤瓦の生産が盛んな県西部では確認

できず、その成立事情については全く解明されていないと言っても過言ではない。

3)類例として、松江市 。長嶺遺跡S101(松 江市1986)、 同・勝負遺跡S101(島根県 a1992)、 東出雲町・渋山池古墳群

S101(島根県1988)な どがある。

4)社 日古墓 (松江市竹矢町 島根県2000)、 中竹矢遺跡 (同 島根県b1992)、 正林寺五輪塔群 (同大庭町 島根県1968)、

内堀石塔群 (同 島根県1990)、 二反田古墓 (同法吉町 松江市1987)が ある。このうち正林寺五輸塔が最も古く室町

時代前半で他は同後半に下るとされている (島根県2000)。

5)舟山古墓A群の基壇は5.5× 5.Om、 高さ約 lmの方形で、基壇周辺で石は確認できないと言う。上面に来待石製の五輪

塔 1基 と台石 1が並んで置かれており、室町時代後半～近世初頭と推定されている (西尾・稲田1996)。

6)法隆寺昭和資財帳作成に伴う一連の調査・研究は、多数の紀年銘資料の存在と相まって中近世瓦の変遷を検討する上で

基盤となっている。

7)県内で中世瓦と確認できる資料は、富田城跡 (広瀬町)、 山吹城跡 (大田市・仁摩町)、 七尾城跡 (益 田市)か ら出上し

ている。

8)鹿島町教育委員会のご厚意により、実見。

9)中世佐陀社の領域については、鳥羽院に寄進された際の関係文書である康治二年八月十九日太政官牒案 (「安楽寿院古

文善」『平安遺文』2519号 )に記載があり、それによると秋鹿郡恵積郷と西条生馬郷であった (井上1997)。
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第 1節 調査の経過および調査方法

角谷遺跡は、東西に細長い谷に挟まれた、南北にのびる丘陵尾根上に位置している。戦国期に尼

子氏に属した松田氏の居城、白鹿山城砦群は角谷遺跡の北東に位置する。

遺跡の最高所は標高約60mで、この尾根の一つのピークとなっている。丘頂部はなだらかな地形

で、南側へは緩やかに傾斜しながら尾根がのびており、】ヒ側は斜面が急に下っており、小さな谷が

入 り込んでいる。

調査前に現地を踏査したところ、地形の様子からこの部分が山城の可能性があると考えられ、 ト

レンチ調査では、石器や須恵器片が出土したため、本調査を実施することとなった。調査にあたっ

て、25clllコ ンターで地形測量を行ったのち、 9月 20日 より発掘調査を開始した。丘頂部を中心にピ

ットが100基余 り検出できた。12月 29日 に空中写真撮影・測量を実施したのち、土橋状遺構の南半

分を重機で掘 り下げ、土層断面を記録し、平成12年 1月 12日 に調査を終了した。調査面積は4000ぽ

である。なお、平成12年 4月 9日 、地元住民を対象 とした現地見学会が開催された。

第342図 角谷遺跡調査区設定図 (S三 1/2000)
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第 1節 調査の経過及び調査方法
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第 7章 角谷遺跡

第 2節 調査の結果

発掘調査前 の地形

まず、発掘前の踏査・地形測量で確認できた現地の状況について触れておく。丘頂部については

人為的に削平されたり、盛り上によって造成されているような状況は窺えなかったが、なだらかな

地形で、広い空間を有していた。丘頂部南側の尾根筋から丘頂部の東側部にかけては、土塁状の高

まりを伴う通路がのび、さらにこの通路を経て丘頂部の北側へまわりこむと、標高約55mの部分で

孤状の平坦面が確認できた。弧状平坦面は長さ18m、 最も広い部分で幅が4.5mあ る。弧状平坦面

の外縁は若干高い通路になり、内側はくぼんだ状態であった。弧状平坦面から北には小さな谷が入

り込んでいたが、平坦面から上面幅0.5mの 上橋状の遺構 (以下、土橋)が設けられ、北側の丘陵

と往き来できるようになっていた。また、弧状平坦面の西側にも通路がのびており、丘陵の麓まで

降りていくことが可能であった。

このような地形から、丘頂部が山城遺構の中心部で、弧状平坦面が丘頂部に対して帯郭的な性格

を持つ可能性が考えられた。また丘頂部南側の尾根筋から東側にかけてのびる通路に土塁状の高ま

りが認められることも防御的な機能を持つように思われた。

O膵

第345図 角谷遺跡丘頂部周辺遺構配置図 (S=1/400)
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通路 (新 )

第 2節 調査の結果

B'

a 黄4B色猶質■

7 黄IB色お質■
8 灰責掲色混砂礫■ (Femm以下のψ離密に入う)

B570m 
通路 (新)

目
的

通路 (古)

2 滅費掲色¢麟層 (ψ 3mm大、しまt,翻 )

4資掲eFH層

7 脅H色混砂韓層 (r amnl以下の砂壕密に入る)

9 1EX色混砂猫質■と★掲色砂策層DfE層状に入る

" 
偶色混ひと (,?mm以下の砂入る)

C550m

: :卜

1 暗褐色～嗜女掲色■ (表■)

3 赤穏a■

第346図 角谷遺跡土層断面図 (S=1/60)
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第 2節 調査の結果
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第348図 角谷遺跡丘頂部ピット群実測図 (S=1/100)
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第 7章 角谷遺跡
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第349図 角谷遺跡丘頂部ビット群断面図 (S=1/100)

流し、ここから北側の丘陵につながる形で土橋が設けられている。弧状平坦面・土橋は大規模な盛

上で一体 となって造 られた と考えられる。土橋の南北の長さは13m以上あ り、盛土は3.3mの高さ

で、東西20m以上の範囲で盛 られている。土橋の盛上の心部は 1伽前後の礫層や、粗砂層、赤橙色

から黄褐色の上層が互層状になり、堅 くしまった状態であった。これに対し、盛上の外側の部分は

赤褐色から責橙色の上層が斜め方向に堆積しており、しまりは弱 く、通路の上からかきおろすよう

にして上が盛られたかのような印象を受ける。心部は盛土上部に行 くにつれて、西側から東側に移

動しており、この上橋が一度に築かれたものではなく、何段階かに分けて造 られた可能性もある。

旧表土層は尾根の中央で橙色の砂層や暗灰褐色から暗黄橙褐色土が入 り込んでとざれているが、こ

の部分は土橋が築かれる以前の通路跡だったのかもしれない。なお、旧表土中からは351-6が出

土しており、土橋は奈良時代以降に築かれたと考えられる。弧状平坦面上では鉄砲玉が 1点採取さ

れている。

丘頂部のピット群 (第348・ 349図、図版225)

丘頂部では、明確な盛土や地山の削 り出しは確認できなかったが、多数の柱穴を確認することが

できた。柱穴の並びについてはやや不規則な部分もあったが、ここでは 2棟の掘立柱建物 と2つの

柱穴列を試みに復元した。

S B01は東西 2間 ×南北 2間の総柱建物で、東西の長さ4.7m、 南北の長さが東辺で4.5m、 西辺

で3.9mあ り、いびつな四角形をしている。 S B02と 重複するが前後関係については不明である。

東辺を基準とした主軸方向はN-18° 一Wである。

S B02は東西 1間 ×南北 2間の掘立柱建物で、東西の長さが2.8m、 南北の長さが東辺で4.6m、

西辺で5。 lmで、やや不整形な台形になっている。東辺を基準 とした主軸方向はN-19° 一Wである。

柱穴列 1は S B01の北側に位置し、この北辺 と平行する。 5基の柱穴がN-63° 一E方向に並ん

でおり、東西の長さは10。7mに なる。

柱穴列 2は S B01の南側に位置し、この南辺 とはぼ平行する。 3基の柱穴がN-79° 一E方向に

並んでおり、東西の長さは4。 4mに なる。

なお、ビット群周辺では数 ヶ所の焼土面も認められる。

遺物 (第351図、図版226)

石器・土師器・須恵器・金属製品が出上した。遺物はおもに丘頂部の南側の尾根筋で出上してい

るが、なかには弧状平坦面上で採取されたものや、土橋の旧表土中に含まれていたものもある。

1は土師器甕、 2は甑の把手である。 3は小片であるが、土師器の柱状高台皿で、12世紀前後の

―-292-―



第 2節 調査の結果
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ものと思われる。 4は須恵器外蓋で弧状平坦面の南東端付近で出土したものである。大谷編年出雲

6期に位置づけられる。 5は須忘器蓋、 6～ 8は娩で、それぞれ 8世紀後半から9世紀初頭に位置
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第 7章 角谷遺跡

第 3節 まとめ

角谷遺跡は尾根筋上に南北にのびる通路跡 と丘頂部のビット群からなる。丘陵北側では谷が入 り

込み、尾根が途切れた形になっているが、ここで南北にのびる通路跡 と西側からのびる通路跡が合

流して択状平坦面が設けられ、ここから北側の丘陵につながる形で土橋が設けられている。

丘頂部のビット群については、やや不規則な柱配置であるが建物跡や柱穴列が立ち並びそうであ

る。これらに直接伴う遺物はないものの丘頂部の南側の尾根筋では奈良・平安時代の須恵器片が比

較的多 く出上し、ビット群 と比較的近い位置では12世紀頃の柱状高台皿 1点が出上している。

本遺跡 と遺構・立地状況の類似した遺跡 として安来市陽徳遺跡 (島根県1995)力 挙ゝげられる。陽

徳遺跡は標高約80mの丘陵頂上に3棟の掘立柱建物跡が確認され、周辺には 9～10世紀前後の須恵

器を伴う土坑や、12世紀代の上器を伴う土坑が検出されている。遺跡の性格 として山岳寺院との関

連性が指摘されている。本遺跡では祭祀関連の遺物は出上していないため断言できないが、何らか

の祭祀に関わる建物跡があった可能性も考えておきたい。

本遺跡で特に注目されるのは大規模な盛土によって築かれた土橋である。以下にこれらの類例を

挙げ、この遺跡の性格を考えることとしたい。

松江市藤ヶ谷遺跡C地点 (松江市1999)の 上橋は、南北にのびる尾根筋の低 くなっている部分に、

長さ2.5m、 旧表土から高さ2mの盛上がされている。土橋に伴って出上した遺物はないが、 8世

紀後半頃の須恵器、近世以降と見られる褐釉陶器が出上している。報告では山城に関連する遺構 と

理解されているが、土橋に接して郭が設けられている様子は見られない。

岡山県みそのお遺跡 (岡山県1993)で は、尾根筋の低 くなっている部分に「土塁状遺構」が築か

れている。心部は細砂 と粘質土によって版築状になり、その外側は粘質土によって覆い仕上げられ

ており、本遺跡の盛上方法 と共通している。報告では、この遺構について古道 と考えられている。

通常、山城の上橋は尾根筋を削り出して造 られており、管見にふれる限 りではこのように盛上で

造られているものは見られない。また、盛土に要する労力や防御的な機能から考えるならば、尾根

を削 り出して土橋を設ける方がより効果的であると思われる。このようなことから、本遺跡の土橋

も山城に伴うものとするには疑間が残 り、むしろ尾根筋を結が通路 と考えるべきかと思われる。た

だし、このような大規模な造成がいかなる理由で行われたのか今のところ明確にはできない。

本遺跡の場合、郭状の弧状平坦面に鉄砲玉が採取されていることから、通路 として造成された部

分がのちに山城 (陣城)に取 り込まれたとも考えられる。本遺跡の北東に位置する白鹿山城砦群で

は尼子氏と毛利氏の間で戦闘が繰 り広げられており、こうした流れの中でこの地でも兵員の駐屯施

設や監視施設が設けられた可能性もあろう。

参考文献

岡山県教育委員会1993『 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告87みそのお遺跡―県営御津工業団地造成工事に伴う発掘調査―』

島根県教育委員会1995『陽徳遺跡―一般国道9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書■』

松江市教育委員会1999『大佐遺跡群発掘調査報告書』
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第 8章 自然科 学 分析

第 1節 田中谷遺跡・下がり松古墓における14c年代測定

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタン トlal)

1.は じめに

当報告は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターが文化財調査コンサルタント株式会社に委託し

て実施した分析委託業務の概報である。

当委託業務は、遺構の年代測定、および調査地点の地形発達の資料とするために、発掘調査に伴

って露出した試料の14c年代測定を実施したものである。

分析用試料が採取された「田中谷遺跡」 。「下がり松遺跡」は、松江市法吉町地内に立地する遺

跡である。

2.試料 につ いて

測定試料はすべて島根県教育庁埋蔵文化財調査センターより提供を受けた。測定試料を表 5に示

す。

表5 分析試料一覧

試料配 遺 跡 名 出土地点 種 別

1 下がり松遺跡 S X07 木炭

2 田中谷遺跡Ⅱ区 トレンチ 1-7層 自然木

3 田中谷遺跡Ⅱ区 トレンチ 2-4層 自然木

4 田中谷遺跡Ⅱ区 トレンチ3-9層 自然木

5 田中谷遺跡V区 井戸枠

6 田中谷遺跡V区 E2 桶

3.年代測定方法および結果

AMS(加速器質量分析)法により年代測定を行った。分析結果を表6に示す。

表 6 14c年代

試料
No

測定年代
(yBP)

δ13c

(%)
補正14c

(yBP)
暦年代*I

(cal y.)
測定番号
(PLD― )

1 9,440=L35 -256 9,430Ξ上35 BC8800-8605

2 24,610480 -29。 1 24,540Ξ上80

3 3,110=L30 -29.9 3,030=L35 BC1390-1330
BC1325′～1210

4 20,970=L70 -24.8 20,970=L70

5 1,890EL30 -28.0 1,840=L30 AD120-215

6 2,230± 30 ―-23.5 2,250Ξ上30 BC395-350
BC320～ 230

*1:2 sigma, 95%probability
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4.測 定結果 と予想年代 の違 いにつ いて

試料配 1は中世の墓にかかわる炭と考えられている。一方得られた値は9,440± 35 yrBPと 、推

定されていた年代よりおよそ9000年古い値を示した。提供を受けた分析用試料は灰片を集めた物で

あり、分析試料とした灰片の中に異なる年代を示す灰が含まれていたと考えられる。遺跡周辺には

崖錐堆積物が分布しており、この中に含まれていた木片が荼毘に際して混入した可能性がある。

試料h2～ 4は、異なる地点の崖錐堆積物より得られた試料である。それぞれの直上が弥生時代

後期を考えられる遺構面を形成しており、弥生時代中期から後期頃の年代が推定された。得られた

値は最終氷期、および縄文時代晩期頃を示すものである。崖錐堆積物のうち2地点が最終氷期の間

に、 1地点は縄文時代晩期に形成された可能性がある。また試料全てについて、後世に形成された

崖錐堆積物に二次的に取り込まれた可能性が否定できない。

試料血 5は弥生時代後期に使われた井戸枠であり、桶からの転用と考えられている。このことか

ら、得られた1,840± 30yrBPの値は、井戸枠 (桶)の材料の伐採年代に近いものと考えられる。

試料配 6は弥生時代後期に使われた桶の一部である。しかし、得られた年代2,230± 30yrBP(弥

生時代前期)の値を示し、予想年代より数百年古い値を示す。一般に木の成育年には数百年の幅が

あり、伐採年、製品の制作年、廃棄年にも、それぞれ数百年以上の差がある。これらのことから、

得られた年代は材料の木が生育していた年代を示すと考えられる。
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パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめ に

塚山古墳の主体部は、古墳の中央よりやや西に位置し、東西方向の幅が0.4～ 0.5m、 南北方向の

長さが3.2mを呈する。木棺は残存していないが、床面には5側以下の円礫が敷き詰められている。

遺体は頭部を北にして葬 られたと考えられている。副葬品は、遺体の両肩付近および右足付近に鉄

剣・鉄刀、足の南側に短甲、頭の北側に青銅鏡やガラス小玉等が検出されている。また、青銅鏡の

北側縁辺 と右肩付近の鉄剣下部からは黒色の木片が出上しており、それぞれ鏡を納めた箱や木棺の

部材に由来する可能性が考えられている。

本報告では、これらの木材の放射性炭素年代測定を行い、古墳の構築時期に関する資料を得る。

また、木材の樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。なお、試料がいずれも小片であるた

め、年代測定は、小片でも測定可能な加速器質量分析法 (AMS法)で行う。

1.試 料

試料は、鏡背を上に置かれた青銅鏡の北側縁辺から出上した木片 1点 (試料番号 1)と 、主体部

西側に置かれた鉄剣 (270-5)の 下部から出上した木片 1点で、約1.5cm× 1.Oclll× 3 11ull程 度の木片

が 2点 と5 11ull角 以下の細片が数片入っていた。そのため、比較的大 きい木片 2点を試料番号2,3と

した。放射性炭素年代測定は、試料番号 1と 2の 2′点について行い、樹種同定は 3点全点について

行う。

2.試 料 の性 状

試料は、いずれも肉眼で黒色を呈する。日本産樹木では、生木で材が黒色を呈する種類はほとん

どないが、遺跡から出土する中には稀に黒色を呈する場合がある。黒色を呈する種類は、これまで

の事例ではクリやコナラ節等が多い。一方、木材が灰化した場合にも肉眼で黒色を呈する。生木 と

戊化材の最も大きな違いは、その成分である。生木では、多糖類であるセルロース、ヘミセルロー

ス、芳呑族重合化合物であるリグニンを 3大成分 とする。また、生木が黒色化するのは、おそらく

木材中のタンニンなどが関わっていると考えられる。一方、炭化材は木材を空気の供給を絶って加

熱することにより、上記の化学物質は分解され、灰素・酸素・水素などは複雑な化合物 となって揮

発し最後に木灰 (灰化材)力 残ゝる。また、有酸素で燃焼させた場合でも、途中で消火すれば木炭が

残る。この木灰の成分は、 8割近 くを固定灰素が占め、他に揮発分や灰分等で構成される。肉眼的

には、生木が生物的で柔 らかい印象があるのに対し、灰化材はやや無機的で堅い印象がある。また、

戊化材は、生木に比較して弾力性が低 く、横断面方向に比較的割 り易い。戊化材の木 口面の破断面

は、比較的平滑である。炭化材は、断面が時に金属光沢を有するが、遺跡出土材では灰化時の状況

や保存状態により見 られないことも多い。今回の試料は、金属光沢はみられないが、横断面方向に

比較的容易に割れ、断面が平滑になる。また、電子顕微鏡観察時に生木の場合に認められることが

多いチャージアップがない。

以上の特徴から、今回の試料は灰化材 と判断される。
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3.方法

(1)放射性炭素年代測定

試料調製および測定は、株式会社加速器分析研究所 (IAA)が行った。

表 7 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

番号 出上位置 試料の質 樹 種 年代 δ13C 補正年代 COde No

1 鏡北側 炭化材 針葉樹 1590± 30BP -24.0± 1.4% 1610± 40BP IAA-10127

2 鉄剣 (270-5) 直下 炭化材 ケヤキ 1990± 30BP -209± 1.0% 2060± 40BP IAA-10128

3 鉄剣 (270-5) 直下 炭化材 ケヤキ

放射性灰素年代測定は、加速器質量分析法 (AMS法)に よる測定。

年代は、1950年を基点とした年数で、補正年代は同位体効果の補正を行った年代。

放射性戊素の半減期は、5568年 を使用した。

(2)樹種同定

木口 (横断面)。 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

4.結 果

放射性炭素年代測定および樹種同定結果を表 1に示す。灰化材の放射性戊素年代測定結果は、試

料番号 1が1590± 30BP(補正年代1610BP)、 試料番号 2が 1990± 30BP(補正年代2060± 40BP)で あ

った。一方、灰化材の樹種は、試料番号 1が針葉樹、試料番号 2が落葉広葉樹のケヤキに同定され

た。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・針薬樹

試料の大部分は微細な灰粉が塊状になったものであり、木材組織が観察できたのは l IIull角 程度の

小片 1点であった。軸方向組織は仮道管を主 とする。仮道管内壁は平滑で、らせん肥厚は認められ

ない。樹脂細胞および樹脂道の有無は、試料が小片のため確認できなかった。放射組織は、観察し

た範囲では柔細胞のみで構成され、樹脂道は確認できない。分野壁孔は、少な くとも窓状ではない

が、保存が悪 く詳細は不明。放射組織の内壁および末端壁は平滑 となり、じゅず状の肥厚は見られ

ない。放射組織は単列、 1～ 6細胞高。

現生種 との比較では、スギ、ヒノキ科、マキ属等が比較的近い組織を有することから、これらの

いずれかと考えられる。これらの種類を同定するためには、樹脂細胞の配列や分野壁孔の形態が重

要であるが、今回の試料では観察できず、種類の同定には至らなかった。

・ケヤキ (ZelkOva serrata(Thunb.)MakinO)ニ レ科ケヤキ属

試料はいずれも年輪界付近で割れているが、晩材部道管の径 と年輸界に僅かに残る孔圏部道管の

径の変化から環孔材 と判断できる。孔圏外の小道管は、漸滅しながら塊状に複合して配列し、接線

・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が

認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～60細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に

結晶細胞が認められる。

5.考察

(1)年代について

出土した木材の年代は、試料番号 1が1590± 30BP(補正年代1610± 40BP)、 試料番号2が1990±
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30BP(補正年代2060± 40BP)で あった。これらの年代は、弥生時代～古墳時代前期の年代測定値 (日

本第四紀学会はか,1992)に相当し、推定年代よりも古い。試料のうち、試料番号 2は副葬品であ

る鉄剣の直下から出上しており、埋葬時の炭化材であることは確実である。このような場合には、

樹齢の影響等によって実際よりも古い年代が得 られた可能性がある (東村1990)。

日本に生育する樹木の多 くは、毎年 1本の年輪を形成する。樹種によって異なるが、樹木が生き

ている間に実際に活動している年輪は外側の一部のみで、古い年輪から順に活動を停止し、放射性

灰素の崩壊が始まる。そのため、樹木の中心部を使用して年代測定を行うと、実際の伐採年代より

も古い年代が得 られることになる。このような年輪による誤差は、大径木に成長した樹木ほど大き

くなる。

今回年代測定を行った炭化材は、針葉樹 とケヤキに同定されている。針葉樹は、スギ、ヒノキ科、

マキ属等が候補 として挙げられているが、スギやヒノキ科には樹齢が1000年を越える個体が珍しく

ない。また、ケヤキも大径木になる種類であ り、現在天然記念物に指定されている中では、樹齢

1000年を越えると推定されている個体もある (沼 田1984)。 したがって、今回の試料についても、

年輸の誤差による可能性がある。 とくに、ケヤキの方がより古い年代が得られていることは、木棺

などの大型の部材に利用され、そこに古い年輸の部分も混じっていた可能性が考えられる。しかし、

後述するように、これらの灰化材が直接古墳で使用された部材に由来するか疑問も残る。今後、鉄

剣などに木質が付着していれば、それらの木質の年代測定も行い、比較検討を行いたい。

(2)用材選択について

古墳から出上した木片は、いずれも灰化材であり、青銅鏡北側出土試料 (試料番号 1)力氏種類不

明の針葉樹、鉄剣 (270-5)直 下出土試料 (試料番号2,3)が 2y点 ともケヤキであった。試料番号

2,3に ついては、同じ樹種であること、大きさがはぼ同じであること等を考慮すると、同一部材に

由来する可能性が高い。

これらの炭化材は、試料番号 1が青銅鏡を納めた箱、試料番号2,3が 木棺の部材に由来する可能

性が考えられている。箱に針葉樹材が利用される例は、これまでにも多数報告されており (島地・

伊東1988,伊東1990)、 今回の結果も調和的である。また、ケヤキは、山形県衛守琢および漆塚古

墳、神奈川県 日吉観音松古墳で木棺の部材として利用された例がある (山 内1973,1981)。 ケヤキは

大径木になることから、大型の部材 として利用可能であり、本古墳でも木棺の部材 として利用され

た可能性がある。しかし、灰化材は木材が蒸し焼きや不完全燃焼で燃え残った場合等、火を受けた

場合にのみできるものであり、埋土中で自然に灰化することはあ り得ない。例えば、神奈川県久地

西前田横穴墓では、緑青が付着した副葬品などに関連すると考えられる木材が出土しているが、灰

化材ではな く生木であった (パ リノ・サーヴェイlk11998)。 このことから、これらの炭化材は、埋

葬時にすでに何 らかの理由により火を受けて灰化していたことが推定される。埋葬時に木棺を焼 く

事例も知られているが、その場合は木棺の形状が残 り、もっと多 くの灰化材が出土することが予想

される。また、床面の円礫に焼成痕が残ることも推定される。 しかし、今回調査が行われた主体部

内では、他に木棺や箱の部材 と考えられる灰化材が出上していない。そのため、これらの灰化材は、

木棺や箱以外の木材に由来する可能性がある。

古代の埋葬例では、除湿などを目的 として墓内に灰化材が詰められた例があるが、大量の灰化材

が検出されている (小清水・嶋倉1981)。 また、福島県蒲倉古墳群では、祭祀の痕跡などと考えら
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れる灰化材集中部が検出されているが、これも横穴式石室を持つ古墳の桟道での検出であり、灰化

材の他に石材の被熱なども確認されている (黒澤他2000)。 これらの事例を考慮すると、今回の灰

化材は、埋葬施設内に意図的に置かれた例や祭祀などが行われた例とは傾向が異なる。これらのこ

とから、埋葬作業の際に使用した燃料材などの一部が何らかの要因により混入した可能性等が考え

られるが、断定はできない。
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第 3節 塚山古墳出土の赤色顔料について

朽津信粥 (東京文化財研究所)

下山 進 (吉備国際大学)

1.は じめ に

島根県松江市の塚山古墳では、礫床の上の埋土中から、微量の赤色顔料が出上したと報告されて

いる1)。 本稿では、その赤色顔料の分析結果を報告する。

2.分析方法 と結果

2.1.方 法

分析は朽津・下山2)に基づき、非接触型分光光度計による可祝光反射スペクトル測定3)と 、低

レベル放射線源を用いた蛍光X線分析4)と により行った。前者では接写レンズを用い、測定時間

約 1秒で赤色顔料の色を計測した。後者では、線源としてアメリシウム241(50マ イクロキュリー)

を用い、測定時間は900秒で、主要元素を分析した。なお、試料は非破壊で分析され、そのままの

状態で既に返却されている。

2.2.結 果

まず、測色の結果、赤色顔料の色はL*=86.7, a*=23.2, b*=17.1で あった。また、その

可視光反射スペクトルは、580nm付近に大きな吸収を持つ、朱に特徴的なスペクトル2)と 波形が

類似した。次に元素分析の結果、主成分として水銀が検出され、それ以外に僅かに鉄やカルシウム

が検出された。

3.考察

元素として検出された鉄やカルシウムなどは、付着土壌に起因するものと考えられ、赤色顔料自

体は水銀を主成分とするもの、すなわち朱であると考えられる。

島根県下の考古出土品で観察される赤色顔料については、松江市教育委員会5)でまとめられて

いる。それによれば、赤色顔料の出土状況や時期によって、ベンガラであるか朱であるかの傾向が

異なる場合があるという。今回の出土状況は、「 4類 :主体部床面に部分的に少量検出された例」

に該当すると思われ、時期としては古墳時代中期とされている。島根県下における4類の出土状況

を示す赤色顔料としては、これまでは朱の例が比較的多く報告されているが、古墳時代中期という

ことで限定すると分析事例が少なく、十分な議論ができる段階にはない。ただし、島根県下におけ

る古墳時代後期の赤色顔料としては、ベンガラの使用事例が比較的多く報告されていることから、

古墳時代中期の事例として今回朱の使用が確認されたことは、今後そうした赤色顔料の変遷などに

ついて議論される場合の、一つの議論材料が提供されたことになる。

注

1)本報告書第 5章第 2節

2)朽津信切・下山進・松本岩雄 (2002)出 雲地方中世～近世壁画の使用顔料に関する研究、古代文化研究、10、 1-26
3)朽津信切・黒木紀子・井口智子・三石正一 (1999)顔料鉱物の可視光反射スペクトルに関する基礎的研究、保存科学、

38、  108-123
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4)朽津信明 下山進 (2001)函館市に残る幕末～明治絵画の顔料調査、市立函館博物館研究紀要、 1-20

5)松江市叛育委員会 (1994)釜代 1号墳外発掘調査報告書
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田中谷遺跡 I区

土器

挿図番号 写 真 出土地点 種 房1 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色   調 時 期 備  考

S101 土師器 菱 外

内

ヨヨナデ 密 (05画程度の砂粒を
少し合む)

外 :白 褐色
内 :白 褐色

古墳後期 風化著 しヽ

S101 弥生土器 高芥 外

内
密 (1硼以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡自褐色～

淡赤褐色
内 :淡白褐色

松山Ⅱ期 風化著しヽ

S101 弥生土器 鉢 外 :ヨ コナア,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ後ナデ

やや密 (21m以下の砂粒
を多く含む)

外 :暗黄褐色
内 :暗黄褐色

弥生後期

S102 壁帯湾 土師器 小型査 デ

デ

ナ

ナ

外

内
やや粗 (2皿以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

橙

橙

暗

暗

外

内
古墳中期 風 化

土師器 甕 外

内
やや組 (l IIt以下の砂粒
を含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

松山I期 風 化

墜帯溝 上師器 小型丸底査 (89) (70) 外 :ヨ コナア,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,ハケメ

密 (lm以下の砂粒を僅
かに合む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

松山I翔

壁帯溝 ■師器 壺 ? 外 :ヘラミガキ?後ヘラ描き沈線文
内 :ナデ

密 (l mm以 下の砂粒を少
し含む)

外

内
淡黄褐色
淡澄褐色～

淡黄褐色

古墳中期

墜帯溝 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

密 (05画以下の砂粒を

筐かに含む)

色
色

褐
褐

獲
橙

淡
淡

外
内

松山工期

31 壁帯溝 土師器 高芥 外

内

ヘラミガキ?

ナデ
密 (0 5dd以 下の砂粒を

僅かに含む)

色

色

褐

褐

澄

灰

淡

淡

外

内
古墳中期

S105 溝 弥生土器 養 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

糧 (05～ 2 fam大 の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
草口2期 風 化

S105,06 溝 弥生土器 甕 (165) 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (21m以下の砂粒

を少し含む)

外 :白 褐色
内 :自 褐色

草田 1期

-3 31 S105,06 溝 土師器 蒙形器台 外

内

ヨ]ナデ やや組 (24u以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
草日4期～ 風化著 しヽ

S I05,06 溝 弥生土器 小型器台 外

内

ヨヨナデ やや粗 (05～ l II大 の

砂粒を多 く含む)

色

色

褐

褐

外

内
草口3期～ 円形透,風化著

しい

S I05,06 溝 弥生土器 一霊 外

内
ヨヨナデ?

ヨヨナデ?

やや粗 (21m以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :自 褐色

草日 4期 風化著 しヽ

31 S I05,06 溝 弥生土器 甕 (128) 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2 mE以 下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

草口4期 風化著 しヽ

S I05 溺 弥生上器 養 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2血以下の砂粒

を多 く含む)

色
色

禍
褐

灰
灰

淡
淡

外
内

草口 4期

S104 鴻 弥生土器 甕 173 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

粗 (3 mD以 下の砂粒を多
く合む)

外

　

内

茨獲褐色～

白褐色
淡燈褐色～

白褐色

草田 1期

S104 消 弥生土器 甕 外 :ヨ ヨナア,平行沈線文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (05～ l ln大 の
砂粒を含む)

色
色

褐
褐

雄
曜

外

内
草田2期

S104 蒲 弥生上器 甕 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (砂粒を少し含む) 色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
草田2翔

S104潜 弥生上器 甕 外 :ナデ ?

内 :ヘラケズリ後ハケメ
やや粗 (l om以 下の砂粒
を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :黒灰色

弥生後期

S104溝 土師器 外 :ヨ ヨナデ,浅い平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (l atII以 下の砂粒
を少し含む)

外

内
灰褐色
暗灰褐色

章田 2期

S104 溝 弥生上器 甕 (278) 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文,刺突文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (05～ 211111t大 の
砂粒を多く合む)

色

色

褐

褐

明

明

外

内
草田 2期

S104湾 弥生土器 甕 外

内
ヨヨナデ
ヨヨナデ ヘラケズリ

粗 (2 gn以 下の砂粒を多
く含む)

色

色

褐

褐

暗

暗

外

内
草田 3期 風化著 しヽ

S104 壁帯溝 弥生上器 外 :ヘラミガキ,ナディ
内 :ナデ

やや粗 (3 Ett以下の砂粒
を少し合む)

暗黒灰色～

淡灰褐色
暗灰褐色内

弥生後期

S104 弥生上器 蓬 外 :ヨ コナデ,平行沈線文

内 :ヨ コナデ

密 (l lm以 下の砂粒を僅
かに含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
草田 2期 赤色顔料付着

S104 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ

密 (05～ 1血大の砂粒
を少し含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

草回2期

S104 弥生土器 甕 (186) 外

内

ヨコナデ?,平行沈線文
ヨコナデ?.ヘラケズリ

粗 (1～ 3 EIu大 の砂粒を
多く合む)

外 :淡黄褐色
内 :自 褐色

草日 3期 風 化

S104 弥生上器 鉢 外 :ヘラミガキ,ハケメ

内 :ヘラミガキ
密 (1～ 2 ma大 の砂粒を

僅かに含む)

外

内
(媒 付着)

淡灰褐色
弥生後期

S 104 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (3111以 下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

舛

内
車田 3期

S 104 弥生土器 高芥 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ ?,平行沈
線文

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや組 (05～ 3皿大の

砂粒を少し含む)

外 t自 褐色～淡

黄褐色
t暗黄褐色内

革田 2期 風 化

S 104 弥生土器 養 外

内

ヨコナデ,平行沈線文
ヨコナデ.ヘラケズリ

粗 (05～ 3 8JB大 の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色～

淡橙褐色
内 :淡黄褐色～

淡橙褐色

革田3期

S 104 弥生土器 整 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文,沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (3囲以下の砂粒
を多く含む)

外 :黄褐色
内 :白 褐色

革田 3期

S301 P3 上師器 変 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

粗 (3 ED以 下の砂粒を多

く含む)

外 :白 褐色

内 :白 褐色

古墳後期

S801 P3 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナア,ヘラケズリ

粗 (1剛大の砂粒を多く

含む)

外 :(媒 付着)

内 :暗 白褐色
古墳後期

S B01 P3 土師器 奏 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ヨナア,ヘラケズ リ

組 (2団以下の砂粒を多
く含む)

外 :淡澄褐色
内 :白 褐色

古墳後期 風化
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土器

写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

S B04～ 07 包含層 須憲器 高台付皿 外 :回 転ナデ,ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (21n以 下の砂粒を僅
かに含む)

外 :淡灰色
内 :淡灰色

奈良～

S B04～ 07 包含層 須恵器 高台付皿 外 :回 転ナア,ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

密 外 :淡青灰色

内 :淡灰色

奈良～

S B04～ 07 包合層 察恵器 灯明皿 外 :回転ナデ,回転糸切
内 1回転ナデ

やや密 (05～ 1画大の
砂粒を少し含む)

外 陪灰色～汝

灰色

暗灰色内

奈良～

S B04～ 07 包含層 須恵器 外身 外 :回転ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (05～ l o5大 の自色
砂粒を少し含む)

外

内
淡青灰色

淡茶褐色

大谷 4～ 5

期

S B04～ 07 包含層 土師器 境 外

内

色褐

色

茶

褐

淡

白

外

内
古墳後期 風化著 し

０７

ト
”　
ツ

０４

ピ

Ｂ

辺

Ｓ

周
包合層 察恵器 芥 蓋 外 :回転ナデ,沈線

内 :回転ナデ
密 (2111以下の砂粒を少
し合む)

色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

古墳後期

S B04～ 07 包含層
周辺ビット

察恵器 芥蓋 外 :回 転ナデ,沈線
内 :回 転ナデ

密 外 :暗灰色
内 :淡灰色

古墳後期

8 S B04～ 07 包含層

周辺ピット

賓恵器 必 蓋 外 :回 転ナデ,沈線
内 :回 転ナデ

密 色白

色

灰

灰

明

淡

外

内
古墳後期

S B04～ 07 包含層

周辺ビット

須恵器 不 身 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナア
密 外 :淡黄灰色

内 〔淡灰色
古墳後期

S B04～ 07 包合層

周辺 ビット

須恵器 芥身 外
内

回転ナデ
回転ナデ

密 黒灰色～灰

自色

灰 白色内

古墳後期 灰かがり

S B04～ 07 包合霜
周辺ビット

須恵器 霊 外

内
回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

外

内
古墳後期 灰かが り

層合包０７

ト

一　

ツ

０４
ビ

Ｂ

辺

Ｓ

周
土師需 変 外

内
やや密 (lm以下の自色

砂粒を含む)

外 :淡灰褐色

内 !淡灰褐色

古墳後期 風化著しヽ

S B04～ 07 包含層
周辺ビット

土師器 菱 外

内

ヨヨナデ? 密 色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
古墳後期 風化著 しヽ

S B04～ 07 包合層

周辺ビット

土師器 変 外

内
外 :自 褐色
内 :白 褐色

古墳後期 風化著 しヤ

S B04～ 07 包含層
周辺ビット

土師器 甕 外 :ヨ コナデ,コ ヨナデ後ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

やや密 (2囲以下の砂粒
を合む〕

外 :淡黄褐色

内 !淡黄褐色

古壌後期

S B04～ 07 包含層

周辺ビット
弥生上器 甕 外

内
やや祖 (2 EUD以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡獲褐色
内 :淡澄褐色

草田 4～ 5

期

風化著 しヽ

S B04～ 07 包合層
周辺ビット

土師器 甕 外

内

ヨコナデ
ヘラケズリ?

やや密 (1皿以下の砂殺
を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

古墳前期 風化

S B04～ 07 包含層
周辺ビット

土師器 高芥 ヘラミガキ?

ヨヨナデ,指頭圧痕?

やや密 (3m以下の砂粒
を含む)

色

色

褐

褐

外

内
古墳前期 風 化

S B04～ 07 包含層

周辺 ビット

上師器 高不 外 :ハケメ

内 :

密 (2 mm以下の砂粒を少
し含む)

外 :明燈褐色
内 :明 白褐色

占墳前期 風化著 しヤ

須恵器 必 身 132 外 :回 転ナデ,ナデ,ヘラ切り後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (1硼以下の砂粒を合
む)

外

内
暗灰色
暗淡青灰色

大谷 4期

S B04 P7 須恵器 ネ壷 外

内
回転ナデ

回転ナデ

密 外

内
淡黄灰色

灰白色

大谷 1期

S B04 PG 土師器 琵 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

やや密 (l IIm以下の砂粒
を多く含む)

外 自褐色～淡

橙褐色

白褐色内

古墳中期

土師器 憂 外

内

ヨコナデ やや粗 (2 md以下の砂粒
を含む)

色褐
色

黄
褐

淡
白

外
内

古墳後期 風化著 しヤ

S B04 P4 土師器 高芥 ? 筑 ? 外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

淡

淡

外

内
古墳後期 風化著 しヽ

S B04 P5 士師器 高外 外 :ハケメ
内 :

密

む
(21m以 下の砂粒を合 外 :淡獲褐色～

白褐色

内 :赤褐色～自

褐色

古墳中期 風化著し

土師器 甕 外

内
やや密 (2画以下の白色
砂粒を少し含む)

外 :燈褐色
内 :赤褐色

古墳後期 風化著 しヽ

S B06 P2 須恵器 必 身 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回 転ナデ

密 外 :淡灰色
内 :淡灰色

大谷 2期

SB06 P4 土師器 甕 外

内

色

色

褐

褐

外

内
古猿後期 風化著しヽ

SB07 P6 上師需 甕 外

内
ヨコナデ? やや密 (l IM以下の砂粒

を少し合む)

外 淡燈褐色～

白褐色
淡獲褐色～

白褐色
内

古墳後期 風 化

S B07 P3 須恵器 無蓋高不 (?) 外

内
回転ナデ,沈線
回転ナデ

符 色
色

灰

灰

淡
淡

外
内

古墳後期

34 S K09 須恵器 婉 外 :回転ナデ,ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (l IIm以下の自色砂粒
を多く含む)

外 :暗灰色
内 :暗灰色

奈 良

須恵需 筑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ

密 外 :淡灰色

内 :淡灰色

奈 良

S K09 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (05画大の細かい砂
粒を少し含む)

色

色

灰

灰

明

明

外

内
奈良 FTL著 しヤ

S K09 須恵器 塊 50 128 (75) 外 〔回転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (2 oltt以下の砂粒を少
し含む)

淡灰色～淡
黄灰色
淡灰色内

奈 良
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土器

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

S K09 須恵器 128 外 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (2囲以下の砂粒を僅
かに合む)

外

内
賠灰色

暗灰色

奈良

S K09 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,ナデ

密 外

内
淡黄褐色

淡灰褐色～

淡黄褐色

奈 ミ

34 S K10 土師器 高必 外 :ハケメ

内 :

やや密 (2剛以下の砂粒
を含む)

淡笹褐色～

淡黄褐色

淡獲褐色～

淡黄褐色

内

松山I期 風化著 しヽ

S K10 上師器 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ,ヘ
ラケズリ後ナデ

やや密 (2 8JB以下の砂粒

を少 し含む)

外 i晴淡白褐色
内 :淡黄褐色

車田 5～ 6

期

34 S K06 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文 ,

波状文

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (1～ 21111t大 の砂
粒を多く含む)

外 :明 白褐色
内 :明 白褐色

革田 3期

34 S K06 弥生上器 甕 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ後平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

密 (l IIm以下の砂粒を多
く含む)

橙褐色～汝
黄褐色
淡黄褐色～

淡灰褐色
内

草田4期

S K06 弥生土器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文,

刺突文
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (2 tud以下の砂粒
を多く合む)

外 :淡灰褐色

内 :淡灰褐色

車田 4～ 5

期

S K06 弥生土器 甕 外

内

ハケメ?

ヘラケズリ?

やや粗 (l IFII以 下の砂粒
を含む)

外

内
暗白褐色
暗白褐色

弥生後期

S K06 弥生土器 低脚不 ? 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ナデ
内 :ハケメ

密 色褐

色

自

褐

膳

灰

外

内
弥生後期

S K00 弥生上器 変 外 :ヨ ヨナデ,ハ ケメ,平行沈線文

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (2皿以下の砂漑
を多く含む)

外

内
淡橙褐色

淡澄褐色～

淡灰褐色

草田 5期 風化著 しヽ

-7 34 S K06 弥生上器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (l III以 下の砂粒
を含む)

色

色

褐

褐

暗

暗

外

内
軍日 5期

S K06 弥生土需 甕 (190) 外

内

ヨコナデ
コヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2硼以下の細か
い秒粒を多く含む)

外 :淡 白褐色
内 :淡 白褐色

草口 5期 風 化

弥生土器 甕 (13?) 外 :

内 :ヘラケズリ?

やや粗 (1硼以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

暗

暗

外

内
草田5期 風化

S K06 弥生土器 発 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや組 (l III以下の砂粒
を多く合む)

外 :獲褐色～灰

褐色

内 :淡黄褐色

革田 5期 風化著し,

S K06 弥生土器 菱 外 :ヨ コナデ,ハケメ,刺突攻

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

やや粗 (21111以下の砂粒
を多く含む)

外 :明 白褐色
内 :明 白褐色

車田 5期 風化

S K06 弥生土器 甕 (17 り 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

やや耀 (lm以下の砂粒
を含む)

色

色

褐

褐

外

内
草田 5期

弥生土器 憂 外 :ヨ ヨナデ ?

内 :

やや粗 (05～ I Ilm大 の
砂粒を含む)

外 i淡僑褐色～

淡黄褐色
i淡澄褐色～

淡黄褐色

内

草田 5期 風化

S K06 弥生上器 霊 (190) 外 :ヨ コナデ,ヘラケズリ?

内 :ヨ コナデ
やや粗 (l III以下の砂粒
を合む)

色

色

褐

掲

外

内
草日5期 風 化

S K06 弥生上器 誠形器台 外

内
やや粗 (lm以下の砂粒
を含む)

色

色

褐

褐

外

内
草田 5期 風化著 しヽ

S K06 弥生上器 鼓形器台 113 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ後ナ

デ

やや粗 (05～ 2函以下
の砂粒を多く含む)

外 自褐色～淡

橙 自色

自褐色～淡

橙 白色

内 i

草田 5期 風化著 しヽ

S K06 弥生土器 鼓形器台 外 :ヨ コナア
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ,ヘ

ラミガキ

やや粗 (05～ lШ大の
砂粒を含む)

外
内

白褐色
白褐色

草口 5期

S K06 弥生上器 鼓形器台 133 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヘラケズリ

粗 (05～ 2剛大の砂粒
を争く合む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

革田 5期 風化著しヽ

S K06 弥生土器 鼓形器台 外 :ヨ ヨナデ   
‐     イ

内 〔ヨヨナデ,ヘラケズリ
粗
む

や
含

(2111B以下の砂粒 外 :浚橙褐色

内 :淡澄褐色

革田5期 風化

S K06 弥生土器 鼓形器台 iヨ コナ デ

iナ ア,ヘラケズリ
粗 (05～ l md大 の秒粒
を多く含む)

外 白褐色～淡
歴掲色
自褐色～淡
橙褐色

軍日 5期 風化

S K05 ホ生土器 鼓形器台 外 :ヨ ヨナデ ?

内 :ヘラケズリ後ナデ
やや粗 (2 EI以下の砂粒
を多く合む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
草田 5期 風イヒ

弥生土器 変 (186) 外 :ヨ ヨナデ ?,平行沈線文,波状文
内 :ヨ コナデ?,ヘラケズリ

やや粗 (05～ 2画大の
砂粒を多く含む)

外 :淡黄褐色ヽ

澄褐色
内 :淡笹褐色

章団 5期 風化

-23 S K05 弥生土器 甕 ? 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文,

波状文
内 :ナデ?,ヘラケズリ

やや密 (2 ott以下の砂粒
を多く含む)

外 :白掲色～淡
茶褐色

内 :淡灰褐色

草田 5期 風 化

S K05 弥生上器 高不 外

内
やや粗 (3m以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡倭褐色～

白褐色

内 :淡橙褐色～

白褐色

弥生後期 風化著 し

S K05 弥生土器 変 外 :平行沈線文,円形スタンプ文
内 :ヘラケズリ

密 (l tttt以下の砂粒を少
し含む)

外 :白褐色
内 :煉付着

弥生後期

S E01 掘方理土 弥生土器 甕 タト:ハケメ後ヨコナデ,平行vE線 文,

波状文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,ヘ ラミガ

密 (2 EI以下の砂粒を少
し含む)

外 :煤付着
内 :淡茨褐色

弥生後期
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S E01 弥生土器 斐 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

密 (05～ 14」 I大の砂粒

を僅かに含む)

橙褐色～淡
灰tE色

淡灰褐色内

事田 2期

弥生土器 変 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2811以 下の砂粒
を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

革国2期

S E01 弥生土器 変 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ,平行沈森文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (1～ 2硼大の砂
粒を多く合む)

外 :白 褐色
内 :白 褐色

草田 2期

弥生上器 変 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,ヘラミガ

キ

密 (1剛以下の砂粒を少

し含む)

外 :白 褐色
内 :淡黄褐色

草田 2期

S E01 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (05～ 1側大の

砂X.tを 多く合む)

外

内
暗淡黄褐色

暗淡黄褐色

革田 2期

S E01 弥生土器 高 必 外

内 ナデ?

やや粗 (1～ 411m大 の砂
粒を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
弥生後期

S E01 弥生土器 変 ? 58 外

内
指頭庄FR,ハ ケメ後ナデ
ヘラケズリ後ナデ

やや密 (2m以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

灰

白

外

内
弥生後期

S DOS 弥生土器 養 (146) 外 :ヨ コナデ?,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

粗 (3 dtt以下の砂粒を多
く含む)

外 :黄 褐色

内 :黄 褐色

草口2～ 3

期
風化著しヽ

S D06 弥生土器 菱 外 :平行沈線文
内 :ヨ コナア,ヘラケズリ

粗 (05～ 31M大 の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
草田2期 風化著 しヽ

S D14 弥生土器 甕 (230) 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ

粗 (05～ 2 1Jd大 の砂I・

を多く合む)

外

内
自褐色

自褐色

営回 2期 風 化

S D15 土師器 菱 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ

やや密 (3 om以 下の砂粒
を多く合む)

外 :淡橙褐色
内 i白褐色

草日 3期

SD■ 弥生土器 注目土器 (把手) 外 :ナデ,刺突文
内 :ナア ?

やや密 (2 TIm以下の砂粒
を少し含む)

色

色

褐

褐

外

内
草口3期

S D12 弥生土器 養 外

内
やや粗 (3硼以下の砂粒

を少 し含む)

外 淡灰褐色～

淡赤褐色
淡灰褐色内

弥生後期 風化著 しヽ

弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ ヨナア,ヘラケズリ

やや粗 (05m大 の砂粒
を多く合む)

外

内
淡橙褐色
(煤付着)

軍田 2～ 3

期

S D21 弥生上器 甕 148 外 :ヨ コナデ,平行沈線支
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2函以下の砂粒
を多く含む)

外 :白 褐色
内 :白褐色

草田 2期

弥生上器 獲 外 :ヨ コナデ,刺突文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (3硼以下の砂粒
を多く含む)

外 白褐色～笹

褐色

白褐色～種

褐色

内

車田 4期 凋氣化

S Dll 弥生土器 甍 (167) 外 :ヨ コナデ,ナデ ?,ハケメ,刺突

文

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘ ラケズ リ

密 (05～ l III大 の砂粒
を多く含む)

外 淡黄tB色～

淡赤褐色
暗淡黄褐色内

車田 4期

SD■ 弥生i器 獲 (171) 外 :ヨ コナデ,ハケメ,刺突文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ後ナデ

やや密 (05～ l ln大 の
砂粒を多く含む)

色

色

褐

褐

明

明

外

内
革田 4期

土師器 整 (250) 外

内 ヘラケズリ
やや粗 (05～ 2111大 の
砂粒を多く含む)

色

色

裾

褐

赤

赤

外

内
堂田 5期 風化著 しヽ

SD■ 南端 弥生土器 甕 (110) 外 iヨ コナデ ?,刺突文

内 iヘラケズ リ

やや粗 (31u以下の砂粒
を少し含む)

外

内
淡澄褐色
淡挑灰色

草田 5期 風化著しヽ

弥生上器 鼓形器台 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ,ヘ

ラミガキ

密 (l II以下の秒粒を多
く合む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
革田 4期

弥生上器 高芥 ? 外 :波状文
内 :

やや密 (2血以下の砂粒
を少し含む)

色

色

褐

褐

外

内
弥生後期 風化著しヽ

SD■ 弥生土器 甕 (343) (248) 外 :ヨ コナデ,ハ ケメ,平行沈線文 ,

刺突文

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (05～ I mm大 の
砂粒を多く含む)

外 :自褐色～淡
橙色

内 :白褐色

章田 3期 風化著 しヽ

87-1 38 1自 河道 l B-1 包
合層

青磁 境 外 :施釉
内 :施釉,劃花文

淡灰白色て緻密 濃緑色 D期 12c
後半～13c

前半

龍泉窯 I-2類

38 道河

層
旧
含

C-5 包 自磁 壷 外 :幅広い筋状の段,施釉
内 :施釉

徴密 外 :白 色 (和 )

内 :

10c以前

道河

層
旧
含

C-4 包 青自磁 合子身 外 :花弁状の浮き彫り,施釉
内 :施釉

淡灰白色 外 〔淡青自色
(和 )

内 :く すんた青
白色 (釉 )

旧河道 1 包含層 白磁 釉

釉

施

施

外

内
自色緻密 白色 12c前半

旧河道 I B-4 包

含層

(57) 外 :ヘラケズリ,施釉
内 :施釉

灰自色で級密 黄色気味の自色 12c前半 I-1類

旧河道 1 包含層 自磁 筑 外 :ヘラケズリ
内 t見込みに段,施釉

灰 自色 乳自色～灰自色 12c前半 白磁坑 V類

旧河道 1 包含層 土製品 不 明 外 :ナデ

内 i

やや粗 (05～ lm大 の
砂粒を多く合む)

外 :暗淡黄褐色
～淡橙褐色

内 :

旧河道 l B-5 包
含層

須恵器 円面硯 外

内
回転ナデ
回転ナデ

外 :

内 :黒灰色
奈良～ 長方形 (?)透

旧河道 1 流路 l A 黒色土器 高台付筑 (160) 外

内
ナデ?

ヘラミガキ
密 外 :階淡黄褐色

内 :暗淡黄褐色
風化著 しヤ

旧河道 1 流路 l A 黒色土器 高台付坑 外 :ヨ コナデ後ヘラミガキ
内 :ヨ コナデ,ヘラミガキ

密 (14m大 の砂粒を少し

含む)

外 :暗淡黄褐色
～淡獲褐色

内 i贈淡黄褐色
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旧河道 1 流路 〕
-3

土師器 坑 外 :ヨ コナデ,回転糸切

内 :ナデ

色

色

褐

褐

外

内

旧河道 1 流路 】
-3

土師器 碗 外 :ヨ コナデ,ハケメによる押さえ
回転糸切

内 :丁寧なナデ

密 外 一色

色

色

褐

褐

褐

瀬

灘

舶

旧河道 1 流路 1 土師器 筑 外

内

ヨコナデ,回転糸切
丁寧なナデ

密 外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

赤色顔料付着

旧河道 I 流路 2 A
-3

土節器 柱状高台付芥 外

内
ナデ,回転糸切
ヨコナデ

密 外 :淡桃褐色
内 :淡桃褐色

旧河道 1 流路つ A 土師器 柱状高台付必 外 :ヨ コナデ,回転糸切
内 :丁寧なナデ

密 外 :白 褐色
内 :白褐色

38 旧河道 1 流路 2 A 土師器 柱状高台付芥 外 :ヨ コナデ,回転糸切
内 :粗いナデ

密 外 :淡灰白色
内 〔淡灰白色

旧河道 1 流路 2 上節器 坑 外 :ヨ コナデ,回転糸切
内 :ヨ ヨナデ

密 (2 all以下の砂粒を少
し含む)

色

色

褐

褐

外

内

旧河道 1 流路 つ A 須恵器 娩 デ

デ

ナ

ナ

外

内
回転糸切 密 外 :白灰色

内 :暗灰色

旧河道 1 流路 2 須恵器 壷 ? 外 :ヘ ラケズリ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (2画以下の砂粒を少
し含む)

外

内

t白灰色
1白灰色

旧河適 1 流路 2 A 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズ リ,回転

糸切

内 :回転ナデ,ナデ

密 (l all大の黒色砂粒を
僅かに合む)

外 :暗灰色
内 :白灰色

奈良～

旧河道 1 流路 2 須恵器 蓋 36 147 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

奈良～ ヘラ記号 (× )

1日 河道 1 流路2 B 須恵器 轟 168 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ,

内 :回転ナデ,ナデ
やや密 (l III以下の砂粒
を僅かに含む)

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

奈良～

旧河道 1 流路 2 須恵器 蓋 外

内 回転ナデ,ナデ
密 (2 mm以 下の砂粒を少
し含む)

外 :晴緑色 (自

然釉 )

内 :淡 灰色

奈 良

旧河道 1 流路 2 A 察憲器 蓋 外

内
回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
回転ナデ

密 (1・tt以 下の砂粒を僅
かに合む)

色

色

灰

灰

三円
青

淡

淡

外

内
夫谷 6期

旧河道 1 流路2 A 須恵器 高台付婉 80 外 :回転ナデ,ヘラケズリ後ナデ,回
転糸切後ナデ

内 :回転ナデ,ナデ

密 (l ott以下の白色秒粒
を少し合む)

外 :青灰色
内 :淡灰色

-26 旧河道 1 流路 2 A 須恵器 高台付筑 回転ナデ,ナデ,回転糸切後ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (211以下の砂粒を僅
かに合む)

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内

旧河道 1 流路 2 須患器 高台付芥 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少 し含む) 外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

旧河道 1 流路2 A
-3

須恵器 高台付境 外 :回転ナデ,

内 :回 転ナデ,

一ア
デ

ナ

ナ
外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

旧河道 1 流路 2 B 須恵器 筑 外 二回転ナデ,ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (05～ l IIB大 の砂粒
を少し含む)

外 :淡灰色
内 :淡灰色

奈 良

旧河道 1 流路 2 B 須恵器 外 :回転ナア,ヘラケズリ後ナデ,ヘ
ラ切後ナデ

内 :回転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

暗

暗

外

内
大谷 6期

旧河道 1 流路2 A
-3

須恵器 灯PAan 57 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 外 :自 灰色
内 :淡灰色

奈 良

旧河道 1 流路 2 ハ
ー3

須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナア
内 :回転ナデ,ナデ

密 (4 mm以 下の砂粒を僅
かに含む)

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
奈長

旧河道 1 流路 2 A 須恵器 有蓋壷 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 外

内
白灰色

白灰色

旧河道 1 流路 2 A 須恵器 坑 168 外 ,回転ナデ,回転ヘラケズリ,静止
糸切

内 :回転ナデ,ナデ

密 砂 粒を少 し含む) 外 :明青灰色
内 :明青灰色

奈 良

旧河道 1 流路 2 A 須恵器 芥 身 118 外 !回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :暗灰白色

大谷 5期 ヘラ記号 (× )

旧河道 1 流路 2 須恵器 芥 蓋 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナア

外 :明灰色
内 :明灰色

大谷 4期

-37 38 旧河道 I A-3 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色～淡

青灰色

内 :灰白色

大谷 6～ 7

期

-38 38 旧河道 l A-3,B 須恵器 蓋 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 外

内
淡青灰色
淡青灰色

大谷 6～ 7

期

灰か事 り

旧河道 l A-3 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ナデ,回転ヘラケズリ?

内 :回転ナデ,ナデ
密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6～ 7

期

灰か募り

旧河道 l A-3 須恵器 蓋 29 148 外 :回 転ナデ ?,ナデ?,回転ヘラケ
ズリ?

内 :回転ナデ ナデ

密 外 :

内 :青灰色
大谷6期

1日 河道 l A-3 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ナデ,回転ヘラケズリ
後ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

密 外

　

内

青灰色～灰
白色
灰白色

大谷 6期

旧河道 I B-4 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,ナデ,回転ヘラケズリ
後ナア

内 :回転ナデ

密 外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

夫谷 6期 灰かお り

43 旧河道 l A-3,B 察恵器 蓋 外 1回転ナデ,テ デ,回転ヘラケズ リ

後ナデ

内 1回 転ナデ

密 外 :暗青灰色

内 :茶褐色

大谷 6期

旧河道 l A-3 須恵器 蕎 外

内
回転ナデ,ナデ,回転ヘラケズ リ

回転ナデ,ナデ
密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期 ヘラ記号 (午 )
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37-45 旧河道 I A-3,B
-3

須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (l III以下の白色砂粒
を含む)

外 :暗灰褐色
内 i青灰色

大谷 8期

旧河道 l A-4 須恵器 高台付筑 641 外 :回 転ナデ,回転糸切後回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (I・ I以下の砂粒
を僅かに含む)

外 :赤褐色～汝
灰色

内 :赤褐色

大谷 8期

旧河道 l A-3, 3
-3

須恵器 高台付坑 外 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ

密

色

色

灰

灰
青

青

淡

外

内
大谷 8期

旧河道 I A-3,B 須恵器 高台付筑 78 外 :回転ナデ,静止糸切後回転ナデ
内 :ナ デ

密 (05岡大の砂粒を少
し含む)

外

内
淡膏医色
淡青灰色

大谷 8期

旧河道 I B-1, 2 須恵器 外蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ,

ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナディナデ

密 外

内
暗青灰色
暗青灰色

大谷 4期

旧河道 I B-5 須恵器 ネ蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナアメナデ

密 (05～ lm大 の砂粒
少しを合む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

大谷 4期

十日河道 l B-1, 2 須憲器 外蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ ナデ

密 (3 1tt大の黒色」砂程
を多く含む)

外

内
暗青灰色
暗灰白色

大谷 5期

39 旧河道 I B-4 須恵器 必蓋 113 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,沈線
内 i回転ナデ,ナデ,沈線

密 (2剛以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡青灰色

内 :淡灰色

大谷 3期

旧河道 I B-3 須恵器 芥蓋 118 外 1回転ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

外

内
大谷 4期 ヘラ記号 (― )

十日河道 l  B-5 須憲器 不 蓋 44 (121) 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 i回転ナア ナデ

密 (05嗣大の砂粒を多
く含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

大谷 4期

旧河道 I B-1 須恵器 不蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 外 :灰白色

内 :灰自色

大谷 5期

旧河道 l A-3,B 須恵器 不 蓋 外 :回 転ナデ,ヘラケズリ後ナデ,ヘ
ラ切後ナデ

内 1回転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

外

内
大谷 4期

日河適 I B-4 須恵器 界蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 外 青灰色～灰

白色

灰 白色内

大谷 3期

旧河道 l B-1 須恵器 不蓋 外 1回 転ナデ,回転ヘラ切り後ナデ
内 :回転ナデ

密 (砂粒を少し合む) 色

色

灰

灰

外

内
大谷 5期

日河道 l A-4 須恵器 不蓋 35 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ,ヘラ
切,沈線

内 :回転ナデ,ナデ,沈線

密

む
(2111t以下の砂粒を含 明灰色～淡

灰色

明灰色内

大谷 4期

旧河道 I B-2 須恵器 邪 蓋 外 i回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色～贈
灰白色

内 :暗灰白色

大谷 4期 風化 ?

-13 旧河道 l A-3,B 須恵器 芥蓋 外 :回 転ナア,回転ヘラケズリ後ナデI

ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,ナア

密 外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 4期

旧河道 I B-4 須恵器 外蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,沈線

密 (05側以下の自色砂
粒を多く含む)

外 :淡黄灰色～

淡灰色

内 :淡灰色

大谷 4期

旧河道 I B-5 須恵器 芥 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (1囲以下の砂粒を少
し含む)

外 :青灰色～淡
青灰色

内 :淡青灰色

大谷 4期

1日 河道 l B-2 須恵器 ネ蓬 35 外 :回 転ナデ,ヘ ラ切後ナデ
内 i回転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 5期

旧河道 l B-2 須恵器 邪蓋 外 :回 霧ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

外 :青灰色
内 :暗灰白色

大谷 4期

日河道 l B-1, 2 須恵器 必 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズ リ後ナ

デ ?

内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :暗灰自色

大谷 5期 ? ヘラ記号 (X)

旧河道 l A-3 須恵器 芥蓋 外 :回 転ナデ.ヘラ切後ナデ,沈線
内 :回転ナデ,ナデ

密 (21m以 下の砂粒を少
し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 4期

旧河道 I B-4 須恵器
jTN蓋

外 i回転ナデ,ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (l tta以下の砂粒を少
し合む)

外

内
青灰色
青灰色

大谷 4期

旧河道 l A-3, B 須恵器 不蓋 130 外 ;回 転ナデ,回転ヘラケズ リ

内 :回 転ナデ,ナデ

外

内
暗青灰色

暗青灰色

大谷 4期

旧河道 l B-2 須恵器 芥 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (3 mf4以下の黒色砂粒
を含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 4期

旧河道 I B-2 須患器 芥蓋 46 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少 し含む) 外 :灰白色
内 :青灰色

大谷 3期 風化 ?

旧河道 l A-3 須恵器 不蓋 43 外 i回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ,

ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (4 mu程度の砂粒を少
し含む)

外 :青灰色

内 :青 灰色

大谷 4期

旧河道 l B-4 須恵器 必蓋 136 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (1囲大の自色砂粒を
僅かに含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

大33期

十日河道 l B-1 須恵器 芥蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナ
デ?

内 :回転ナデ.ナデ

密 外 :肌色～灰白

色

内 :明 茶褐色

大谷 4期 風 化

旧河道 l A-3 須恵器 必 身 34 外 i回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナ
デ?

内 :回転ナデ,ナデ

密 外

内
青灰色
青灰色

大谷 6期 灰か事り

旧河道 l A-3 須恵器 不 身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ?

内 :回転ナデ,ナデ
密 外 :青灰自色

内 :青灰色
大谷 6期 灰かぶり

旧河道 l B-1, 2 須恵器 不 身 35 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回 転ナデ

密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期 灰 力ゞ が り
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旧河道 l A-3 須恵器 芥 身 36 外 :回転ナデ,ヘラ切後ナデ?

内 :回転ナデ,ナデ
密 外 :青灰色～灰

白色

内 !青灰色

夫谷 5～ 6

期

旧河道 l A-3,B 須憲器 不身 外 :回転ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 i暗青灰色
内 :贈灰自色

大谷 6期

-32 旧河道 l A-3 須恵器 不身 外 :回転ナデ.ヘラ剪後ナデ

内 :回転ナア,ナデ
外 :青灰色
内 :淡青灰色

夫谷 6期 灰か事 り

旧河道 l B-5 須恵器 ネ 身 外

内
回転ナデ,回転ヘラケズリ

回転ナア,ナデ

密 外 :淡灰色
内 !淡灰色

夫谷 5期

旧河道 l A-3, B 須恵器 ネ身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナ
デ?

内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :灰白色
内 :灰 白色

大谷 5期

旧河道 l B-1 須恵器 必身 外 1回 転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :灰 白色
内 :灰白色

大谷 5期 灰かデ リ

旧河道 l A-2 須恵器 雰 身 外 :回転ナデ,ヘ ラ切後ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
夫谷 5～ 6

朗

-37 旧河道 l B-1 須恵器 芥 身 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ

密 (lm以下の黒色砂粒
を多く含む)

色

色

自

灰

灰

青

外

内
大谷 5期

旧河道 l A-4 須恵器 芥身 (56) 外 1回転ナデ,回転ヘラケズ リ,ヘ ラ

切後ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

密

む
(288以下の砂粒を含 外 :明 灰色

内 :明灰色
夫谷 5期

-39 40 旧河道 I B-2 須恵器 芥 身 43 外 !回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :暗灰白色
内 !暗灰白色

大谷 4期

旧河道 I B-5 須恵器 邪 身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (lm以下の砂粒を僅
かに含む)

外 :淡青灰色ヽ

淡灰色

内 :淡灰色

大谷 4期

旧河道 l B-3 須恵器 芥 身 外 :回転ナア,ヘラ剪後ナデ
内 !回 転ナデ,ナデ

やや密 (2 dttt以下の自色
砂粒を少し合む)

外 :淡黄灰色
内 :淡黄灰色

夫谷 4期

旧河道 l B-3 須恵器 芥身 外 1回 転ナデ,ヘ ラ切後ナデ,ヘ ラケ

ズ リ後ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :暗灰色

大谷 4期 ヘラ記号 (')

旧河道 I B-2 須恵器 芥 身 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (1 8JI以下の砂粒を少
し含む)

色

色

灰

灰

外

内
大谷 4期 灰かぶ り

旧河道 I A-3,B
-3

須恵器 芥 身 外 :回 転ナア,ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 色白

色

灰

白

暗

灰

外

内
大谷 4期

旧河道 l B-3 須恵器 芥 身 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 i回転ナデ,ナデ

密 色

色

白

灰

灰

青

外

内
大谷 4期

旧河道 l B-1 須恵器 芥身 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 1回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :明 灰自色
内 :灰白色

大谷 4期

旧河道 l B-3 須恵器 芥 身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナ
デ?

内 i回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :淡青灰色

大谷 4期

旧河道 l A-3,B
-3

須恵器 不 身 外

内
回転ナデ,ヘラ切後ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (21111以下の砂粒を少
し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 4期

旧河道 I B-1, 2 須恵器 芥 身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :贈灰白色

大谷 4期

旧河道 l A-3,B 須恵器 芥 身 外 :回 転ナデ,ヘラ切後ナデ?

内 :回転ナデ
外 :青灰色
内 :灰白色

大谷 4期

旧河道 l A-3,B
-3

須恵器 芥身,外蓋,甕 ? 外 :回 転ナデ (杯身)

内 :ナデ?(甕 内)

密 (05111以 下の砂粒を
少し含む)

外 :青灰色
内 :

古墳後期 3個 体か熔着

日河道 l B-2 須恵器 低脚無蓋高杯 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (05111以 下の砂粒を
多く含む)

外 〔賠青灰色
内 :青灰色

大谷 4期 2方三角形透

旧河道 I B-1 須憲器 低脚無蓋高芥 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し合む) 外

内
灰白色

灰白色～青

灰色

大谷 4期 2方長方形透

-3 41 旧河道 l B-1, 2 須恵器 低脚無蓋高不 外
内

回転ナデ
回転ナデ,ナデ

外

内
青灰色
青灰色～灰
白色

大谷 5期 2方長方形透

旧河道 l B-2 須恵器 低脚無蓋高不 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
大谷 5期 2方三角形透

旧河道 l B-4 須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回転ナデ

内 :回転ナデ,テデ

密 色

色

褐

褐

赤

赤

外

内
大谷 5 jIB 2方長方形透

6 旧河道 l A-3,B 須恵器 無蓋高芥 (180) 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後回転
ナデ

内 :回転ナア,ナデ

密 (3皿以下の砂粒を僅
かに含む)

外 暗赤灰色～

暗灰色
淡贈赤灰色内

大谷 5期 2方透

旧河道 l A-3,B
-3

須恵器 無蓋高雰 外 :回転ナデ,ヘラ剪後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 暗青灰色～

淡青灰色
青灰色～淡
青灰色

内

大谷 5期

旧河道 l A-3,B 須恵器 長脚無蓋高不 152 外 :回 転ナデ,

内 :回 転ナデ,

デ

一ア

ナ

ナ
密 (211J4以下の砂粒を少
し含む)

外 f暗青灰色
内 :青灰色

大谷 4期 透

旧河道 I B-1 須恵器 低脚無蓋高不 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

外

内
灰白色

灰白色

大谷 5期 2方長方形透

旧河道 l A-3,B
-3

須恵器 低脚無蓋高外 外 :回転ナデ

内 :回転ナデ,ナデ
密 外

内
青灰色
淡青灰色

大谷 5～ 6

期

2方長方形透

旧河道 l B-1 須恵器 低脚無蓋高杯 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (1811以下の砂粒を多
く含む)

外

内
暗青灰色
青灰色

大谷 5～ 6

翔

2方長方形透

1回 河道 l A-3,B 須恵器 低 1無 蓋高不 外

内
回転ナア
回転ナデ,ナデ

密 外

内
青灰色
淡青灰色

大谷 6期 2方透
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土器

挿回番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

旧河道 l A-3 賓恵器 低脚無蓋高必 外

内
回転ナデ
回転ナア,ナデ

密 外
内

言灰色

青灰色～灰

白色

大谷 5～ 6

期

2方長方形透

(一方は切れ

日)

旧河道 l A-3 須恵器 低脚無蓋高界 外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 色
色

灰
灰

青
青

外
内

大谷 5期 1方長方形透

旧河道 l A-2 須恵器 低脚熊蓋高芥 外 :回転ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (lm以 下の秒粒を少
し含む)

外 :青灰色
内 〔青灰色

大谷 5～ 6

期

2方長方形透
(一方は切れ
日)

旧河道 I B-4 須怠器 低脚無蓋高芥 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,

やや密 (l III以下の砂粒
を僅かに合む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 5～ 6

期

2方長方形透

(一方は切れ

日)

旧河道 I B-1 須恵器 低脚無蓋高芥 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :暗青灰色
内 :青灰色

大谷 5期 2方三角形透

旧河道 l B-1. 2 須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

密 外 暗灰白色～
淡灰白色
青灰色～淡
灰白色

内

大谷 5～ 6

期

2方長方形透

(一方は切れ

日)

旧河道 l B-1, 2 須恵器 低脚無蓋高ネ 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (0 5Eu以 下の砂粒を
多く含む)

色

色

灰

灰

外

内
大65～ 6

期

2方長方形透

(一方は切れ

日)

旧河道 l B-1 須恵器 低脚無蓋高外 72 外

内
回転ナデ

回転ナデ,ナデ
密 外 :灰白色

内 :灰白色
大谷 4期 2方三角形透

旧河道 l B-1,2 須恵器 低脚無蓋高不 外 :回転ナデ
内 :回 転ナデ,ナブ

密 (l IE以下の砂粒を含
む)

外 :灰 自色
内 :青灰色

大谷 6期 2方透 (切 れ日)

旧河道 I B-1, 2 須恵器 低脚無蓋高芥 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (1画以下の砂粒を多
く含む)

外 :灰白色

内 :灰 自色

大谷 5～ 6

期

2方三角形透

(一方は切れ

日)

旧河道 I B-1 須意器 低脚無蓋高雰 外

内
回転ナデ

回転ナデ,ナデ
密

色

色

白

白

灰

灰

淡

外
内

大谷 5期 2方三角形透

旧河道 I B-1, 2 須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ ナデ

密 外

内
淡青灰色
灰白色

大谷 5～ 6

期

2方長方形透

(一方は切れ

日)

旧河道 l A-3 須恵器 低脚無蓋高芥 外

内
回転ナデ

回転ナデ ナデ
密 外 :灰自色

内 :灰白色～淡
灰 白色

大谷 5期 2方長方形透

旧河道 l B-2 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :灰白色
内 :明灰白色

大谷 3期

旧河道 l B-4 須恵器 長脚無蓋高雰 外 :回転ナデ,沈線
内 :回 転ナデ

密 (1・m以下の砂粒を含
む)

外

内
暗灰色

暗灰色～淡

灰色

大谷 5～ 0

期

2段 2方長方形
透 灰かぶり

-28 旧河道 】 A-3 須恵器 長脚有蓋高芥 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

外
内

大谷 3期 3方長方形透

十日河道 I B-2 須恵器 有蓋高芥 134 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ ナデ

密 (砂粒を少し含む) 外 :青灰色
内 :暗灰白色

大谷 3朗 3方三角形透

旧河道 I B-4 須恵器 長脚有蓋高芥 外 f回転ナデ,沈線
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (l lm以下の砂粒
を僅かに含む)

外 :青灰色

内 :青 灰色

大谷 3期 2段長方形 3方
透

旧河道 l A-3 須恵器 長脚無蓋高芥 回転ナデ

回転ナデ,ナア
密 (砂粒を少 し合む)

外

内
青灰色
青灰色

大谷 5～ 6

朗

2段 2方長方形

透

旧河道 I B-2 須恵器 長脚無蓋高不 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (0 5mI以下の砂粒を
多く合む)

色

色

灰

灰

外

内
大谷 5期 2段 2方透 (切

れ日)

十日河 道 I B-2 須恵器 腺 外 :回転ナデ,波状文
内 :回転ナデ

密 色灰
色

青
灰

淡
青

外
内

大谷 3～ 4

期

灰か事り

旧河道 l A-4 須恵器 腺 (122) 回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ,

ヘラ切,波状文,沈線,珂突文
回転ナデ内

密 (3側以下の砂粒を含
む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 3～ 4

期

日河道 l B-1 須恵器 感 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (051u大 の砂粒を僅
かに含む)

:青灰色～白
褐色

1淡青灰色内

大谷 5期 円孔,ヘ ラ記号

(× ),灰かが

り

旧河道 l B-5 須恵器 藤 外
内

回転ナデ
回転ナデ

密 外 :暗灰色
内 :賠灰色

占墳後期

旧河道 l A-3,B 須忘器 短頸立 (53) 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

古猿後期 灰かがり

旧河道 l C-6 須恵器 小型壷 (70) 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ

密 色
色

灰
灰

暗
淡

外
内

古墳後期 灰か事り

旧河道 I B-5 須志器 短頸壼 外 :回 転ナア,回転ヘラケズリ後ナデ,

ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,テデ

密 (l mm以下のIID粒 を少
し含む)

色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

古墳後期 ヘラ記号 (× )

旧河道 l A-3,B 須恵需 芥蓋 ? 90) 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 外 :暗青灰色

内 :淡青灰色
古墳後期 灰かぷ り

旧河道 l A-3,B 須恵器 ネ蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ

やや密 (1血以下の砂粒
を多く含む)

外 青灰色～淡
青灰色
青灰色

古墳後期

旧河道 と B-1, 2 須恵器 壷 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回稼ナデ,ナデ

密 外

内
青灰色
淡青灰色

古墳後期

日河道 , B-1, 2 須恵器 一望 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (砂粒を少 し合む) 灰白色～青

灰色

灰 自色内

古墳後期

旧河道 l A-3,B 須恵器 平瓶 外

内
回転ナデ,ヘラケズリ後ナデ
回転ナデ,ナデ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 5期

旧河道 l B-2 須恵器 平瓶 (138) (70 外

内
回転ナデ,カキロ
回転ナア ナデ

密 (05硼 大の砂 Iを少
し含む)

外 :青灰色
内 :淡青灰色

大谷 5期 灰かぶ り
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上器

写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 回 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

旧河道 l B-5 須恵需 脚付鉢 (222) 外 :回 転ナア,カ キロ後回転ヘラケズ
リ,カ キロ後回転ヘラケズリ後ナ
デ

内:回転ナア,ナデ

密 (054F大 の白色砂粒

を少し含む)

外 :淡黄灰色
内 :淡黄灰色

古墳後期

旧河道 l B-5 中

層

須恵器 外 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,回転
ヘラケズリ後ナデ,沈線

内 :回 転ナデ,沈線

密 外 :淡灰色

内 :淡灰色

大谷 1期

旧河道 I B-5 須恵器 不身 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,沈線

密 (l dm以 下の白色砂X・

を少 し含む)

色
色

灰
灰

贈
淡

外
内

夫谷 I期

日河道 l B-5 中

層

須恵器 不 身 回転ナデ,回転ヘラケズリ
回転ナデ,沈線

密 淡灰色～淡
青灰色
淡灰色内

大谷 1期

-18 旧河道 l B-5 須恵器 不身 (50 外

　

内

回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ,

沈線
回転ナデ,テデ

密 外

内
明灰色

明灰色

大谷 I期

旧河道 l C-6 須恵器 外 :回 転ナデ,回転ヘラケスリ,沈線
内 :回 転ナデ

密 色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
大谷 1期

旧河道 1

層

B-5 中 須恵器 外身 53 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,沈線
内 :回転ナア

密 色
色

灰
灰

贈
贈

外
内

大谷 1期

旧河道 l A-3,B
-3

須恵器 不身 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 !回転ナデ

密 外

内
淡青灰色

灰自色

大谷 1期

旧河道 l B-5 須恵器 有蓋高外 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ

内 :回 転ナデ

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
大谷 1期 3方 (?)長方

形透

-23 旧河道 l B-5 中
層

須恵器 低脚有蓋高芥 98 SO 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,沈線
内 :回 転ナデ,沈線

密 外 :明 灰色

内 :明 灰色

大谷 1期 3方長方形透

旧河道 I B-5 中
層

須恵器 低脚有蓋高芥 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回 転ナデ,ナア

密 外 淡灰色～暗

灰色

淡灰色内

大谷 1期 3方長方形 (?)
透

旧河道 l B-5 中

層

須恵器 低脚有蓋高芥 外 :回転ナデ

内 :回 転ナデ

密 外 青灰色～灰
白色
淡青灰色内

大谷 1期 方

透

３

形
)長方

旧河道 l C-6 須恵器 低脚有蓋高外 84 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ,

回転ヘラケズリ後カキロ
内 :回 転ナデ

密 外

内
大谷 I期 3方長方形透 ,

灰か募 り

旧河道 I C-6(C
-5)

須恵器 低脚無蓋高不 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,カ キ
日,カ キロ後ナデ,波状文

内 :回 転ナデ,ナデ

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
大谷 1～ 2

期

3方長方形透

-28 旧河道 1 須恵器 低脚無蓋高杯 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ,波状

文,沈線
内 :回転ナデ

外 :淡灰色
内 :淡灰色

大谷 1～ 2

期

旧河道 l B-4 須恵器 低脚無蓋高外 外 :回転ナデ,波状文,沈線
内 :回転ナデ

密 外 :茨青灰色
内 i暗灰色

大谷 1～ 2

期

旧河道 l C-5 須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ,波状
文

内 :回 転ナデ

密 (2m以下の砂粒を含
む)

外

内
淡灰色
淡青灰色

大谷 1～ 2

期

3方長方形透,

灰かがり

-31 旧河道 l B-5 中
層

須恵器 低脚無蓋高雰 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ
密 外 :淡灰色

内 :淡灰色
大谷 2C期 3方長方形透

旧河道 l B― O 須恵器 低脚無蓋高必 外 :回転ナデ,カ キロ
内 :回転ナデ

密 (砂粒を少し合む) 外 :灰白色
内 :淡灰白色

大谷 2C期 3方長方形透

旧河道 l B-5 中

層

須恵器 低脚無養高芥 外 i回 転ナア,カ キロ,波状文,沈線
内 :回 転ナデ

密 外 :暗灰色
内 :暗灰色

大谷 1期～

2期
3方長方形 (?)
透

旧河道 l B-5 須恵器 低脚高不 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (l IIII以 下の自色砂粒
を筐かに合む)

外

内
暗灰色

暗灰色～灰

自色

大谷 1期

(T K73～
216)

3方 円形透

旧河道 l B-0(B
-1)

須恵器 低脚無蓋高芥 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

外

内

i暗灰色
i明灰色～青
灰色

大谷 3期
(?)TK

43頃 (?)

旧河道 l B-1, 2 須恵器 甕 外 :回転ナデ,タ タキ
内 :回 転ナデ,ナデ,同心円の当て具

痕

灰白色～黒
灰色
黒灰色～膳
青灰色

古墳後期 灰か事 り

旧河道 I B-1, 2 須恵器 変 外 :回転ナデ,タ タキ後カキメ,波状
文,沈線

内 1回転ナア,同心円の当て具痕

密 色

色

灰

灰

淡

暗

外

内
古墳後期

旧河道 l B-1, 2 土師器 鉢 外 :ヨ コナア
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 明赤掲色
明茶褐色

古墳後期 風化著 しヽ

旧河道 l C-6 上師器 養 (130) 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (2 dIIt以 下の砂粒
を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

古墳後期

旧河道 l B-3 土師器 甕 (146) 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (3 om以 下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

橙

橙

淡

淡

外

内
古墳後期

旧河道 I B-2 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (05m以 下の砂

粒を含む)

淡黄褐色～

淡燈褐色

暗淡白褐色内

古墳後期

旧河道 I B-1 土師器 奏 外 :ヨ コナデ ?

内 :ヨ コナデ ?ナ デ ?

やや程 外

内
茶褐色
淡茶褐色

古墳後期 風 化

旧河道 l B-5 土師器 養 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2硼以下の砂粒
を少し含む)

外 白褐色～淡
獲褐色
自褐色内

古墳後期

道河

３

旧

一

A-3 B 土師器 J 外 ;ヨ コナデ,ヘラケズリ

内 :コ コナデ,ハケメ

やや粗 (05～ 211m大 の
I17粒 を多く含む)

外 淡黄褐色～

淡橙褐色

淡澄褐色内

古墳後期

―-312-一



田中谷遺跡 I区

土器

挿図番号 写真 出土地々 種 別 器 種 器 高 H径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期

42-8 旧河道 I B-2 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ後ナデ?

やや粗 色褐

色

茶

褐

明

茶

外

内
古墳後期 風化者 しヽ

旧河道 l B-1 土師器 発 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

やや粗 色

色

裾

褐

明

明

外

内
古墳後期

旧河道 I B-3 土師器 外

内

ヨヨナデ,ハケメ
ヨヨナデ ヘラケズリ

やや粗 (05～ 2田大の
砂粒を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :明 橙褐色

古墳後期

旧河道 I B-2 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
やや糧 外 :明 茶褐色

内 :明 茶褐色～

白褐色

古墳後翔

旧河道 l B-2 土師器 変 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ後ナデ?

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ
やや糧 外 :明 茶褐色

内 :fIB茶 褐色
古墳後期

旧河道 l B-2 上師器 整 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘ ラケズリ

密 (05～ l IIE大 の砂粒
を多く含む)

外 :淡橙掲色

内 :淡橙褐色

古猿後期

旧河道 l B-2 土師器 変 外

内

ヨコナデ,ハケメ
ヨコナデ.ヘラケズリ

密 (1函以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡白褐色～

淡獲褐色
内 :淡自褐色

古墳後期

旧河道 I A-2 土師器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

粗

む
(lm以上の砂粒を含 外 :明茶褐色

内 :明茶褐色
古墳後期

旧河道 l B-1, 2 土師器 賽 外 :ヨ コナデ,ハ ケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや組 外 :明茶褐色
内 :明 茶褐色

古墳後期

旧河道 I B-1, 2 土師器 菱 (115) 外

内
密 (l ud以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡笹褐色
内 :淡白褐色

古墳後期 風化著し

旧河道 l B-4 土師器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (0 5EE大 の砂粒
を多く含む)

外 :自 褐色

内 :淡黄褐色

古墳後期

旧河道 l A-3,B 土師器 養 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

粗 (05～ 31w大 の砂粒

を多 く含む)

外 :白 褐色～暗
淡黄褐色

内 :暗淡黄褐色

古墳後期 風化著 しヽ

旧河道 I B-1, 2 土師器 甑 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ
やや密 (05～ 2111t大 の
砂粒を多く合む)

外 白褐色～談

橙褐色

白褐色内

古墳後期

旧河道 l B-1, 2 土師器 甑 デ

一ア

ナ

ナ

外

内 ヘラケズリ
やや密 (3m以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳後期

旧河道 I B-1 土師器 甑 (294) 外 :ヨ コナア,ハケメ

内 :ヨ コナア.ヘラケズリ後ナデ
やや密 (05硼大の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 手淡黄褐色

古墳後期

8 旧河遭 l B-1, 2 土師器 甑 外 :ヨ コナデ,ナア,ハケメ

内 |ヨ コナデ ?,ヘラケズ リ,ヘラケ

ズ リ後ナデ

やや組 (3a■l以下の砂粒
を多く含む)

外 自褐色～淡

澄褐色

黄褐色内

古猿後期

旧河道 l B-1, 2 土師需 甑 外

内
強いナデ,ハケメ
ヘラケズリ

やや密 (2111t以下の砂粒
を含む)

外 :白 褐色
内 :黄褐色

古墳後期 基軸部差込み痕
残る

十日河道 I B-1, 2 土師器 甑 デ

デ

ナ

ナ

外

内 ヘラケズリ
やや密 (l dm以 下のVIP粒

を多く含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

外

内
古墳後期 焼成前穿孔

旧河迫 l B-1, 2 上師器 甑 デ

デ
ナ

ナ

外

内

ハケメ
ヘラケズリ

やや粗 (3Ш以下の砂粒
を多く合む)

外 :淡自褐色
内 :淡橙褐色

古墳後期 焼成前穿孔

旧河道 l A-3,B 上師器 矩 外

内

ヨヨナデ,ナデ,ハケメ
ヘラケズリ,ハケメ

密 (05～ l IIm大 の砂粒
を多く含む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

古墳後翔

旧河道 I B-2 上師器 危 外

内
強いナデ
ヘラケズリ後ナデ

やや密 (1・ m以下の砂粒
を多く含む)

色
色

褐
褐

澄
笹

淡
淡

外
内

古墳後期

3 旧河道 I B-1 土師器 電 (360) 外 :ナデ

内 :ナデ

やや密 (l dm以下の砂粒
を少し含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
古墳後期

旧河道 I B-1 上師器 鼈 デ

デ

ナ

ナ

外

内

ハケメ
ヘラケズリ

やや密 (3m以下の砂粒
を多く含む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

古墳後期

旧河道 l B-1, 2 土師器 電 外

内
ナデ,ハケメ
ヘラケズリ後ナデ

密 (l mm以 下の砂粒を含
む)

外

内
淡橙掲色

淡橙褐色～

淡灰褐色

古墳後期

旧河道 l B-1 土師器 竃 (344) (304) (276) 外 :ヨ ヨナデ,ナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ後ナ
デ

やや密 (05～ l om大 の
砂粒を多く含む)

外 白褐色～淡
澄褐色
白褐色内

古墳後期 風化著 しヤ

旧河道 l B-1. 2 上師器 危 (350) 外

内

ハケメ
ヘラケズリ,ナア

密 (l IIm以下の砂粒を少
し合む)

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

古墳後期

旧河道 l B-1 上製品 土製支lT 外 :ナ デ,ヘラケスリ,穿孔
内 :ナ デ

やや密 (3 EIII以 下の砂粒
を多く含む)

外

内

i淡黄褐色
!淡 黄褐色

古墳後期

旧河適 I B-2 上製品 土製支脚 (75) 外

内
ナデ
ヘラケズリ

密 (lm以下の砂粒を多
く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

占墳後期

旧河道 l B-2 土製品 土製支脚 外 :ナ デ,

内 :

ヘラケズリ,穿孔 やや密 (2皿以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :

古墳後期

旧河道 l A-2 土製品 土製支脚 外 :ナデ,ハケメ,穿7と

内 :ナデ
密 (2剛以下の砂粒を少
し合む)

外 白褐色～淡

獲褐色

白褐色～淡

倭褐色

内 :

古墳後期

1日 河道 I B-1 上製品 土製支脚 (120) 外 :ナデ

内 :ナ デ

やや密 (2囲以下の砂粒
を合む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳後期

45 旧河道 l B-5 中

層

上師器 長頸壷 密 (05～ l III大 の砂粒
を少し含む)

外 | 白褐色～穫
褐色
白褐色～獲
褐色

内

古墳中期

旧河道 I B-5 土師器 直口壺 外 :ハケメ後ナデ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (05～ 1硼大の砂粒
を僅かに含む)

色

色

褐

褐

外

内
古墳中期 赤色顔料付着

3 旧河道 l B-5 下

層

士師器 外 :ヨ ]ナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

密 (311以下の砂粒を少

し含む)

外 :暗淡黄褐色
内 :暗淡黄褐色

古墳中期

―-313-―



田中谷遺跡 I区

土器

挿図番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

旧河道 l B-4 上師器 直 口壼 (186) 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,指頭圧痕,シポ

リメ

密 (05m大 の砂粒を少
し含む)

外 自褐色～淡
黄褐色
白褐色～淡
黄褐色

内 :

古墳中期

旧河道 I B-4 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズ リ

やや密 (2画以下の砂粒
を少し合む)

外 :淡橙褐色

内 !淡獲褐色

古墳中期

旧河道 l B-4 上師器 甕 (191) 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ヨコナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ,ハ

やや密 く
'III以

下の秒粒
を多 く含む)

外 明白褐色～

暗淡黄褐色
明白褐色～
暗淡黄褐色

内

松山I期

,日 河道 l B-1, 2 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ後ナデ

密

む
(l oo以 下の砂粒を合 外 :淡白褐色

内 :自 褐色

松山Ⅱ期

日河道 I B-1 ■師器 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナア,ナデ,ヘラケズリ後サ

デ,ヘラケズリ

やや密 (05～ l IIm大 の
砂粒を含む)

:淡黄褐色～

淡橙褐色
:淡獲褐色～
自褐色

松山■期 風 化

十日河道 l B-1 土師器 霊 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (1411d大 の砂粒を
多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

松山Ⅱ期

旧河道 I B-6 中
層

土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ

後ナデ

やや密 (211111以 下の秒粒
を少し含む】

色
色

褐
褐

外
内

松山■期

旧河道 I B-1, 2 上師器 斑 外 :ヨ ヨナア,ハケメ

内 :ヨ コナデ.指頭圧痕,ヘ ラケズ リ

やや粗 外 :甥 茶褐色
内 :賜茶褐色

松山工期

旧河道 l B-4 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (05～ 1血大の
砂粒を少し含む)

外 淡黄褐色～

淡贋褐色

淡黄褐色～

淡橙掲色

内

松山I期

旧河道 I B-3 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (l llB以下の砂粒を少
し含む)

外

内
淡灰褐色
黄褐色

松山工期

十日河道 l B-2 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ
密 (2111B以下の砂粒を多
く合む)

淡白褐色～

獲褐色

淡自褐色内

松山工期

旧河道 I B-1 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ後波状文
内 :ヨ コナア,ナディヘラケズリ後ナ

デ

やや密 (3m以下の砂粒
を多く含む)

白褐色
淡黄褐色
(蝶付着)

松山工期

旧河道 l A-0 土師器 小型九底壷 外

内

ヨヨナデ,

ヨヨナデ,

デ

デ

ナ

ナ
密 外 :赤褐色～茶

褐色
内 :赤褐色～灰

褐色

松山工期

旧河道 l A-0 土師語 小型丸底壷 外 :

内 :ヨ コナデ,指頭匡痕
やや粗 (2剛以下の砂粒
を多く合む)

外 :白 褐色～淡
笹褐色

内 :白 褐色～淡
橙褐色

松山I期 風化著 しヽ

旧河道 l A-0, 1 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (21m以下の砂程
を多く含む)

外

内
自褐色

白褐色～橙

lB色

松山正期 風化

旧河道 l A-0, 1 上師器 小型九底壼 外

内
ナデ後ハケメ
ナデ,ヘラケズリ

やや密 (3 mII以 下の砂粒
を多く含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

松山I期

旧河道 I A-0, 1 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ

やや密 (211E以 下の砂粒
を多く含む)

色

色

掲

褐

外

内
松山Ⅱ期 風化著 しヤ

旧河道 l A-0, 1 上師器 小型丸底壺 外 ;ヨ コナデ,ハケメ
内 !ヨ ヨナデ,ヘラケズリ後ナデ

密 (21m以下の砂粒を少
し合む)

淡灰褐色～

淡後褐色

燈褐色

松山I期

旧河道 l A-0 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (l su以 下の砂粒を多
く含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
松山I期

旧蔵道 l A-0 主師器 小型丸底霊 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ?

やや粗 (05111程 度のF79

粒を少し合む)

暗白褐色～
橙褐色
暗自褐色～
獲褐色

内

松山工期 風化著 しい

f日 河道 l A― O 土師器 小型丸底壷 外

内
ナデ後ハケメ
ナデ,ヘラケズリ

やや密 (2硼以下の砂粒
を少し合む)

外 :淡灰褐色

内 :淡灰掲色

松山Ⅱ期 風 化

旧河道 l A-0 土師器 高芥 外 :ハケメ後ヨコナデ,ナデ
内 :ヨ ヨナデ?,ヘラミガキ ?

密 外 茶褐色～鰭
茶褐色
茶褐色内 :

松山■期 風化

旧河道 l A-0 上師器 高芥 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,ハケメ

ンポリメ

密 外 :茶褐色
内 :淡茶褐色

松山工期 3方 円形透

旧河道 I A-0, 1 上師器 高 ネ 外

内 シポリメ
やや密 (1血以下の砂粒
を僅かに含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

松山Ⅱ期 2又 は3方円形
透

旧河道 l A-0, 1 土師器 小型丸底鉢 61 外

内

ハケメ,ハケメ後ナデ
ヘラケズリ後ナデ,ハケメ

やや粗 (05～ 2硼大の
砂粒を多く含む)

外

内
暗自褐色
暗淡燈褐色

松山Ⅱ期 風化

旧河道 l A-0, 1 主師器 高不 (101) (1'4) 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナア,ナデ ?

やや密 (3m以下の砂粒
を含む)

白褐色～淡
笹褐色
白褐色～淡
燈褐色

内

松山工期 風化者 しセ

旧河道 l A― O 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (3画以下の砂lif

を少し含む)

外 :淡茶褐色
内 :茨茶褐色

松山工期

-16 旧河道 l A-1 土師器 霊 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ ョナデ,ナデ,ヘラケズ リ,ヘ
ラケズ リ後ナデ

やや粗 (つ 皿以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

外

内
松山■期

旧河道 l A― O 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリのち

ナデ,ハケメ

やや密 (l mE以 下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

松山Ⅱ期

―-314-一



田中谷遺跡 I区

土器

挿図番号 写真 出土地 く 種 房1 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

旧河道 l A-1 上師謡 甕 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ハケメ
やや密 (2m以下の砂粒
を少し含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

松山■期

旧河道 1 1ラ イン 土師器 寮 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナア,指頭圧痕,ヘ ラケズ リ
ハケメ後ナア

やや密 (05～ 1闘大の
砂粒を少し含む)

外 自褐色～黄

褐色

自4B色～黄

褐色

内

松山Ⅱ翔

旧河道 1 1ラ イン 土師器 霊 外

内

ヨコナデ,ハケメ
ヨコナデ ヘラケズリ

密 (lm以下の砂粒を少
し含む)

色

色

褐

褐

外

内
松山工期

日河道 l A-1 土師器 密 (27 2) 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (2 mI以 下の砂II・ を少
し含む)

外

内
暗淡黄褐色
暗淡黄褐色

松山Ⅱ期 風化

旧河道 l A-0 土師器 菱 190 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ
やや密 (2剛以下の砂粒
を多く合む)

色
色

褐
褐

療
賊

外

内
松山I期

旧河道 l B-1, 2 土師器 琵 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ナデ?

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
やや粗 色

色

褐

褐

外

内
松山 I期

旧河道 l B-3 2
層

土師器 甕 8) 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナア,ナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (l dlt以 下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

灰

橙

淡

淡

外

内
松山 I期

旧河道 I B-3 2
層

土師器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ
やや密 (2皿以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

獲

橙

淡

淡

外

内
松睦 I期

47 旧河道 l B-3 2
層

土師器 疑 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナア,ナデ,ヘラケズリ
密 (2 mm以 下の砂粒を多
く含む)

色
色

褐
褐

鍵
鍵

外

内
松山 I期

旧河道 I B-3 2
層

土師器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズ リ

密 (05111d程 度の砂粒を

多く含む)

外 :燈褐色

内 f橙 褐色

松山I期

旧河道 l B-3 2
層

土師器 甕 128 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ
密 (1側以下の砂粒を少
し合む)

外

内
淡黄褐色
淡怪白色

松山 上期

I日 河道 I B-3 2
層

土師器 甕 外

内

ヨコナデ,平行沈線文
ヨョナア ヘラケズリ

やや密 (1・ t以下の砂粒
を多く含む)

外

内
明橙褐色

明僑褐色～

淡白褐色

松山 I期

旧河道 l B-1, 2 土師器 甕 (128) 外

内

ヨコナデ,ハケメ
ヨコナデ.ナデ,ヘラケズリ

密 (1画以下の砂粒を少
し含む)

外 淡黒褐色～

歴褐色

淡黒褐色内

松山 I期

旧河道 I B-1, 2 土師器 菱 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (5111以 下の石英

を含む)

外

内
赤褐色

明茶褐色

松山I期

旧河道 l B-3 2
層

上師器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

密 (l IIm以下の砂粒を多
く合む)

色
色

褐
褐

橙
橙

淡
淡

外
内

松山 I期

旧河道 l A-3,B 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ
やや密 (l nd以 下の砂粒
を多く合む)

外 淡灰褐色～

白褐色
淡灰褐色内

松山I期

自河道 l A― ,B― 土師器 露 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ
やや密 (21B以下のIIJ7粒

を多く含む)

外 自褐色～淡

獲褐色

白褐色内

松山 I期

-13 47 旧河道 l A-3,B 土師器 変 外 :コ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ
やや密 (2 1JB以下の砂粒
を多く含む)

色
色

褐
褐

橙
燈

外
内

松山 I期

旧河道 l A-3,B 上師器 27 4 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ

やや密 (l lu以 下の砂粒
を多く含む)

外

内
淡白褐色
淡黄褐色

松山 I期

旧河道 I B-3 土師器 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,指頭圧痕,ヘ ラケズ リ

密 (05m程 度の砂粒を
多く含む)

外

内
淡白褐色
淡自褐色

松山I期

旧河道 I B-5 土師器 外 ヨコナデ,ヘラケズリ後ナデ,

ケメ後ヘラミガキ
ナデ,ヘラケズリ後ナデ内

やや密 (2Fd以下の砂粒
を多く含む)

外 淡黄褐色～

淡赤褐色
淡黄褐色～

淡赤褐色
内

松山V～ 赤色顔料付着

旧河道 I A-3,B 土師器 高 不 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
密 外 :淡白褐色

内 :淡白褐色
松山V～ 赤色顔料付着

旧河道 I B-4 上師器 (189) 外 :ナ デ,ヘラミガキ
内 :ヘラミガキ

密 ('IIm以 下の砂粒を僅
かに含む)

色

色

褐

褐

外

内
松山V～ 赤色顔料付着

旧河道 l B-1 土師器 高不 外 :ヨ コナデ ?,ヘ ラミガキ ?

内 :コ ヨナデ 7,ヘ ラケズ リ ?

密 外 〔桃褐色

内 :桃褐色

松山V～ 風rヒ著しヽ

旧河道 I A-3,B 上師器 高 不 148 185 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ後ナデ
やや密 (2 oH以 下の砂粒
を多く合む)

色

色

褐

褐

外

内
松山V～ 風化,赤色顔料

付着

旧河道 I A-3 土師器 外

内

ヨコナデ,ハケメ
ヨコナデ,ハケメ

やや粗 (l IE以 下の砂粒
を多く合む)

色

色

褐

褐

澄

橙

明

明

外

内
松山H 風化

旧河道 I B-4 土師器 高不 (260) 外 :ハケメ
内 :

やや密 (05～ 2血大の
砂粒を多く含む)

外

内
淡白褐色
淡白褐色

松山狂 風化著 しヤ

旧河道 l B-1 土師器 高 芥 外 :ハケメ後ヘラミガキ,ヘ ラミガキ

内 :ヘラケズ リ

やや密 (2画以下の砂粒
を多く合む)

外 白褐色～淡

獲褐色

自褐色～淡

灰褐色

内

松山エ 風化

旧河道 I B-1 上師器 高芥 外

内
ナデ,ヘラミガキ,ハケメ
ヘラミガキ

密 (l ttm以下の砂粒を僅
かに含む)

外 :白 褐色
内 :淡橙褐色

松山Ⅱ 風化著しヽ

日河道 I B― I 土師器 高 不 デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

外

内

ヘラミガキ,ハケメ
ヘラケズリ,ヘラケズリ後

やや密 (l IIm以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

明

明

外

内
松山工～ 風化

旧河道 l A-2 土師器 高 必 外

内

ヨヨナデ,ヘラミガキ,ハケメ
ヘラケズリ,ヘラケズリ後ナデ
ヘラミガキ

やや密 (2硼以下の砂粒
を少し含む)

外 白褐色～淡

赤褐色

自褐色内

松山工～

旧河道 I B-4 上師器 高 赤 (202) (136) 外

内

ヘラミガキ?ハケメ
ヘラケズリ

やや密 (2剛以下の砂粒
を多く含む)

外 笹tB色～淡
黄褐色
白褐色内

風化著しヽ

旧河適 1 土師器 高 ネ 外

内 ヘラミガキ ?

やや粗 (2剛以下の砂粒

を多 く含む)

色

色

褐

褐

黄

自

淡

暗

外

内
風化著 し,
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田中谷遺跡 I区

土器

挿目を号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

旧河道 l B-3 上師器 高芥 外

内

ヨコナデ,ハケメ後ナデ 密 (0 5ma以 下の砂粒を
多く含む)

外

内
淡明赤褐色
明赤褐色～
淡黄褐色

松山工 古

旧河道 l B-4 土師器 高ネ (208) (102) 外 :ハケメ後ナデ,指頭圧痕,ヘラミ
ガキ

内 :ナデ,ヘラケズリ後ナデ,ハケメ

やや密 (48111以下の砂粒
を少 し含む)

外 :白 4B色 ～茶

褐色

内 :橙褐色

3方 円形透,風
化著しい

旧河道 l B-4 土師器 高芥 外 :ヨ ヨナア,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ

やや密 (14」 a以下の砂粒
を少し含む)

外 :暗橙褐色

内 :暗橙褐色～

淡黄褐色

松山工期 風化著 しヤ

十日河道 I A-1 土師器 高不 (168) 外

内 ハケメ
やや密 (05～ 1画大の
砂粒を多く合む)

色
色

褐
褐

黄
黄

外
内

風化者 しヽ

-18 旧河道 l B-1, 2 土師器 高 邪 外 :ヘラミガキ
内 :ヨ ヨナア,ヘラミガキ ?

密 外 :赤褐色
内 1淡赤褐色

旧河道 I B-1 土節器 高ネ 外

内
粗 (2画以下の砂粒を多
く含む)

色

色

褐

褐

外

内
松山 I 風化著し

,日 河道 I B-3 土師器 高不 (133) (154) 外 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラミガキ,ハ
ケメ

内 :指頭圧痕,ヘラケズリ,ヘラミガ
キ,ハケメ,シポリメ

密 (l ul以下の砂粒を少
し含む)

淡黄褐色～

淡贋褐色

淡黄褐色内

松山 I 風化

旧河道 l B-3 土師器 高雰 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ
内 :ヨ コナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ

密 (05～ l lm大 の砂激
を多く含む)

外 :自 褐色～燈

褐色

内 :白 褐色

松山 I 2方 円形透

旧河道 I B-5 中

層

土師器 高芥 外 :ヘラミガキ,ハケメ

内 :ヘラミガキ
密 (05側大の砂粒を少
し含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

松山 ]

旧河道 l B-1 土師器 高芥 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ?

内 :ヨ コナデ,ヘラミガキ
密 外 i FfB茶褐色

内 :明 茶褐色
松山正 風化著 しヽ

旧河道 l B-1 土節器 高芥 外

内

ヨコナデ,ヘラケズリ,ハケメ やや粗 外 :淡赤褐色
内 :淡赤褐色

松山Ⅱ 風化

旧河道 l B-4 土師器 高 芥 外

内

ヨヨナデ 粗 外 i淡明茶褐色
内 :白 褐色

風化著 しヽ

旧河道 I B-3 土師器 高芥 デ

デ

ナ

ナ

外

内

ヘラミガキ
ヘラケズリ

密 外

内
淡桃色
淡桃色

松山 I期

旧河道 l B-3 土師器 高ネ 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ,ヘラ痕

密 色
色

褐
褐

茶
赤

明
淡

外
内

松山 I翔

旧河道 l B-1, 2 土師器 高外 一ア
ンア

ナ

ナ

外

内

ヘラミガキ,ハケメ
ハケメ,シポリメ

密 (05硼以下の砂粒を
多く含む)

淡橙褐色～

淡黄褐色

淡黄褐色～

灰褐色

内

松山 I期

旧河道 l A-3,B 土師器 高芥 外

内
ナデ,ヘラミガキ,ハケメ
ナデ,ヘラケズリ,ハケメ

やや密 (lm以 下の砂粒
を多 く含む)

外 :白 褐色～淡

笹褐色

内 :淡笹褐色

松山 I期

1日 河道 l  B-3 土師器 高雰 外 :ハケメ後ヘラミガキ
内 :ナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ後サ

デ ヘラケズリ

密 (0 5Bm大 の砂粒を多
く含む)

外 :明 白褐色

内 :白 褐色

松山 I期 3方 円形透

旧河道 l C-6 上製品 土 鈴 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
やや密 (lm以 下の砂粒
を少し含む)

外 :白 褐色
内 :白 褐色

古墳後期 穿子L

旧河道 I A-3,B
-3

土師器 琉 外 :ハケメ
内 :ハケメ,指頭圧痕

密 外 :白 IB色

内 :自褐色
古墳後期 赤色顔料付着

旧河道 l B-5 中
層

土師器 手捏上器 外

内

:ナ デ,ヘ ラケズリ後ナデ
:ナ デ

密 (2m以 下の砂粒を僅
かに含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

古墳後期

旧河道 l A-3, B 上師器 手捏土器 53 90 デ

デ

ナ

ナ

外

内

ハケメ後ヘラミガキ
指頭圧痕

密 (1 4at以下の砂粒を含
む)

色褐

色

自

褐

明

自

外

内
古猿後jrd 風化

1日 河道 l A-3,B 土師器 ニチュア土器 (30) 外 :ヨ ヨナデ,ナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ

密 外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

古墳後期

旧河道 I B-4 土師器 手捏上器 32 外 :指頭圧痕
内 :ナデ

密 外 白褐色～淡

獲褐色

淡獲褐色

古墳後期

1日 河道 ユ B-1, 2 土師器 手捏土器 外 :指頭圧痕

内 :ナデ
やや粗 外

内

i明 茶褐色
i明 茶褐色

古墳後期

旧河適 l B-1 土師器 手捏土器 (59) 外 :指頭圧痕
内 :指頭圧痕

密 (石英が 目立つ) 外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳後期

十日河道 l B-1, 2 弥生土器 手捏土器 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
やや密 (3 mI以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

古墳後期

旧河道 l B-5 中
層

土師器 筑 ? 一ア
一ア

ナ

ナ

外

内
密 (2111t以下の砂粒を少
し含む)

色

色

褐

褐

外

内
古墳後期 赤色顔料付着,

漆付着

旧河道 l A-3,B 土師器 坑 43 (65) 外

内

ヨヨナデ,回転糸切後ナデ
ココナデ,ナデ

密 (2 ma以下の砂粒を少
し含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
古墳後期 赤色顔料付着

49 旧河道 l B-1, 2 土師器 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラミガキ ?

やや糧 外 :赤褐色
内 :茶褐色

古墳中期ヽ

後期
風化

旧河道 l A-3,B
-3

土師器 筑 外 :ナデ,ハケメ

内 :ナデ ?

やや密 (l II以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
古墳中期～
後期

風化著し

旧河道 l A-3,B
-3

土師器 塊 外 〔ヨコナデ,ハケメ

内 手ヨコナデ ヘラミガキ
やや密 (2血以下の砂T~

を少し含む)

外 :白 褐色

内 :自 褐色

古壊中期～

後期
赤色顔料付着

旧河道 l B-5 土師器 婉 外 :指頭圧痕
内 :

密 (1囮以下の砂粒を僅
かに含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳中期ヽ

後期
風化著 しヽ

1日 河道 l B-3 土師器 低脚芥 外

内

ヨコナデ,ナデ
ナア?

密 (21111以下の砂粒を多
く合む)

外

内
暗淡橙褐色
膳淡黄褐色

松山 I期 風 化
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田中谷遺跡 I区

土器

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色   調 時 期 備  考

旧河 道 l A-3,B 土師器 低脚杯 外 :ヨ コナデ,ナア,ヘラミガキ

内 :ナデ,ヘ ラミガキ
密 (05m以下の砂粒を

少 し含む)

外

内

:淡獲褐色
:白 褐色～淡

獲褐色

松山I期

旧河道 I B-1 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ナデ,ハ ケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2 ED以下の砂粒

を多 く含む)

外 :自 褐色

内 :自 褐色

占墳中期

日河道 l B-1 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ ?,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

やや粗 (2111以下の砂粒
を多く含む)

外 i白褐色～歴
褐色

内 :橙褐色

古墳中期 風化著 しヽ

旧河道 I B-1, 2 弥生上器 小型丸底壺 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 外

内
白褐色

自褐色～黒

褐色

古墳中期

旧河道 l B-5 中
層

土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

やや密 (l elld以下の砂粒
を多く合む)

外 自褐色～研
澄褐色
自褐色内 :

古墳中期

旧河道 l B-2 弥生土器 小型丸底壺 外 :ヨ ヨナデ,指頭圧痕,ハケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ
やや粗 外 :赤褐色

内 :赤褐色
古墳中期

旧河道 l B-4 土師器 小型丸底壷 外

内

ヨヨナデ ?ハ ケメ後ナデ
ヘラケズリ後ナデ,ハケメ

密 (1画以下の砂粒を少
し含む)

外 暗白褐色～

淡橙褐色
暗白褐色内

古墳中期 風化著しヽ

I口 河道 I B-1 土師器 小型丸底壺 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ナデ
内 :ヨ コナア,ヘラケズリ

やや密 (2 mB以下の砂粒
を多く含む)

外

内
白褐色
自褐色

古墳中期 焼成後穿孔

旧河道 l B-5 最
下層

土師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

密 (2血以下の砂粒を多

く含む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

古墳中期

旧河道 l B-6 土師器 小型丸底豆 外 :ハケメ

内 〔ヨコナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2 dm以下の砂粒
を多く含む)

外 自褐色～淡
笹掲色
白褐色～淡
橙掲色

内

古墳中期 穿後成焼

化
の

風

個

，

３

■

旧河道 l B-2 弥生土器 小型丸底壷 外 :ヨ コナア,ハケメ後ナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ

密 FJl茶褐色～

自褐色

茶褐色～明

茶色

松山 I期

旧河道 l B-2 弥生土器 小型丸底壺 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 外 :茶褐色
内 :赤掲色

松山 I期

旧河道 I B-4 上師需 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ハケメ,ハケメ後ナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (2 dII以下の砂粒を少

し含む)

外 :橙褐色
内 :獲褐色

松山I期

-30 旧河道 I B-3 土師器 鼓形器台 外

内

ヨコナデ, ヨコナデ後ヘラミガキ
ヨコナデ′ヘラケズリ,ヘラケズ
リ後ヘラミガキ

密 (21m以 下の砂粒を少
し合む)

外 :淡 白褐色～

淡燈褐色

内 :淡自褐色～

淡橙褐色

松山 I期 3方円形透

旧河道 l B-3 土師器 鼓形器台 外 :ヨ コナデ,ナデ

内 :ナ デ,ヘ ラケズ リ,ヘラ ミガキ

密 (05側 以下の砂粒を
多く含む)

色

色

褐

掲

淡

淡

外

内
松山I期

―S2 旧河道 1 上師器 中空小型器台 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ後ハ
やや密 (4 mI以下の砂粒

を多 く含む)

外 :淡麓褐色

内 i淡笹褐色

松山I期

旧河道 I B-1, 2 上師器 小型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ナデ
内 :指頭圧痕

やや粗 色

色

褐

褐

茶

茶

暗

暗

外

内
松山 I期

旧河道 l B-3 土師器 小型丸底壷 外

内
指頭圧戻
ヨヨナデ,指頭圧痕

密 (l tu以下の砂粒を僅
かに合む)

外 明橙褐色～

暗灰褐色

淡灰褐色内

松山 I期 風化著 しヽ

旧河道 I B-1 弥生上需 変 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 色

色

褐

褐

外

内
革田 2期

1日 河道 l B-1 弥生土器 整 外 ヨコナア,ヘラケズリ,ヘラミガ
キ,ハケメ,平行沈線文
ヨコナデ,ナデ,ヘラケズリ,ヘ
ラミガキ

内 :

粗 色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
車日 2期

日河道 l B-1, 2 弥生土器 甕 148 外 iヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (l tlt以下の砂粒
を僅かに含む)

色
色

褐
褐

灰
灰

青
淡

外
内

章田 2期

旧河道 I B-1 弥生上器 甕 外 :ヨ コナア,平行沈線文

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズリ

やや社 (砂粒を多くらく
む)

外 :明 茶褐色
内 :明 茶褐色

草口 2期

旧河道 l B-1 弥生土器 鶏 外 :ヨ コナアメ平行沈線文,ガ 1突文
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (21111t以下の砂粒
を少し含む)

外

内

i淡 黄褐色
i淡 黄褐色

草回 2期

旧河道 l B-1, 2 弥生土器 甕 167 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ ]ナデ,ヘラケズリ

やや粗 外 :明 茶褐色
内 :明 茶褐色

草田2期

旧河道 l B-1 弥生■器 甕 外 :ヨ コナデ,平行沈線文後ヨ]ナ デ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (″ IIB以 下の砂粒
を少し含む)

外 :青灰褐色
内 :青灰褐色

革田 つ期

十日測道 l B-1, 2 弥生上器 菱 外 :ヨ コナデ後ハケメ,平行沈線文 ,

刺突文

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (211m以下の砂粒
を少し含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

革口 3期

十日河 道 l  B-1, 2 弥生土器 注 目土器 (注 ロ

部)

外 :ヘラミガキ

内 :ナデ ?

やや粗 (OS～ 31m大 の
砂粒を多く含む)

外 :淡橙褐色
内 :自褐色

古墳後期

旧河道 l A-3,B 弥生土器 注 口土器 (把手) 外 :刺突文

内 :ヘラケズ リ

やや密 (2血以下の砂粒
を少し合む)

外 :暗淡白褐色
内 :暗淡白褐色

古墳後期

旧河道 I B 弥生土需 器台脚部 (108) 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ,平行沈線
文

内 :ナデ, ヨコナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2剛以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
古墳後期

旧河道 l B-6 弥生土器 器 台 外 :ヨ ヨナデ,ヘ ラミガキ,平行沈線

文

内 :ヨ コナデ ヘラミガキ

やや粗 (05～ 2111大 の
砂粒を多く合む)

外

内

色
色

褐
褐

草国2期

旧河道 l C-5 弥生土器 蓋 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文
内 :ナデ,ヘラケズリ

やや粗 (3111以下のF17粒

を多く含む)

淡黄褐色～
灰褐色
暗灰褐色内

草田3期 2個の日形穿孔
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旧河道 I B-2 弥生上器 高不 外 :ヨ コナデ,ヘ ラミガキ,平行沈線

文

内 :ヘラミガキ

やや密 (2111以 下のTI/粒

を多く含む)

外 :明 淡橙褐色
内 :淡橙褐色

草岡3期

旧河道 I B-5 弥生上器 小型壷 ? 外 :ヨ コナデ,ヘ ラ ミガキ,平行沈線

文,刺突文

内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (3m以下の砂粒
を少し含む)

外 :淡灰褐色

内 :淡灰褐色

古墳後期

旧河道 1 3-5 最
下層

弥生上器 小型壷 外 iヨ ヨナディ平行沈線文,束」突文

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

やや粗 (05～ 1剛大の
砂粒を多く含む)

外

内
(煤付着 )

灰褐色

古墳後期

旧河道 l A-5 弥生上器 装飾査 外 ハケメ,ヘラミガキ,沈線文,刺
突文,竹管文
ヘラミガキ ?内

密 (2硼以下の砂粒を少
し含む)

外 :白 褐色

内 :灰褐色

古墳後期 赤色/1R料付着

旧河道 I B-5 最

下層

弥生上器 脚付壷 117 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ後ヘラミガキ,

平行沈線文

内 :ヨ コナア,ヘ ラケズリ,ナデ

やや密 (05～ l I18大 の
砂粒を少し含む)

淡澄褐色ヽ

淡黄褐色
淡橙褐色内

古墳後期 顕部に 2個の円

孔か 2対赤色顔

料付着

旧河道 l B-1 弥生土器 低脚芥 外 :ヨ コナデ,ナデ
内 :ヨ コナア ?

やや密 (l III以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
革田 3期

旧河適 l B-1 上師器 低脚芥 外 :ナデ,ヘ ラミガキ,ハケメ後ヘラ

ミガキ

内 :ナア,ハケメ後ヘラミガキ

やや密 (2 dIId以下のFrD粒

を少し含む)

外

内
灰褐色
淡黄褐色

革田 3期

旧河道 l B-1 土師器 低脚芥 外 :ナ デ,ハケメ

内 :ナ デ,ハケメ
やや密 (l mE程 度の砂粒
を多く含む)

外 :自褐色
内 :白 褐色

革田3期 風化著しヽ

旧河道 1 1ラ イン 弥生土器 甕 外 iヨ ヨナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ

橿 (05～ 188大の砂粒
を多く含む)

外 :暗淡黄褐色
～淡橙褐色

内 :暗淡黄褐色

革田 4期

旧河道 1 土師器 鼓形器台 外

内 ヨ]ナデ
やや粗 (l lta以下の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
革日 4期 風化著 し,

旧河道 l B-2 弥生土器 外 :ハケメ後 ヨコナデ,竹管文

内 :ナデ,ヘ ラケズリ
密 (211d以 下の砂粒を少
し合む)

外 :白 褐色
内 :自 褐色

古墳後期

旧河道 l B-1, 2 弥生上器 壷 ?甕 ? 外 :ヨ コナデ,ナデ,ハケメ
内 :ヘラケズリ後ナデ

粗 (l IItB以 上の白色砂租
を多く含む)

外 :明茶褐色～
明赤褐色

内 :茶褐色～黒
褐色

古墳後期 底部に円形穿孔

旧河道 I B-5 弥生上器 外

内

ヨコナデ,波よ文,平行沈線文
ヘラケズリ,ヘラミガキ

やや糧 (05～ 21u大 の
砂粒を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳後期

旧河道 I B-4 弥生土器 壷 ? 外 !沈線文
内 :ヘラケズリ

やや粗 (05～ 21m大 の
砂粒を多く含む)

外 :白 褐色
内 :白 褐色

古蹟後期 ６
体

５
個

，
一

化
同

風
と

旧河道 I B-4 弥生土器 一霊 外 :沈線文
内 :ヘラケズリ

やや粗 (05～ 2皿大の

砂粒を多 く含む)

外 :白 褐色
内 :自 褐色

古墳後期 風化, 50-2
と同一個体

旧河道 l A-0, 1 弥生土器 外

内

ハケメ後平行沈線文
ナデ,ヘラケズリ

やや粗 (05～ 3m大の

砂粒を多 く含む)

外 獲褐色～汝

黄褐色

橙褐色～汝

黄褐色

内

古墳後期

旧河道 l B-4 弥生土器 一宝 外

内

ヨコナデ,ハ ケメ,突帯声J突文 やや糧 (51m以下のtlpr_t

を多く合む)

外 :黄褐色～橙
褐色

内 :黄褐色～澄
褐色

弥生後期終

末

56-6と 同一

個体

旧河道 I B-4 弥生土器 壷 ? (37) 外

内
ナデ,タ タキ,ハケメ
ユビ押さえ,ハケメ

やや粗 (5 tlm以下の砂粒

を多 く合む)

外 自褐色～笹

褐色

白褐色～橙

褐色

内

弥生後期終
末

56-5と 同一

個体

旧河道 2 上層 土師器 甕 (122) 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :コ コナデ,ヘ ラケズリ

密 (05～ 8硼大の砂粒
を僅かに合む)

外 :淡白褐色
内 :淡白褐色

松山工期

旧河道2 上層 土師器 小型丸底壷 外

内

ヨコナデ,ハケメ
ヨコナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2側以下の砂粒
を多く含む)

外 :淡黄褐色～

淡橙褐色

内 :淡黄褐色～

淡燈褐色

松出I期 赤色顔料,漆付
着

1日 河道 2 上層 土師器 墾 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2画以下の砂粒
を少し含む)

外 :自 褐色
内 :白 褐色

松山Ⅱ期

旧河道 2 上層 上師器 甕 外

内

ヨコナデ,ハケメ後ナデ
ナデ,ヘラケズリ,ハケメ後ナデ

密 (2 uI以 下の白色砂粒
を含む)

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

外
内

松山Ⅱ期

旧河道2 上層 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ハ ケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズリ

やや密 (l IIn大 の砂粒を
多く含む)

外 :白 褐色～淡

赤褐色

内 :白 褐色

松山工期

旧河道 2 上層 土師器 養 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (288以下の砂粒
を少し含む)

外

内
贈黄褐色
暗淡歴褐色

松山工期

旧河道2 上層 土師器 壷 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,指頭歴痕,ヘラケズリ
やや密 (3皿以下の砂粒
を多く合む)

外 :淡黄褐色～

淡獲褐色

内 :自 褐色

松山Ⅱ期

旧河道 2 上層 土師器 外 :ヨ コナデ,刺突文後ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
やや粗 (2回以下の砂粒
を多く含む)

色褐

色

自

褐

淡

燈

外

内
古猿前期 風化

旧河道 2 上層 土師器 壼 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ,刺突文
内 :ヨ ヨナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (2m以下の砂粒を少
し合む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳前期

1日 河道 2 上層 土師器 小型丸底董 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (1皿以下の砂粒
を僅かに合む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

古墳中期 焼成前穿孔

旧河道2 上層 土師器 小型九底壷 外

内

ハケメ
ヨコナデ,ヘラケズリ

密 (2 mm以下の砂社を使
かに合む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
古墳中期

旧河道 2 上層 土師器 」ヽ型丸底壷 外 :ヨ コナデ,ハ ケメ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ後ナデ,ヘ
ラケズリ,ハケメ

やや粗 (2剛以下の砂粒
を多く合む)

色

色

褐

褐

茶

茶

淡

淡

外

内
古墳中期 風化,赤色顔料

付着

旧河道2 上層 弥生土器 丁埋上器 (60) 外 :指頭圧痕
内 :指頭圧痕

密 (l ml以 下の砂粒を僅
かに含む)

外

内
暗白褐色
暗白褐色
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旧河道
' 

上層 土師器 手捏土器 外 :指頭匠痕
内 :指頭圧痕

やや密 (05～ l IIII大 の
砂粒を少し含む)

色

色

褐

褐

外

内

旧河道2 ■層 土師器 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ]ナデ,ナデ,ヘラミガキ,

ポリメ

やや密 (2 mm以下の砂粗
を多く含む)

外 :淡白褐色
内 :淡白褐色～

淡澄褐色

古墳中期 風化著しい,3
方円形透

旧河道 2 上層 土師器 高芥 外

内

ヘラミガキ,ハケメ後ヘラミガキ

指頭圧痕,ヘ ラケズ リ,ハ ケメ後
ナア

密 (1硼以下の砂粒を少
し含む)

外 :白 褐色
内 :自 褐色

古墳中期 風化,赤色顔料
付着

-17 旧河道2 上遷 弥生土器 甕 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ ?

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (0511大 の砂粒
を多く含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
草田6期

旧河道 2 上層 土師器 甕 外 :コ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2 EUd以下の砂粒
を多く合む)

外

内
白褐色

白褐色～淡

橙褐色

宰口 4～ 5

期

旧河道2 上層 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,ハケメ,波状文
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

密 (1団以下の砂粒を僅
かに含む)

外

内
暗淡黄褐色
暗淡黄褐色

軍田 4期

旧河道 2 上層 弥生土器 外 :ヨ コナデ,ハケメ,平行沈線文,

刺突文
内 :ヨ ]ナ デ,ヘラケズリ

やや粗 (2函以下の砂粒

を多 く含む)

外 :白 褐色

内 :白 褐色

車田 4期

旧河道 2 上層 弥生上器 高芥 ヨコナデ,平行沈線文
ヘラケズリ,ヘラミガキ ?

やや密 (2 tlm以下の砂粒
を合む)

外 f淡黄褐色
内 :淡黄褐色

弥生中期
V― I様式

風化

旧河道 2 上層 弥生土器 壷 (142) 外

内

ヨコナデ,平行沈線女
ヨヨナア ナデ

やや密 (05～ 3 4tI大 の
砂粒を少し含む)

外 :明 淡黄rB色

内 :淡白褐色
V-1様 式 風化

旧河道 2 上層 弥生土器 一貿 外 :ヘラミガキ,刺突文,平行沈線文
内 :ヘラケズリ

やや密 (3 uII以下の砂粒
を少し合む)

色

色

褐

褐

外

内
古墳後期

-24 旧河道2 上層 弥生土器 甕 外 :ハケメ,波状文,平行沈線文

内 :ヘラケズ リ

やや密 (lm以下の砂粒
を少し含む)

外 :灰褐色

内 :淡灰褐色

古墳後期

日河道 2 上層 弥生土器 甕 外 :ヘラミガキ後平行沈線文,刺突文
内 |ヘラケズリ

やや粗 (05～ l IIE大 の
砂粒を多く合む)

外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

古墳後期 赤色顔料付着

旧河道 2 上層 弥生上器 一霊 外

内

ヘラミガキ
ナデ

やや組 (3m以下の砂粒
を多く含む)

外

内
灰褐色
暗黄褐色

古墳後期

旧河道 2 下層 弥生土需 甕 外

内

ヨコナデ,平行沈線文
ヨコナデ,ヘラケズリ

密 (2111以 下の砂粒を多
く含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

外

内
草田 2期

旧河道 2 下層 弥生土器 甕 168 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (05～ 2 nI大 の
砂粒を多く含む)

色
色

褐
褐

灰
灰

暗
暗

外
内

草田 2期

旧河道 2 下層 弥生上器 疑 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

密 (241d以下の砂粒を少
し含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

外

内
草田2期

旧河道2 下層 弥生土器 甕 外 :ヘラミガキ,策」突文

内 :ヘ ラケズリ

やや密 (2111以 下の砂粒
を多く含む)

外 !暗澄褐色
内 :陪澄褐色

草田2期

旧河適 2 弥生上器 壼 外 :ナデ,ハケメ
内 :ナデ

密 (1血大の砂粒を少 し

含む)

色
色

褐
褐

灰
灰

外
内

草田 2期

旧河道 2 下層 弥生土器 一豆 外 :ヘラミガキ,ヘラミガキ後平行沈

線文

内 :ヘ ラケズリ,ヘ ラミガキ

やや粗 (05～ 3血大の
砂粒を多く含む)

外 :(煤 付着)

内 :淡黄褐色

草田 2期

-7 旧河道2 下層 弥生上器 (132) 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ
内 :ヨ コナデ,ナデ,ヘラケズリ

やや密 (2硼以下の砂粒
を多く合む)

外

内
白褐色
白褐色

草田 2期

旧河道2 下層 弥生土器 蓋 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ,平行沈線
文

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (280以下の砂粒
を少し含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
草田2期 1対の円孔

旧河道 2 赤生上器 高芥 外 :ヨ コナデ,ハケメ後ナデ,平行沈
線文

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ後ヘラミガ
キ

密 (2 0dI以下の砂粒を少
し含む)

外

内
(煤付着 )

自褐色

草田 2期

旧河道2 下層 弥生土器 器 台 外 :ヘラミガキ,平行沈線文
内 :ヘラミガキ

密 (2画以下の砂粒を多
く含む)

外 :暗白褐色
内 :淡灰褐色

革田2期

旧河道 2 下層 弥生土器 高必 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ,平行沈線
文

内 iヨ ヨナデ,ヘラケズリ,ヘラミガ
キ

やや粗 (3血以下の砂粒
を多く合tF)

外 :淡灰褐色～

白褐色

内 :白 褐色

草田2期

木器

挿国番号 写真 出土地 点 器 種 長(L) 幅 (W) 厚 (T) 径 (D) 高 (H) 木取り 樹 種 備  考

非戸粋 88 径
径

長
短

最
最

(744) バラ科サクラ属 漆付着

58-1 旧河道I B-5 3層 天秤棒 板 目 スギ科スギ属スギ

旧河道 l A-0, 1 小型容器 横木取 タスノキ科 タブノキ属

旧河道 l B-5 3層 柄 (466) 柾 目 クロウメモ ドキ科ケンポナン属ケンポナン

旧河道 I B-5 下層 梯子 ? (368) 柾 目 スギ科スギ属スギ 奥面焼け焦げ

旧河道 I B-5 3層 原 材 518 柾 目 ブナ科コナラ属アカガン亜属

旧河道2 C-1 考1物桶 (43) 竪木取 スギ科スギ届スギ

十日河道 2  C-1 桶底板 (236) 板 目 スギ科スギ属スギ

旧河道 2 C-1 柾 目 スギ科スギ属スギ

旧河道 2 下層 四足盤 38 6 (103) 横木取 スギ科スギ属スギ 焼け焦げ

旧河道 2 C-1 釣瓶 22 8 横木取 スギ科スギ スヽギ
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田中谷遺跡 I・ I区

石器 。鉄器

工区 土器

木器

挿図番号 写 真 出土地点 器 種 長 (し ) 幅 (W) 厚 (T) 径(D) 高(H) 本取 り 樹 種 船  考

旧河道 2 C-1 鍬 (315) (125) 板 目 ブナ科 コナラ属アカガシ亜属 焼イナ焦イナ

旧河道 2 C-1 泥17T 1) (183) 板 目 ブナ科 ョナラ属アカガシ亜属 裏面焼け焦げ

旧河道 2 下層 絶偵1板 ? (881 柾 目 スギ科スギ属スギ

旧河道 2 下層 版材 (90) 板 目 スギ科 スギ属スギ 焼け焦げ

旧河道 2 C-1 腰掛脚板 (160) 1) 柾 目 スギ 科 スギ 属 スギ

旧河道 2 C-1 部材 板 目 スギ科 スギ属スギ 焼け焦げ

旧河道つ C-1 失板 (671) 板 目 スギ 科 スギ 属 スギ

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備  考

S D07 石 器 貢 岩

S B04～ 07周辺ビット 石 器 砥 石 不 明

57-1 旧河道 l B-5 2層 石製品 紡錘車 蛇紋岩

旧河道 l B-2 石製品 紡錘車 凝灰名

旧河道 l A-3,B-3 石製品 紡錘車 26 (5463) 凝灰岩

旧河道 I B-0 4層 石製品 勾玉 馬 襲 明茶褐色

旧河道 l B-1 土器溜まり 石製品 勾 玉 馬 騒 黒茶色～自色

53 旧河道 1 丘陵上 北壁付近 石製品 勾玉 馬 理 明茶褐色

旧河道 l A-3 石器 石鏃 黒躍石

旧河道 I B― O 石器 砥 る 凝灰岩

旧河道 l A-3,B-3 石 器 敲 石 不 明

旧河道 I B-5 内磨き砥石 結晶片岩

旧河道 l B-1 石器 砥 石 452 0 不 明

旧河道 l B-1 石器 砥 る 788 9 凝灰岩

旧河道 l C-5 鉄 器 不 明 18

旧河道 2 C-1 石 器 蔽 石 不 明

Ⅱ-1区 第 I層 外 :ヨ コナデ

内 |ヨ コナデ,ヘ ラケズリ

1剛以下の砂粒多 く含む 外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

外 :ナ デ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

1剛以下の砂粒多く含むエー1区 第 1層

外 :平行沈線文,刺突文

内 :ヘラケズ リ

I Im以 下の砂粒少量含むⅡ-1区 第二層

エー 1区 第 I層 外 :平行沈線文,刺突文
内 :ナデ

外 :淡黄褐色
内 :淡乳褐色

lm以 下の砂粒多く含むⅡ― I区 第 1層 外 :ヨ コナデ

内 :ケ ズリ,ハケメ

外 :ナ デ,指頭圧痕

内 :ナデ

エー 1区 第 I層

正-1区 第 I層 外 :ナ デ

内 :ナ ア,シボ リ

外 :淡黄裾色
内 :淡黄褐色

2m以下の砂粒多く含む 外 :青灰色
内 :青灰色

歪みか著 しい

ラ記号「 X」
エー 1区 第 I層 外 :回 転ナデ

内 :回転ナデ,回転ナアのちナデ

外 :波状文,沈線
内 :ナ デ

2 1ud以 下の砂粒少量合む 外 :青灰色
内 :青灰色

エー 1区 第 1層

■-1区 第正層 外 :凹線,ヨ コナデ,ヘラミガキ
内 :ヨ コナデ,ケズリ

l IIt以 下の砂粒含む

241d以 下の砂粒含む正-1区 第 【層 外 :ヨ ヨナデ,凹線,ハケメ

内 :ナ デ

外 :平行沈線文,ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
l IIII以 下の砂粒少量含むエー1区 第Ⅱ層

Ⅱ-1区 第■層 外 :凹線,ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

281B以 下の●17粒 多く含む 外 :薄茶褐色
内 :薄茶褐色

2811以 下の砂粒含むI-1区 第 正層 外 :平行沈線文, ヨコナデ
内 iヨ コナデ,ケズリ

外 i凹 線,コ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラミガキ,ヘラケズ リ

211m以 下の砂粒多く含む正-1区 第I層

外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

llm以下の自砂少量合むI-1区 第■層

エー 1区 第工層 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

I血以下の 白F17多 く合む

外 :平行沈線文,ヨ ヨナア,刺突文
内 :ヨ コナデ,ケズリ

エー 1区 第工層
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田中谷遺跡I区

土器

写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

1区 第 Ⅱ層 弥生土器 斐 外 :平行沈線文, ヨコナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

I dd以 下の砂粒少豊含む 色

色

褐

褐

茶

灰

薄

薄

外

内
事田 2期

圧 1区 第 狂層 弥生上器 変 16S 外

内
平行沈線文, ココナデ
ヨコナデ,ヘラケズリ

lm以下の砂粒多 く合む 外 :淡茶褐色

内 :淡茶褐色

革田 3期

正-1区 第Ⅱ層 弥生土器 菱 外

内
平行沈線文, ココナテ
ヨコナデ,ヘラケズリ

2血以下の秒粒多く合む 外 :淡黄4B色

内 :淡黄褐色

1区 第 Ⅱ層 土師器 変 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ョナデ.ヘラケズリ

Im以下の砂粒含む 外 :淡白灰色

内 :淡自灰色

草田 6～ 7

期

1区 第 工層 土師器 霊 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

211以 下の砂粒含む 外 :暗黒灰色

内 :浚茶褐色

草田 6～ 7

期

圧-1区 第E層 上師器 甕 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

3画以下の砂粒含む 外 :膳黒灰色
内 :淡茶褐色

軍田 6～ 7

期

1区 第 Ⅱ層 弥生上器 甕 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

I mt以 下の砂粒少量含も 外 :淡乳褐色

内 :淡乳褐色

1区 第工層 弥生土器 変 外

内
沈線,束 1突文
ヘラケズリ

1剛以下の砂粒少量含む 外 :黒褐色
内 :暗灰褐色

圧-1区 第I層 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,波状文
内 :ヨ コナデ

3 du4は どの砂粒少量含む 外 :黒褐色
内 :暗茶褐色

1区 第 Ⅱ層 弥生上器 菱 外 :羽 状文

内 :ヘラケズ リ

1嗣以下の砂粒少量含む 外 :淡黄褐色

内 !淡黄褐色

67 1区 第工層 弥生土器 霊 外 :沈線,刺突文
内 :ヘラケズリ

2・ I以下の砂粒多く含む 外 i淡灰褐色
内 :灰褐色

正-1区 第Ⅱ層 弥生土器 奄 外 :刺突文,沈線
内 :ナ デ

1血以下のI17粒 少量含む 外 :黒褐色
内 :暗灰褐色

1区 第■層 弥生上器 甕 外

内
刺突文,沈線
ヘラケズリ

Im以 下の砂粒多 く含む

色
色
褐

黒
灰

外
内

1区 第工層 弥生土器 一霊 外 :沈線,刺突文,竹管文
内 :ナア,ヘラケズリ

2 mm以 下の砂粒多 く含む 色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内

1区 第工層 弥生土器 養 外

内
束1突 文
ヘラケズリ

1血 以下の砂粒少量含む 外

内
黒色
暗茶褐色

1区 第 ■層 弥生上器 壷 外 :タ テ方向のハケメのち回線
内 :ヨ コナデ

密 外 :淡灰色

内 :淡 灰褐色

吉備系

エー 1区 第 Ⅱ層 弥生土器 墾 外 :ナデ ? 指頭圧痕文帯

内 :ナ デ ?

l mm以 下の砂粒多く含む 色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内

エー 1区 第Ⅱ層 土師器 変 外 :ヨ コナデ
内 |ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

3 dm以 下の砂粒含む 外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

I-1区 第I層 主師器 甕 ヨヨナデ
ヨヨナア,ヘラケズリ

1硼以下の砂粒多 く含む 外 :淡茶褐色
内 :淡茶褐色

I-1区 第工層 上師器 霊 外

内

iナ デ,ハケメ
!ヨ コナデ,ヘラケズリ

21u以下の砂粒多く含む 淡茶褐色

淡茶褐色

エー1区 第工層 弥生土器 董か甕底部 外 :ナデ
内 :ナ デ,ハケメ

3血以下の砂粒多く含む 外 !黄褐色
内 :黄褐色

エー 1区 第 Ⅱ層 弥生土器 甕 (底部) 外 :ナ デ
内 :ヘラケズリ

Ｏ

む

5側以下の砂粒少登含 外 :黒灰褐色
内 :黒灰褐色

エー1区 第■層 土師器 変 146 外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

2 tlm以 下の砂粒含む 外 :暗黒褐色
内 :淡茶褐色

エー 1区 第工層 弥生土器 高芥 外

内
凹線, ミガキ
ヨコナア,ミ ガキ

211以 下の砂程多 く含む 外 :薄茶褐色
内 :斎茶褐色

章田2期

I-1区 第 I層 弥生上器 高芥 外 :凹 線,ヘラミガキ
内 :ヘラミガキ

1硼以下の砂粒含む 色

色

褐

褐

里
小
里
小

外

内
草日 2期

-3 I-1区 第I層 弥生土器 高外 外

内
平行沈線文
ヨヨナデ

I tlm以 下の砂粒合む 外 :淡茶褐色
内 :暗茶褐色

革田2期

■-1区 第工層 弥生土器 器 台 218 外

内
凹線,ヘラミガキ
ヘラミガキ

20m以 下の砂粒合む 外 :灰褐色

内 :灰褐色

草田 2期

エー 1区  第工層 弥生土器 器 台 外

内

ヘラミガキ,平行沈線文
指頭圧戻,ヘラケズリ

21t以 下の砂粒多 く合む 色褐

色

茶

褐

淡

茶

外

内
草田 2期 内外面に赤色顔料

付着

1区 第工層 弥生上器 高雰 外

内
平行沈線文,ヘラミガキ
ナデ,ヘラミガキ

1画以下の砂粒含む 色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
草田3期

Ⅱ-1区 第I層 土師器 高雰 外 :ヨ コナデ,ヘラミガキ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラミガキ

5硼ほとの石少登含む 色

色

褐

褐

茶

茶

暗

暗

外

内
草田 3期

8 I 1区  第工層 上師器 高芥 170 外

内

ヨコナデ
ヨョナデ

2 mm以 下の自砂少量含む 色

色

褐

褐

乳

乳

薄

薄

外

内

1区 第工層 弥生土器 高ネ (脚部) 159 外

内
指頭圧痕,ヨ コナデ
ヘラケズリ,コ ヨナデ

2剛以下の砂粒多 く含む 色
色

褐
褐

白
茶

外
内

Ⅱ-1区 第Ⅱ層 弥生土器 長顕壷 外

内

ヘラミガキ
ハケメ

1画以下の砂粒少登含む 色

色

外

内
革回 3期

I区 第 互層 土師器 小型丸底壷 外 :ヨ ヨナデ
内 手ヨヨナデ,ヘラケズリ

1剛以下の砂粒少量含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

松山I期

I I区 第正層 須恵器 高芥 (脚部)
外

内

ヘラミガキ
ヘラケズリ.ナデ

1回以下の砂粒少量含む 色

色

褐

褐

灰

灰

暗

暗

外

内
松山2～ 3

期

圧-1区 第工層 ホ生土器 脚付装飾壼
(胴部)

外 :平行沈線文,爪形文,ス タンプ文

内 :ヘラケズ リ

l lHE以 下の砂粒少登含む 外 :黄褐色
内 i淡暗灰色

革固 2期 脚部 と同一個体か

1区 第Ⅱ層 ホ生上器 即付装飾菌
(脚部)

外 :平行沈線文,ハケメ, ヨコナデ
内 :ヘ ラケズリ.ナデ

1剛以下のi・
1/粒 少量含む 外 :乎L白 色

内 :淡灰色
章田 2期
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田中谷遺跡工区

土器

挿図番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 日 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

1区 第 工層 弥生土器 注目土器か

(把子)

外 :ナデ l BI以 下の砂程少量含む 外 :▼L褐 色

1区 第 工層 上師器 甑 (把手 ) 外 :ナデ 1皿以下の砂粒少豊含む 外 :淡黄褐色

エー 1区 第Ⅲ層 弥生主器 豆 外

内
四線,ヨ コナデ,ハケメ
ヨコナデ′ヘラケズリ

1瓢以下の砂粒合む 外 :淡褐色
内 :淡褐色

草田2期

正-1区 第Ⅱ層 弥生上器 甕 外 :平行沈線文, ヨヨナデ,波状文
内 :ヨ ョナデ,ヘラケズリ

2血以下の砂粒合む 外 :淡茶褐色

内 i淡茶褐色

草田 2期

Ⅱ-1区 第41層 弥生上器 露 外

内
凹線, ヨコナデ
ヨコナデ,ヘラケズリ

lm以下の砂粒少登含む 色

色

褐

褐

黒

茶

暗

淡

外

内
革田2期

狂 1区 第Ⅲ層 弥生上器 菱 外

内
凹線,ヨ ヨナデ
ヨコナデ,ヘラケズリ

l ID以 下の砂粒多 く合む 外 :茶褐色
内 :茶褐色

草田?期

圧-1区  第Ⅲ層 弥生土器 菱 外 :平行沈線文,ナデ
内 :ナデ,ヘラケズリ

21111以 下の秒粒含む 外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

草団 2期

1区 第Ⅱ層 弥生土器 甕 外 :ヨ コナア
内 :ヨ ヨナア,ヘラケズリ

I tlt4以 下の砂粒少塁含も 外 :皓黒褐色
内 :灰褐色

草田4～ 5

期

圧-1区 第Ⅱ層 弥生■器 菱 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

1画以下の砂位多 く含む 外 :薄黄褐色
内 :薄黄褐色

革日4～ 5

期

1区 第Ⅱ層 弥生土謡 甕 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1 4JI以 下の砂粒 多く合む 外 :薄乳褐色
内 i薄乳褐色

軍田4～ 5

期

圧-1区 第皿層 弥生土器 高芥 (芥部 )
外

内
四線,ヨ コナデ
ヨコナデ

2■tt以 下の砂粒多く含む 外 :黒褐色
内 :暗茶4B色

革田2期

69 旺― I区 第Ⅲ層 弥生土器 鼓型器台 外 :平行沈線文,ヘラミガキ
内 :ヘラミガキ

2醐以下の砂粒含む 色

色

灰

灰

黄

黄

外

内
草日 2期

エー 1区 第Ш層 弥生土器 菱 外 :ヘラミガキ,コ コナデ

内 :ヨ ヨナデ

14d以下の砂粒少豊合む 色

色

褐

褐

乳

乳

淡

淡

外

内

I-1区 第Ⅲ層 弥生土器 疑 (底部) iハ ケメ,ナデ
:ナ デ,ヘラケズリ

2団以下の砂粒多く含む 外

内
賠灰褐色
茶褐色

■-1区 第Ⅱ層 弥生土器 高必 (脚部 ) 外 :平行沈線文, ミガキ
内 :ミ ガキ,ナデ

18m以下の砂粒少量含む 色

色

褐

褐

灰

灰

外

内
草田 2期

エー 1区 第Ⅲ層 弥生土器 高芥 ? 外 :凹 線, ヨコナデ,ハケメ

内 :コ コナデ

1皿以下の秒粒多く含む 外

内
暗茶褐色
薄孝L褐 色

草田 1期

Ⅱ-1区 第Ⅲ層 弥生土器 短顕壷 デ

一ア

ナ

ナ

外

内 ヘラケズリ
3m以下の砂粒多く含む 色

色

褐

褐

孔

乳

薄

薄

外

内

I-1区  第Ⅲ層 土師器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ ]ナ デ,ヘラケズリ,ハケメ

211m以 下の砂粒少量含む 色

色

褐

褐

灰

灰

外

内

エー 1区 第Ⅱ層 弥生土器 低脚芥 外

内

ヨコナデ
ヘラミガキ

1硼以下のT17粒 多く含む 外 :淡乳褐色
内 :暗灰褐色

草日 3期

Ⅱ-1区 第Ⅲ層 土師器 婉 外

内

ヨコナデ
ヘラミガキ

I dt以 下の砂粒多く含む 外 :茶褐色
内 :茶褐色

19 Ⅱ-1区 第皿層 土師器 霊 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

I III以 下の砂粒多く含む 外 t黄褐色

内 :黄褐色

1区 第皿層 土製品 土製支脚 外 :ナデ

内 :ナデ

1画以下の砂粒多く含む 外 :淡乳褐色

内 t淡乳褐色

貫通する穿7しアリ

正-1区 第Ⅱ層 須恵器 蓋杯 外

内
回転ナデ I Im以 下の砂粒含む 色

色

灰

灰

背

青

外

内
大谷 4期

1区 第Ⅱ層 須恵器 蓋 不 外

内
回rAナ デ
回転ナデ,不定ナデ

I IIIII以 下の自砂含む 外

内

色

色

灰

灰

青

青
夫谷 5期 自然釉付着

肛 1区 第Ⅲ層 須恵器 筑 外

内

ヨコナデ,回転糸切り
ヨコナデ

18m以下の砂粒含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内

正-1区 第Ⅲ層 須恵器 腺 外 :刺 突文,ナデ

内 :ヨ ヨナデ

IId以下の砂粒含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内

正-1区  第 としから
み状遺構

弥生上器 伍 外

内
凹線,ヨ コナデ,列点文
ヨコナデ,ヘラケズリ

7 11ul以 下の砂粒多 く含む 色

色

灰

灰

淡

淡

外

内
草田 2期

区

構
１
遺

一
状

Ⅱ

み
第 1しから 弥生土器 変 外 :凹線,ヘラ状工具による束」突文,

ケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,ミ ガキ

6囲ほどの石少量含む 外

内
薄茶褐色
薄茶褐色

草田 2期

71 区

構
１
遺

一
状

Ｈ

み
第 1し から 弥生土器 甕 外 :凹 線,ナデ,ヘ ラ状工具による束」突

文

内 :ヘラケズ リ

148以下の砂粒多く含む 外 :黒褐色
内 :淡灰褐色

車口2期

区

構
１
遺

一
状

工

み
第 1し から 弥生土器 甕 外 :平行沈線文, ヨヨナデ′声」突文

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ
2 0tt以 下の自砂多く含む 外 :淡乳灰色

内 :淡乳灰色
革田 2 jtl

Ⅱ-1区 第 1し から
み状遺構

弥生土器 甕 (胴部) ケ

ケ

外

内
3 mll以 下の砂粒少量合む 外 :黒褐色

内 :淡灰褐色

I-1区 第 1し から
み状遺構

弥生土器 変 外 :凹 線, ヨヨナデ, ミガキ

内 〔ミガキ

l dB以 下の砂粒少豊含む 外 i淡灰褐色

内 :淡灰褐色

内外面に赤色顔料
付着

71 区
構

１
遺

一
状

工

み
第 1し から 弥生土器 器台 外 i平行沈線文, ヨコナデ,ハ ケメ

内 iヨ コナデ

2硼以下の砂粒多 く含む 外 :淡乳tB色

内 :淡茶掲色
革田 2期

エー 1区 第2し から
み状遺構

弥生上器 壺 外 :平行沈線文,ヘラミガキ,刺突文
内 :ヘラケズリ

2剛以下の秒粒多く含む 外 :暗茶褐色
内 :暗茶褐色

草口2期

Ⅱ-1区 第 2し から
み状遺構

弥■土器 外 :平行沈線文, ヨコナア,ヘラミガキ
内 :ヘラミガキ

2 1ud以 下の砂粒含む 外 i黒褐色

内 :黒褐色

軍田 2期 穿孔あり

71 エー1区 第 2し から
み状遺籍

弥生土器 注口■器 (把

手)

外 :ナ デ

内 :

l dIII以 下の砂粒含む 色

色

褐

褐

孔

乳

淡

淡

外

内

H-1区  第 2し から

み状遺構

弥生土器 巽 外 :平行沈線文, ヨコナデ,刺突文

内 :ナデ,ケズ リ

2嗣以下の砂粒多く含む 色

色

褐

褐

橙

橙

外

内
草田2期
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土器

挿図番号 写 真 出土地点 種 冽「 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

区

構
Ｉ
遺

一
状

正

み
第2し から 弥生土器 変 外 :ヨ コナデ,平行沈線文

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
3 11ttt以 下の砂粒含む 外 :淡乳自色

～暗灰色
内 :淡亨L白 色

～暗灰色

草田 2期

エー1区 第2し から
み状遺構

弥生土器 器 台 外 :平行沈線文, ヨヨナデ,ヘ ラミガキ

内 :ヨ ョナア,ハケメ

1硼以下の砂粒少量含も 色

色

灰

灰

外

内
革田 2期

区

構
１

遺
一
状

正

み
第 2し から 弥生土器 莞 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ
18m以下の砂粒多 く含む 外 i斎自褐色

内 :薄孔褐色
革日 4～ 5

翔

I-1区 第3し から
み状遺構

弥生土器 菱 外 :平行沈線文,ナデ,刺突文
内 :ナ デ,ヘラミガキ,ハケメ

2 tla以 下の砂粒含む 外 :黒灰色
内 :淡灰色

草口2期

区

構
Ｉ
遺

一
状

工

み
第3し から 弥生土器 変 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文

内 iヨ ヨナア.ヘラケズ リ

l at以 下の砂粒多く合も 外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

草口 2期

区

構
１
遺

一
状

Ｉ

み
第 3し がら 弥生土器 奏 外

内
回線, ヨヨナデ
ヨコナデ,ヘラケズリ

3 1Jd以 下の砂粒多 く含む 外 :薄茶褐色
内 :薄茶褐色

草田 2期

■-1区 第Sし から
み状遺構

弥生土器 整 外

内
平行沈線文,竹管文,刺突攻
ヨコナデ,ヘラケズリ

21a以 下の砂粒少量合む 外 :淡灰褐色

内 :淡灰褐色

車田 2期

区

構
１
遺

一
状

工

み
第3し から 弥生土器 底部 ，ア

一ア

ナ

ナ

外

内
2硼以下の砂粒多く含む 外 :淡茶褐色

内 :暗茶褐色

I-1区  S D02 弥生土器 短頸董 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

3皿以下の砂粒含む 外 :薄茶褐色
内 i薄茶褐色

78 エー 1区  S D02 弥生土器 壷 外

内
凹線,コ コナデ
ヨヨナデ,ミ ガキ?

lm以 下の砂粒少量含む 外 :暗茶褐色
内 I暗茶褐色

草日 2期

I-1区  S D02 弥生土器 甕 外 :平行沈線文,コ コナア

内 :ナ ア,ケズ リ

2 mlt以 下の砂粒多く含む 外

内
淡黄灰色

淡黄灰色

章田2期

Ⅱ-1区  S DOつ 弥生上器 甕 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

I Im以 下の砂粒少量含む 色

色

灰

灰

黄

黄

淡

淡

外

内
草田 4～ 5

期

78 正-1区  S D02 弥生土器 変 ヨコナデ
ヨヨナデ

I皿以下の砂粒多く含む 外

内
淡茶白色

淡茶自色

革田4～ 5

観

エー 1区  S D02 弥生上器 底 部 外

内

ヘラミガキ,ナデ
ヘラケズリ

l IIm以 下の砂粒多く含む 色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内

■-1区  S D02 土師器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

2 oJI以 下の自砂多 く含む 外 :薄孔褐色
内 1淡乳褐色

正-1区 第4し から
ゑ状遺構

弥生土器 変 22 3 外

内
倒線,ヨ コナデ,刺突文
ヨコナデ,ヘラケズリ

211D以 下の砂粒含む 色

色

褐

褐

茶

茶

淡

淡

外

内
室田 2期 媒付着

区

構
１

遺
一
状

Ⅱ

み
第4し から 弥生土器 菱 外 :平行沈線文,ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ.ヘラミガキ.ケズリ
2111以 下の砂粒合も 色

色

灰

灰

芥

内
草口2期

区
構

Ｉ
遺

一
状

Ｉ

み
第 4し から 弥生土器 露 外 :平 行沈線文, ヨコナデ

内 :ヨ ヨナア,ヘ ラケズリ

1皿以下の自砂多 く含む 色白

色

灰

白

暗

灰

外

内
草田 2期

エー1区 第4し から
み状遺構

弥生土器 高雰 171 外 〔平行沈線文
内 :

2 mm以 下の砂粒多く含む 色

色

褐

褐

乳

乳

淡

淡

外

内
章田 2期か 風化著 しヽ

エー2区  第Ⅱ層 弥生土器 甕 外

内
平行沈線文,コ コナデ
ヨコナア,ヘラケズリ

l IIm以 下の砂ri多 く含む :淡黄褐色
:淡黄褐色

草日 2期

エー2区 第Ⅲ層 弥生上器 壷 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

3m以下のTTJ粒 含む 外 :黄褐色
内 :黄褐色

草口 2期

エー 2区  第 Hl層 弥生上器 鼓形器台 (衝

部)

外

内
2 dl以 下の砂粒合む 外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色
風化著 しヽ

エー2区 第Ш層 弥生土器 一霊 外

内

1囲以下の砂粒含む 外 :黄自色

内 :黄自色

畷部に突帯あり
風化著しい

Ⅱ-2区  第Ⅱ層 土師器 寮 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1血 以下の砂粒多 く含む 外 :浚乳褐色

内 i淡乳褐色

■-2区  第■層 上師器 局 不 外

内
2 EUd以 下の砂粒含む 外 :淡乳掲色

内 :淡乳褐色
松山I期 風化著しヽ

エー2区 第Ⅲ層 土師器 高雰 106 外 :ハケメ

内 :

i IIII以 下の砂粒含む 外 :淡黄白色
内 :淡黄自色

赤色顔料付着 風
化著しい

Ⅱ-2区  第El層 土師需 菱 外 !ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

l mm以 下の砂粒多 く含む 色

色

褐

褐

乳
孔

薄

薄

外

内

2区  第Ⅲ層 土師器 甕 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

1画以下の砂粒含む 色

色

褐

褐

切

明

外

内

2区  第Ⅱ層 土師器 坑 166 外 :

内 :ナ デ
l da以 下の砂粒含む 色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
内面に赤色顔料付
着

正-2区 第Ⅱ層 須恵器 蓋 杯 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
夫谷 5期 自然和付着

正-2区  第Ⅲ層 須恵器 外 蓋 外 i回 転ナデ,回転ヘラケズ リ

内 :回 転ナデ

1剛 以下の砂粒少量含む 色
色

灰
灰

青
青

外
内

夫谷 6期

H 2区  第Ⅲ層 須恵器 高芥 (脚部 ) 外 :回 転ナデ

内 :回転ナデ
l ag以 下の砂粒少豊含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内

2区  第Ⅱ層 須恵器 高必 (脚部)
外

内
回転ナデ
回転ナデ

1血以下の砂粒含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 5～ 6

期

エー2区  第Ⅱ層 須恵器 甕 外 i回 薪ナデ,波状文

内 i回 転ナデ

1剛以下の砂粒少量含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内

2区  口河道 2 弥生上器 甕 外 :コ コナア

内 :ヨ ヨナア,ヘラケズ リ

l mm以 下の砂粒多 く含む 外 :淡桃褐色
内 :淡桃褐色

軍口 4～ 5

期

風化著 しい

エー 2区  旧河道 2 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

I IIm以 下の砂粒含む 外 :黄灰色

内 :黄灰色
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土器

挿国番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色   調 時 期 備  考

正-2区  旧河道 2 土師器 頭 か 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

14L■ l以下の秒粒多く含む 外 f薄▼L褐 色
内 :薄子とIB色

I-2区  旧河道 2 土師器 廻 23 6 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

3剛 以下の砂粒多 く含む 外

内
浚乳褐色

淡乳褐色

I-2区  旧河道 2 土師器 低脚杯 (脚部) 外 :ハケメ

内 :ハケメ.ナデ

lm以下の砂粒多く含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

エー 2区  旧河道 2 土師器 器 台 外

内 指頭圧痕,ヘラケズリ
2 ma以 下の砂粒含む 色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
風化著し,

Ⅱ-2区  旧河道 2 土師器 外

内
l IIIt以 下のF/F~少 量含む 外

内
淡黄褐色

淡乳褐色

風化著 しヽ

■-2区  旧河道 2 上師器 高郵 外

内

ヘラミガキ,ナデ
ヘラミガキ

1側以下の砂粒少量含む 外

内
赤褐色
赤褐色

松山工～皿
期

互-2区  旧河道 2 土師器 土製支脚 外 :ナデ

内 :

I tla以下の砂粒少量含む 外 :淡黄灰色
内 :淡黄灰色

負通しない穿子とア
リ

2区 1日河道 2 上師器 随 外

内
ナデ
ヘラケズリ

2 mII以 下の砂粒多 く含む 外

内
淡乳褐色

淡乳褐色

2区 旧河道 2 土師器 範 ，ア
一ア

ナ

ナ

外

内
l IIIt以 下の砂粒含む 外 i淡乳裾色

内 :淡平L褐色

2区  旧河道 2 土師器 甑 (犯手 ) 外 :ナ デ

内 !

2 mm以 下の砂粒多く含む 外 :淡黄灰色
内 1淡黄灰色

-13 79 2区 旧河道 2 須恵器 養 不 外

内
回転ナデ
回転ナデ

l mt以 下の砂粒少量含む 外 :青 灰色

内 :青 灰色

大谷 5期 自然釉付着

2区  旧河道 2 須恵器 蓋杯 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ

l IIt以 下の砂粒少豊含む 外 i青灰色
内 :青灰色

大谷 5期

2区 旧河道 2 須憲器 蓋 杯 外

内
回転ナデ
回転ナデ

l m4以 下の砂粒少登含む 外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 5期

2区 旧河道 2 須恵器 外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ,ナデ

2m8以下の砂粒少量合む 外 :灰 褐色

内 :灰 褐色

2区  旧河道 2 須恵器 長頸査 外 :回転ナデ

内 :回転ナデ

l ED以 下の砂粒含む 色

色

灰

灰

主
同
圭
同

外

内

2区 旧河道 2 須憲器 高不 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ, 2方 方形透かし
21m以下の砂粒少量合も 色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 4～ 5

朗

[-2区  旧河道 2 須恵器 高不 外 1回転ナデ
内 :回転ナデ,ナデ,切れ日透かし

lm以 下の自砂合む 外 :明 灰白色

内 :明 灰白色

大谷 4～ 5

朗

圧-2区  旧河道 2 須恵器 甕 外 :格子 タタキ,カ キメ

内 :同 心円タタキ

l du以 下の砂粒少登含む 外

内
青灰色
青灰色

圧-2区  旧河適 2 須恵器 墾 外

内

i回 転ナデ,カキメ

!同 心円タタキ

l III以 下の砂粒少量含む 色

色

灰

灰

青

青

外

内

エー2区 旧河道 3 弥生圭器 臣 外 :平行沈線文,波状文, ココナデ
内 |ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

2 mm以 下の砂粒多 く含む 色

色

褐

褐

黄

黄

浜

淡

外

内
草田 2期 風化著し

I-2区  日河道 3 土師器 手捏土器 デ

デ

ナ

ナ

外

内
l dII以 下の砂粒少量含む 外 :淡 黄褐色

内 :淡黄褐色

エー 2区 旧河道 3 須恵器 不 蓄 外

内

ヘラケズリ
回転ナデ

1皿以下の白砂含も 外 :青灰色
内 :青灰色

木器

挿図番号 写 真 出土地点 種 ″J 器 種 長(L) 幅 (W) 厚(T) 高(H) 木取 り 樹 種 備  考

エー1区 第Ⅱ層 木製品 盤 23 0 柾 目 スギ科スギ属スギ

■-1区 第 Ⅱ層 木製品 火きり杵 13 スギ科スギ属スギ

エー 1区 第 ■層 木製品 友組 サクラorカ バの樹皮

エー 1区 第 El層 木製品 不 明 柾 目 スギ科スギ属スギ

エー1区 第Ⅱ層 木製品 容器蓋 柾 目 スギ科スギ属スギ

3 Ⅱ-1区 第Ⅱ層 木製品 皮組 サクラ orカ バの樹皮

エー1区 第 1し がらみ
状遺構

木製品 四脚盤 25 8 板 日 スギ,Iスギ属スギ

エー1区 第 1し からみ
状遺構

本製品 不明 (円盤状
木器)

版 目 スギ科スギ属スギ

エー1区 第 1し からみ
状遺構

木製品 勤 板 日 ブナ科 ヨナラ属アカガン亜属

I-1区 第 1し からみ
状遺構

木製品 征 目 ブナ科シイ

エー 1区 第 1しからみ
状遺構

木製品 鎌柄 フナ科コナラ属アカガシ亜属

区１
構

一
遺

工
状

第 1し からみ 木製品 斧柄 柾 目 ッバキ科サカキ属サカキ

正-1区  第 1し からみ
状遺構

木製品 91物桶 竪木地 スギ科スギ属 スギ

83-1 Ⅱ-1区 第 2し からみ
伏遺構

木製品 抗 マツ科モ ミ属 半分か焼けている。

区１
構

一
遺

工
状

第2し からみ 木製品 槽 板 目 スギ科スギ属スギ

エー1区 第2し からみ
状遺構

木製品 用途不明 柾 目 スギ科スギ属スギ
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木器

挿図番号 写 真 出土地ヽ 種 別 器 種 長(L) 幅 (W) 厚(T) 高(H) 木取 り 樹 種 備  考

正-1区 第3し からみ
状遺構

木製品 容器蓋 柾 目 スギ科スギ属スギ 外面に赤色顔料か残 る

I-1区  第 3し からみ
状遺構

木製品 考1物桶 竪木地 スギ科スギ属スギ

75 狂-1区 第 3し からみ
状遺構

木製品 不 明 柾 目 ッバキ科ッバキ属

Ⅱ-1区 第 3し からみ
状遺構

木製品 槽脚部 23 柾 目 スギ科スギ属スギ

Ⅱ-1区 第3し からみ
状遺構

木製品 楔 板 目 イイギ リ科 イイギ リ属 イイギ リ

区１
構

一
遺

工

状
第 3し からみ 木製品 楔 35 5 58 板 目 ブナ科ヨナラ属アカガシ亜属

I-1区 第 3し からみ
状遺構

木製品 天秤棒か 紅 目 マッ科モミ属

-8 区Ｉ
構

一
遺

工

状
第 3し か らみ 木製品 火きり杵か 柾 目 スギ科スギ属スギ

区Ｉ
構

一
遺

工

状
第 3し か らみ 木製品 狭鍬 85 板 目 ブナ科 ヨナラ属アカガシ亜属 表面の大半か焼け焦げている

エー1区 第3し からみ

状遺構
木製品 平 鋤 柾 目 スギ科スギ属スギ

'5 76
■-1区 第 3し からみ
状遺構

本製品 泥除未成品 53 4 柾 目 ブナ科コナラ属アカガン亜属

エー 1区 第 3し からみ
状遺構

木製品 腰掛 板 目 ヒノキ科ヒノキ属

Ⅱ-1区 第 3し からみ
状遼構

木製品 腰掛脚部 柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

76 I-1区 第3し からみ
状遺構

木製品 板 目 ブナ科シイ属

エー 1区 第 3し からみ
状遺構

本製品 部材 ヒノキ科アスナロ属

Ⅱ-1区 第 4し からみ
状遺構

木製品 泥除 柾 目 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

区１
構

一
遺

Ⅱ
状

第 4し からみ 木製品 不明 (部材 ) 柾 目 スギ科スギ属スギ

区１
構

一
遺

Ⅱ
状

第 4し からみ 木製品 杓子状木器 7 紅 目 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

コー1区 第 4し がらみ
状遺構

木製品 不明板状木器 14 柾 目 スギ科スギ属スギ

エー1区 第 4し からみ
状遺構

木製品 僣 板 目 スギ科スギ属スギ

エー1区 第 4し からみ
状遺構

木製品 柄 (用途不明) 柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

Ⅱ-1区 第 4し からみ
状遺構

木製品 小型材 (すた
れ状木器)

柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

エー 1区 第 4し からみ
状遺糖

木製品 小型材 (すだ

れ状木器)

柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

エー1区 第4し からみ
状遺構

木製品 小型材 (す た

れ状木器)

柾 日 ヒノキ科ヒノキ属

エー 1区 第 4し からみ
状遺構

木製品 小型材 (すた
れ状木器)

18 柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

区１
構

一
遼

Ｉ
伏

第 4し か らみ 木製品 小型材 (す だ

れ状木器)

柾 目 ヒノキ科ヒノキ属

エー1区 第4し からみ
状遺構

木製品 小型材 (す だ
れ状木器)

ヒノキ科とノキ属

石器

挿回番号 写真 出土地点 種 房J 器 種 遺存状況 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石材 備  考

73-1 1区 第江層 石器 石鏃 一部欠損 黒曜石

Ⅱ―I区 第I層 刃器 完形 86 黒躍石

H 1区 第Ⅱ層 石器 刃器 完 形 黒躍石

I 1区 第 ■層 石 器 砥 石 完形 27 14114

1区 第工層 石器 砥 石 完形

1区 第 Ⅱ層 石 器 砥 石 完形 834 50

Ⅱ-1区 第Ⅲ層 石器 石鏃 完形 23 サヌカイト

I-1区  第 El層 石器 二次加工品 完 形 黒躍石

H-1区 第Ⅱ層 石器 刃器 完形 78 14

圧-1区  第Ш層 石 器 刃器か 完 形

エー1区 第Щ層 石 器 磨製石斧 完 形 595 59

Ⅱ区-2 旧河道 2 石器 刃 器 完形 黒曜石
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田中谷遺跡Ⅳ区

土器

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

旧河道 弥生上器 甕 外

内
平行沈線文,ナデ
ヨコナデ,ヘラケズリ

粗 (最 大径 5皿以下
の砂粒多く含む)

色

色

孔

孔

外

内
草田 2期

旧河適 弥生土器 甕 外

内
平行沈繰文,ヨ ヨナデ
ヨヨナデ?ヘラケズリ?

粗 (最 大径3 5gu以

下の砂粒を多く合
む)

色褐

色

茶

肌

淡

淡

外

内
草田 2期

旧河道 弥生土器 甕 ヨヨナデ,日縁部平行沈線文を施し
た後上半分をナデ消し
ヨコナデ,ヘラケズリ内

やや粗 (最 台径 381
以下の砂粒を多少含
む)

色

色

肌

肌

淡

淡

外

内
草田 2期

旧河道 弥生土器 甕 外 :貝 殻腹縁による平行沈線文,ヨ コナ

内 :ミ ガキ,ヨ ヨナデ

やや密 (最大径 3皿
以下の砂粒少し合
む)

色

色

褐

褐

黄

黒

淡

外

内
草田 3期

旧河道 弥生土器 変 外 :ヨ ヨナデ,波状文

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (最大径 31111

以下の砂粒をやや多
く含む)

色

色

外

内
革田5期

旧河道 弥生上器 甕 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

粗 (最 大径 4Ш以下
の砂粒多く含む)

外 :淡黄灰色
内 :淡赤灰色

革田 2期

旧河道 弥生土器 霊 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ,ヘラケスリ

やや粗 (2皿以下の
砂粒を多少含む)

外 :淡肌色

内 :淡 肌色

革田5期

旧河道 弥生土器 底部 外

内
粗 (最 大径 311m以 下
の砂粒を多く含む)

外

内
赤tB色

暗褐色
I～ 工様式

加工段 1 須恵器 塊 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (l xt以 下の砂粒
少し含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

8c中葉～

後半

柱穴テ」2-P2 察恵器 娩 外 :回 転ナデ,ヘ ラ切

内 f回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂 F‐少 ) 色

色

灰

灰

外

内
7c中葉～

末

柱穴列 2-P2 須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長石,石英など
2 8Ud以 下の砂粒少し
含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

7c中葉～

末

加工段 2 須恵器 境 72 外 :回転ナデ,糸切後ナデもしくは摩減
内 :回転ナディ回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :灰自色
内 :灰白色

8c中葉～

後半

加工段 2 須恵器 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長 石などl mm以

下の砂粒を少し含
む)

外

内
暗青灰色

賠青灰色～

赤褐色

8c中葉～
ec前半

加工段 2 須恵器 高台付皿 外 :回 T.ナ デ,ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長石など l tlD以

下の砂粒を少し合
む)

外 :淡 灰色

内 :淡 灰色

8c中葉～

後半

加工段 2 須恵器 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 外 i灰 褐色

内 1灰 褐色

8c中葉ヽ

後半

S K01 弥生土器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ,ヘラ状工具によ
る刺突

内 :ヨ コナア,ヘ ラケズリ

密 (長石,石英など
2 tlld以 下の砂礫少し
含む, 4 du位 のもの
も僅かに含む)

外 :明 茶褐色
内 :明茶褐色

草田 6期

S K02 弥生土器 甕 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

密 (l mm程 の砂粒を
ごく僅かに含む)

外 :淡灰褐色

内 :淡灰褐色

車田 5期

117-1 S X01 須恵器 坑 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 (1血以下の砂粒
少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内

須恵器 筑 外 1回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

やや粗 (2硼以下の
砂粒やや多く合む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

S X01 須恵器 甕 外

内

i平行タタキ
i当 て具痕

密 (lm以下の砂粒
少し含む)

外 :灰 色

内 i灰 色

■8-1 丘陵裾平里面遺物包含層 弥生土器 蓬 外

内
凹線,ヨ コナデ
ヨコナデ?,ヘラケズリ?

祖 (最大径 2 tt以 下
の砂粒を多く含む)

外 :淡燈褐色
内 :淡澄褐色

草田 1期

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵器 外 :回転ナデ,右回霧ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 21m以下
の砂粒少し合む)

色

色

灰

灰

三日
青

淡

淡

外

内
7c中葉～

末

輸状つまみ

丘陵裾平重面遼物包合層 須恵器 蓋 外 I回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少)
外

内
青灰色

青灰色

7c末 ～
8c中葉

輪状つまみ

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵需 芥 身 34 113 外 :回転ナデ,ヘ ラ起 こし

内 :回転ナデ
密 (l III以下の砂粒
ごく僅かに合む)

色

色

灰

灰

外

内
大谷 6期

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (1画程の砂粒ご
く僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
7c中 葉～

末

須恵器 高台付皿 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (最大径 2 md以 下
の砂粒を少し含む)

色

色

灰

灰

主円
圭円

外

内
Sc中葉～

Oc前半

丘陵裾平垣面遺物包合層 須恵器 高雰 外 :回転ナデ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最 大径 3 JII以 下
の砂粒を多少含む)

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

大谷 5期～

丘陵据平4面遺物包合層 須恵器 高lT 外 i回転ナデ
内 !回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 外

内
暗青灰色
暗青灰色

大谷 5期～ 2方透か し

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵器 壷 外

内
右回転ナデ,右回転ヘラケズリ
右回転ナデ

密 外

内
淡青灰色
淡青灰色

ヘラ記号「 *J

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵器 甕 外 :平行タタキ
内 :放射状当て兵痕

密 (1皿以下の砂粒
少し合む)

外 :青灰色
内 :青灰色

9c中葉～

丘陵裾平坦面遺物包含層 須恵器 一霊 デ

デ

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
密 (長石など05m
以下の砂粒を少し含
む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色
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田中谷遺跡Ⅳ・V区

石器 鉄器

挿図番号 写 真 出土 地 点 種 別 器 種 長 幅 厚 重量 石材 備  考

耕作土 鉄製品 釘

耕作土 鉄津 (鍛冶津) 237 0

耕作土 石器 スクレイパー 37 黒躍石

排土中 石器 スクレイパー 黒曜石

V区 土器
挿国番号 写 真 出土 地 点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

S I01上 層 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,右回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (2皿以下の砂粒を僅
かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期 擬宝珠つまみ

S101上層 須恵器 腺 100 外 :回転ナデ,ヘラ切後ナア
内 :回 転ナア

やや密 (1皿以下の砂粒
まば らに含む)

色

色

灰

灰

外

内
夫谷 6期～

S101上層 須恵器 大型鉢 外 :ナデ,沈線, タタキ, タタキ後ナ

内 :ナデ,同心円タタキ

やや密 (最大径 4 BIB以 下
の砂粒を少し含む)

色

色

灰

灰

青

音

外

内
8c中葉ヽ

後半

S B01 土師器 甕 外 :調整不明
内 :調整不明

やや糧 (最大径 3m以下
の砂粒を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

S B01 士製品 甑 (犯手) 外 :調整不明
内 :下から上のヘラケズリ

やや粗 (l dBほ どの砂粒
を多 く含む)

外 :淡黄灰色
内 :淡黄灰色

S B01 上製品 電 外 :コ コナデ,康減のため調整不明
内 :ヘラケズリ

組 (最大径 5囲以下の砂
粒を含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

S B01 土製品 土製支脚 外

内
やや粗 (l lndほ どの砂粒
を多少含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

埴 輪 円筒埴輪 外 :調整不明
内 :調整不明

密 (砂粒極僅かに含む) 色

色

褐

褐

獲

橙

淡

淡

外

内

S B01 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ヘラケズリリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1画以下の砂粒僅か
に含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大66期 輸状つまみ

S B01 須恵器 蓋 外 :回 霧ナデ,右回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 :階灰掲色
内 :灰 白色

夫谷 6期 擬宝珠つまみ

S B01 須恵器 蓋 外 1回転ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 :青灰色～灰自

色

内 :灰白色

大谷 6期

S B01 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナテ

密 (砂粒少) 色

色

褐

灰

灰

青

外

内
大谷 6期 輪状つまみ

S BOI 須恵器 外 蓋 外 i回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2剛以下の砂粒まば
らに含む)

外 :青灰色
内 :灰褐色

大谷 6期

S B01 須恵器 然蓋 外 :右回転ナデ,右回転ヘラケズリ
ヘラ起こし

内 :右 回転ナデ

密 (lm以下の砂粒まば
らに合む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 6期

S BOl 須恵器 床身 35 外 :回転ナデ,ヘラ起こし後板状工具
でナデ

内 :回 転ナデ,ナデ

やや密 (最大径 3 mF以 下
の砂粒を多少含む)

外 i青灰色
内 :青灰色

大谷 6期

須恵器 芥 身 80 外 i回転ナデ,ヘラ起こし,ヘ ラケズ
り

内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (最大径 2 om以 下
の砂粒を多少含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

夫谷 6期

須恵器 不 身 外 :回 転ナデ (自 然釉付着),ヘラ起
こし

内 〔回転ナデ,ナデ

密 (18t以下の砂粒を多
少含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期 底部,円形竹筒

による刺突

S B01 須恵器 不 身 32 外 :回 転ナデ,ヘラ起こし
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2 11tt以下の砂粒をま
ばらに合む)

外 :灰 色

内 :青灰色

大谷 6期

S B01 須恵器 外 :右回転ナデ,左回転ヘ ラケズ リ
ヘラ起 こし

内 :右回転ナデ

密 (径 1 5tlD以 下の長石
粒まばらに含む)

外 :淡青灰色
内 :浚青灰色

大谷 6期

S B01 須恵器 外 :右回転ナデ,ヘラ起こし
内 :右回転ナデ,不定方向ナデ

密 (1函以下の砂粒少し
含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

大容 6期 ヘラ記号 「 ×J

S B01 須恵器 高台付婉 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回稼ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 3m以下の砂
粒少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期

S B01-P3 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ

内 :ナ デ
密 (長石,石英など1画
以下の砂粒少し含む)

色

色

灰

灰

三月
青

深

淡

外

内
大谷 6期

S B01 須恵器 高台付筑 外 i回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (l wII以下の砂粒
若干含む)

外 i淡青灰色
内 :r‐k青灰色

大谷 6期

S B01 須恵器 高台付境 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

やや密 (3 1ud以下の砂粒
少登含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 6期 ヘラ記号「 ×」

S BOl 須恵器 高芥 154 外 i回転ナデ
内 i回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (秒粒少) 外 :青 灰色

内 I青 灰色

大谷 6期 ヘラ記号「 ×」
2方透

S B01 須恵器 高芥 外 :右回転ナデ
内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (最大径 5 dJu以 下
の砂粒を多少合む)

外 :灰自色

内 :灰白色

大谷 6期 2方透

S B01 須恵器 短頸壷 最大径 外 :右回転ナデ,右回転ヘラケズリ
内 :右回転ナデ

密 (05111t以 下の砂粒を
まばらに含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
大谷 6期 2方透

S B01 須恵器 腺 92 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ
密 (l IIIB以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
大谷 6期 2方透

S B01 須恵器 長頸壺 外 :右回鍬ナデ,カ キメ,沈線文
内 :右回転ナデ

やや密 (2血以下の砂粒
を少し含む)

外 :青灰色

内 :青灰色

夫谷 6期 2方透

加工段 1 土師器 甕 外

内
摩滅の為調整不明
摩減の為調整不明

やや組 (2 tlm程の砂粒を
やや多く含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

外

内
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田中谷遺跡V区

土器

桶国警号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

加工段 1 土師器 甕
外

内

コヨナデ,摩減のため調整不明
ココナデ,ヘ ラケズリ

やや粗 (最大径 3岡以下
の砂粒を多少含む)

外 :濃赤褐色
内 :濃赤褐色

力β工段 I 土師器 霞 外 :ヨ ヨナデ,ナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ
粗 (石英,長石など201

以下の砂粒を多く含む)

外 :黄褐色

内 :黄褐色

加工段 1 土師器 電 窯穴径 炊き口 外

内

ハケメ,ヨ コナア
ヘラケズリ

組 (41u以 下の砂粒を多
く含む)

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

加工段 1 土製品 上製支脚 iナ デ
:ナ デ

粗 (最大径 S II・ I以下の砂
粒を多少含む)

色

色

褐

褐

獲

澄

淡

淡

外

内

加工段 1 土製品 土製支脚 デ

デ

ナ

ナ

外

内
粗 (最大径 4 mm以 下の砂
粒を多少含む)

外 !淡歴褐色
内 :淡燈褐色

加工段 1 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,ヘ ラケズ リ

内 :回 転ナデ

やや密 (lm以下の砂粒
若干含む)

色

色

褐

褐

主目
青

淡

淡

外

内
大谷 6期

加工段 1 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (31d以 下の砂粒
を多く含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 0期

加工段 1 須恵器 蓋 つまみ 外 :回 振ナデ,ヘ ラケズ リ

内 :回 転ナデ,ナ デ

密 (2血 以下の砂粒を少
し合む)

外

内
淡青褐色
淡青褐色

大谷 6期

加工段 1 須怠器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナディ回転ナデ後ナデ

密 (l IIm以下の砂粒を少
し含む)

灰白色～青灰

色

灰白色n

大谷 6期 擬宝珠つまみ,

ヘラ記号「 X」

加工段 1 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,右回転ヘラケズリ

内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ
やや粗 (最大径 3m以 下
の砂粒を多く合む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 6期 撲宝珠つまみ

加工段 1 須恵器 蓋 80 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナア,回転ナデ後ナデ

外

内
淡青灰色
青灰色

大谷 6期 撰宝珠つまみ

加工段 1 須恵器 議 外 :右回転ナデ,右回転ヘラケズリ
内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 2 MII以 下の砂

粒を少し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 6期 擬宝珠つまみ

加工段 1 須恵器 蓋 外 :右回転ナデ,右回転ヘラケズリ

内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナア
密 (3 du以下の砂粒僅か
に含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期 擬宝珠つまみ

■ 3 加工段 1 須恵器 轟 92 外 :回転ナデ,右回転ヘラケズリ
内 :回 転ナア,回転ナデ後ナデ

粗 (最大径 4 MII以 下の砂

粒を多く含む)

色

色

灰

灰

青

青

暗

暗

外

内
大谷 6期 擬宝珠つまみ

焼き歪み

加工段 1 須恵器 芥身 36 外 :回 転ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :淡青灰色

内 :灰自色

大谷 6期 ヘラ記号「 X」

加工段 1 須恵器 杯身 外 :右回転ナデ,右回転ヘラ切り,自
然面が付着

内 :右回転ナデ

やや密 (2 dII以下の砂粒
を僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期

加工段 1 須恵器 必身 外 :回 鍬ナデ,ヘラ切後ナデ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長石,石英 1・m以下
の砂礫少し含む)

色

色

灰

白

青

灰

外

内
大谷 6期 ヘラ記号「 X」

焼 き歪み

加工段 1 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナディヘラ

起こし

密 外

内
明青灰色
暗青灰色

大谷 6期

S D01 土師器 外 :調整不明,突帯あり

内 :調整不明
やや粗 (最大径 3 mm以 下
の秒粒を多く含む,長石,

石英を合む)

外

内
淡橙色

灰白色

古墳前期

S K02 須恵器 外蓋 35 外 :回 転ナデ,回転ナデ後平行タタキ,

ヘラ起こし
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 llm以下の砂

粒をごくわすかに含む)

色

色

灰

灰

主日
青

外

内
大谷 6期

1ト レンチ 土製品 土製支脚 外 :ナデ,指頭圧痕
内 :ヘラケズリ,対突

粗 (石英,長石など最大
系5m以下の砂粒を多少
含む)

色

色

褐

褐

赤

赤

濃

濃

外

内

1ト レンチ 埴輪 形象埴輪 外 :ナデ

内 :指頭圧痕,シポリメ
やや粗 (最大径 3 Fm以 下
の砂粒を多く含む)

外 :黄白色

内 :黄白色

人物 腕

-3 1ト レンチ 埴 輪 円筒llg輪 ，ア
デ

ナ

ナ

ケ

ケ

外

内
タガあり やや粗 (最大径25硼以

下の砂粒を多少含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

須恵器 ネ 蓋 外 i右回転ナデ,ヘラ切後ナデ

内 i右回転ナデ
密 (砂粒少) 外 :灰褐色

内 :灰褐色

大谷 6期

1ト レンチ 須恵器 婉 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :灰白色

内 :青灰色

8c中 棄～

末

1ト レンチ 須恵器 婉 外 i回転ナデ,糸切
内 :回転ナデ

密 (秒粒少)
色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中 乗～

9c前葉

須恵器 外

内
回転ナデ

回転ナデ

密 (25皿以下の砂粒少
し含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
7c中 葉～

末

1ト レンチ 須恵器 (130) 外 :回 転ナデ,糸切
内 i回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (秒粒少) 色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c末 ～ Oc
前葉

1ト レンチ 須恵器 高台付皿 146 外 :回 転ナデ,糸切,糸切後ナデ

内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ
密 外 :灰褐色～赤褐

色
内 :赤褐色

Sc中乗～
9c前葉

遺構外 弥生土需 ? 壷 甕の底部 外 :摩 減の為調整不明
内 :摩減の為調整不明

粗 (最大径 21m以下の砂
粒を多く含む)

色

色

褐

褐

橙

橙

淡

淡

外

内
I糠式

遺構外 須憲器 外 :回 転ロクロナデ,右回転ヘラケズ
リ

内 :回転ロクロナデ

密 (2 1JE以下の砂粒含む) 淡青灰色～暗
青灰色
淡青灰色内

7c前 葉～

中葉

遺構外 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,糸切後ナデ,糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色
内 :青灰色

8c末～ 9 ヘラ記号「

遺構外 須恵器 重 外 :回 転ナデ,沈線文
内 :回 転ナデ

密 (2縞以下の砂粒を少
し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

S B15 溝 弥生上器 蓋 外

内
摩減著しく調整不明
摩滅著しく調整不明

やや粗 (長石 石英をや

や多 く含む)

外 :灰褐色
内 :黄褐色

章団 2期
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弥生土器 甕 外

内
平行沈線文,ヨ ヨナデ
ヨヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (21m以 下の砂粗

まば らに含む)

外 :淡暗灰褐色
内 :黄褐色

草田 2期

旧河道 2 土師器 柱状高台皿 外 :回 転ナデ

内 :

密 (長 石 石英など05
硼以下の砂粒を少し含
む)

色

色

褐

褐

歴

笹

外

内
12c前 後

弥生±器 外

内
平行沈線文
摩減の為調整不明

粗 (2Щ以下の砂粒多く

含む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

草田 2期

S B25-P5 弥生土器 外 :平行沈線文,ヘ ラミガキ

内 :ヘラミガキ

やや密 (2函以下の砂粒
若干含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

草田 2期

S B25-P5 弥生土器 外 :凹線文, ヨコナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (2 tltt以下の砂粒
若干含む)

色

色

黒

黒

淡

淡

外

内
草田 2期

S B25 涵 弥生土器 甕 外 :平行沈線文,ヘ ラ状工具による刺

突,ナデ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

粗 (1～ 3mの長石 石
英の粒子を多く含む)

外

内
暗茶褐色
白褐色

草田 2期

S B25 滞 弥生土器 鼓形器台 外

内
貝殻腹縁による平行沈線文
摩減の為調整不明

やや密 (最大径3皿以下
の砂粒を多少合む)

外

内
黄褐色
黄褐色

草田 2期

S B28-P4新 弥生土器～
土師器

鼓形器台 外 :

内 :ヘラケズリ
やや (2硼以下の砂粒若
干含む)

色

色

褐

褐

外

内
草田 4期～

S D07 土師器 外

内

ヨヨナデ ?摩滅のため調整不明
摩減のため調整不明

やや密 (2血以下の砂粒

を若干含む)

外

内
黄白色
黄白色

草国7期

S D07 土師器 班 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

やや密 (2411t以下の砂粒
若干含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

明

明

外

内
草田 6期

S D13 弥生上器 整 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文,刺突
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (長石 石英を多

く含む)

色

色

褐

褐

外

内
草田 2期

S D13 な生上器 ヨコナデ, 口縁下半さらに強くヨ
ヨナデした後沈線文
ヨコナデ,ヘラケズリ内

粗 外

内
明茶褐色
明茶褐色

草田 2期

弥生上器 甕 外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
やや租 (2硼以下の砂粒
やや多く含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

車田 5期

弥生土需 斑 外 :平行沈線文
内 :摩減の為調整不明

粗 (211m以下の砂粒多 く

含む)

外 :白 褐色
内 :自 褐色

革田2期

S D19 赤生土器 壷 外 :凹線,ハケメ

内 :ヨ コナデ,指頭圧痕
やや密 (最大径3 6Ju以

下の砂粒を多少含む)

外 :自 褐色
内 :白 褐色

車田 1期

ホ生上器 変 外

内
摩減の為調整不明
摩減の為調整不明

粗 (2側以下の砂粒多く
含む)

外 :灰黄褐色
内 :灰黄褐色

草田 2期ヽ

3期

/4N生 土器 底 部 外

内
ナデ
ヘラケズリ

やや密 (最大径 3 ma以 下
の砂粒を多少含む)

外 :淡赤褐色

内 :黒色

S K03 ホ生土器 甕 外 i平 行沈線文

内 :ヨ ヨナデ ?

やや密 (2 md以下の砂粒
まばらに入る)

外 :黒iB色

内 :茶褐色
草田 2期

S K03 体生土器 変 外

内
平行沈線文
ナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2 tuB以下の砂Ft

をやや多く合む)

外 :淡灰褐色
内 :淡黄褐色

車田 2期

S K03 ホ生土器 外 :平行沈線文
内 :ヨ コナデ

糧 (3 tla以下の砂粒をや
や多く合む)

外 :淡黄褐色
内 :暗灰褐色

革田2期

S K03 ふ生主器 外

内

コヨナデ
コヨナデ

密 (l mI以 下の砂粒少し
含む)

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

車日 4期～

S K03 弥生上器～

土師器

鼓形器台 外 :ヨ コナデ,摩滅の為調整不明
内 :ヨ コナデ,摩減の為調整不明

やや密 (lS・ II以 下の砂
粒まばらに含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
革田 4期ヽ

S K03 土師器 低脚芥 外 :摩滅著しく調整不明
内 1摩滅著しく調整不明

密 (1血以下の砂粒少し
含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

革田 4期～

弥生土器 鼓形器台 外 iヘラミガキ ?

内 :ヘラミガキ ?

やや密 (2剛以下の砂粒
若千含む)

外 :黄白色
内 :黄 白色

草田4期～
5期

旧河道 1 須恵器 外 :回転ナデ,カ キメ,回転ヘラ切

内 :回転ナデ

やや密 (1 5mI以 下の砂

Ft者干含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

旧河道 3 土師器 外 :回 転ナデ,赤色顔料塗布
内 :回 転ナデ

密 (05硼以下の砂粒少
し含む)

外

内
淡赤色
黄白色

旧河道 4 弥生土器 甕 外 :口縁部に凸線,ヘ ラ状工具による
刺突

内 :ヨ コナデ ヘラケズリ

やや組 (2 ta以下の砂粒
やや多く含む)

色

色

褐

褐

赤

赤

外

内
草田 1期

旧河道 4 弥生土器 菱 外 :凹線, ヨヨナデ
内 Iヨ コナデ,ハケメ,ヘラケズリ

粗 (最大径2 5Eu以 下の
砂粒を多く含む)

外

内
淡黄褐色

淡賓褐色

革田 2期

3 旧河道 4 弥生上器 棗 外 :ヨ コナデ,平行沈線文

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや密 (2111以下の砂粒
を多少合む)

外

内
豫黄橋色
淡黄褐色

草田2期

旧河道 4 弥生土器 寵 外 :平行沈線文,ヨ コナデ,ハケ原体
による刺突

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや密 (最大径25皿 以
下の砂粒を多少含む)

外

内
淡茶褐色
淡茶褐色

草日 つ期

旧河道 4 弥生土器 変 外

内
平行沈線文, ヨヨナデ
ヨコナア,ヘラケズリ

やや組 (最大径 3 oII以 下
の砂粒をやや多く含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
草田 2期

旧河道 4 弥生土器 甕 外 平行沈線文, p枚 貝による刺突,

ハケメ,ヨ コナデ
ヨコナア,ヘラケズリ内

粗 外 :黒褐色～茶褐

色

内 :黒褐色～茶褐

色

草田 2期

旧河道 4 弥生土器 甕 外 :平行沈線文,コ コナア
内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズリ

やや祖 (31m以 下の砂礫
多少含む)

外 :淡黄褐色
内 :黄褐色

草日2期

旧河道 4 弥生土需 愛 (138) 外 :ヨ コナデ後平行沈線文,ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

粗 (最大径 2 ut以 下の砂
粒を多く含む)

外 :灰褐色

内 :灰褐色

旧層道 4 弥生土器 奏 外 :平 行沈線文 (施文後なて られたか)

刺突文,コ コナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (2剛大の長石
石英を多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
草田 2期
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旧河道 4 古式上師器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ
密 (l mm以下の砂粒を少

し含む)

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

外
内

草田4期

旧河道 4 弥生上器 発 143 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

密 (最大径 2111t以 下の砂
粒を少し含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
草田 5期

旧河道 4 弥生土器 変 外 :ヨ ヨナデ,ハ ケメ後ナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

粗 外 :灰褐色
内 :灰黄褐色

草図 1期

旧河道 4 弥生土器 一望 外

内

ヘラミガキ (摩減のため方向不明)

ヘラミガキ (摩減のため方向不明)

粗 (2闘以下の砂粒多く
含む)

外 :自 褐色

内 :白 褐色

旧河道 4 弥生土器 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

粗 (最大径2 5ttB以 下の
砂粒を多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

旧河道 4 弥生土器 底部 外 :調整不明 (焼成前底部穿孔)

内 :ヘラケズリ
やや密 (最大径 2Ш以下
の砂粒を多少含む)

外 :淡黄灰色
内 :暗褐色

日河道 4 弥生上器 高芥 外 :ナ デ

内 :

粗 (最大径 48D以 下の砂
粒を多く含む)

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

旧周道 4 弥生上器 高不 外 :ハケメ
内 :棒状工具 ?に よるナデ,ヘラケズ

リ

やや粗 色

色

褐

褐

茶

茶

外

内
草田 4期～

旧河道 4 弥生土器 外 :2条 凹線′ヘラミガキ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ,ヘラケズ

リ後ヘラミガキ

密 (2 m lt以 下の砂粒少 し

含む)

外

内
茶褐色

茶褐色

旧河道 4 弥生上器 蓋 外 :ハケメ

内 :ヘラケズリ

やや密 (211程のT77粒 を
多少合む)

外 :淡肌色

内 :淡肌色

旧河道 4 ホ生土器 手捏上器 外

内
指ナデ

指ナデ
密 (径 3 mm以 下の砂礫ま
ばらに入る)

外 黒褐色～明茶

褐色

淡黄褐色内

旧河道 5 須恵器 菱 外 :波状文,沈線文,カ キメ
内 :回 転ナデ

密 (1嗣程の砂粒をごく
僅かに含む)

色

色

灰

灰

主同
青

外

内

旧河道 5 須恵器 甕 外 :回転ナデ,カ キメ
内 :回転ナデ,カキメ

やや粗 (最大径 2硼以下
の砂粒をやや多く合む)

外

内
青灰色
青灰色

■ 7 日河道 5 須恵器 発 外

内
タタキ後回転ナデ

回転ナデ
密 (最大径 4m以下の砂
粒を少し合む)

外

内
濃紫灰色
没紫灰色

旧河道 5 須恵器 変 外

内
タタキロ後回転ナデ
回転ナデ

密 (20g以 下の長石など
含む)

外 :青灰色～暗赤

紫色

内 :青灰色～暗赤

紫色

日河道 5 須恵器 婉 外 :回転ナア,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (徴砂粒を含む) 外 :暗灰色 (底 に

煤付着)

内 :暗灰色:

8c中葉～

末

旧河道 5 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナア,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (2血以下の砂粒を極
ごく僅かに合む)

外

内
濃青灰色

濃青灰色

8c末～ 9

c前半

旧河道 5 笈恵器 婉 外 :回転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ

密 (l lm以下の砂粒を筐
かに含む)

外 :自 灰色
内 :白 灰色

8c中葉～

S 旧河道 5 須恵器 高台付娩 88 外

内
回転ナデ,語止糸切後ナデ
回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色
内 :暗青灰色

7c中葉～
末

117 旧河道 5 須恵器 皿 外 :回 転ナデ,糸切
内 !回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 灰褐色～暗茶

褐色

灰褐色～暗茶

褐色

内

一棄

半

中

前

旧河道 5 須恵器 高芥 外 :回転ナデ
内 1回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (21111以下の砂粒
を少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

没

濃

外

内
大谷 5期～ 2方透

旧河道 5 土製品 土製支脚 外 :ナデ

内 :

粗 (最大径2 511BI以 下の
砂社を多く含む)

外 :淡灰掲色
内 :淡灰褐色

■ 7 旧iaJ道 5 土師器 高台付筑 外 :回転ナデ,糸切後高台貼付け
内 :回転ナデ

密 (1醐以下の砂粒少し
含む)

外 :灰褐色～黄褐

色

内 :灰褐色

媒付着

旧河道 5 土師器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ

密 (2皿以下の砂粒少し
含む)

外 :灰黄掲色

内 :暗褐色

旧河道 5 土師器 88 回転ナデ,回転糸切
回転ナデ

密 (2硼以下の砂粒少し
含む)

色
色

褐
褐

黄
黄

外
内

旧河道 5 土師器 筑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (05硼以下の砂粒ご
く僅かに含む)

外 :赤褐色
内 t灰黄褐色

■ 7 旧河道 5 上師器 筑 皿類 ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
密 (l III以下の砂粒少し
合む)

外 :暗褐色
内 :暗褐色

古式土師器 変 外 !ヨ コナデ
内 :ヨ ヨナデ

粗 (最大径 2 da以 下の秒
粒を多く含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

草田 5期

S E01 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

やや密 (l IIE程の砂粒を
着干含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

富田 4期

S E01 S D20周
辺

弥生土器 憂 外 :凸線,ヘラミガキ
内 :ヘラミガキ,ヘラケズリ

やや粗 外 :黒褐色

内 :黒褐色

草口 I期

S E01 S D20周
辺

弥生土器 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2硼以下の砂粒
やや多く入る)

外 :茶褐色
内 !茶褐色

草田2期

Ｓ

辺
S D20月 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ,左下が リハケメ後横方

向のハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

やや粗 (2剛以下の砂粒
やや多く合む)

外 :茶褐色
内 :明 茶褐色

草田4期

Ｓ

辺

S D20周 ホ生上器 甕 外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ,ヘラケズリ

やや密 (1剛以下の砂粒
やや多く合む)

外 :淡黄褐色
内 i淡黄褐色

草田4期

S E01 S D20周
辺

小生土器 霊 外 :ヨ コナデ,平行沈線文,波状文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ,

粗 (l lJII程の砂粒を多く
含む)

外 :淡灰色 (す す

付着)

内 :貢白色

革田 4期
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S E01 S D20周
辺

弥生土器 低脚外 136 外 :摩減のため調整不明
内 !摩波のため調整不切

やや粗 (2剛以下の砂粒
多く含む)

外 :浜褐色 (口煤
付着)

内 :淡褐色 (口 煤
付着)

革田4期

S E01 S D20周
辺

弥生土器 底脚不 外 :ナ デ
内 :ヘラケズリ,指頭圧痕

やや糧 (l tltd以 下の砂粒
やや多く含む)

外

内
灰黄褐色

灰黄褐色

草田4期

Ｓ

辺

S D20周 弥生上器 Fk脚不 外

内

ヘラミガキ
ヘラミガキ

やや糧 色

色

褐

褐

茶

茶

外

内
革田 4期

S E01 S D20周
辺

古式上師器 高JTN 外

内

ヘラミガキ
ヘラミガキ?

粗 (05悶程の砂粒を多
く含む)

外

内
淡黄灰色
淡黄灰色

草田 4期

S E01 S D20周
辺

弥生上器 高芥 外 :ハケメ,摩減のため不明
内 :ヘラミガキ,円盤充填,日盤に棒

状の刈突

やや糧 外 :茶 褐色

内 :茶 褐色

草田4期

S EOI S D20周
辺

弥生土器 高必 外

内

ヘラミガキ?

ンポリメ
やや粗 外 :切 茶褐色

内 :明 茶褐色
車田 4期

S E01 S D20月
辺

弥生土器 ? 鼓形器台 外 :コ コナデ

内 :ヘラケズリ,ヘラミガキ ?

やや粗 (l tld以下の秒粒
やや多く合む)

外 :淡赤褐色

内 :茨赤褐色

草田 5期

S E01 S D20周
辺

弥生土器 ? 鼓形器台 外

内
ヨコナデ,刺突
ヘラケズリ,ヘラケズリ後ヘラミ
ガキ

密 (最大径 411以 下の砂
粒を多少含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

車口 4～ 5

期

S EOI S D20周
辺

弥生土器 器 台 外 :ヘラミガキ,ナデ,ヘ ラ描 きの多

条沈線文

内::ヘ ラケズ リ

やや密 (2m以下の砂粒

若干含む。 l cm大のレキ

入る)

外 :茶褐色

内 :茶褐色

草田2期

S E01 S D20周
辺

古式土師器 甑形上器 118 外 :ヨ コナデ
内 :ヘラケズリ

やや粗 (最大径 3両以下
の砂粒を多少含む)

外 :淡肌色

内 :淡肌色

草口4期～

S E01 S D20周
辺

弥生土器 片 口付上器 外

内
ケヽメ後ヘラミガキ やや密 (l IIII程 の砂粒を

少し含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

着

着

付

付

煤

朱

外

内

S EOI S D20周
辺

弥生上器 外

内
摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

粗 (3 dd以 下の砂粒を多
く含む)

外 | 灰褐色～黒褐

色

明茶褐色内

192-1 遺物包含層 弥生土器 蓋もしは甕底部 やや粗 (最大径35111以

下の砂粒を多少含む)

外 :淡黄灰色
内 :黒褐色

I様式

遺物包含層 弥生土器 甕 外

内
平行沈線文
ヘラケズリ?

やや組 (1580以 下の砂
粒やや多く含む)

外 :暗茶褐色
内 :暗茶褐色

草田 2期

遺物包含層 弥生土器 鼓形器台 外
内

平行沈線文
ヘラミガキ ンポリメ

やや粗 (2 mm以下の砂粒
やや多く含む)

外

内
自褐色

白褐色

草田2期

遺物包合層 弥生上器 高外 95 外 f脚端部に平行線
内 |ヘ ラケズリ

糧 (長石 石英など2画
以下の砂粒多 く含む)

外 :黄白色
内 :黄白色

享日 2期 S B22-P6に
伴うか

遺物包含層 弥生土器 甑形上器 外

内
ヨコナデ
摩減の為調整不明

やや密 (211111t以 下の砂粒
者干含む)

外

内
白褐色
黒褐色

草田 4期

S I02 弥生土器 豆底部 外 :ナデか ?

内 :ナデか ?

密 (2 5all以 下の砂粒少
し含む)

外 :淡明赤褐色
内 :淡明赤褐色

風化著 しt

S102 弥生土器 大形低脚芥 外 :ナデ
内 :風化の為不明

密 外 :淡掲色

内 :淡褐色

風化著しい

S102周 溝 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ,指頭圧痕,ヘラケズリ

カゞ ?

密 色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
革田 5期

S102月 溝 弥生上器 鍵 外 :横 ナデ,横方向のハケメ後ナデ,

波状文
I風化の為不明内

密 (31111以下の砂粒少し
含む)

外 i淡茶褐色
内 :淡茶褐色

革口 7期

S I02周 溝 弥生土器 蜀 外 :ヨ コナデ,摩滅者しヤ

内 :ヨ ヨナデ,摩減著し,

やや (2m以下の砂粒ま
ばらに含む)

外 :淡明褐色
内 :淡明褐色

弥生土器 甕 キタ
デ

タ

ナ

外

内
やや密 (21m以 下の砂粒
少し含む)

外 :褐色
内 :暗灰褐色

S D21 弥生土器 壷か甕 外 :波状文,平行沈線文
内 :ヘラケズリか,摩滅の為調整不明

粗 (3血以下の礫多く含
む)

外 :淡贋褐色

内 :黒褐色

革田3期

S D21 弥生土器 壼か疑 外 :風化の為不明
内 !j_H化 の為不明

糧 (2血以下の砂粒を多
く合む)

外

　

内

淡橙褐色～灰

黄色

淡橙褐色～灰

黄色

加工段 2 土師器 信り鉢 外 :指頭によるナデ,ハケメ後ナデ

か ?

内 :ナデ,ス リメ

密 (1～ ワ剛大の砂粒含
む)

外 :黄橙色
内 :黄橙色

加工段 2 上師器 鼈 (庭 ) 外 :指頭圧痕

内 :ナデ

密 (1画 以下の砂粒少し
合む)

外 黄獲色,暗褐

色

黄獲色内

加工段 2 上師器 縫 (庇 ) 外

内
指頭によるナア 密 (1 8Ju以 下の砂粒多し) 外 :黄獲色～暗獲

色
内 :黄燈色～暗橙

色

S103周 溝 弥生上器 甕 外 :平行沈線文,ヨ ヨナデ

内 :風化の為不明
やや粗 (2mfI以 下の砂粒

を多 く含む)

外 :獲褐色～淡橙
白色

内 :笹褐色～淡笹
自色

草田 2期

S103月溝 弥生土器 餐 外 〔貝殻による平舒沈線文, ヨヨナデ
内 :ヘラミガキ

やや粗 (1～ 2皿の砂I・
I

含む)

色

色

褐

褐

橙

獲

暗

暗

外

内
草田2期

S103周 溝 弥生土器 壺か甕 明

明

不

不

外

内
粗 (2tlt4以 下の砂粒を多
く含む)

暗黄橙色～灰
褐色
暗黄獲色～灰
褐色

内
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199-4 S103周溝 弥生上器 器 台 外

内
風化の為調整不明
シボリメ

やや粗 (1～ 21tの 砂粒
を含む)

外 :浚獲 自色

内 :淡澄 白色

草回 2/B

S B30加 工段 須恵器 不 身 外 :回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (1側以下の砂粒わす
かに含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

夫谷 6期 へら記号「*J

S B30加 工段 須恵器 不 身 外 :回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2囲以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大60期

3 S B30加 工段 須恵器 筑 密 (lIH以下の砂粒わす

かに含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

大谷 6期

S K07 須恵器 高外 外 :回 転ナデ
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (最大径 p an以 下
の砂粒を多少含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

大容 6期 2方透

S K07 土製品 土製支脚 外

内
ナデ
ケズリ,ナデ

やや粗 (最大径 3 mm以 下
の砂粒を多く含む)

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

207-1 加工段 3東斜面 土師器 甕 外 :ヨ ヨナデ ?,風化のため不明
内 :ヨ ヨナデ ?,風化のため不明

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

加工段 3東斜面 須恵器 蓋 176 外 1回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (l lla以下の砂粒少し
合む)

色

色

灰

灰

主円
青

外

内
8c末～ 9

c前半
擬宝珠つまみ

加工段 3東斜面 須恵器 婉 外 :回 稼ナデ,回転糸切

内 :回 転ナデ,ナデ
密 (1・ II程の砂粒を少し
含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

8c中葉ヽ

後半

加工段 3東斜面 須恵器 高芥 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (1 5dd以 下の砂
粒まばらに入る)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷編年
出雲 6期

2方透

S K08 須恵器 蓋 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1剛以下の砂粒ごく
僅かに含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内

S K08 須恵器 蓋 外

内
回転ナデ
回転ナデ後ナデ

密 (l mII経 の砂粒をごく
僅かに含む)

色

色

灰

灰

外

内
輸状つまみ

-7 S K08 須恵器 境 外 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ後ナデ

密 (l III程 の砂粒をごく
僅かに合む)

色

色

灰

灰

青

青

暗

暗

外

内
8c中粟～

後半

S K03 須恵器 高台付筑 外

内
回転ナデ,回転糸切後回転ナデ
回転ナデ後ナデ

密 (1硼ほどの砂粒少 し

含む)

外

内

:淡青灰色
:淡青灰色

7c末～ 8

c前葉

S K08 須恵器 盤 外 :回転ナデ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (28m以下の砂粒
少登含む)

外 :青灰色

内 f青 灰色

8c後半

柱穴列4-P3 土師質土器 筑 外 :回 転ナデ,右回転糸切
内 :回 転ナデ

やや密 外

内
淡明茶褐色
淡明茶褐色

柱穴列 4-P3 上師器 筑 36 外 i回転ナデ,右回転糸切
内 1回転ナデ

密 (φ l me以 下の砂粒少
し含む)

色

色

褐

褐

明

明

外

内

210-1 SB34-P3 陶器 菱 外 :タ タキロ状の押印か帯状に入る。
上下ナデ消し

内 :指ナデ

祖 (2 mII以下の秒粒やや
多く合み長さ15剛大の際
が入る)

外 :淡灰褐色

内 :淡褐色

lS c後半～
Hc前半

内 :煤 付着

SB34-P3 陶器 不 明 外 :ナデ
内 :ナデ,指頭圧痕

密 (φ05nd以 下のl・J粒少

し合む)

色

色

灰

灰

外

内

加工段 4 土師器 斑 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

やや密 (211u程度の砂粒
を若干含む)

色

色

歴

獲

灰

灰

外

内

加工段 4 土師器 甑 外

内
ナデ
ナデ?

やや密 (2側 以下の砂粒
少し含む)

外 :淡明褐色

内 :淡明褐色

3 加工段 4 上師器 電 外

内
ナデ
ヘラケズリ

やや密 (21B以下の砂程
若干含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

明

明

外

内

加工段 4 土製品 冦 外 :ハケメ

内 :ヘラケズ リ?摩減の為不fIB

やや密 (2剛以下の砂粒
若千含む)

外 :橙褐色
内 :燈褐色

加工段 4 上製品 竃 外

内
縦方向のナデ
横方向の指ナデ

やや密 (2mm以下の砂粒
着干混じる)

外 ;歴褐色
内 :笹褐色

加工段 4 土師器 範 外

内

:ナ デ
:ナ デ

やや密 (281以下の砂粒
若干含む)

色

色

褐

褐

明

明

淡

淡

外

内

加工段 4 察恵器 必蓋 外 :右回転ナデ,ヘラ起こし
内 :右回転ナデ,ナデ

密 (2 mI以下の石英,長
石粒まばらに含む)

色
色

灰
灰

外
内

大谷 6期

かH工段4 須恵器 ネ 身 40 外 !回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (2111B以下の砂殺
着千含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 6期

加工段 4 須恵器 不 身 外 1回 転ナデ,ヘラ起こし
内 :ナ デ

密 (2 mm以 下の長石,石
英粒合む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

大谷 6朗

加工段 4 須恵器 筑 77 外 :回転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (1・ I以下の砂粒
少し含む)

外 i青灰色
内 i青灰色

8c後半～

末

加工段 4 須恵器 筑 外 :回転ナデ

内 :回 転ナア
密 (最 大径 3血以下のF/J/

粒を少し含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

7c中葉～

末

加工段 4 須恵器 高台付芥 外

内
回転ナア
回転ナデ後ナデ

密 (最大径 2 ttm以 下の砂
粒ごく僅かに含む)

外 淡青灰色～汝
黄灰色
青灰色内

加工 段 4 須恵器 高芥 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 色
色

灰
自

青
灰

外
内

大谷 5期 上下 2段の 3方
透

加工段 4 須恵器 外

内
回転ロクロナデ

回転ロクロナデ
密 (2硼以下の石英,長
石粒まばらに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内

加工段 4 須恵器 菱 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ.当て具痕

やや密 (3 4dd以下の砂粒
少し含む)

外

内
青灰色
青灰色

力Π工段 5 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (最大径 211B以 下
の砂粒を多少含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

7c末～ 8

加工段 5 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (最大径 211m以 下の砂
粒少し含む)

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

8c中棄～

後半
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加工段 5 須恵器 筑 外 :右回転ナデ,回 霧糸切
内 :回転ナデ後ナデ

やや密 (34U■ 以下の砂粒
若干含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中葉～

後半

加工段 5 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
Sc中葉～

後半

加工段 5 須恵器 大型鉢 外 i平行タタキ後カキメ
内 1回 転ナデ,当て具痕後強いナデ

やや密 (2血以下の砂粒
若干合む)

外 :灰白色
内 :青灰色

Sc中葉ヽ

後半
把手付

6 加工段 5東斜面 土師器 高芥 外

内
縦方向のテデ
ナデかヘラケズリ

やや粗 (1411以 下の微砂
粒をやや多く含む)

外

　

内

淡茶色～淡灰
色
淡茶色～淡灰
色

加工段 5東斜面 須恵器 筑 外

内
回転ナデ

回転ナデ

やや密 (1画以下の砂粒
僅かに含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c中葉ヽ

9c前半

加工段 5東斜面 須恵器 高台付境 外

内
回転ナデ
回転ナデ

やや密 (lШ以下の砂粒

僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中葉～
9c前半

加工段 5東斜面 須恵器 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 (l IM以 下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

外

内

加工段 5東斜面 察恵器 高台付皿 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ後ナデ

やや密 外 :茶褐色

内 :茶褐色

8c中葉～

Oc前半

加工段 5東斜面 須恵器 甕 外 1回転ナデ,波状文
内 :回転ナデ

密 (2Ш以下の砂粒少 し

含む)

外 1青灰色
内 :青灰色

S X01 須恵器 坑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (1511m以 下の砂粒少
し合も)

外 :灰自色

内 :灰白色

8c中乗～

後半

須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色
内 :明青灰色

8c中葉～

後半

S X01 須恵器 20 外

内
回転ナデ,右回転糸切
右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (211B以 下の長石など
の砂粒まばらに含む)

外 :青灰色～赤褐

色

内 :青灰色～赤褐

色

”棄

半

中

前

須恵器 外 :回 転ナデ,回霧糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (J18u・ 以下の砂粒少
し含む)

外

内
灰 白色

灰 自色
一葉

半

中

前

16 S X01 須恵器 高台付血 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

外 :青灰色
内 :青灰色

8c中乗ヽ

9c前半

S X01 須恵器 疑 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回 菰ナデ当て具痕

密 (2mI以下の砂粒少し
合む)

外 :青灰色～灰白

色

内 :青灰色

S D24周 辺 弥生土器 外

内
ナデか?

ナデか?

密 (2 dIII以 下の秒粒まば
らに含む)

色

色

褐

褐

明

明

淡

淡

外

内
Ш様式 風化著 しヽ

S D24周 辺 弥生土器 甕 外 :凹線,摩滅の為不明
内 ;ヘラケズリ,摩減の為不明

やや粗 (31111以下の砂粒
を多 く含む)

色

色

褐

褐

明

明

淡

淡

外

内
車口 2期

S D24 弥生土器 外 :爪形の刺突,摩減の為調整不明
内 :摩減の為調整不明

粗 (2剛以下の砂粒多く
含む)

色
色

黒
黒

淡
淡

外
内

草田″期～
3期

弥生上器 外 :平行沈線,ナデ,横方向のハケメ
内 :ヘ ラケズリ,摩減の為不明

やや粗 (3 1ud以下の砂粒
やや多く含む)

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

革口 3期

S D24 弥生土器 甕 外 :貝 殻腹縁による平行沈線, ヨコナ

内 :摩減の為不明

密 外 :淡茶褐色
内 :淡茶褐色

草回 3期

S D24 弥生■器 甕 外 :ヨ コナデ ?

内 :ヨ コナデ ?

やや粗 (2 jlw以下の砂粒
やや多 く合む)

外 :淡灰茶褐色
内 :淡灰茶褐色

享田 3期 風化者 しヽ

弥生土器 甕 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

やや密 (2 111tt以 下の砂粕
若干含む)

外 :淡切褐色

内 :淡明褐色

草口 5期

S D25周 辺 弥生土器 整 外 :ヨ コナア
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

密 (1 5om以 下の砂粒少
し含む)

外

内
淡茶褐色
淡茶褐色

草田S期

S D29 土師器 変 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

普通 色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

S D2つ 土師器 奏 外 〔ヨコナデ
内 :ハケメ後ヨヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2「me度の砂粒
含む)

外

内
暗褐色
膳褐色

S D29 須恵器 芥 身 外 ;回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (l Lm以 下の砂粒少し
合む)

外 :灰白色
内 :灰白色

大谷 6期

S D29 須恵器 蓋 外

内
回転ナデ,回転ヘラケズリ
回転ナデ後ナデ

密 (最大径ワBIt以 下のlFD

粒を少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c末～ 9

c前半
擬宝珠つまみ

S D2つ 須恵器 ネ身 外 :回 転ナア,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (lm以下の砂粒少し
合む)

黒褐色～茶褐

色

茶褐色内

8c中葉～

後半

S D29 須恵器 坑 外 :回転ナデ,糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (21m以下の砂粒少し
含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c末～ 9

c前半

須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,テア

密 (1側大の砂粒を少し
含む)

外 :濃青灰色
内 ;漫青灰色

8c中葉～

後半

S D29 須恵器 外 :回転ナア,ナデ,糸切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (51111程度の礫 を合む) 外 :青灰色～茶褐

色

内 :青灰色～茶褐

色

8c中葉～

後半

S D29 須意器 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (秒粒少) 外 :淡灰褐色～つ[

褐色

内 :桃褐色

8c中葉～

9c前半

S D29 須恵器 高台付皿 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :挑掲色
内 :挑掲色

8c中葉～
9c前半

S D30 土師器 籠 外 !ヨ コナデ,ハケメ

内 :コ コナデ,ヘラケズ リ

やや密 (l III以下の微砂
粒を多く合む)

外 :淡澄色～淡黄

色

内 :淡獲色～淡黄

色
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S D30 土製品 土興支脚 外

内
ナデ
ヘラケズリ

普通 外

内
陪褐色
暗褐色

S D30 ±41品 土製支脚 外 :指ナア,摩減が著しい

内 :ヘラケズリか?,摩減か著しヽ
粗 (4嗣以下の砂粒多く
含む)

外 :赤 褐色～鈍黄

褐色

内 :赤褐色～鈍黄

褐色

S D30 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナア

やや密 (2 dJ■ 以下の秒粒
若干含む)

外

内
青灰色
灰褐色

7c末 ～ 8

S D30 須恵器 蓋 外 :回 転糸切,回転ヘラケズリ,回転
ナデ

内 :回 転ナデ,回ほナデ後ナデ

密 (1側 以下の砂粒少し
含む)

色

色

褐

自

灰

灰

外

内
8c末～ 9

c前半

S D30 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケスリ
内 :回 転ナデ,回転ナア後ナデ

密 色

色

灰

灰

暗

暗

外

内
8c末～ 9

c前半

須恵器 婉 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2 aud以 下の砂粒少し
含む)

外

内

色

色

灰

灰

青

青
Sc中葉～

後半

S D30 須恵器 坑 外 :右 回転ナデ,右回転糸切

内 :右 回転ナデ

密 (4画以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中葉～

後半

S D30 須恵器 塊 外

内
回転ナデ,

回転ナデ,

切

デ
やや密 (2 mt以 下の砂粒

若千含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中棄～

須恵器 婉 外 :回転ナデ,回転糸切
内 I回転ナデ,ナデ

密 (31uの砂粒少 し含む)
外

内
青灰色
青灰色

8c中葉～

S D30 須恵器 高台付婉 128 外 i回転ナデ,糸切後ナデ
内 i回転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (砂 粒少) 外 :灰褐色
内 :灰褐色

8c末～ 9

c前半

S D30 須恵器 外 1回転ナディ回転糸切
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや粗 (3側以下の砂粒
やや多く合む)

灰褐色～赤褐

色

灰褐色内

Sc中葉～

9c前半

S D30 須恵器 外 i回 転ナデ,回転糸切

内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (3 mlt以 下の砂粒
を者干含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
3c中案～
9c前半

S D30 須恵器 高台付皿 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2 mm以 下の砂粒少し
含む)

外

内
青灰色
灰褐色

8c中葉～
Oc前半

S(

-15 S D30 須恵器 甕 外 :回 転ナデ,平行タタキ
内 :回 転ナデ,タ タキ

密 (l am程 の砂粒をごく
僅か含む)

外 :濃青灰色
内 :濃青灰色

S D30 褒恵器 奏 外 :回 菰ナデ

内 :回 転ナデ,当て具痕

密 (1・Jd程の砂粒を少し
含む)

色

色

灰

灰

暗

暗

淡

淡

外

内
自然釉付着

S D30 須恵器 高台付鉢 外 :回 転ナデ,糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (石英,長石など2血
以下の砂粒含む)

外

内
青灰色

青灰色

S D30 須恵器 鉢 デ

デ

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
やや密 (lm程の砂粒を
まばらに含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

S D30 須恵器 鉢 外 :回 転ナデ,格子タタキ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (最 大径 2Ed以 下の砂
粒を少し含む)

色

色

灰

灰

青
青

外
内

8c中葉～

後半

S D31 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (1皿以下の砂粒
僅かに合む)

外

内
青灰色
青灰色

Sc末～ 9

c前半

擬宝珠つまみ

須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1硼以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

〓馬
青

外

内
7c末～ 8

S D31 須恵器 琉 80 外 :回転ナデ,回転糸切
内 i回転ナデ,ナデ

密 (1画程の砂粒ごく僅
かに含む)

色

色

灰

灰

外

内
8c中栗～

後半

S D31 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (l oJ4以下の砂粒
僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c末～ O

c前半

須恵器 外 1回転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

や葉

半

中

前

S D31 須恵器 高台付皿 34 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (lm以下の砂粒少し
含む)

外 :青灰色～灰褐
色

内 :青褐色～灰褐
色

8c中葉～

9c前半

S D31 土師器 甕 外 :摩減の為調整不明
内 :摩 減の為調整不明

やや粗 (2～ 3血の砂粒

を含む)

外 :淡褐色

内 :淡褐色

風化著しヽ

土師器 密 外 :ヨ ヨナデ,ハケメ
内 iヨ ヨナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2～3mの砂粒

を含む)

外 i明 褐色

内 i明 褐色

-9 S D31 埴 輪 外 〔ハケメ,ナデ

内 :ハケメ

やや密 (2函以下の砂粒
を少し合む)

外 :明 茶褐色
内 :明 茶褐色

S D32 土師器 甑 外 :不明
内 :ヘラケズリ

密 色

色

褐

褐

暗

暗

外

内

須恵器 婉 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 1回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (微 砂粒を少し合む) 外 :濃青灰色

内 :濃青灰色

8c中葉～

後半

S D32 須恵需 高合付坑 外 :回 転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (最大径 91m以下
の砂粒を多少含む)

外 :青 灰色

内 i青 灰色

8c末～ 9

c前半

S D32 須意器 皿 外 :回転ナデ,回 転糸切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (21m以下の砂rirを 少
し含む)

外

内
暗青灰色
暗青灰色

8c中葉～

後半

須恵器 高台付皿 外

内
回転ナデ,糸切
回転ナデ

やや密 (2硼以下の砂粒
を多く含む)

色

色

灰

灰

主同
青

外

内
8c末～ 9

c前半

6 S D32 土師器 筑 外 :回 転ナデ
内 :回 転ナデ

密 (2tIII以下の砂粒少し
含む)

色

色

褐

褐

黄

灰

外

内

S D33 土師器 甑 (把手) 外 :ナ デ
内 :ヘラケズリ

密 色
色

褐
褐

淡
淡

外
内

須恵器 娩 外

内
回転ナデ,糸切
回転ナデ

密 (微 秒粒をごく僅かに
含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

8c中葉～
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S D33 須恵器 高台付筑 外 i回転ナデ.ヘラ起こし後高台貼付
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (lla以下の砂粒少し
含む)

外

内
黒灰色

淡青灰色

7c中棄～

末

S D33 賓恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1岡程の砂程を少し
含む)

色

色

灰

灰

三β
青

濃

濃

外

内
”末

半
Ｃ
一削

S D33 須恵器 長頚壷 外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ,タ タキ ?

密 (微砂粒をごく僅かに
含む)

外

内
青灰色
青灰色

S D33 須恵器 外

内
回転ナデ,回転ヘラ削後ナデ,糸 切

回転ナデ

やや密 (2m以下の砂粒
を多少含む)

:暗青灰色
:陪青灰色

S D33 土師質土器 高台付婉 外 1回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナデ

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

S D33 土師質上器 婉 外

内

t回転ナデ,回 転糸切
1回転ナデ

やや粗 (微砂粒を多く含
む)

外 :贈褐色
内 :暗褐色

S D33 白磁 外

内
回転ナデ,

回転ナデ,

す

す

上

上
密 (砂粒少)

外

内

S D34 土師器 変 外 :ヨ コナデ,ハケメ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

やや粗 (2硼以下の砂粒
やや多く含む)

外 :淡茶褐色

内 :浚茶褐色

S D34 須恵器 筑 78 外 :回転ナデ,糸 切後ナデ
内 :回転ナデ,回 転ナデ後ナデ

密 (2 1ttI以 下の秒粒少し
合む)

外

内
膳青灰色
暗青灰色

8c中葉ヽ

後半

3 S D34 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナディナデ
内 :回 転ナディナデ

密 (0 5Jut程 の砂粒をご
く僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

暗

暗

外

内
8c末～9

c前半

S D34 須意器 外 :回転ナデ,糸切後ナデ
内 :回転ナデ,回 転ナデ後ナデ

密 (1皿以下の砂F‐少し

含む)

色

色

褐

褐

外

内
Sc坤棄～

Oc前半

S D34 土師器 婉か皿 外 :回 転ナデ

内 :

密 (lm以下の砂粒少し
含む)

色
色

褐
褐

赤
赤

外
内

摩減著 しヤ

2,8-1 S K10 須恵器 婉 外 :回 転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ

やや密 (2 mt以 下の砂粒
着手含む)

色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

8c中葉～
後半

S K10 須恵器 外 :回転ナデ,糸切
内 :回転ナア,回転ナデ後ナデ

やや密 (l dul以 下の砂粒
僅かに含む)

外 i青灰色
内 :青灰色

8c中棄～

後半

須恵器 盤 外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (3 1nII以 下の砂粒
若干合む)

外 :明 茶褐色
内 :青灰色～灰白

色

8c中葉～

後半
高台に2方 向の
透

SK■ 須恵器 高台付壼 外 :ロ クロナデ,格子ロタタキ
内 :回転ナデ後ナデ

密 (1硼以下の長石粒な
ど少し含む)

色

色

灰

灰

主日
と
同

外

内
”半

半

後

前

SK■ 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回転ナデ,ナデ

密 (最大径 2鰤以下のFf」7

粒をごくわすかに合む)

外 f淡青灰色
内 :淡青灰色

擬宝珠つまみ

230-1 S K12 須患器 不蓋 外 f回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナア,回転ナデ後ナデ

密 (1血以下の長石,石
英粒少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期

S K12 須恵器 蓋 外 1回 転ナデ,回転糸切後回転ヘラケ
ズリ

内 :回転ナデ,ナデ

やや粗 (最大径 3血以下
の砂粒をやや多く含む)

色

色

灰

灰

青

青

濃

濃

外

内
8c末～ 9

c前半

撲宝珠つまみ

須忘器 外 :回転ナデ,回 転糸切
内 :回転ナデ

やや密 (lm以下の砂粒
を僅かに含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c中葉～
後半

S K13 土師器 高芥 26 3 外

内
風化の為不明,棒状の刺突
風化の為不明

やや密 (ま れに大粒の砂
粒合む)

色
色

橙
橙

淡
淡

外
内

松山 I期

S K13 察恵器 蓋 外 :回転ナデ,回 転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回 転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色
内 :青灰色

7c前棄～

中葉

S K13 須恵器 外 :回 転ナデ,糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや粗 (2 mE以 下の砂粒
やや多く含む)

外 :茶褐色
内 :茶掲色

Sc中葉～

後半

S K13 須恵器 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

密 外 :青灰色

内 :焼 きむらの為

観察難

S K13 土師器 柱状高台皿 外 1回 転ナデ
内 :回 転ナデ

密 (ま れに大粒の砂粒を
含む)

外 :暗淡茶色
内 :暗淡茶色

12c前後

S K13 土師器 筑 外 :回転ナア,糸 切 ?

内 i回転ナア
密 (l mfI以下の砂粒僅か
に合む)

外

内
魅色～赤茶色
笹色～赤茶色

12c前後

S K16 土師器 娩 外
内

回稼ナデ

回転ナデ
密 (05血以下の砂粒少
し含む)

色

色

褐

褐

外

内

S K17 土師器 境か皿 外

内
回転ナデ,右回転糸切
回転ナデ

密 (l ttm以下の砂粒少し
含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

明

切

外

内

S X02 土師器 高芥 明

明

不

不

外

内
密 (lIII以下の砂粒少し
含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

摩減著しヽ

S X02 土師器 甕 外 :ヨ コナデ,ナデ

内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

密 (1画以下の砂粒少し
含む)

外 :暗褐色
内 :淡褐色

S X02 土師器 外 !ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ
やや密 (llg以下の砂粒
やや多く合む)

外 :茶褐色
内 :暗灰色

S X02 土師器 霊 外 :ヨ コナデ,縦方向のハケメ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

粗 (2ma以下の砂粒多く
含む)

外 :淡暗褐色
内 :淡暗褐色

土師器 甑 外 iナ デ

内 :

外 :淡褐色
内 1淡掲色

S X02 土師器 甑 外

内

ヨコナデ
ヘラケズリ

粗 (24Ud以下の砂程多 く

含む)

外 :明 褐色

内 I明 褐色

S X02 土師器 霊 外 :ナ デか?不明
内 :不明

やや粗 (2md以下のTj● 粒
やや多く含む)

色

色

褐

褐

茶

茶

淡

淡

外

内
風化著 しヽ

S X02 土製品 上製支脚 外 :ナデ

内 :強い指ナデ
粗 (2剛以下の砂粒多く
含む)

外 :獲褐色～灰褐
色

内 :橙褐色～灰掲
色

―-335-―
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土器

挿国番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

S X02 土製品 上製支脚 外

内
指ナデ,摩減が著しヤ やや密 外 :暗褐色

内 :

S X02 須恵器 不 蓋 外

内

ヘラ切後ナデ,回転ナデ

回転ナデ,回転ナデ後ナデ
密 (1硼以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 5～ 6

期

S X02 須恵器 蓋 外

内
回転ナデ,回転ヘラケズリ
回転ナデ

やや密 (18m以 下の砂粒
僅かに含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c末～ 9

c前半

S X02 須恵需 蓋 デ

）ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
密 (1硼大の砂粒を少し

含む)

色

色

灰

灰

青
青

濃
濃

外

内

S X02 須恵器 蓋 外

内
回転ヘラケズリ,回転ナデ
回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 ややたたれ観
察難
青灰色内

7c前半～

中葉

S X02 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラ削
内 I回 転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (1硼以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

〓同
青

外

内
8c末～9

c前半
擬宝珠つまみ

須恵器 蓋 回転ナデ,右回転ヘラケズリ,回
転糸切後回転ナデ
回転ナデ後ナデ内

やや密 (最大径 5 mm以 下
の砂粒多少合む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
Sc末～ 9

c前半

擬宝珠つまみ

S X02 須恵器 蓋 33 134 外 :回転ナデ,ヘラケズリ後回転ナア
内 :回転ナデ

やや密 (1画以下の砂粒
僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c末～ 9

c前半

擬宝珠つまみ

-17 S X02 須恵器 蓋 外 I回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (1 5tld以 下の砂粒少
し含む)

外

内
灰自色
灰白色

8c末～9

c前半
操宝珠つまみ

S X02 須恵器 蓋 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (lm以下の砂粒
若干含む)

外 赤紫色～青灰
色
赤紫色～青灰
色

内

7c末～ 8

c前葉
輪状つまみ

S X02 須恵器 蓋 外

内
回転ヘラケズリ後ナデ,回転ナア
回転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (2 du以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
7c末～ 3

c前葉

輪状つまみ

須恵器 外 :回 転ナデ,ヘラ起こし後ナデ

内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ
密 (3m以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
大谷 6期

S X02 須恵器 境 外 :回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回 転ナデ

密 (2画以下の砂粒少し

合む)

色

色

灰

灰

圭β
青

外

内
7c前半～

中葉

S X02 須恵器 境 外 :右回転ナデ,右回転糸切
内 :右回転ナデ,ナデ

密 (0 5dd前 後の小さな
I17粒 を少し合み, 2 am大

のものもまばらに含む)

外 :青灰色～黒灰

色

内 :青灰色～黒灰

色

8c中葉～

後半

S XO? 須恵器 筑 外 :右回転ナデ,右回転糸切
内 :右 回転ナデ,ナデ

やや糧 (1画以下の砂粒
含む)

青灰色
青灰色

8c中葉～

後半

S X02 須恵器 琉 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ,ナデ

密

む
(2MIt以 下の砂粒を含 色

色
灰
灰

青
青

外
内

3c中葉～

後半

須恵需 筑 外 :右 回転ナデ,右回転糸切後ナア
内 :右回転ナデ,ナデ

密 (3 Lm以下の砂粒を少
し含む)

色
色

灰
灰

青
青

外
内

8℃ 中葉～

後半

S X02 須恵器 筑 外 :右 回転ナデ,右回転糸切
内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (311D以下の砂粒
者干含む)

青灰色
青灰色

8c中葉～

後半

S X02 須恵器 琉 外 :右回転ナデ,回転糸切
内 :右回転ナデ,ナデ

やや密 (3血大の砂粒混
じり)

外

内

:青灰色
:青灰色

8c中葉～

後半

-28 S X02 須恵器 筑 外 :右 回転ナデ,回転糸切
内 :右 回転ナデ,ナデ

密 (15Ш以下の砂粒少
し含む)

外

内

i青灰色
i青灰色

8c中葉～

後半

S X02 須恵需 筑 (115) 外 i右回転ナデ,右回転糸切
内 :右回転ナデ,右回転ナデ後ナデ

密 (2111以下の砂粒少し
合む)

:青灰色
:青灰色

3c中葉～

後半

S X02 須恵器 筑 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ,ナデ

やや粗 (21m以 下の砂粒
やや多く含む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

8c中葉～

後半

-31 S X02 須恵器 琉 身 34 外 :回転ロクロナデ,回転糸切
内 :回転ロクロナデ,テデ

やや密 (3血以下の砂粒
含む)

外 :灰褐色

内 :灰褐色

8c後半ヽ

9c前半

S X02 須恵需 高台付琉 外 :回転ナア,ヘラ切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (21111以下の砂粒
若千合む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
c中葉～

S X02 須憲需 高台付塊 外

内
回転ナデ
回転ナア ナデ

やや密 (2 rdI大の砂粒多
少入る)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

一末

葉
Ｃ
一剛

S X02 須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,ナデ

密 (l dII大の砂粒含む) 外 :青灰色

内 :青灰色

8c中乗～

後半

-35 S X02 須恵器 高台付筑 43 外

内
回転ナデ
回転ナデ,ナデ

密 (l oIII以下の砂粒を合
む)

外 :青灰色

内 :青灰色

8c中葉ヽ

後半

S X02 須恵器 高台付筑 外

内
回転ナア
回転ヘラケズリ

密 (2m以下の砂粒少し
含む)

外 :紫灰色

内 :紫灰色

8c末～ 9

c前半

S X02 須恵器 高台付均 外 :回 転ナデ
内 :回 転ナデ

やや密 (3 mI以下の砂粒
を含む)

外 :青灰色
内 1青灰色

8c末～ 9

c前半

-38 S X02 須恵器 高台付筑 外

内
右回稼ナデ

右回転ナデ,ナデ

密

む
(2111以下の長石粒含 外 :青灰色

内 :青灰色

8c末～ 9

c前半

S X02 須恵器 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ,ナデ

やや密 (2 ul以下の砂粒
若干含む)

外

内
茨青灰色
茨青灰色

8c中棄～
9c前半

S X02 須恵器 (23) 外 :回 転ナデ,右回転糸切

内 :回 転ナデ,ナデ

やや粗 (l mm以下の砂粒
やや多く含む)

外 :灰褐色～獲褐

色

内 :灰褐色～獲褐

色

Bc中葉～

後半

S X02 須恵器 外 :回転ナデ,回転糸切
内 1回転ナデ,ナデ

密 (lm以下の砂粒を合
む)

外 :乳白色
内 :乳白色

ヽ葉

半

中

前

須恵器 高台付皿 外

内
回転ナデ

回転ナデ,ナデ

やや粗 (05～ 21u前後
の砂粒を含む)

色

色

灰

灰

青
青

外

内
Sc中葉～

ec前半

S X02 須怠器 高 名 1筑 外 :回 転ナア,ヘ ラ切後ナア

内 :回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色
内 :青灰色

7c中葉～
末

―-336-一
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234-44 S XO? 須恵器 高台付皿 外 :回 転ナディ回転糸切後ナデ
内 :回転ナア

やや密 (2 du以下の砂粒

若干含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c末～ 9

c前半

S X02 須恵器 高台付皿 外 :回転ナデ,回転糸切後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 :灰褐色～青灰

色

内 :灰褐色～青灰

色

Sc末～ 9

c前半

S X02 須恵器 高不 外 :回転ナデ.沈線文
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

外 :灰自色

内 :灰白色

大谷 6翔ヽ 3方透

須恵器 高不 外 〔回転ナデ
内 :回 転ナデ,回霧ナデ後ナデ

密 (15m以 下の●/粒少

し含む)

外 :青灰色

内 :淡青灰色

大谷 5期ヽ 2方透

235-1 須恵器 外

内
回転ナデ

回転ナデ

やや密 (2 ma以下の砂粒
を多く合む)

外 i青灰褐色
内 i青灰褐色

大谷 7期～

S X02 須恵器 一箆 頚部径 外 1回転ナア
内 :回転ナデ

密 (最大径 3 vII以 下の砂
粒を少し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

大谷 7期～

須恵器 98 外 :回 転ナデ,回転糸切右回り
内 :回 転ナデ

やや密 (3闘以下の砂粒
少し含む)

外 :青灰色

内 :青灰色

大谷 8期

S X02 須恵器 豆 外 :平行タタキ後回転ナデ,回転ヘラ
ケズリ

内 :回転ナデ

密 (最大径 5血以下の砂
粒を少し含む)

外 :皓赤褐色
内 :暗赤褐色

ヘラ記号「 X」

S X02 須恵器 短頚壷 外 :回転ナデ,ヘラ切り後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (l oII程のV1/粒 ごく僅

かに含む)

色

色

灰

灰

外

内

S X02 須恵器 短頚壷 外 :回転ナデ,平行ケタキロ後ナデ,

平行タタキ後カキメ

内 :回 転ナデ,当て具痕

やや密 (2画以下の砂粒
少し含む)

外

内
青灰色
青灰色

S X02 須恵需 線 外:右回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回転ナデ

やや密 (最大径 2 tlm以 下
の砂粒多少含む)

外

内
暗青灰色
暗青灰色

大谷 6期～

３５

，

３６

S X02 須恵器 平瓶 径

０

部

５

頚 外 :回転ナデ

内 :回転ナデ胴部 :円 盤誘塞による風

般技法で整形

密 (2m以下の砂粒少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
大谷 6期～

5期

9 S X02 須恵器 甕 外 :回転ナデ,平行タタキ,沈線文
内 :回転ナデ,波当て具痕

密 (最大径2mm以 下の砂
粒ごく僅かに合む)

外

内
淡青灰色
淡青灰色

ヘラ記号「むJ

S X02 須恵器 箆 外 :回 転ナデ
内 :回 転ナア

密 (l IIm程の砂粒をごく
僅かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

濃

濃

外

内

須恵器 甕 外 :回転ナデ,平行タタキ,カ キメ
内 :回転ナデ,当て具痕

やや密 (1・II以 下の砂粒
若干含む)

外 :青灰色～灰自
色

内 :青灰色

須恵器 菱 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ,放射状の当て具痕

密 (最大径3硼以下のF17

粒をごく僅かに合む)

外 :暗灰色～淡灰
色

内 :灰色～暗灰色

S X02 須恵器 横瓶 外 :回転ナデ,タ タキロ
内 :回転ナデ,当て貝痕

やや密 (最大径 3 au以 下
の砂粒をごく僅かに含
む)

色

色

灰

灰

主日
青

外

内

S X02 古代土師器 婉 外 :回転ナデ,回転糸切

内 :回転ナデ
密 (lIIm以 下の砂Fif僅 か
に含む)

外 :淡褐色
内 i淡褐色

S X02 古代土師器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸η
内 1回 転ナデ

色
色

褐
褐

淡
淡

外
内

古代上師器 娩 49 外 :回転ナデ,回転糸切後ナア
内 :回転ナデ

密 (l mII以 下の砂粒少し
含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

S X02 占代上師器 高台付筑 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (llm以下の砂粒僅か

に含む)

色

色

褐

褐

明

明

外

内

S X02 古代土師器 皿 外 :ヨ コナデ,回転糸切
内 :ヨ コナデ,指ナデ

密 色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

S X02 古代土師器 17 73 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (05118以 下の砂粒少
し含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

S X02 古代土師器 外 :ヨ コナア,回転糸切

内 :ナデ
密 (lIIII以 下の砂粒少し
含む)

外

内

:淡明褐色
:淡 明褐色

S X02 自磁 坑 外 :回 転ナデ,ヘラケズリ,上 くすり
内 :回 転ナデ,上 くすり

密 (砂粒少) 色
色

外
内

S X03 須意器 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2 dIIa以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

輪状つまみ

S X03 須恵器 不 身 外 :回転ナデ,ヘラ起こし
内 :回転ナデ,回転ナア後ナデ

密 (l Lm程の砂粒を少し
含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
大谷 6期

S X03 須憲器 筑 外 :回 転ナデ,ヘラ切
内 〔回転ナデ,ナデ

密 (2m以下の砂粒を少
し含む)

外 :淡灰色

内 :挨灰色

夫谷 6期～

S X03 須恵器 長頚壷 外

内
回転ナデ
回転ナデ,指頭圧痕

やや密 (2m以下の砂粒
を多少合む)

色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

大谷 7期ヽ

土節器 高台付琉 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

密 (4画以下の砂礫僅か
に合む)

外 淡灰白色～明

笹色

淡灰自色～明

橙色

内

土師器 12 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (砂粒をほとんど含ま
ない)

外 淡歴白色～淡
茶色
淡笹白色～淡
茶色

内

遺物包含層 弥生土器 壼 ?底部 外 :は かれ,指頭圧痕か?

内 i指頭圧痕
やや粗 (2函 以下の 外 :淡明褐色

内 :淡切褐色

[～ ■様式 風化著 しヽ

遺物包合層 弥生土器 菱 外 :口 縁上面に円形浮文,ナアか?

内 :ナデか ?

密 色

色

褐

褐

明

明

淡

淡

外

内
Ш様式

遺物包含層 弥生土器 外

内
肩部断面 3角形の突帯 2本

指ナデ
粗 (2～ 3 mmの 砂粒多 く

含む)

外 :淡褐色
内 :淡褐色

Ⅱ様式
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土器

挿目番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

238-4 遺物包含層 弥生上器 整 線

　

明

凹

明

不

ヨコナデ.風化の為 1部不

内

やや密 (1～ 2 1Jd以 下の
砂粒を若干含む)

外 :暗淡茶色
内 :暗淡茶色

革田 1期 風化著 し

遺物包含層 弥生土器 甕 外

内
平行沈線文
不明

やや組 (2～ 3o」 llの砂粒
含む)

色

色

灰

灰

暗

暗

外

内
草園 2期 風化者 し

遺物包含層 弥生土器 蕊 外 :平行沈線
内 :ヨ コナデ ?,ヘラケズリ

粗 (1～ 211mの 砂粒を多
く合む)

外 :橙白色～灰自

色

内 :橙白色～灰白

色

草田 2期

遺物包含層 弥生土器 外 :断面3角形の突待,爪形の刺突
内 :不明

密

む
(lla程度の砂粒を含 外

内
灰～白色

灰～自色

草日 2期

遺物包含層 弥生土器 高芥か鉢 外

内
風化の為不切

風化の為不明

粗 (1～ 2 aIの 砂粒を多
量に含む)

色

色

灰

灰

赤
赤

外

内
風化著しヽ

遺物包含層 弥生土器 外 :ヨ ヨナデ, 口縁端部平坦面あり
内 :調整不甥

密 色

色

褐

褐

外

内
革田 3期 風化著 しヽ

遺物包含層 土師器 鼓形器台 外 :ヨ コナデ ?,摩滅により調整不明

内 :ヘラケズ リ?,摩減により調整不

明

密 (15Ш以下の砂粒若
干含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内
草日 4期ヽ

5期

遺物包含層 土師器 疑 外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

やや粗 (1～ 2 dIIIt以 下の
砂粒を多く含む)

橙色～淡登色
獲色～淡橙色

遺物包含層 土師器 甑 外

内
ナデ,摩減の為調整不明
ヘラケズリ?

やや密 (2闘以下の砂粒
若千含む)

外 i黄褐色
内 :黄褐色

遺物包合層 須恵器 不蓋 I18 外 i回転ナデ,ヘラ起こし
内 i回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 2 mII以 下の砂
粒少し含む)

外

内
渡青灰色
青灰色

大谷 6期

遺物包含層 須恵器 議 外 :回転ナデ,ヘラケズリリ

内 :回転ナデ,回転ナア後ナデ
密 (lI・ 程の砂粒ごく僅
かに含む)

外 没青灰色,没
緑灰色自然釉
勺
濃青灰色廃

7c中葉～

末
輪状つまみ

遺協包含層 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (2剛以下の砂粒少し
含む)

外 :青灰色

内 :灰自色

7c末～ 8

c後半
撰宝珠つまみ

遺物包含層 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 i青灰色
内 :青灰色

8c末～ 9

c前半
擬宝珠つまみ
焼き歪み

″ 遺物包含層 須恵器 蓋 外 :回 転ナデ,右回転糸切,ヘラケズ
リ

内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (最大径 2 dm以 下
の砂粒を多少含む)

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

Sc末～ 9

c前半

擬宝珠つまみ

遺物包含層 須恵器 蓋 170 外 :回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや粗 (最大径 311以 下
の砂粒をやや多く含む)

外

内
濃青灰色
捜青灰色

8c末～ 9

c前半

遼物包含層 須恵器 蓋 外 :回転ナデ,ヘラケズリ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (最大径 2血以下の砂
粒少し合む)

外 :晴青灰色
内 :暗青灰色

7c末～ 8

c後半

遺物包合層 須恵器 蓋 外 1回 転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ

密 (2剛以下の砂粒少し
合む)

外 :青灰色

内 :青灰色

8c末～ 9

c前半

遺物包含層 須恵器 筑 84 外

内
右回転ナデ,ナデ

左回転ナデ

やや密 (l m4以 下の砂粒
を僅かに合む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c中葉～

後半

遺物包含層 須恵器 筑 外 i回 転ナデ,回転糸切
内 :回 転ナディ回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 :青灰色～赤銅

色

内 1赤銅色

8c中葉～

後半

遺物包含層 須恵器 娩 外

内
右回転ナデ,右回転糸切
回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 色

色

灰

灰

青

青

暗

暗

外

内
8c中葉～

後半

遺物包合層 須恵器 婉 外 :右回転ナデ,右回転糸切後ナデ
内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長石など211m以 下の
砂粒少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
Sc中葉～

後半

遺物包含層 須恵器 娩 外 :回転ナデ,右回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中葉～

遺物包含層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1皿以下の砂粒少 し

含む)

外 :黒掲色
内 :黒褐色

8c中棄～
9c

遺物包含層 須恵器 高台付境 外 :回転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (1」 I以下の砂粒少し
含む)

外

内
暗青灰色
暗青灰色

8c後半ヽ

遺物包含層 須恵器 高台付琉 66 185 外 :右回転ナデ,静止糸切
内 〔右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (長 石など211m以 下の
砂粒を合む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
7c末～ 8

c前半

遺物包含層 須恵器 高台付坑 45 外 :右回転ナデ,静止糸切,静止糸切
後ナデ

内 :右回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 4411以 下の砂
粒を少し含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

7c末～ 3

c前半

遺物包含層 須意器 高台付婉 外 :回 霧ナデ,ナデ,幅の狭い工具て

束J突
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 色

色

灰

灰

三日
青

外

内
8c中葉～

後半

139 遺物包合層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,右回転糸切
内 :回 転ナデ,回転糸切後ナデ

密 (lflII以 下の砂粒少 し

含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

8c中乗～
9c前半

遺物包含層 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,糸切後ナデ
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (3m以下の砂粒少し
含む)

外青灰色
内 :青灰色

8c中葉～

9c前半

遺物包合層 須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (た が,石粒が目立つ) 外 :青灰色
内 :青灰色

8c中巽～

9c前半

遺物包含層 察恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転糸切

内 :回転ナデ
密 (lmI以下の砂粒僅か
に含む)

外 :灰白色
内 :淡青灰色

底部外面に「者
口」墨書

遺物包含層 須恵器 高台付娩 外 :回転ナデ,右回転糸切

内 :回 転ナデ,ナデ

やや密 (最大 2 tu以 下の
砂粒多少含む)

外

内
青灰色
青灰色

遺物包含層 察恵器 皿 25 外 :回転ナディ糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (l o4以 下の砂釉
筐かに含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
や棄

半

中

前

遺物包含層 須恵器 高台付皿 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ後ナデ
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (砂粒少) 外 i明 茶褐色
内 :明 茶褐色

Sc中乗～

9c前半
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石器・鉄製品

土器

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 回 径 底 径 手法の特徴 胎  土 色   調 時 期 備  考

遺物包合層 須恵器 高台付鉢 外 :回転ナア,静止糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

lel物 包含層 須恵器 盤 外

内

i回転ナデ,ヘラケズリ
i回露ナデ後ナデ

やや粗 (最大径 2 md以 下
の秒粒を多く合む)

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

8c後半

遺物包含層 須怠器 盤 外 :回 転ナア
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (3 mE以 下の砂粒少し
合む)

外

内
青灰色
青灰色

8c末～ 9

c初頭

-31 遺物包含層 須恵器 把手付鉢 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 (徴 砂粒を少し含む) 外 :濃青灰色
内 :濃青灰色

遺物包含層 須恵器 壷底部 外

内
右回転ナデ,右回転糸切
右回転ナデ

やや粗 (2 mlt以下の砂粒
やや多く含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

‐９９
，

‐４０

遺物包含層 須恵器 更
外

内

1回転ナデ,ヘラケズリ
:回転ナデ

密 (lШ程の砂粒ごく筐
かに含む)

色

色

掲

褐

赤

赤

淡

淡

外

内

遺物包合層 察恵器 146 外 :回稼ナデ,タ タキ
内 :回転ナデ,タ タキ

密 (砂粒少) 外 :青灰色,肩か

ら上焼 きただ

れ

内 :青灰色

-35 遺物包含層 須恵器 班 外 :回 転ナデ,平行タタキ
内 :回 転ナデ,タ タキ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

遺物包含層 上製品 用途不明 外 :ナデ

内 :

やや密 (1～ 211dの砂粒を
含む)

外 :淡赤灰色～灰

色

内 :

遺物包含層 上製品 用途不明 明

切

不

不

外

内
やや糧 (2m以下の砂位
やや多く含む)

色

色

褐

褐

外

内
摩減著しヽ

木器

挿図番号 写 真 出土地点 器 種 長(L) 幅(W) 径 (D) 厚 (T) 高(H) 木取り 樹 種 残存状況 備  考

旧河適 4 桶 竪木取り スギ科スギ属スギ

1日 河道 4 盤 ? 横木取り スギ科スギ属スギ

四脚盤 横木取 り タワ科クワ属

S E01 井戸粋 778 こ レ科ケヤキ属ケヤキ

写 真 出土地 ミ 種 別 器 種 長 幅 厚 重 量 石材 備  考

S10,上層 鉄澤 (9tR冶 澤 )

124-27 S B01 鉄滓 (鍛 治津)

北 端 鉄滓 (鍛 冶津)

S303-P 石器 スクレイア`― 黒躍石

石 器 石鏃 安山岩

S D13 石器 石鏃 28 黒曜石

日河道 4 石器 スクレイパー 黒曜石

旧河道 4 石器 石鏃 黒曜石

旧河道 5 石器 石鯨 安山岩

S E01 S D20周 辺 石器 磨、敲石 849 4

S E01 S D20周 辺 石器 磨石

S E01 S D20周 辺 石器 磨石 (石材)

S E01 S D20周 辺 石器 歳石

S E01 S D20周 辺 玉類 管玉 碧 玉 淡緑色

石器 石器未製品 頁 岩

石 器 磨.縦石 4188

S D31 石製品 石帯 31

S K13 石器 砥 石 紅 レン片岩

236-7 S X03 石器 用途不明

S X03 古銭 径247 天聖元疲

S X03 古銭 紹聖元震

S X03 古銭 35 熙寧元賓

S X03 古 銭 58 政和通費

S X03 占銭 元祐通貿

占銭 至和元質

古 銭 祥符元質

古 銭 皇宋通費

S X03 古 銭 至和元質

遺物包含層 石器 砥 石
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塚山古墳

土器

挿国モ号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

3ト レンチ 埴 輪 円筒埴輪 外 :右上り縦のハケメ、ヨョナデ,ハケ
後突帯貼付

内 :左上リハケメ,ハケ後ヨコナデ,ナア

密 (l mm以 下の長石
粒などまばらに合
む)

色

色

褐

褐

獲

獲

外

内

ヘラ記号 レ司

1ト レンチ月堀 埴輪 円衡埴輪 外 :縦方向ハケメ,突帯貼付にともない
ナデ

内 :縦方向ナデ.突帯貼付にともないナデ

やや密 (l ma以 下の

長石 石英な ど砂粒

含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

ヘラ記号「公」

8ト レンチ 埴輪 円筒埴輪 外

内
摩減の為調整不明
ハケメ,摩滅著しい

やや密 (最大251M
以下の秒粒を少し含
む)

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

ヘラ記号 レ司

埴輪 用衡埴輪 外 :ハケメ

内 :ハケメ
密 (最大径 3 aI以 下
の砂粒を僅かに含
む)

外 :乳褐色
内 :乳褐色

-5 喧輪 円筒埴輪 外

内
ケヽメ
ケヽメ.ナア

やや密 (1画程の砂
粒多少含む)

外 :乳獲褐色

内 :乳燈褐色

1ト レンテ 埴輪 円筒埴輪 外

内
左上りのハケメ
ナデ

やや密 (l tltt程 の秒
粒を多少含む)

色

色

獲

橙

淡

淡

外

内

7ト レンチ 埴輪 円筒埴輪 外 :強いヨコナデ,右下がりのハケメ
内 :強いヨコナア,右下かりのハケメ

密 (l TIm以 下の長石
粒など合む)

外 :淡褐色

内 :灰褐色

須恵質

8 1ト レンチ 埴 輸 円筒埴輪 外 !ハケメ
内 :摩減の為不明

密 (l IIIu以 下の砂粒
少し含む)

外 :浚橙褐色

内 :宇と自色

1ト レンチ 埴 輪 円筒埴輪 外

内
縦方向のハケメ
ナデ

密 (l lldは どの砂粒
を多少含む)

外 :淡歴褐色
内 :淡澄褐色

ヘラ記号「
^」

3ト レンチ 埴輪 円筒埴輪 外 :左上リハケメ
内 :左上リハケメ

密 (211m以 下の砂粒
少し含む)

色

色

肌

肌

深

淡

外

内

ヘラ記号「rAJ

3ト レンチ 埴 輸 埴輪片 外 :左上りのハケ後突帯貼付による,
デ,B種積ハケ

内 :縦方向ハケ ナデ

やや密 (2血以下の
長石,石英粒含む)

外 :淡赤褐色
内 !淡赤褐色

3ト レンチ 埴綸 円筒埴輪 外

内

ハケメ
ナデ?

やや密 (21u以下の
砂粒を多少含む)

外 :乳褐色
内 :乳掲色

3 4ト レンチ 埴 輪 円筒埴輪 外 :調整不明
内 :ナデ

やや密 (2m以下の

砂F_4を 多少含む)

色
色

褐
褐

橙
燈

外
内

須恵質

2ト レンチ 埴輪 底部 外 :B種横ハケ
内 :右下かりの強いナア

密 (1側以下の長石
粒など合む)

色

色

灰

灰

黄

黄

外

内
須恵質

埴輪 不 明 外

内
横方向のハケメ後縦方向のハケメ
ナデ

密 (石英,長石など
1回以下の砂粒合
む)

外 :黄褐色
内 :黄褐色

-0 1ト レンチ 埴輪 底部片 外 :縦方向のハケメ後突常貼付にともな
うナデ

内 :縦方向のナデ

やや粗 (長 石,石英
など1皿以下の砂粒
やや多く含む)

外 :赤橙褐色
内 :赤橙褐色

1ト レンチ 埴輪 円筒埴輪 外 :ハケメ

内 :ナ デ,指頭圧 FR
やや密 (25硼以下
の砂粒を多少含む)

外 :乳褐色
内 :乳褐色

8ト レンチ 拒輪 朝顔形埴輪 外

内
密 (2111以 下の砂粒
を少 し含む)

外 :7L褐色
内 :乳褐色

9 埴 輪 朝顔形埴輪 外 :ハケメ,ナデ
内 :ハケメ

密 (1剛轟の砂粒を
僅かに含む)

色
色

灰
灰

主月
青

外
内

須恵質

3ト レンチ 埴 輪 朝顔形埴輪 外 :ハケメ

内 :ハケメ

やや密 (l III程の砂
粒多少含む) 色褐

色

黄

橙

淡

外

内

3ト レンチ 埴輪 朝顔形埴輪 外 :左上りのハケメ
内 :左上りのハケメ

やや密 (2111以 下の
長石粒含む)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

8ト レンチ 埴 輪 人物埴輪 外

内
縦方向のハケメ,ナデ
ナデ,指顔圧痕

密や

石
，

や

長

む

(2回以下の
石英など合

外 :獲 褐色

内 i橙 褐色

基底～胴部 双
脚

8ト レンチ 埴輪 人物埴輪 外 :ナデ,指頭圧痕
内 :ナデ,指頭圧痕

やや粗 (長石,石英
などの S tln以 下の砂
粒,砂礫含む)

外

内
黄橙色

黄橙色

頭部

埴 輪 形象埴輪 外 :指ナデ

内 i

密 (l III以 下の砂粒
を少し含む)

外 :淡肌色
内 :

8ト レンチ 埴 輸 形象埴輪 外 :ナデ
内 :

密 (1血程の砂粒を
筐かに含む)

外 :淡橙色

内 :

8ト レンチ 埴輪 人物埴綸 外 :ナ ア
内 :

やや粗 (石英 長石
など3m以下の砂粒
砂礫含む)

外 :淡黄澄色
内 :淡黄橙色

腕
Γ

ヘラ記号

8ト レンチ 埴輪 人物埴輪 外 :ナデ

内 :

やや粗 (石英 長石

など 2m以下の砂粒

砂礫を含む)

外 :淡黄種色
内 :

腕

8ト レンテ 埴 輪 人物埴輪 外 :ナ デ

内 :

やや密 (21B以下の
砂粒を多少含む)

外 t淡黄褐色
内 :淡黄褐色

腕

8ト レンチ 埴輪 人物嬉輪 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
密 (2114以 下の砂粒
僅かに合む)

外 :淡橙色
内 :淡橙色

腕

8 8ト レンチ 埴 輪 形象埴輪 外

内
やや密 (2 tttt以 下の
砂粒を多少含む)

色

色

褐

掲

孔

乳

外

内

3ト レンチ 埴輪 形象埴輪 外

内
やや密 (最 大径 3m
以下の砂粒を少し合
む)

色

色

褐

褐

橙

獲

乳

乳

外

内
家型埴輪の屋
根 ?

8ト レンチ 埴 輪 形象埴輪 外

内
やや密 (石英,長石
など2皿以下の砂粒
含む)

外 :獲褐色
内 :橙褐色

家型埴輪? 網
代状の線刻

2ト レンチ 殖 輪 形象埴輪 外

内
密 (l mt程 の砂粒を
ごく僅かに合む)

色

色

褐

褐

孔

乳

外

内
家型埴輪? 線
亥J
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塚山古墳

土器

挿国番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

3ト レンチ, 8ト レンテ 須恵器 高芥 回転ナデ,波状文
回転ナデ

密 (1511m以 下の長
石粒など含む)

外 〔青灰色
内 :青灰色

TK203並行 把手付

3ト レンチ 須恵器 嫁 外 :回転ナデ,沈線文,渡状文
内 :回 転ナア,指頭圧痕

密 (2硼以下の秒粒
を少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内

-3 8ト レンチ 須恵器 一質 外 :回 転ナデ,波状文
内 1回 転ナデ

密 (lm程の砂粒僅
かに含む)

外 :青 灰色

内 :青 灰色

3ト レンチ 須恵器 外 :回 転ナデ,平行タタキ後カキメ,波
状文

内 !回転ナデ

密 (最大径 2 dm以 下
の砂粒少し含む)

色

色

灰

灰

主
同
圭
同

外

内
自然釉付着

3ト レンチ 須恵器 筒形器台 外

内
回転ナデ,波状文,沈線文,刺突
回転ナデ,指頭圧戻

密 (lm以下の長石,

石英含む)

外 :淡 青灰色
内 :淡青灰色

壷部 と台部 一

体

須恵器 変 外 :回 転ナデ,平行タタキ, 自然釉付着
内 :回転ナデ,同心円当て具痕後ナデ

やや密 (最大径 4111

以下の砂粒を多少合
む)

外 :濃青灰色
内 :濃青灰色

TK208並行 自然釉付着

3ト レンチ 須恵器 甕 外

内
平灯タタキ

同心円タタキ後ナデ

やや密 (最大径 4硼
以下の砂粒少し含む)

色
色

灰
灰

青
青

外
内

TK208並行

-8 3ト レンチ 土師器 高雰 外 :摩減の為調整不明
内 :底部に竹管状の棒て刺突

密 (05111以 下の砂
粒を少し含む)

外

内
淡獲褐色
淡獲褐色

3ト レンチ 上師器 高芥 外

内
摩減の為調整不明
底部に竹管状の棒で刺突

密 外

内
淡黄褐色

淡黄掲色

3ト レンチ 土師器 高 芥 外

内
摩減の為調整不明
底部に竹管状の棒で刺突

密 外 :淡黄歴色
内 1淡黄橙色

2ト レンチ 須恵器 蓋 33 外 1回 転ナデ後回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ後ナデ

やや密 (lm以下の
砂粒を含む)

外 :淡灰褐色
内 :淡灰褐色

7c中棗～

8c前葉

ヘラ記号「 ×

輪状つまみ

須憲器 蓋 外

内
回転ナデ,回転ヘラケズリ
回転ナデ後ナデ

密 (1血大の砂粒少
し合む)

色

色

灰

灰

青

青

淡

茨

外

内
7c末 ～
8c前葉

綸状つまみ

2ト レンチ 須恵器 蓋 外

内
回転ナデ,回転糸切後ナデ
回転ナデ後ナデ

密 (2Ш以下の砂粒
を少 し含む)

外 :青灰色
内 :青灰色

ヽ
半

末

前
擬宝珠つまみ

2ト レンチ SX01 須恵器 蓋 134 外 :沈線文,回転ナア
内 :回 転ナデ後ナデ

外 :淡黄褐色
内 二淡黄褐色

8c末ヽ

9c前半

擬宝珠つまみ

須恵器 坑 外 :回転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

Sc中葉ヽ

後半

ヘラ記号「

6 2ト レンチ 須恵器 婉 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (l am以 下の砂粒

少 し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
8c中棄～

後半

2ト レンテ 須恵器 琉 72 外 :回 転ナデ,右回転糸切
内 :回 転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (5凹 以下の砂粒
含む,主に自砂粒)

色

色

灰

灰

青

暗

外

内
8c中葉～

後半

2ト レンチ 須恵器 婉 外 :回 転ナデ,回転ヘラ切
内 i回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (3 mm以 下の白砂
粒を少し合む)

外 :淡紫灰色
内 :淡紫灰色

8c中葉～
後半

2ト レンチ 須恵器 翔 外 :回転ナディ右回転糸切
内 1回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (5mal以 下の自砂

少 し含む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内
Sc中葉～

後半

2ト レンチ 須恵器 琉 71 外 :回 転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後静止ナデ

密 (最大径 4m以下
の砂粒少し含む)

外

内
濃青灰色
濃青灰色

8c中 棄～

後半

底部外面に「木」
の墨書

2ト レンチ 須恵器 塊 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後静止ナデ

密 (2 dd程 の砂粒少
し含む)

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

8c中葉～

後半
底部外面に「木J

の墨書

2ト レンチ 須恵器 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ後ナデ

密 (511B以 下の砂粒
を僅かと244以 下の
砂粒を含む)

外 :暗灰色
内 :暗灰色

ヽ
半

葉
前

中

ｃ

2ト レンチ SX01 須恵器 外

内
回転ナデ,切 り難し技法不明
回転ナデ後ナデ

やや密 (2■e以下の
砂粒若干含む) 色

色

灰

黒

淡

外

内
9c中棄～

後半
表面炭化物を吸
着か?

2ト レンチ SX01 須恵器 高台付坑 回転ナデ,ナア
回転ナデ後ナデ

やや密 (058d以 下
の砂粒含む)

色

色

褐

褐

灰

灰

外

内
7c中葉～
8c前葉

2ト レンチ SX01集石内 須恵器 高台付功 外

内

1回転ナデ,ヘラ起こし後高台貼付
1回転ナデ後ナデ

密 外 :淡灰色
内 :淡灰色

7c中葉～
8c前葉

2ト レンチ 須恵器 高台付筑 47 131 外 :回転ナデ,回転糸切後高台貼付,サ

内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

や

砂

む

や
白

含

(311m以 下の
小豆色の砂粒

外 :贈 灰色

内 :暗 灰色

8c末～

9c前半

2ト レンテ 須恵器 高台付筑 外

内
回転ナデ,回転糸切後ナデ
回転ナデ後ナデ

密 (l dut以 下の白砂
含む)

色

色

灰

灰

青
青

外
内

Sc末～

9c前半

2ト レンチ 察恵器 高台付筑 4ワ 外 :回転ナデ,回転へら切り後高台貼付
内 :回転ナデ,回 転ナデ後ナデ

密 (lm以下の白砂
含む)

外

内
青灰色
青灰色

8c末～
9c前半

須恵器 高台付境 48 外 1回転ナデ,右回転糸切後高台貼付
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

密 (最大径 2 mI以 下
の砂粒を多少含む)

色

色

灰

灰

主同
青

淡

淡

外

内
8c末～

9c前半

2ト レンチ 須恵器 外

内
回転ナデ,回転糸切
回転ナデ後ナデ

密 (1画以下の砂粒
を少し含む)

外 :淡灰色

内 :淡灰色

8c中葉～

9c前葉

2ト レンチ 須恵器 外 :回転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

やや密 (2d14以 下の
自色砂粒含む)

外 :暗灰色～贈
笹褐色

内 :暗灰色～暗
橙褐色

8c中葉～
9c前葉

2ト レンチ SX01集石内 須恵需 高台付皿 138 外 :回転ナデ,回転ヘラ切り
内 :回 転ナデ後ナデ

やや密 (l IIII以 下の
自砂と黒砂を含む)

外 :青 灰色

内 :灰 色

8c中棄～

9c前葉

2ト レンチ 須憲器 腺 外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

密 (O SIItt以 下の砂
粒を僅かに含む)

外 :淡灰色

内 :淡灰色

大谷 6期～

2ト レンチ 須恵器 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 (05411以 下の砂
粒を僅かに含む)

色

色

灰

灰

外

内

2ト レンチ 須恵器 一更 外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ

密 (l EIn程度の砂粒
少し含む)

外

内
灰色

灰色

須恵器 長頚壼 外

内
回転ナデ
回転ナデ,指頭圧痕

やや密 (l mII以下の

砂粒若干混 じる)

外 :暗灰色

内 :暗灰色

大谷 6期～
7期

―-341-―



塚山古墳

土器

写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 日 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色   調 時 期 備  考

2ト レンチ SX01集石 須恵器 豆 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 :回 転ナデ

密 (05m以 下の砂
粒を僅かに含む)

外 :淡青灰色～

暗灰色
内 :淡青灰色～

暗灰色

大谷 S期

須恵器 横 瓶 外 :回 転ナデ,タ タキ
内 :回 伝ナデ,当て具痕

密 (砂粒少) 色

色

褐

褐

灰

灰

外

内

2ト レンチ 須志器 甕 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 (2m以下の
自砂含む)

外

内
暗灰色

暗灰色～青

灰色

2ト レンチ 須志器 甕 外 :回 転ナデ
内 :回 転ナデ,当て具戻

密 (l tdm以下の砂粒
を多く合む)

色

色

灰

灰

外

内

-31 須恵器 変 外 :平行タタキ
内 :当 て具痕

明茶褐色

明茶褐色

-32 2ト レンチ SX01集石 須恵器 甕 外

内
平行タタキ

当て具痕

密 外 淡赤褐色～

青灰色

紫灰白色内

2ト レンチ SX01 須恵器 変 外

内
平行タタキ
タタキ

密 (最大径1 5mm以

下の砂粒を少し含
む)

色

色

灰

灰

青

青

外

内

2ト レンチ SX01集石 須恵器 甕 20 6 外 :回 転ナデ,ハ ケメ後 タタキ

内 :回 転ナデ,タ タキ

密 外 :青灰色
内 :青灰色

把手付

2ト レンチ 須憲器 大型鉢 外 1回転ナデ,ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ,当て具痕

密 (砂粒少) 外 :青 灰色

内 :青 灰色

Sc中 葉～

後半
把手付

須恵器 甕 外 :ナ デ

内 :ナ デ,ヘ ラケズリ

やや粗 (2 wlt以下の
砂粒やや多く入る)

色

色

褐

掲

黄

黄

贈

贈

外

内

2ト レンチ SX01集石 須恵器 甑 (把 手) 外 :ナ ア
内 :

密 (l IIIIB以 下のI1/粒

少し含む)

外 i灰褐色

内 :

2ト レンチ SX01 須恵器 筑 外 :回転ナデ,回転糸切
内 :回転ナデ

密 (15m以 下の砂
粒少し含む)

色

色

褐

褐

淡

淡

外

内

7 2ト レンチ SX01 須恵器 高台付塊 53 外

内
摩減の為調整不明
摩減の為調整不明

やや密 (l IIm以下の

砂粒着干含む)

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内

木製品
挿図番号 写真 出土地点 器 種 長(L) lH(W) 径 (D) 厚(T) 高 (H) 木取り 樹 雹 残存状況 備  考

柱 根 77 8 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

2ト レンチ S X01周 辺 板 材 板 目

石製品
挿図番号 写真 出土地点 種 別 石材 厚 孔径 重 量 色調 備  考

1区 白玉 滑 石 灰褐色

1区 日玉 滑 石 黒褐色

1-8区 臼玉 滑 石 0 03 淡青灰色

1-8区 日 玉 滑 石 淡青灰色

1-8区 自 玉 滑 石 青灰色

1-8区 日 玉 青灰色 錆付着

1-3区 臼 玉 滑 石 淡青灰色

8 1-8区 臼 玉 滑 石 青灰色

1-8区 臼 玉 滑 石 45 青灰色

臼 玉 滑 石 青灰色

1-3区 臼玉 滑 石 青灰色

1-8区 臼玉 滑 石 暗灰色

13 1-8区 臼玉 滑 石 青灰色

2区 臼玉 滑 石 39 18 黒褐色

2区 日玉 滑 石 黒褐色

2区 臼玉 滑 石 黒褐色

7区 自玉 滑 石 灰褐色

3区 自玉 滑 石 16 淡青灰色

3区 臼 玉 滑 石 淡緑灰色

3区 臼玉 滑 石 淡青灰色

臼 玉 滑 石 淡青灰色

3-4区 臼 玉 滑 石 汝緑灰色

3-4区 臼玉 滑 石 浜緑灰色

4区 日玉 滑 石 陪灰色

区 臼 玉 滑 石 38 緑灰色

区 臼玉 滑 石 暗灰色

4区 臼玉 滑 石 淡緑灰色
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石製品

挿図番号 写 真 出土地 点 種 別 石材 長 径 厚 7L径 重 豊 色調 備  考

滑 石 暗灰色

4区 日 玉 猾 石 23 暗灰色

4区 臼 玉 滑 石 2S 暗灰色

4区 臼 玉 滑 石 贈灰色

4区 臼 玉 滑 石 膳灰色

4区 日 玉 滑 石 暗灰色

-34 4区 臼 玉 滑 石 淡緑灰色

4区 滑 石 暗灰色

4区 臼玉 滑 石 暗灰色

滑 石 暗灰色

4区 臼 王 滑 石 陪灰色

4区 臼玉 滑 石 暗灰色

5区  縦ベル ト 臼 玉 滑 石 暗灰色

5区  縦ベル ト 臼 玉 滑 石 48 49 暗灰色

5区  横ベル ト 滑 石 青灰色

5区  樹ベル ト 臼 玉 滑 石 青灰色

5区  横ベル ト 滑 石 青灰色

5区 縦ベルト 臼 玉 滑 石 48 39 賠灰色

6区 臼 エ 滑 石 陪青灰色

6区 臼玉 滑 石 青灰色

8区  縦ベル ト 臼玉 滑 石 黒灰色

8区  縦ベル ト 日玉 暗青灰色

自玉 滑 石 淡緑灰色

4区 滑 石 百灰色

4区 日 玉 滑 石 暗縁灰色

白 玉 滑 石 黒褐色

臼玉 滑 石 39 23 灰褐色

臼 玉 滑 石 明灰褐色

臼 王 滑 石 明灰褐色

臼 玉 滑 石 暗緑色

臼玉 灰白色

臼 玉 滑 石 48 96 灰自色

滑 石 灰自色

臼玉 滑 石 灰 白色

自玉 滑 石 灰 白色

臼玉 滑 石 灰 白色

臼 玉 滑 石 青灰色 漆付着 ?

臼 玉 滑 石 35 青灰色

臼 玉 滑 石 暗緑色

日玉 滑 石 暗灰色

臼玉 滑 石 青灰色 漆付着 ?

小玉 青縁色

-70 主体部周辺 小玉 ガラス 32 33 青紫色

7区 打ヽ玉 淡青色

鉄器

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 全長 刃部長 茎 長 関幅 茎最大幅 茎最小幅 厚さ 備  考

７‐
，

７２

1, 2区 鉄 器 鉄剣

1,2区 鉄 器 鉄 剣 (541) 145)

鉄 器 (651) (32)

5,6区 鉄 器 鉄剣 (10

3, 4区 鉄 器 鉄 剣

1区 鉄 器 (19)

5区 鉄 器 刀 子 麗 角

2区 鉄 器 刀子 (70) (34) (09) 鹿 角

2区 鉄 器 刀子 (31) (51) 03 鹿角
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土器

鉄器

挿図番号 写●_ 出土地点 種 ,1 器 種 全長 刃部長 茎 長 関 幅 茎最大幅 茎最小幅 厚 さ 備  考

5区 鉄 器 刀子 G5) (35) 鹿角

鉄 器 刀子 (16) 4) 鹿 角

鉄 器 刀子 (38) 13 鹿 角

鉄 器 刀子 (10)

鉄 器 刀子 (441 (1 130)

鉄 器 ヤリガンナ (761

鉄 器 ヤリガンナ (11) 鹿角

短 甲

挿図番号 写真 出土地点 種 別 部 位 長 さ 幅 厚 さ 備  考

1-8区 短 甲 後胴押付板～地板 覆綸部に革組遺存 黒漆膜付着

175,176 1-8区 短 甲 前胴押付板か

1-8区 短 甲 前胴押付板か 優輪部に草組遺存 黒漆膜付着

1-8区 短 甲 後胴左腸部 (IT付板～

長側第 3段 )

272-5 1-8区 短 甲 前胴左脇部 (裾板)

175ユ 76 1-8区 短 甲 前胴左腸部か (長側第
1～ 3段か)

前胴前の可能性 もあ り

272-7 短 甲 後胴左脇部か (長側第
3～ 4段)

前胴前裾部の可能性 もあ り

273-8 1-8区 短 甲 前胴右腸部

175,176 1-8区 短 甲 後胴右腸部

175176 1-8区 短 甲 蝶番金具

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  七

S101 弥生土器 甕 20 8 外

内

ヨヨナデ,凹線
ヨヨナデヘラケズリ

211m以 下の砂粒含む 外 :淡▼L褐 色
内 :淡黄褐色

車口 2期 風化著 し

S101 弥生土器 疑 外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ

2m以下の自砂少盈

含む

色褐

色

黄

白

淡

黄

外

内
革日 2期か

S B01 須恵器 甕 外 :格子タタキ
内 :同 心円タタキ

密 l o8以 下の細砂
粒含む

外

内
暗青灰色
暗青灰色

S B03 須恵器 変 外 :平行 タタキ

内 :同心円タタキ

l lu以 下の白砂少量
含む

外

内
淡灰色
淡灰色

285-1 S B04 須恵器 琵 外

内
平行 タタキ

同′Ь円タタキ

1皿以下の自砂含む 外

内
贈青灰色

青灰色

S B06 須恵器 芥蓋 外 :ヘラケズリのちナデ,回転ナデ
内 :ヨ コナデ,不定ナデ

l om以 下の砂粒を含
む

色

灰

灰
青

黒

暗

外

内

S B06 須恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ
内 〔回転ナデ

l IIm以 下の砂粒を含
む

外

内
青灰色
薄青灰色

須恵器 霊 174 外

内
回転ナデ

回転ナデ

1側以下の砂粒を含
む

外 :謄灰色
内 :贈青灰色

須恵器 菱 外 :回転ナデ,平行タタキのちナデ
内 :回転ナデ,放射状タタキ

lm以 下の砂粒を含
む

外

内
暗青灰色
暗青灰色

S B06 須恵器 甕 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ,同心円タタキ

1囲以下の自砂を少
量含む

外 i暗青灰色
内 :暗青灰色

S B07 須恵器 外蓋 33 186 外 :回 転ナデ,

内 :回 転ナデ,

デ

デ

ナ

ナ
やや密 l tuI以下の
砂粒多く含む

外 :淡灰色
内 :淡灰色

須恵器 不蓋 外 i回 転ナデ,ヘ ラケス リ

内 :回 転ナデ,ナ デ

やや密 2皿以下の
砂粒多く含む

外 :青 灰色

内 :青 灰色

S B07 須恵器 芥蓋 外 :回転ナデ,回転糸切り後のちナデ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 2m以下の
砂粒少量含む

外 :青灰色
内 f青灰色

S B07 須恵器 琉 外

内
回転ナデ,ナデ
回転ナデ

密 1函以下の砂粒
含む

色

色

灰

白

青

灰

外

内

須恵器 高台付琉 外 〔回転ナデ,回転糸切りのちナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

やや密 lI」 d以下の
砂粒を多く含む

色

色

灰

灰

青

青

外

内

S B07 須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,ナ デ

内 :回転ナデ
密 1硼以下の砂粒
含む

外

内
青灰色
青灰色

S B07 土師器 婉 外 :ヨ ヨナデ,回転糸切 り

内 :ナデ

密 色

色

褐

褐

橙

橙

淡

淡

外

内

288-8 S B07 須恵器 高台付筑 外 1回転ナデ,回転糸切りのちナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 l mt以 下の砂粒
を少量含む

色

色

灰

灰

黄

黄

淡

淡

外

内

S B07 土師器 甕 外

内
ナデ,ハケメ
ハケメ,ヘ ラケズリ

やや粗 2画以下の
砂粒少量合む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

風化著しヽ
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土器

挿国番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

土師器 鼈 外

内

ハケメ
ヘラケズリ

粗 05～ 3回大の

砂粒多 く含む

色
色

褐
褐

橙
澄

淡
淡

外
内

S308 須恵器 高台付筑 外

　

内

回転ナデ,ナデ,静止糸切 りのちナ

回転ナア,ナデ

密 外 i黄灰色
内 :黄灰色

須恵器 坑 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ

密 1剛以下の砂粒
含む

外 :灰褐色
内 :灰褐色

風化著 しヽ

S BIO 賓恵器 筑 外 :回転ナデ,糸切り後ナデ
内 :回転ナデ,ナデ

やや密 1血以下の
砂粒少量含む

外 :青灰色

内 :青灰色

S B10 土師器 婉 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
やや密 1間以下の
砂粒少量含む

外 :橙褐色

内 :橙褐色

SBn 土師器 筑 外 :ヨ コナデ,ナデ

内 iヨ ヨナデ,ナデ
密 外 :淡赤褐色

内 :淡赤褐色

S Bll 土師器 変 外 :ハケメ

内 :ハケメ,ヘ ラケズ リ

やや密 21」 a以下の
砂粒少登含む

外 :暗淡黄褐色
内 :暗淡黄褐色

須恵器 養 外

内
回転ナデ
回転ナデ

密

含
1側以下の砂粒 外 :黄灰色

内 :黄灰色
灰か芽り

加工段 1 蒸生上器 甕 外

内
凹線,ハケメ
ナデ ヘラケズリ

311t以 下の砂粒多く
含む

外

内
茶褐色

淡茶褐色

草田 2期

加工段 I 小生土器 底 部 一ア
一ア

ナ

ナ

外

内
3 oJI以 下の砂粒多く
含む

外 :淡赤褐色

内 :淡黄褐色

風化著 し

加工段 2 土師器 高芥 (杯部) デ

デ

ナ

ナ

外

内
21D以下の砂粒多く
含む

:薄黄掲色
:薄茶掲色

加工段 2 須恵器 甕 外 :回転ナデ

内 :回転ナデ

1剛ほどの砂程含む 外

内
陪灰色

暗青灰色

加工段 2 須恵器 霊 外

内
回転ナデ

回転ナデ

I剛以下の白砂を多
く含む

外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

加工段 2 土師質土
器

高台付筑 外 :ナ デ ?

内 :ナデ ?

l■II以 下の砂粒含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

風化著しヽ

加工段 2 須恵器 甕片 外 :平行タタキ
内 :同 心ロタタキ

l ou以 下の自砂を含
む

外 :暗灰色

内 :暗青灰色

加工段 2 褒恵器 甕片 外 :平行 タタキ

内 :同 lb円 タタキ

1阻以下の砂粒含む 外 :浚灰色
内 :淡灰色

加工段 2 須恵器 甕片 外

内
平行タタキ

同心円タタキ

1硼以下の砂粒含む 外 :淡灰色
内 :淡灰色

8 加工段 2 須恵器 甕片 外

内
平行 タタキ

同心円タタキ

2 0Jd以 下の砂粒合む 外 :青灰色

内 :淡灰色

弥生土器 変 (底部) 外 :ナ デ,ハケメ

内 |ナ デ

2 mll以 下の砂粒多く
含む

色

色

褐

褐

乳

乳

薄

諏

外

内

S D01 土師器 斐 外

内
ヨヨナデ
ヨヨナデ

l III以下の自砂少量

含む

色褐

色

茶

褐

暗

茶

外

内

3 S D01 土師質土

器

高台付筑 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
l IIIt以 下の砂粒多く
含む

外

内
薄乳褐色
淡黄褐色

風化著 しヤ

S D01 土師質土

器

高台付功 デ

デ

ナ

ナ

外

内
2 tltt以 下の砂粒多く
合む

外 :淡赤褐色
内 :淡赤褐色

風化著 しヤ

S D01 土師質土
器

高台付婉 外 :ヨ ヨナデ,糸切 りのちナデ

内 :ヨ コナデ,不定ナデ

lm以下の砂粒多く
含む

外 :淡黄掲色
内 :淡黄褐色

S D01 須恵器 灯明皿 外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ

l lm程 度の自砂を含
む

外 :淡青灰色

内 :淡青灰色

S D01 須恵器 一宝 外 :回転ナデ,回転ヘラケズリ,回転糸
切り

内 :回 転ナデ

2硼以下の砂粒合む 外 :青灰色
内 :青灰色

須恵器 甕 外

内
回転ナデ
回転ナデ

l rII以 下の砂粒少量
含む

外

内
陪青灰色
暗青灰色

-9 S DO〕 察恵器 甕か 外

内
回転ナデ
回転ナデ

l dII以下の砂粒含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

風化著 しヽ

S DO〕 須恵器 楚片 外

内
平行 タタキ

同心円タタキ

211m以 下の白砂少量
合む

外

内
青灰色
暗青灰色

須恵器 疑 片 外 :平行タタキ
内 :同心円タタキ

,mm以下の砂粒少登
含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

S D02 上師器 甕 外 :ハケメ

内 :ヘラケズリ

2EB以下の砂粒含む 外 :黒褐色
内 :淡黒褐色

S D02 須恵器 芥 蓋 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ

II.I以 下の自砂を含
む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

S D02 須恵器 高台付抗 デ

一ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
〕剛以下の砂粒含む 外 :青灰色

内 :青灰色

S D02 須恵器 甕 外

内
格子 タタキ

同1さ円タタキ
蜜 外

内
蒲青灰色
薄青灰色

S D04 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ

内 iヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

7 dE程 度の石を含む 色

色

褐

褐

責

黄

外

内
幸田 5～ 6

期

S D04 弥生土器 霊 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

3 ul以 下の砂粒多く
合む

外 i淡乳褐色

内 :淡黄褐色

草田 5～ 6

期

S D04 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

2m以 下の砂粒含む 色

色

褐

褐

黄

黄

外

内
草田5～ 6

期

S D04 弥生土器 低脚杯 外

内

ヨヨナデ ?

ヨョナデ ?

l EW以 下の砂粒多 く

含む
外 :淡子と褐色
内 :淡乳褐色

草田 5～ 6

期か

風化著 しヽ
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下がり松遺跡

土器

外 :平 行タタキ

内 :同 心円タタキ

外 :青灰色

内 :淡灰色

外 |ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナディヘラケズリ

//tiヨ ヨナデ
内 |ヨ コナデ,ヘラケズリ

高芥 (底部) 外 :ミ ガキ, ヨヨナデ

内 :ン ポ リ,ハ ケメ
外 :淡茶褐色
内 :淡茶褐色

外 :回 転ナデ,回転糸切 り

内 :不定ナデ

外 :回 転ナデ
内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ,回転ヘラケズリのちナデ

内 :回 転ナデ,不定ナデ

外 :回 転ナア,ヘラキリ
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ,ナデ

2 8ud以 下の白砂含む

外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ

外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回 転ナデ,同心円タタキ

3面以下の砂粒含む

外 :平行タタキ
内 :同 ィЬ円タタキ

外 :平行タタキ

内 :同 心円タタキ

外 :平行沈線文
内 |ヨ コナア ヘラケズリ

外 :平行沈線文,ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

外 :淡▼t褐 色
内 :淡▼t褐 色

外 :平 行沈線文, ヨコナア

内 |ヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

外 i淡茅t褐 色

内 f淡乎t褐 色

外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 ;ヨ コナデ,ヘラケズリ?

外 :薄乳褐色
内 :薄乳褐色

外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :コ コナデ,ヘラケズリ

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

外 :ヨ コナア
内 :ヨ コナア,ヘラケズリ

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

外 :ナ デ
内 :ヘ ラケズリ,指頭圧痕

外 :淡茶褐色
内 :淡灰褐色

外 :ナ デ

内 :ナ デ

外 i淡自褐色

内 :淡乳褐色

外 :回転ナデ
内 :回 霧ナデ

外 :青灰色
内 :青灰色

外 :回 転ナデ
向 :回 転ナデ

外 :回 転ナア
内 :回 転ナデ

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ

外 :平行タタキ
内 :同 心円タタキ

外 :平 行タタキ
内 :同心円タタキ

l IE以 下の砂粒含む

外 :平 行 タタキ

内 i同 心円タタキ

外 :ヨ コナデ,ハケメ

内 :ヘラケズ リ

外 :黒褐色

内 i澄褐色

外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

外 :回 転糸切 り?,ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ

1皿以下の砂粒含む 外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

外 i回転ナア
内 !回転ナア,不定ナデ

2血以下の砂粒含む 外 :青灰色

内 :青灰色

外 :回 転ナデ
内 1回 転ナデ

外 f青灰色
内 :青灰色
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挿国番号 写 真 H土地点 種 別 器 種 器 高 回 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

S D17 須志器 甕 外

内
平行タケキ

同心円タタキ

1画以下の砂粒合む 外 :淡橙灰色
内 :淡黄灰色

S D17 須恵器 妻 外 :平行 タタキ

内 :同 心円タタキ

I wII以 下の白砂多く
含む

色

色

灰

灰

淡

斎

外

内

S D18 土師器 高杯 外

内

ヨコナデ
ヨコナア

lm以 下の砂粒多く
含む

外

内
淡茶褐色
淡茶褐色

松山工期

S K06 須恵器 菱 格子 タタキ

同心周タタキ
密 1画 以下の細砂
粒含む

外 :淡 青灰色
内 :淡青灰色

S K06 須恵器 鶏 外

内
格子 タタキ

同心円タタキ
外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

SK15 須恵器 外 :回転ナデ,回鍬糸切り
内 :回 転ナデ

lla以下の砂粒含む 外 :賠青灰色
内 :暗茶灰色

S K16 須恵器 境 外 :回 転ナデ
内 :回 転ナデ

I mm以 下の砂粒含む 外

内
淡青灰色

淡青灰色

S X01 弥生上器 甕 外

内
平行沈線文
ナデ,ケズリ

21m以 下の砂粒多く
含む

外

内
茨黄白色

汲黄自色

草田 2期 風化著 しヤ

S X01 弥生土器 甕 外

内
平行沈線文,ナデ
ナデ,ケズリ

2 tta以 下の砂粒多 く

含む

色

色

褐

褐

灰

灰

淡

淡

外

内
車回 2期

弥生■器 菱 外 :ヨ コナア
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

lm以 下の白砂少登

含む
外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ,

ヘラケズリ

車劇 2期

S X01 弥生土器 疑 外 :ヨ コナア

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

1醐以下の砂粒多 く

含む

色

色

褐

掲

黄

乳

淡

淡

外

内
草田 4～ 5

期

S X01 須恵器 甕 外 :回転ナデ,平行タタキ
内 :回転ナデ,同心円タタキ

l tte以 下の自砂多 く

含む
外 :淡青灰色
内 :淡青灰色

S X01 土師質土
器

外 :ナデ,回ほ糸勁り
内 :ナ デ

2硼以下の砂粒多く
含む

外 i淡茶褐色
内 !淡 茶褐色

風化著 しヽ

7 須恵器 外 :回転ナデ,ナデ
内 :回転ナデ

I III以下の砂粒少量
含む

外 :▼と自色
内 :乳 白色

S X01 須恵器 外 :回 転ナデ

内 :回 転ナデ

I tlD以 下の白砂少量
含む

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内

須恵器 変片 外

内
平行 タタキ

同′ビ円タタキ

I III以 下の自砂少畳
含む

外 :灰 色,暗灰

色

内 :暗灰色

S X01 須恵器 甕片 外

内
平行タタキ
同心円タタキ

18d以下の砂粒多 く

含む 色

色

灰

灰

青

淡

淡

外

内

326-1 S XOワ 弥生土器 語 218 外 :ヨ コナデ,平行沈線文
内 :ヨ コナデ.ヘラケズリ

3剛以下のI」7粒多く
含む

色

色

褐

褐

乳

乳

藩

斎

外

内
草口 つ期

S X02 弥生土器 甕 外

内
平行沈線文, ヨコナデ
ヨヨナデ,ヘラケズリ

2 BI以 下の砂粒多く
含む

外 :淡茶褐色
内 :▼と褐色

草田 2期

S X02 弥生土器 器 台 外 :平行沈線文,ヨ コナア
内 :ミ ガキ

2剛 以下の砂粒含む 外 :淡黄褐色
内 :淡黄掲色

草田3期 風化著し

S X02 弥生上器 棗 外 :ヨ ヨナデ

内 iヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

l ln以 下の自砂多 く

含む
外 :淡乎L褐 色
内 :淡乳褐色

草田 4～ 5

期

S X02 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

211a以 下の自砂多く
含む

色

色

褐

褐

茶

茶

外

内
草田 4～ 5

期

S X02 弥生土器 菱 外 :ヨ ヨナデ

内 iヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

l mII以下の白砂少量

含む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

草田4～ 5

期

S X02 弥生土器 奏 外 :コ コナデ
内 :ヨ ヨナデ,ヘラケズリ

2硼以下の自砂多 く

含む

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
車日 4～ 5

朗

3 S X02 弥生上器 変 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ]ナデ,ヘラケズ リ

I Im以 下の自砂多く
含む

外

内
淡茶褐色

淡茶褐色

軍田 4～ 5

期

S X02 弥生土器 甕 外 :ヨ コナデ
内 :ヨ コナデ,ヘラケズリ

l oB以 下の自砂少量
含む

外 :淡孝[褐 色
内 :淡乳褐色

草田4～ 5

期

S X02 土師器 低脚杯か デ

デ

ナ

ナ

外

内
211m以 下の砂粒多く
含む

色褐

色

黄

褐

外

内

弥生土器 器台 外 :

内 :ケ ズリ
密 外 :淡赤褐色

内 :淡乳褐色
軍口 4～ 5

期

風化著し,

S X02 土師器 外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ

21m以下の砂粒合も 外 :淡茶褐色
内 :淡茶褐色

草田 6～ 7

期

風化著し

S X02 土師器 底 部 外

内
外 :淡 茶褐色
内 :淡茶褐色

12と 同一個体か

S X02 土師質士

器
塊 デ

ンア

ナ

ナ

外

内
回転糸切 り 1皿以下の砂粒少量

含む
外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

S X02 土師質土
器

筑 外

内
ナデ,回転糸切り
ナデ

l EII以 下の砂粒少量
含む

外 :淡 桃褐色

内 :淡 桃褐色

S X02 土師器 甕 外 :ナデ

内 :ナデ,ヘラケズ リ

l ma以 下の砂柱多 く

含む

色

色

褐

褐

黄

黄

淡

淡

外

内
風化著 しヽ

S X02 須恵器 菱片 外 :平行タタキ
内 :放射状タタキのちナデか

2m以下の砂粒含む 外 :淡灰色
内 :淡乳褐色

風化著しヤ

SX02 須恵器 甕片 平行タタキ

同心円タタキ

lm以 下の自砂多く
含む

外 :暗灰色
内 :暗灰色

第V層 弥生土器 誕 外 :ヨ ヨナデ,平行沈線文

内 :ヨ コナデ,ヘラケズ リ

1血以下の砂T~含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

草田 2期

第V層 弥生上器 外 :回転ナデ
内 :回 転ナデ,ヘラケズリ

lm以 下の白 チ多 く

含む

色

色

褐

褐

乳

乳

淡

淡

外

内
軍田 4～ 5

期

外面に媒伺着
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挿図fr号 写真 出土地 点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  土 色  調 時 期 備  考

第Ⅱ層 土師質土
器

筑 外 :回 転ナデ
内 :回転ナデ

1配以下の自砂含む 外 :黒灰色

内 :藤灰色

第 ■層 土師質土

器

外 :回 転ナデ,回転糸切 り

内 :回 転ナア

20m以下の白砂含む 外 :淡乳褐色
内 :淡乳褐色

第正層 上師器 変 外 :ヨ ヨナデ,ハ ケメ

内 fヨ ヨナデ,ヘ ラケズリ

1皿以下の砂粒多く
含む

外 :灰褐色

内 :灰褐色

第 ■層 上師器 変 外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ.ヘ ラケズリ

1剛以下の自砂多 く

含む

外 :薄乳褐色
内 :薄乳褐色

第 Ⅱ層 ■師器 整 外 :ヨ ヨナデ,ハ ケメ

内 iヨ ヨナデ,ヘ ラケズ リ

2 EII以 下の砂粒合む 外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

第Ⅱ層 土師器 製塩土器 デ

一ア

ナ

ナ

外

内
1剛以下の自砂多 く

含む

外 :淡褐色
内 :淡褐色

第I層 土製品 土製支脚 デ

デ

ナ

ナ

外

内
lm以下の白砂多く
含む

外 :淡黄褐色
内 :淡黄褐色

第 工層 須恵器 芥 善 外 :回 lrNナ デ,回転ヘラケズ リ

内 1回 転ナデ,ナ デ

1硼以下の砂粒多 く

含む

外 :淡青灰色
内 :暗青灰色

第工層 賓恵器 芥 蓋 外 1回転ナデ,回転ヘラケズリ
内 1回転ナデ,ナデ

IIm以下の砂粒少量

含む

色

色

灰

灰

青

青

外

内
ゆがみか著し

第工層 察恵器 高台付境 外

内
回転ナデ,回転糸切 りのちナデ

回転ナデ.ナ デ

l IIII以 下の砂粒多く
含む

色

色

灰

灰

主同
青

外

内

第Ⅱ層 察志器 高台付功 47 外 :回 転ナデ,回転糸切り

内 :回転ナデ,ナデ
l lII以下の白砂含む 外 i青灰色

内 :青灰色

第I層 察恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転糸切りのちナデ

内 :回転ナデ,ナデ
l IIII以 下の自砂多 く

含む

外 :青灰色
内 :青灰色

第正層 察恵器 高台付筑 外 :回 転ナデ,回転糸切 りのちナデ

内 :回 転ナデ,ナ デ

lC血 以下の白石多く
含む

外 :青灰色

内 :茶 灰色

第 Ⅱ層 察恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,回転糸切りのちナデ

内 1回転ナデ,ナデ
1411以 下の自砂多 く

含む

外 :青灰色
内 i青灰色

第Ⅱ層 須恵器 高台付婉 外 :回転ナデ,回転糸切りのちナデ

内 i回転ナデ,ナデ
2 1FD以 下の砂粒含む 外

内
暗青灰色
暗青灰色

第正層 須恵器 高台付婉 外

内
回転ナデ,回転糸切り

回転ナデ,ナ デ

l md以 下の白砂少罷
含む

色

色

灰

灰

主同
青

外

内

第 Ⅱ層 須恵器 筑 76 外 i回転ナデ,回転糸切り

内 !回転ナデ,ナデ
14u以下の自砂少量

含む

色

色

灰

灰

青
青

外

内

第 I層 須恵器 悦 外 :回転ナデ,回転糸切り

内 :回転ナデ,ナデ
lm以 下の砂粒少登
含む

外

内
暗青灰色
暗青灰色

第■層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切り

内 I回 転ナデ,ナ ア

l mIほ との白砂含む 色

色

灰

灰

〓日
青

暗

暗

外

内

第 工層 須恵器 筑 外 i回転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

1硼以下の自砂少昴

含む

色

色

灰

灰

青
青

外

内

第Ⅱ層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切り

内 :回 転ナデ,ナデ
lm以 下の自砂少塁

含む

外

内
青灰色
青灰色

第 ■層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

I dII以 下の白砂多く
合む

外 淡青灰色
暗青灰色
淡青灰色内

第工層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

lm以 下の白砂含む 外

内
淡青灰色
淡青灰色

第 Ⅱ層 須恵器 功 48 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 1回 転ナデ,ナデ

l mm以 下の自砂含む 外

内
暗青灰色
暗青灰色

-18 第 ■層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

l lm以 下の白砂含む 外 :淡灰色
内 :淡灰色

第工層 須恵器 筑 外 :回 転ナデ,回転糸切 り

内 :回 転ナデ,ナデ

l ul以 下の砂粒少量
含む

外 :薄青灰色
内 :薄青灰色

第 Ⅱ層 察恵器 功 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

21111以 下の砂粒含む 色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内

第 ■層 須恵器 晩 外 :回転ナデ,回転糸切り

内 :回転ナデ,ナデ
211m以 下の自砂含む 外

内
青灰色
淡青灰色

第 ■層 須恵器 筑 外

内

t回転ナデ
t回転ナデ

1画以下の白砂少量
含む

外 :暗青灰色
内 :暗青灰色

第 工層 賓恵器 婉 外 〔回転ナデ

内 :回 転ナデ

l dJd以 下の自砂多 く

合む

外

内
暗青灰色
暗青灰色

第Ⅱ層 察恵器 外 :回転ナデ,回転糸切りのちナデ

内 1回転ナデ,ナデ
lm以 下の砂粒多く
含む

外

内
青灰色
青灰色

第 I層 察恵器 23 外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

l cm以 下の自石多 く

合む

色

色

灰

灰

外

内

第 二層 須忠器 lll
外

内
密 色

色

灰

灰

青

青

淡

淡

外

内
風化著 しヽ

第二層 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切り

内 :回 転ナデ,ナデ
I III以下の白砂含む 外 :商青灰色

内 :薄灰色
底部にヘラ記号
「x」

第Ⅱ層 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ ナデ

l at以 下の自砂含む 暗青灰色
暗青灰色

第■層 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

1画以下の白砂多く
含む

色

色

灰

灰

主同
青

外

内
風化著 しヤ

第工層 須恵器 外 :回 転ナデ,回転糸切 り

内 :回 転ナデ,ナ デ

外 :薄青灰色
内 :薄青灰色
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下がり松遺跡

土器

挿口番号 写 真 ‖土地点 種 別 器 極 器 高 日 径 底 経 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

328-31 第工層 須恵器 高台付皿 外 :回転ナデ,回転糸切 り

内 :回転ナデ,ナデ

密 色

色

灰

灰

暗

贈

外

内

第Ⅱ層 須志器 高台付皿 外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ,ナデ

I Iu以 下の自砂少孟

含む

色

色

灰

灰

暗

暗

外

内

第 工層 須恵器 継 外 :回 転ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

l I It以 下の自砂含む 外

内

内

淡青灰色

淡茶褐色

茨青灰色

淡茶褐色

第 Ⅱ属 須恵器 盤 外 :回 伝ナデ,回転糸切り
内 :回 転ナデ,ナデ

l mfl以 下の砂粒を多
く含む

色

色

灰

灰

青

青

薄

暗

外

内
内面に自然釉付
着

第 Ⅱ FF 須恵器 短顕壺 外 :回転ナデ,沈線
内 :回転ナア,ナデ

2111以 下の自砂少量
含む

外

内
暗青灰色
薄青灰色

第I層 須恵器 愛 外 1回転ナデ,平行 タタキ

内 :回転ナデ,同心円タタキ

2側はどの白砂少登
含む

色

色

灰

灰

青

青

暗

暗

外

内

第 ■層 須恵器 菱 27 8 外

内
回転ナデ
回転ナデ

2 mm以 下の砂粒含む 外 :青 灰色

内 :青 灰色

-38 第 工層 須恵器 甕オ 外 i平行タタキ

内 :同心円タタキ

1闘以下の白●1/多 く
合む

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内

第I層 須恵器 霊片 外 :平行 タタキ

内 :同 心円タタキのちナデ

l ge以 下の自砂少量
含む

色

色

灰

灰

淡

淡

外

内

第 Ⅱ層 賓忘器 筑 外

内
回稼糸切り,回転ナア
回転ナデ,ナデ

密 外 :薄青灰色
内 :薄青灰色

墨書アリ「万福」
か

第Ⅱ層 須恵器 筑 回転糸切 り

回転ナア,ナデ
密 1闘以下の砂粒
少量含む

外 i暗茶灰色
内 !暗茶灰色

墨書ア リ「澤」

第 I層 須惑器 杯蓋 (転用硯) 外 :回転ナデ ,

内 :研磨

回転ヘラケズリ 密 lm以 下の細砂
粒含む

外

内
暗青灰色
暗青灰色

331-1 遺機に伴わない 弥生上器 甕 外 :ヨ コナデ,ハ ケメ

内 :ヨ コナデ,ヘ ラケズ リ

lm以 下の砂粒多く
含む

外 :淡黄褐色

内 :淡黄褐色

草田 4～ 5

期

遺構に伴わない 土師器 菱 外 iヨ コナデ,ハ ケメ

内 :ヨ コナア,ハ ケメ,ヘ ラケズ リ

3m以下の砂粒多く
含む

外 i淡茶褐色
内 :淡茶褐色

遺橋に伴わない 須恵器 筑 外 :回転ナデ,回転糸切り
内 :回転ナデ,ナデ

l wII以 下の砂粒多く
含む

外

内
暗青灰色
青灰色

遺構に伴わなヽ 上師質土
器

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

2硼以下の砂粒含む 外 〔薄▼L褐 色
内 :薄乳褐色

加工段 5 土師器 不 明 外 :ヨ ヨナデ,ナア

内 :ヨ コナデ,ナア

密 外 淡赤褐色～

淡黄褐色
淡赤褐色～

淡黄褐色
内

土師器 甕 外 :ハケロ
内 :ハケロ,ヘ ラケズリ

やや密 (2血以下の
砂粒を少し含む)

外

内
暗淡黄褐色
贈淡黄掲色

▼ウン ドI区盛土中 P2 須恵器 不 明 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (lm以下の砂粒
を含む)

外 :黄 灰色

内 i黄 灰色

灰か事り

S D01 須恵器 変 外 :回転ナデ,タ タキ後回霧ナデ,タ タ
キ

内 :回転ナデ,指頭圧痕後ナデ,同 心円
の当て具痕

密 (2硼以下の砂粒
を筐かに含む)

外 :淡灰色
内 :灰白色

土師器 小 明 外 :ナデ,糸切り
内 :指頭圧痕

密 外 :淡橙掲色
内 :淡橙褐色

8 平坦面 1, 4問ベル ト 土師器 不明 外 iヨ ヨナデ,ナデ

内 :ナデ ?

やや密 (I BI以下の
砂粒を多く含む)

外 :獲褐色

内 :橙褐色

加工段 1周辺 平痙面 2区 須恵器 高台付芥 外 :回 転ナデ,回稼糸切後ナデ
内 :回 転ナデ,ナデ

密 (2 1tu以下の砂粒
を含む)

色

色

灰

灰

明

明

外

内

S X06 土師器 不明 デ

デ

ナ

ナ

外

内
密 色

色

褐

褐

橙

橙

外

内

S X06 土師器 ネ 外 :ナデ

内 :ナデ
密 (lm以下の砂粗
を少 し含む)

色
色

褐
褐

黄
黄

外
内

風化著 しヽ

本器

挿国番号 写 真 出土地点 笹 房J 器 種 遺存状況 長 さ 幅 厚 さ 木取 り 樹 種 備  考

325-n 木製品 斧柄 完形 心持

石器

挿図番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 遺存状況 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石材 備  考

SD16 石器 護石 完形

326-17 S X02 石 器 護石 完 形 磨 り面 もあ り

第 工層 石器 砥 石 完形か

第 Ⅱ層 石 器 敲 石 完形

還構に伴わなヤ 石器 砥 石 完形か
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下がり松遺跡・角谷遺跡

石器 鉄製品

角谷遺跡

土器

挿国番号 写 真 出土地点 種 別 器 種 長 幅 厚 標 高 軒 高 径 重 登 備  考

マウンド1区 五輪塔 空風輪 (120)

S X04 五輪塔 火輪

マウン ド1区 五輸塔 地 輸

マウン ド1区 五輪塔 水輪 (264)

マウンド1区 五輪塔 火輪

マウンド4区 石器 砥 石

マウン ド1区 盛上中 石器 筋砥石

マウン ド2区 鉄 器 不 明

瓦

挿図番号 写夷 出土地点 種 別 器 種 全長 胴部長 胴部幅 胴部厚 手法の特徴 胎 土 色調 備  考

瓦 丸 瓦 凸面 :タ タキ後ナデ

凹面 :ケ ズ リ痕,コ ビキ痕,布 目痕 ,

離れ砂痕

やや密 (2 nd以下の砂粒
を含む)

面

面

凸

凹
黒灰色～黄灰色

黄灰色

マウンド1区 ,3区 , 4
区

瓦 丸瓦 凸面 :タ タキ後ナデ
凹面 :ケ ズリ痕,布 目痕,吊 り紐痕

やや密 (2m以下の砂粒
を多 く含む) 色

色
褐

灰
灰

黒
暗

面
面

凸
凹

狙
瑯

マウン ド1～ 4区 平坦

面 3区. 2-3間 区

瓦 平瓦 28 1 (915) 凸面 :雛れ砂痕
凹面 :ケ ズリ痕,コ ビキ痕,離れ4‐

p痕
密 (2血以下の砂粒を少
し含む)

面

面

凸

凹
淡黄灰色
黒灰色～淡黄灰色

刻銘あ り

下方斜面 2区 瓦 桟瓦 凸面 :縦ナデ,ヨ ヨナデ

凹面 :縦ナデ,ヨ ヨナデ,コ ビキ痕

密
色

色

褐

灰

灰

黒

暗

面

面

凸

凹

挿図番号 写真 出土地点 種 別 器 種 器 高 口 径 底 経 手法の特徴 胎  上 色  調 時 期 備  考

土師器 霊 外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

やや粗 色

色

褐

褐

茶

茶

外

内
摩減著 し

上師器 甑 (犯手) 外

内
ナデ
ヘラケズリ?

やや糧 外

内
茶褐色
灰褐色

土師器 柱状高台皿 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (1硼以下の砂粒
少し含む)

外 :明赤褐色
内 :明赤褐色

風化著し

須恵器 不 蓋 外 :回転ナデ,ヘラケズリ
内 1回転ナデ,ナデ

密 (2硼以下の白砂

を含む, 511m以 下の

砂粒を含む)

色

色

灰

灰

〓同
圭
同

外

内

排土中 須恵器 不蓋 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (05硼以下の砂
粒少し含む)

色

色

灰

灰

青

青

深

淡

外

内

須恵器 外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 (1硼以下の長石
など砂粒少し含む)

外 :青灰色
内 i青灰色

須恵器 琉 外 1回転ナデ,右回転糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナア

密 (lm以下の砂粒
まばらに入る。 5血
大の礫も少し入る)

外 :青灰色
内 :青灰色

須恵器 高台付筑 外 :回転ナデ,糸切
内 :回転ナデ,回転ナデ後ナデ

留 (l ml以下の長石

粒少し合む)

外

内
青灰色
青灰色

トレンチ 須恵器 器台 外 :回転ナデ,波状文,平行沈線文

内 :回転ナデ
密 (砂粒少) 外 :青 灰色

内 :青 灰色

石器・鉄器
挿図番号 写 真 出土地点 種 房〕 器 種 長 幅 厚 重量 石材 備  考

鉄製品 く

品
さび形鉄製 18

鉄製品 37

石器 台形様石器 5 87 黒曜石

13 石 器 石鏃 黒躍石

弧状平坦面 鉄砲玉
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所収遺跡名 所在地
コー ド

】ヒ糸幸 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

田中谷遺跡

松江市法吉町

字田中・下 り松

727-1番地外

32201 D9

35°

29′

42″

133°

02′

56″

2000,4.10

-2001.1.12
12,342m2 宅地造成

塚山古墳

松江市法吉町

字下り松

721-1番地外

32201 D154
ば
″
プ

1999.5,20⌒ Vll.30

2000.4.10-6.23

2001.1.29^V3.15

900ギ 公園整備

下がり松遺跡

松江市法吉町

字下り松

680-2番地外

32201 D824
ぽ
ツ
ピ

2000.8.10

^▼ 2001.1.10
5,126r 宅地造成

角谷遺跡

松江市法吉町

字角谷

974番地外

32201

氏

）

υ^

　

，
イ

ぽ
″
ｒ

1999,9.20

^v20001.12
4,000m2 宅地造成

遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

田中谷遺跡 集落 弥生時代後期

～鎌倉時代

竪穴建物10

掘立柱建物47

井戸 2、 旧河

道数条

弥生土器、土師器、

須恵器、石製品、

鉄製品、木器

布掘建物を3棟確認

塚山古墳 古墳 古墳時代中期

奈良時代

礫床主体部 1

葺石 造出2

井泉遺構 1

刀剣類、短甲、鏡、

玉類、櫛

円筒埴輪、人物埴

輪、須恵器、木柱

県内で数少ない中期

古墳の調査例。

住宅団地内に公園と

して保存整備。

下がり松遺跡 落

　
　
墓

集
　
　

古

弥生時代後期

～平安時代

室町時代

竪穴建物1

掘立柱建物13

石積基壇 1

茶昆跡 2

弥生土器、土師器、

須恵器、木器

瓦、五輪塔、火葬

骨

角谷遺跡 山城か 室町時代 掘立柱建物 2

土橋

須恵器、土師器、

石器、鉄製品、鉄

砲玉
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